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(57)【要約】
【課題】基板収納ケース内に不正器具等を進入させるこ
とによる制御基板に対する不正行為を効果的に防止でき
る遊技機を提供すること。
【解決手段】ケース本体２１０とケースカバー２０２と
からなり、遊技制御用マイクロコンピュータを有する主
基板３１を封止状態で内部に収納可能な基板収納ケース
２００は、ケースカバー２０２の裏面側に主基板３１が
取り付けられるとともに、コネクタ用開口２３６に差し
込まれた配線側コネクタ２９０が基板側コネクタ２３８
に接続されることで、コネクタ用開口２３６と配線側コ
ネクタ２９０との間がフランジ部９１２によりケースカ
バー２０２の外側から閉塞され、コネクタ用開口２３６
からの針金等の不正器具の進入が防止されるとともに、
ケース本体２０１には、ケース本体２０１とケースカバ
ー２０２とを封止状態に固着する予備用ワンウェイネジ
２８１を収納するネジ収納部２０９が設けられている。
【選択図】図８４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ケース本体とケースカバーとからなり、遊技の制御を行う遊技制御手段を有する制御基
板を封止状態で内部に収納可能な基板収納ケースを備える遊技機であって、
　前記制御基板は、該制御基板とは異なる他の基板から延出された配線に設けられた配線
側コネクタが接続される基板側コネクタ及び電子部品が実装される実装面を有し、
　前記ケースカバーに設けられ、前記実装面を被覆するように前記制御基板を取り付け可
能に形成された基板取付部と、
　前記ケースカバーにおいて、前記基板取付部に取り付けられた前記制御基板の前記基板
側コネクタに対応する箇所に形成され、該基板側コネクタに前記配線側コネクタを接続す
るためのコネクタ用開口と、
　前記配線側コネクタに設けられ、前記基板側コネクタに接続された前記配線側コネクタ
と前記コネクタ用開口との間の隙間を前記ケースカバーの外側から閉塞可能な外側閉塞部
と、
　前記ケースカバーの側縁より外方に向けて突設された連接部を介して設けられる複数の
第１被固着部と、
　前記ケース本体の側縁に、前記複数の第１被固着部それぞれに対応して設けられる複数
の第２被固着部と、
　前記第１被固着部と前記第２被固着部とを固着する部材であって、前記基板収納ケース
を破壊するかもしくは前記連接部を切断しない限り前記制御基板の封止状態を解除するこ
とができない状態とするために、前記第１被固着部と前記第２被固着部とを固着する固着
部材と、
　前記制御基板の封止状態を解除した後、再度前記制御基板の封止状態を実現する際に使
用する予備用固着部材と、
　前記ケース本体の内部に設けられ、前記予備用固着部材を収納可能な収納口を有する予
備用固着部材収納部と、
　前記ケースカバーの内面所定箇所から前記予備用固着部材収納部の収納口に向けて延設
され、前記制御基板の封止状態において前記予備用固着部材収納部からの前記予備用固着
部材の逸脱を当接規制する固着部材規制部と、
　を備える、
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　ケース本体とケースカバーとからなり、遊技の制御を行う遊技制御手段を有する制御基
板を封止状態で内部に収納可能な基板収納ケースを備える遊技機であって、
　前記制御基板は、該制御基板とは異なる他の基板から延出された配線に設けられた配線
側コネクタが接続される基板側コネクタ及び電子部品が実装される実装面を有し、
　前記ケースカバーに設けられ、前記実装面を被覆するように前記制御基板を取り付け可
能に形成された基板取付部と、
　前記ケースカバーにおいて、前記基板取付部に取り付けられた前記制御基板の前記基板
側コネクタに対応する箇所に形成され、該基板側コネクタに前記配線側コネクタを接続す
るためのコネクタ用開口と、
　前記ケースカバーにおける前記コネクタ用開口の内側に、前記配線側コネクタの外周面
を嵌合可能に形成されたコネクタ嵌合部と、
　前記ケースカバーの側縁より外方に向けて突設された連接部を介して設けられる複数の
第１被固着部と、
　前記ケース本体の側縁に、前記複数の第１被固着部それぞれに対応して設けられる複数
の第２被固着部と、
　前記第１被固着部と前記第２被固着部とを固着する部材であって、前記基板収納ケース
を破壊するかもしくは前記連接部を切断しない限り前記制御基板の封止状態を解除するこ
とができない状態とするために、前記第１被固着部と前記第２被固着部とを固着する固着
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部材と、
　前記制御基板の封止状態を解除した後、再度前記制御基板の封止状態を実現する際に使
用する予備用固着部材と、
　前記ケース本体の内部に設けられ、前記予備用固着部材を収納可能な収納口を有する予
備用固着部材収納部と、
　前記ケースカバーの内面所定箇所から前記予備用固着部材収納部の収納口に向けて延設
され、前記制御基板の封止状態において前記予備用固着部材収納部からの前記予備用固着
部材の逸脱を当接規制する固着部材規制部と、
　を備える、
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項３】
　ケース本体とケースカバーとからなり、遊技の制御を行う遊技制御手段を有する制御基
板を封止状態で内部に収納可能な基板収納ケースを備える遊技機であって、
　前記制御基板は、該制御基板とは異なる他の基板から延出された配線に設けられた配線
側コネクタが接続される基板側コネクタ及び電子部品が実装される実装面を有し、
　前記ケースカバーに設けられ、前記実装面を被覆するように前記制御基板を取り付け可
能に形成された基板取付部と、
　前記ケースカバーにおいて、前記基板取付部に取り付けられた前記制御基板の前記基板
側コネクタに対応する箇所に形成され、該基板側コネクタに前記配線側コネクタを接続す
るためのコネクタ用開口と、
　前記ケースカバーの内側に配置され、前記基板側コネクタに接続された前記配線側コネ
クタと前記コネクタ用開口との間の隙間を前記ケースカバーの内側から閉塞する内側閉塞
部と、
　前記ケースカバーの側縁より外方に向けて突設された連接部を介して設けられる複数の
第１被固着部と、
　前記ケース本体の側縁に、前記複数の第１被固着部それぞれに対応して設けられる複数
の第２被固着部と、
　前記第１被固着部と前記第２被固着部とを固着する部材であって、前記基板収納ケース
を破壊するかもしくは前記連接部を切断しない限り前記制御基板の封止状態を解除するこ
とができない状態とするために、前記第１被固着部と前記第２被固着部とを固着する固着
部材と、
　前記制御基板の封止状態を解除した後、再度前記制御基板の封止状態を実現する際に使
用する予備用固着部材と、
　前記ケース本体の内部に設けられ、前記予備用固着部材を収納可能な収納口を有する予
備用固着部材収納部と、
　前記ケースカバーの内面所定箇所から前記予備用固着部材収納部の収納口に向けて延設
され、前記制御基板の封止状態において前記予備用固着部材収納部からの前記予備用固着
部材の逸脱を当接規制する固着部材規制部と、
　を備える、
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項４】
　前記基板側コネクタに接続された配線側コネクタの抜脱を該配線側コネクタとの当接に
より規制する当接規制部を有するコネクタ規制部材と、
　前記封止状態において前記コネクタ規制部材を前記ケースカバーから離脱不能に保持す
る規制部材保持手段と、
　を備え、
　前記規制部材保持手段の少なくとも一部は、前記封止状態において前記ケース本体及び
前記ケースカバーにより被覆される、
　ことを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ケース本体とケースカバーとからなり、遊技の制御を行う遊技制御手段を有
する制御基板を封止状態で内部に収納可能な基板収納ケースを備える遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、パチンコ機やスロットマシン等の遊技機には、遊技の制御を行う遊技制御基板等
、多数の制御基板が設けられており、これら制御基板には、ＣＰＵ、ＲＡＭ、ＲＯＭ等の
電子素子が多数実装されている。遊技動作を制御するプログラムは、遊技制御基板に実装
されたＲＯＭに格納されており、該ＲＯＭを交換することにより遊技内容を容易に変更で
きるため、この種の遊技制御基板は、通常、ケース本体とケースカバーとからなる基板収
納ケース内に収納した状態で遊技機に設けられる。特にこの基板収納ケースは、ケースカ
バーを開放した際にはその痕跡が残るように、制御基板を収納した状態でケース本体とケ
ースカバーとを封止できるようになっており、これによりケースカバーの開放を防止して
ＲＯＭの交換等の不正行為を抑制している。
【０００３】
　一方、このような制御基板には、他の基板から延出された配線に設けられた配線側コネ
クタが接続される基板側コネクタが設けられているとともに、ケースカバーには、基板側
コネクタを外部に開放するためのコネクタ用開口が形成されており、ケースの封止状態に
おいても基板側コネクタに配線側コネクタを接続できるようになっている。
【０００４】
　しかし、このようなコネクタ用開口を形成した場合、ケースカバーの成形誤差や、基板
側コネクタの取付位置等のばらつき等の要因により、基板側コネクタとコネクタ用開口と
の間に隙間が生じ、この隙間からピアノ線等の不正器具を進入させて、制御基板に搭載さ
れた電子素子に不正な改造等を施すといった不正行為が行われる虞があった。
【０００５】
　そこで、基板収納ケースの封止状態において制御基板のコネクタ実装領域を外部に露出
して設け、前記コネクタ実装領域における少なくとも結線パターンを被覆する被覆部材を
ケースカバーまたはケース本体に設けることにより、ケースカバーにコネクタ用開口を設
けることなく、かつ、結線パターンを利用した不正行為を防止できるようにしたもの等が
ある（例えば、特許文献１参照）。
【０００６】
【特許文献１】特開平１０－２８６３６５号公報（第７頁、第６図）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上記特許文献１に記載の被覆部材では、成形誤差等によって該被覆部材
に形成された基板側コネクタの挿通穴と基板側コネクタとの間に隙間が生じる虞があるた
め、該隙間から不正器具を進入させて結線パターンを利用した不正行為が行われる虞があ
った。
【０００８】
　本発明は、このような問題点に着目してなされたものであり、基板収納ケース内に不正
器具等を進入させることによる制御基板に対する不正行為を効果的に防止できる遊技機を
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために、本発明の請求項１に記載の遊技機は、
　ケース本体（２０１）とケースカバー（２０２）とからなり、遊技の制御を行う遊技制
御手段（遊技制御用マイクロコンピュータ５６０）を有する制御基板（主基板３１（遊技
制御基板））を封止状態で内部に収納可能な基板収納ケース（２００）を備える遊技機（
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パチンコ遊技機１）であって、
　前記制御基板は、該制御基板とは異なる他の基板から延出された配線（２９１ａ～２９
１ｃ）に設けられた配線側コネクタ（２９０ａ～２９０ｃ）が接続される基板側コネクタ
（２３８ａ～２３８ｃ）及び電子部品が実装される実装面（３１ａ）を有し、
　前記ケースカバーに設けられ、前記実装面を被覆するように前記制御基板を取り付け可
能に形成された基板取付部（ケースカバーの裏面に設けられる位置決め用凸部２４１，取
付用支柱２４０）と、
　前記ケースカバーにおいて、前記基板取付部に取り付けられた前記制御基板の前記基板
側コネクタに対応する箇所に形成され、該基板側コネクタに前記配線側コネクタを接続す
るためのコネクタ用開口（２３６ａ～２３６ｃ）と、
　前記配線側コネクタに設けられ、前記基板側コネクタに接続された前記配線側コネクタ
と前記コネクタ用開口との間の隙間を前記ケースカバーの外側から閉塞する外側閉塞部（
フランジ部６１２）と、
　前記ケースカバー（２０２）の側縁（ケースカバー２０２の側壁２３０）より外方に向
けて突設された連接部（２５７）を介して設けられる複数の第１被固着部（２５５，被固
着部２５５ａ～２５５ｄ，筒状部２５６）と、
　前記ケース本体（２０１）の側縁（ケース本体２０１の側壁２０３）に、前記複数の第
１被固着部それぞれに対応して設けられる複数の第２被固着部（２１２，ネジ孔２１１ａ
～２１１ｄ，固着片２１２ａ，筒状部２１２ｂ）と、
　前記第１被固着部と前記第２被固着部とを固着する部材であって、前記基板収納ケース
を破壊するかもしくは前記連接部を切断しない限り前記制御基板の封止状態を解除するこ
とができない状態とするために、前記第１被固着部と前記第２被固着部とを固着する固着
部材（ワンウェイネジ２８０）と、
　前記制御基板の封止状態を解除した後、再度前記制御基板の封止状態を実現する際に使
用する予備用固着部材（予備用ワンウェイネジ２８０）と、
　前記ケース本体（２０１）の内部に設けられ、前記予備用固着部材を収納可能な収納口
（２０９ｃ）を有する予備用固着部材収納部（ネジ収納部２０９）と、
　前記ケースカバー（２０２）の内面所定箇所から前記予備用固着部材収納部の収納口に
向けて延設され、前記制御基板の封止状態において前記予備用固着部材収納部からの前記
予備用固着部材の逸脱を当接規制する固着部材規制部（ネジ規制用リブ２５３）と、
　を備える、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、配線側コネクタを基板側コネクタに接続するだけで、該接続した配
線側コネクタとコネクタ用開口との間の隙間がケースカバーの外側から外側閉塞部により
閉塞されることで、配線側コネクタとコネクタ用開口との間の隙間から不正器具を進入さ
せることが困難となるばかりか、制御基板がケースカバーの基板取付部に取り付けられる
ことで、基板収納ケースの封止状態を不正に解除してケースカバーを開放するだけでは実
装面の被覆状態を解除することはできず、基板取付部から制御基板を取り外す必要があり
、手間と時間がかかることになるため、不正器具による制御基板に対する不正行為を効果
的に防止できる。
　また、複数のうち少なくとも一対の第１被固着部及び第２被固着部同士を固着部材によ
り固着することで制御基板を封止状態とすることができるとともに、基板収納ケースを破
壊するかもしくは固着された第１被固着部の連接部を切断することで、封止状態を解除し
てケースを開放することができる。さらに連接部を切断するなどして封止状態を解除した
後でも、未使用の一対の第１被固着部及び第２被固着部同士を予備用固着部材により固着
することで、再度制御基板を封止状態で内部に収納することができる。
　また、基板収納ケースを開放することにより予備用固着部材収納部の開口が開放される
ため、予備用固着部材を予備用固着部材収納部に簡単に収納及び取り出すことができると
ともに、予備用固着部材収納部に収納された予備用固着部材は、制御基板の封止状態にお
いて予備用固着部材収納部からの逸脱が規制部との当接により規制されるため、逸脱した
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予備用固着部材により制御基板が損傷することを防止できる。さらに、規制部はケースカ
バーの内面所定箇所から延設されていることで、予備用固着部材収納部の配設位置がケー
スカバーやケース本体の形状により制限されたり、あるいはケースカバーやケース本体の
形状を予備用固着部材収納部の配設位置に合わせて形成する必要がないので、基板収納ケ
ースの設計が煩雑になることを回避できる。
【００１０】
　本発明の請求項２に記載の遊技機は、
　ケース本体（２０１）とケースカバー（２０２’）とからなり、遊技の制御を行う遊技
制御手段（遊技制御用マイクロコンピュータ５６０）を有する制御基板（主基板３１（遊
技制御基板））を封止状態で内部に収納可能な基板収納ケース（２００’）を備える遊技
機（パチンコ遊技機１）であって、
　前記制御基板は、該制御基板とは異なる他の基板から延出された配線（２９１ａ～２９
１ｃ）に設けられた配線側コネクタ（１２９０ａ～１２９０ｃ）が接続される基板側コネ
クタ（２３８ａ～２３８ｃ）及び電子部品が実装される実装面（３１ａ）を有し、
　前記ケースカバーに設けられ、前記実装面を被覆するように前記制御基板を取り付け可
能に形成された基板取付部（ケースカバーの裏面に設けられる位置決め用凸部２４１，取
付用支柱２４０）と、
　前記ケースカバーにおいて、前記基板取付部に取り付けられた前記制御基板の前記基板
側コネクタに対応する箇所に形成され、該基板側コネクタに前記配線側コネクタを接続す
るためのコネクタ用開口（２３６ａ～２３６ｃ）と、
　前記ケースカバーにおける前記コネクタ用開口の内側に、前記配線側コネクタの外周面
を嵌合可能に形成されたコネクタ嵌合部（８００ａ、環状片８００）と、
　前記ケースカバー（２０２）の側縁（ケースカバー２０２の側壁２３０）より外方に向
けて突設された連接部（２５７）を介して設けられる複数の第１被固着部（２５５，被固
着部２５５ａ～２５５ｄ，筒状部２５６）と、
　前記ケース本体（２０１）の側縁（ケース本体２０１の側壁２０３）に、前記複数の第
１被固着部それぞれに対応して設けられる複数の第２被固着部（２１２，ネジ孔２１１ａ
～２１１ｄ，固着片２１２ａ，筒状部２１２ｂ）と、
　前記第１被固着部と前記第２被固着部とを固着する部材であって、前記基板収納ケース
を破壊するかもしくは前記連接部を切断しない限り前記制御基板の封止状態を解除するこ
とができない状態とするために、前記第１被固着部と前記第２被固着部とを固着する固着
部材（ワンウェイネジ２８０）と、
　前記制御基板の封止状態を解除した後、再度前記制御基板の封止状態を実現する際に使
用する予備用固着部材（予備用ワンウェイネジ２８０）と、
　前記ケース本体（２０１）の内部に設けられ、前記予備用固着部材を収納可能な収納口
（２０９ｃ）を有する予備用固着部材収納部（ネジ収納部２０９）と、
　前記ケースカバー（２０２）の内面所定箇所から前記予備用固着部材収納部の収納口に
向けて延設され、前記制御基板の封止状態において前記予備用固着部材収納部からの前記
予備用固着部材の逸脱を当接規制する固着部材規制部（ネジ規制用リブ２５３）と、
　を備える、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、コネクタ嵌合部に配線側コネクタを嵌合することで、コネクタ用開
口の内側において配線側コネクタの外周面がコネクタ嵌合部に密接されるため、配線側コ
ネクタとコネクタ用開口との間の隙間から不正器具を進入させることがより困難となるば
かりか、制御基板がケースカバーの基板取付部に取り付けられることで、基板収納ケース
の封止状態を不正に解除してケースカバーを開放するだけでは実装面の被覆状態を解除す
ることはできず、基板取付部から制御基板を取り外す必要があり、手間と時間がかかるこ
とになるため、不正器具による制御基板に対する不正行為を効果的に防止できる。
　また、複数のうち少なくとも一対の第１被固着部及び第２被固着部同士を固着部材によ
り固着することで制御基板を封止状態とすることができるとともに、基板収納ケースを破
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壊するかもしくは固着された第１被固着部の連接部を切断することで、封止状態を解除し
てケースを開放することができる。さらに連接部を切断するなどして封止状態を解除した
後でも、未使用の一対の第１被固着部及び第２被固着部同士を予備用固着部材により固着
することで、再度制御基板を封止状態で内部に収納することができる。
　また、基板収納ケースを開放することにより予備用固着部材収納部の開口が開放される
ため、予備用固着部材を予備用固着部材収納部に簡単に収納及び取り出すことができると
ともに、予備用固着部材収納部に収納された予備用固着部材は、制御基板の封止状態にお
いて予備用固着部材収納部からの逸脱が規制部との当接により規制されるため、逸脱した
予備用固着部材により制御基板が損傷することを防止できる。さらに、規制部はケースカ
バーの内面所定箇所から延設されていることで、予備用固着部材収納部の配設位置がケー
スカバーやケース本体の形状により制限されたり、あるいはケースカバーやケース本体の
形状を予備用固着部材収納部の配設位置に合わせて形成する必要がないので、基板収納ケ
ースの設計が煩雑になることを回避できる。
【００１１】
　本発明の請求項３に記載の遊技機は、
　ケース本体（２０１）とケースカバー（２０２’’）とからなり、遊技の制御を行う遊
技制御手段（遊技制御用マイクロコンピュータ５６０）を有する制御基板（主基板３１（
遊技制御基板））を封止状態で内部に収納可能な基板収納ケース（２００’’）を備える
遊技機（パチンコ遊技機１）であって、
　前記制御基板は、該制御基板とは異なる他の基板から延出された配線（２９１ａ～２９
１ｃ）に設けられた配線側コネクタ（２２９０ａ～２２９０ｃ）が接続される基板側コネ
クタ（２３８ａ～２３８ｃ）及び電子部品が実装される実装面（３１ａ）を有し、
　前記ケースカバーに設けられ、前記実装面を被覆するように前記制御基板を取り付け可
能に形成された基板取付部（ケースカバーの裏面に設けられる位置決め用凸部２４１，取
付用支柱２４０）と、
　前記ケースカバーにおいて、前記基板取付部に取り付けられた前記制御基板の前記基板
側コネクタに対応する箇所に形成され、該基板側コネクタに前記配線側コネクタを接続す
るためのコネクタ用開口（２３６ａ～２３６ｃ）と、
　前記ケースカバーの内側に配置され、前記基板側コネクタに接続された前記配線側コネ
クタと前記コネクタ用開口との間の隙間を前記ケースカバーの内側から閉塞する内側閉塞
部（フランジ部９１２，９１２’、嵌合片９１２ａ，９１２’）と、
　前記ケースカバー（２０２）の側縁（ケースカバー２０２の側壁２３０）より外方に向
けて突設された連接部（２５７）を介して設けられる複数の第１被固着部（２５５，被固
着部２５５ａ～２５５ｄ，筒状部２５６）と、
　前記ケース本体（２０１）の側縁（ケース本体２０１の側壁２０３）に、前記複数の第
１被固着部それぞれに対応して設けられる複数の第２被固着部（２１２，ネジ孔２１１ａ
～２１１ｄ，固着片２１２ａ，筒状部２１２ｂ）と、
　前記第１被固着部と前記第２被固着部とを固着する部材であって、前記基板収納ケース
を破壊するかもしくは前記連接部を切断しない限り前記制御基板の封止状態を解除するこ
とができない状態とするために、前記第１被固着部と前記第２被固着部とを固着する固着
部材（ワンウェイネジ２８０）と、
　前記制御基板の封止状態を解除した後、再度前記制御基板の封止状態を実現する際に使
用する予備用固着部材（予備用ワンウェイネジ２８０）と、
　前記ケース本体（２０１）の内部に設けられ、前記予備用固着部材を収納可能な収納口
（２０９ｃ）を有する予備用固着部材収納部（ネジ収納部２０９）と、
　前記ケースカバー（２０２）の内面所定箇所から前記予備用固着部材収納部の収納口に
向けて延設され、前記制御基板の封止状態において前記予備用固着部材収納部からの前記
予備用固着部材の逸脱を当接規制する固着部材規制部（ネジ規制用リブ２５３）と、
　を備える、
　ことを特徴としている。
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　この特徴によれば、配線側コネクタを基板側コネクタに接続するだけで、該接続した配
線側コネクタとコネクタ用開口との間の隙間が内側閉塞部によりケースカバーの内側から
閉塞されることで、配線側コネクタとコネクタ用開口との間の隙間から不正器具を進入さ
せることが困難となるばかりか、制御基板がケースカバーの基板取付部に取り付けられる
ことで、基板収納ケースの封止状態を不正に解除してケースカバーを開放するだけでは実
装面の被覆状態を解除することはできず、基板取付部から制御基板を取り外す必要があり
、手間と時間がかかることになるため、不正器具による制御基板に対する不正行為を効果
的に防止できる。
　また、複数のうち少なくとも一対の第１被固着部及び第２被固着部同士を固着部材によ
り固着することで制御基板を封止状態とすることができるとともに、基板収納ケースを破
壊するかもしくは固着された第１被固着部の連接部を切断することで、封止状態を解除し
てケースを開放することができる。さらに連接部を切断するなどして封止状態を解除した
後でも、未使用の一対の第１被固着部及び第２被固着部同士を予備用固着部材により固着
することで、再度制御基板を封止状態で内部に収納することができる。
　また、基板収納ケースを開放することにより予備用固着部材収納部の開口が開放される
ため、予備用固着部材を予備用固着部材収納部に簡単に収納及び取り出すことができると
ともに、予備用固着部材収納部に収納された予備用固着部材は、制御基板の封止状態にお
いて予備用固着部材収納部からの逸脱が規制部との当接により規制されるため、逸脱した
予備用固着部材により制御基板が損傷することを防止できる。さらに、規制部はケースカ
バーの内面所定箇所から延設されていることで、予備用固着部材収納部の配設位置がケー
スカバーやケース本体の形状により制限されたり、あるいはケースカバーやケース本体の
形状を予備用固着部材収納部の配設位置に合わせて形成する必要がないので、基板収納ケ
ースの設計が煩雑になることを回避できる。
【００１２】
　本発明の請求項４に記載の遊技機は、請求項１～３のいずれかに記載の遊技機であって
、
　前記基板側コネクタ（２３８ａ～２３８ｃ）に接続された配線側コネクタ（２９０ａ～
２９０ｃ）の抜脱を該配線側コネクタとの当接により規制する当接規制部（上板５００ａ
）を有するコネクタ規制部材（５００）と、
　前記封止状態において前記コネクタ規制部材を前記ケースカバーから離脱不能に保持す
る規制部材保持手段（下板５００ｃ，垂直板５００ｂ，ケースカバー２０２の長辺２２０
ｄ及び側壁２０５）と、
　を備え、
　前記規制部材保持手段の少なくとも一部は、前記封止状態において前記ケース本体及び
前記ケースカバーにより被覆される、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、基板側コネクタに配線側コネクタを接続した状態で、ケースカバー
の外側にコネクタ規制部材を配置して規制部材保持手段により保持することで、配線側コ
ネクタの抜脱が当接規制部により規制される。このように、ケースカバーに、基板側コネ
クタに接続された配線側コネクタと反対側の配線側コネクタを挿通するための大きな挿通
口等を形成しなくても、ケースカバーの外側にコネクタ規制部材を装着することができる
ため、コネクタ規制部材の強度低下が防止される。また、規制部材保持手段は、封止状態
とされたケース本体及びケースカバーにより被覆されることで、封止状態を解除するかコ
ネクタ規制部材またはケースの一部を破壊しない限り保持状態を解除することができなく
なり、封止状態を解除したりケースを破壊するなどして配線側コネクタを抜脱した際には
その痕跡が残り、不正が行われた可能性があることを確実に発見することができるように
なるとともに、規制部材保持手段として特殊な保持部材等を用いたり、保持構造を複雑化
することなく、基板側コネクタに正規以外の不正部品が接続された配線が接続されること
を効果的に防止できる。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００１３】
　以下、本発明の一実施形態を図面を参照して説明する。
【００１４】
　実施の形態１．
　まず、遊技機の一例であるパチンコ遊技機の全体の構成について説明する。図１はパチ
ンコ遊技機を正面からみた正面図である。なお、以下の実施の形態では、パチンコ遊技機
を例に説明を行うが、本発明による遊技機はパチンコ遊技機に限られず、スロット機など
の他の遊技機に適用することもできる。
【００１５】
　パチンコ遊技機１は、縦長の方形状に形成された外枠（図示せず）と、外枠の内側に開
閉可能に取り付けられた遊技枠とで構成される。また、パチンコ遊技機１は、遊技枠に開
閉可能に設けられている額縁状に形成されたガラス扉枠２を有する。遊技枠は、外枠に対
して開閉自在に設置される前面枠（図示せず）と、機構部品等が取り付けられる機構板と
、それらに取り付けられる種々の部品（後述する遊技盤を除く。）とを含む構造体である
。
【００１６】
　図１に示すように、パチンコ遊技機１は、額縁状に形成されたガラス扉枠２を有する。
ガラス扉枠２の下部表面には打球供給皿（上皿）３がある。打球供給皿３の下部には、打
球供給皿３に収容しきれない遊技球を貯留する余剰球受皿４と遊技球を発射する打球操作
ハンドル（操作ノブ）５が設けられている。ガラス扉枠２の背面には、遊技盤６が着脱可
能に取り付けられている。なお、遊技盤６は、それを構成する板状体と、その板状体に取
り付けられた種々の部品とを含む構造体である。また、遊技盤６の前面には、打ち込まれ
た遊技球が流下可能な遊技領域７が形成されている。
【００１７】
　遊技領域７の中央付近には、所定の始動条件の成立（例えば、打球が第１始動入賞口１
３または第２始動入賞口１４に入賞したこと）にもとづいて各々を識別可能な複数種類の
演出用の飾り図柄を可変表示し表示結果を導出表示する可変表示装置９が配置されている
。この実施の形態では、可変表示装置９は液晶表示装置（ＬＣＤ）により構成され、左・
中・右の３つの表示領域（飾り図柄表示エリア）に飾り図柄が表示制御されるように構成
されている。なお、入賞とは、入賞口などのあらかじめ入賞領域として定められている領
域に遊技球が入ったことである。また、表示結果を導出表示するとは、図柄を停止表示さ
せることである（いわゆる再変動の前の仮停止を除く。）。
【００１８】
　この実施の形態では、可変表示装置９の３つの表示領域に表示される飾り図柄として、
「０」～「９」の数字の図柄を用いている。飾り図柄の可変表示（変動）中、原則として
、「０」～「９」の飾り図柄が番号順に表示される。
【００１９】
　可変表示装置９の上部には、識別情報としての特別図柄を可変表示する特別図柄表示器
（特別図柄表示装置）８が設けられている。この実施の形態では、特別図柄表示器８は、
例えば「０」～「９」の数字を可変表示可能な簡易で小型の表示器（例えば７セグメント
ＬＥＤ）で実現されている。特別図柄表示器８は、遊技者に特定の停止図柄を把握しづら
くさせるために、「０」～「９９」など、より多種類の数字を可変表示するように構成さ
れていてもよい。
【００２０】
　可変表示装置９は、特別図柄表示器８による特別図柄の可変表示期間中に、装飾用（演
出用）の図柄としての飾り図柄の可変表示を行う。飾り図柄の可変表示を行う可変表示装
置９は、演出制御基板に搭載されている演出制御用マイクロコンピュータによって制御さ
れる。特別図柄の可変表示を行う特別図柄表示器８は、遊技制御基板に搭載されている遊
技制御用マイクロコンピュータによって制御される。
【００２１】
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　可変表示装置９の下部には、第１始動入賞口１３および第２始動入賞口１４に入った有
効入賞球数すなわち保留記憶（始動記憶または始動入賞記憶ともいう。）数を表示する４
つの表示器からなる特別図柄保留記憶表示器１８が設けられている。有効始動入賞がある
毎に、１つの表示器の表示色を変化させる。そして、特別図柄表示器８の可変表示が開始
される毎に、１つの表示器の表示色をもとに戻す。この例では、特別図柄表示器８と特別
図柄保留記憶表示器１８とが別個に設けられているので、可変表示中も保留記憶数が表示
された状態にすることができる。なお、可変表示装置９の表示領域内に、保留記憶数を表
示する４つの表示領域からなる特別図柄保留記憶表示領域を設けるようにしてもよい。ま
た、この実施の形態では、保留記憶数の上限値を４とするが、上限値をより大きい値にし
てもよい。さらに、上限値を、遊技状態に応じて変更可能であるようにしてもよい。
【００２２】
　可変表示装置９の下方には、遊技球が入賞可能な第１始動入賞口１３が形成されている
。第１始動入賞口１３に入賞した遊技球は、遊技盤６の背面に導かれ、第１始動口スイッ
チ１３ａによって検出される。
【００２３】
　また、第１始動入賞口１３の真下には、第２始動入賞口１４が形成されている。そして
、第２始動入賞口１４には開閉動作を行う可変入賞球装置１５が設けられている。可変入
賞球装置１５が閉状態のときは第２始動入賞口１４に遊技球が入賞せず、可変入賞球装置
１５が開状態のときに第２始動入賞口１４に遊技球が入賞可能となる。可変入賞球装置１
５は、ソレノイド１６によって開閉される。可変入賞球装置１５が開状態になることによ
って、遊技球が第２始動入賞口１４に入賞し易くなり（始動入賞し易くなり）、遊技者に
とって有利な状態になる。第２始動入賞口１４に入賞した遊技球は、遊技盤６の背面に導
かれ、第２始動口スイッチ１４ａによって検出される。
【００２４】
　始動入賞口１４の下方には、大当り遊技状態または小当り遊技状態においてソレノイド
２１によって開状態とされる特別可変入賞装置が設けられている。特別可変入賞装置は、
開閉板２０を備え、大入賞口を形成する。大入賞口に入った遊技球はカウントスイッチ２
３で検出される。
【００２５】
　可変表示装置９の真上には、普通図柄表示器１０が設けられている。普通図柄表示器１
０は、普通図柄と呼ばれる複数種類の識別情報（例えば、「○」および「×」）を可変表
示する。
【００２６】
　ゲート３２に遊技球が入賞しゲートスイッチ３２ａで検出されると、普通図柄表示器１
０の表示の可変表示が開始される。この実施の形態では、左右のランプ（点灯時に図柄が
視認可能になる）が交互に点灯することによって可変表示が行われ、例えば、可変表示の
終了時に左側のランプが点灯すれば当りとなる。そして、普通図柄表示器１０における停
止図柄が所定の図柄（当り図柄）である場合に、可変入賞球装置１５が所定回数、所定時
間だけ開状態になる。すなわち、可変入賞球装置１５の状態は、普通図柄の停止図柄が当
り図柄である場合に、遊技者にとって不利な状態から有利な状態に変化する。普通図柄表
示器１０の近傍には、ゲート３２を通過した入賞球数を表示する４つのＬＥＤによる表示
部を有する普通図柄保留記憶表示器４１が設けられている。ゲート３２への遊技球の通過
がある毎に、普通図柄保留記憶表示器４１は点灯するＬＥＤを１増やす。そして、普通図
柄表示器１０の可変表示が開始される毎に、点灯するＬＥＤを１減らす。
【００２７】
　遊技盤６には、複数の入賞口２９，３０，３３，３９が設けられ、遊技球の入賞口２９
，３０，３３，３９への入賞は、それぞれ入賞口スイッチ２９ａ，３０ａ，３３ａ，３９
ａによって検出される。各入賞口２９，３０，３３，３９は、遊技球を受け入れて入賞を
許容する領域として遊技盤６に設けられる入賞領域を構成している。なお、第１始動入賞
口１３や第２始動入賞口１４、大入賞口も、遊技球を受け入れて入賞を許容する入賞領域
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を構成する。遊技盤６の遊技領域７の左右周辺には、遊技中に点滅表示される装飾ランプ
２５が設けられ、下部には、入賞しなかった打球が取り込まれるアウト口２６がある。ま
た、遊技領域７の外側の左右上部には、所定の音声出力として効果音や音声を発声する２
つのスピーカ２７が設けられている。遊技領域７の外周には、天枠ランプ２８ａ、左枠ラ
ンプ２８ｂおよび右枠ランプ２８ｃが設けられている。さらに、遊技領域７における各構
造物（大入賞口等）の周囲には装飾ＬＥＤが設置されている。天枠ランプ２８ａ、左枠ラ
ンプ２８ｂ、右枠ランプ２８ｃおよび装飾用ＬＥＤは、遊技機に設けられている装飾発光
体の一例である。
【００２８】
　また、左側のスピーカ２７の下方には、賞球払出中に点灯する賞球ＬＥＤ５１が設けら
れ、右側のスピーカ２７の下方には、補給球が切れたときに点灯する球切れＬＥＤ５２が
設けられている。さらに、プリペイドカードが挿入されることによって球貸しを可能にす
るプリペイドカードユニットが、パチンコ遊技機１に隣接して設置されている（図示せず
）。
【００２９】
　遊技機には、遊技者が打球操作ハンドル５を操作することに応じて駆動モータを駆動し
、駆動モータの回転力を利用して遊技球を遊技領域７に発射する打球発射装置（図示せず
）が設けられている。打球発射装置から発射された遊技球は、遊技領域７を囲むように円
形状に形成された打球レールを通って遊技領域７に入り、その後、遊技領域７を下りてく
る。遊技球が第１始動入賞口１３または第２始動入賞口１４に入り第１始動口スイッチ１
３ａまたは第２始動口スイッチ１４ａで検出されると、特別図柄の可変表示を開始できる
状態であれば（例えば、大当り遊技終了または前回の可変表示の終了）、特別図柄表示器
８において特別図柄の可変表示（変動）が開始されるとともに、可変表示装置９において
飾り図柄の可変表示が開始される。特別図柄の可変表示を開始できる状態でなければ、特
別図柄保留記憶表示器１８についての保留記憶数を１増やす。
【００３０】
　特別図柄表示器８における特別図柄および可変表示装置９の飾り図柄の可変表示は、所
定時間が経過したときに停止する。停止時の停止図柄が大当り図柄のうちの確変図柄（後
述する突然確変図柄を除く。）または非確変図柄になると、大当り遊技状態（確変大当り
または非確変大当り（通常大当りともいう））に移行する。すなわち、一定時間（例えば
２９秒）が経過するまで、または、所定個数（例えば、１０個）の遊技球が大入賞口に入
賞するまで特別可変入賞装置が開放される。なお、特別可変入賞装置が開放されてから一
定期間経過するまで、または、所定個数（例えば、１０個）の打球が大入賞口に入賞する
までが大当り遊技状態における１ラウンドである。この実施の形態では、停止図柄が確変
図柄（後述する突然確変図柄を除く。）または非確変図柄になったことにもとづいて大当
り遊技状態に移行されたときは、大当り遊技状態が１５ラウンド継続される。
【００３１】
　また、停止時の停止図柄が特別な確変図柄（以下、突然確変図柄という。）になると、
遊技状態が確変状態に突然移行されたように遊技者に認識させる特別な大当り遊技状態（
以下、突然確変大当りという。）に移行する。突然確変大当りでは、特別可変入賞装置が
短い期間（例えば５秒）だけ２回開放される。突然確変大当りにおいて、特別可変入賞装
置が開放されてから閉鎖されるまでが１ラウンドであり、突然確変大当りの遊技状態が２
ラウンドだけ継続されることになる。なお、突然確変大当りでは、特別可変入賞装置が開
放される期間が短く、特別可変入賞装置の開放中に１０個の遊技球が入賞しないので、１
０個の遊技球が大入賞口に入賞するまでを１ラウンドと定義する必要はない。突然確変大
当りが発生したときは、１５ラウンドの大当りの場合と異なり、可変表示装置９において
各ラウンドの演出が順に進行していくのではなく、突然、遊技状態が確変状態に移行した
ように遊技者に見せるための特別な演出が実行される。
【００３２】
　また、停止時の停止図柄が小当り図柄になると、大当り遊技状態よりも遊技者に付与さ
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れる遊技価値が小さい小当り遊技状態に移行する。すなわち、短い期間（例えば５秒）だ
け特別可変入賞装置が２回開放される遊技状態に移行する。このように、小当り遊技状態
では、突然確変大当りが発生したときに遊技者に付与される遊技価値と同じ遊技価値が付
与されることになる。しかし、突然確変大当りの場合と異なり、小当り遊技状態の終了後
に遊技状態が確変状態に移行されない。このことから、遊技者は、小当りよりも突然確変
大当りの発生を期待する。なお、小当りが発生したときも、突然確変大当りのときと同様
の特別な演出が実行される。このような特別な演出を２ラウンド用演出という。
【００３３】
　この実施の形態では、特別図柄表示器８における特別図柄の可変表示と、可変表示装置
９における飾り図柄の可変表示とは同期している。ここで、同期とは、可変表示の期間（
可変表示時間）が同じであることをいう。また、特別図柄表示器８における表示結果（特
別図柄の停止図柄）と可変表示装置９における表示結果（飾り図柄の停止図柄）とは対応
している。なお、両図柄の対応関係については後述する。
【００３４】
　次に、遊技状態の種類および遊技状態の遷移について説明する。
【００３５】
　確変状態（確率変動状態）とは、大当り（つまり図柄が大当り図柄）となる確率が通常
遊技状態および時短状態よりも高い遊技者にとって有利な遊技状態のことをいう。
【００３６】
　また、時短状態（時間短縮状態）とは、特別図柄表示器８における特別図柄および可変
表示装置９における飾り図柄の可変表示時間（変動時間）が通常遊技状態および確変状態
（確変時短状態を除く）よりも短縮される遊技状態のことをいう。このように可変表示時
間が短縮されることにより、頻繁に図柄の可変表示が実行され、単位時間当たりの大当り
の発生確率が向上する結果、遊技者にとって有利な状態となる。また、時短状態では、普
通図柄表示器１０において、停止図柄が当り図柄になる確率が通常遊技状態および確変状
態（確変時短状態を除く）より高められるとともに、可変入賞球装置１５における開放時
間と開放回数とのうちの一方または双方が通常遊技状態および確変状態（確変時短状態を
除く）よりも高められ、遊技者にとってさらに有利な状態になる。また、時短状態では、
普通図柄表示器１０における普通図柄の可変表示時間（変動時間）が通常遊技状態および
確変状態（確変時短状態を除く）よりも短縮されることによって、遊技者にとってさらに
有利な状態になる。なお、普通図柄の停止図柄が当り図柄になる確率が向上し、可変入賞
球装置１５における開放時間と開放回数の一方または双方が高められ、普通図柄の可変表
示時間が短縮された状態を高ベース状態といい、高ベース状態以外の通常の状態を低ベー
ス状態という。
【００３７】
　確変時短状態とは、確変状態でかつ時短状態である遊技状態のことをいう。確変時短状
態は、遊技者にとってきわめて有利な状態である。
【００３８】
　この実施の形態では、以下のように遊技状態が遷移する。
【００３９】
　（１）通常遊技状態および時短状態のときに確変図柄（突然確変図柄を除く）で大当り
になり、その大当り遊技が終了すると、遊技状態が通常遊技状態および時短状態から確変
時短状態に移行される。これによって、特別図柄および普通図柄の停止図柄が当り図柄に
なる確率が高められ、特別図柄および普通図柄等の変動時間が短縮され、可変入賞球装置
１５における開放時間や開放回数も高められる。
【００４０】
　（２）確変状態および確変時短状態のときに確変図柄（突然確変図柄を除く）で大当り
になり、その大当り遊技が終了すると、遊技状態が確変状態であったときは確変時短状態
に移行され、遊技状態が確変時短状態であったときは確変時短状態が変化しないで維持さ
れる。これによって、特別図柄および普通図柄の停止図柄が当り図柄になる確率が高めら
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れ、特別図柄および普通図柄の変動時間が短縮され、可変入賞球装置１５における開放時
間や開放回数も高められる。
【００４１】
　（３）通常遊技状態および時短状態のときに突然確変図柄で大当りになり、その大当り
遊技が終了すると、遊技状態が通常遊技状態および時短状態から確変状態に移行される。
このとき、特別図柄の停止図柄が当り図柄になる確率は高められるが、普通図柄の停止図
柄が当り図柄になる確率は高められず、特別図柄および普通図柄の変動時間も短縮されず
、可変入賞球装置１５における開放時間や開放回数も高められない。なお、突然確変大当
り遊技の終了後は、演出モードが確変状態に移行されたことを期待させる演出モード（チ
ャンスモード）に変更される。
【００４２】
　（４）確変状態および確変時短状態のときに突然確変図柄で大当りになり、その大当り
遊技が終了すると、遊技状態が確変状態であったときは確変状態が変化しないで継続され
、遊技状態が確変時短状態であったときは確変状態に移行される。このとき、特別図柄の
停止図柄が当り図柄になる確率は高められるが、普通図柄の停止図柄が当り図柄になる確
率は高められず、特別図柄および普通図柄の変動時間も短縮されず、可変入賞球装置１５
における開放時間や開放回数も高められない。また、突然確変大当り遊技の終了後は、演
出モードが確変状態に移行されたことを期待させる演出モード（チャンスモード）に変更
される。
【００４３】
　（５）通常遊技状態および時短状態のときに非確変図柄で大当りになり、その大当り遊
技が終了すると、大当り終了後の所定の変動回数（例えば１００回）だけ時短状態に制御
される。すなわち、遊技状態が通常遊技状態であったときは通常遊技状態から時短状態に
所定の変動回数だけ移行され、遊技状態が時短状態であったときは所定の変動回数だけ時
短状態が継続される。このとき、特別図柄および普通図柄の変動時間が短縮され、可変入
賞球装置１５における開放時間や開放回数も高められる。そして、所定の変動回数の変動
が開始されるときに遊技状態が時短状態から通常遊技状態に移行される。
【００４４】
　（６）確変状態および確変時短状態のときに非確変図柄で大当りになり、その大当り遊
技が終了すると、大当り終了後の所定の変動回数（例えば１００回）だけ時短状態に制御
される。すなわち、確変状態および確変時短状態から時短状態に所定の変動回数だけ移行
される。このとき、特別図柄および普通図柄の変動時間が短縮され、可変入賞球装置１５
における開放時間や開放回数も高められる。そして、所定の変動回数の変動が開始される
ときに遊技状態が時短状態から通常遊技状態に移行される。
【００４５】
　（７）通常遊技状態および確変状態のときに小当り図柄で小当りになり、その小当り遊
技が終了すると、通常遊技状態および確変状態が変化しないで継続される。なお、小当り
遊技の終了後は、演出モードが確変状態に移行されたことを期待させる演出モード（チャ
ンスモード）に変更される。
【００４６】
　（８）時短状態および確変時短状態のときに小当り図柄で小当りになり、その小当り遊
技が終了すると、時短状態および確変時短状態が変化しないで継続される。なお、小当り
遊技の終了後は、演出モードが確変状態に移行されたことを期待させる演出モード（チャ
ンスモード）に変更される。
【００４７】
　なお、以上のような遊技状態の遷移は一例であって、このような構成に限られるわけで
はない。
【００４８】
　次に、特別図柄の停止図柄と飾り図柄の停止図柄の対応関係（両図柄のはずれ図柄、確
変図柄、非確変図柄、突然確変図柄および小当り図柄）について説明する。
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【００４９】
　上述したように、特別図柄表示器８にて可変表示される特別図柄は「０」～「９」であ
る。このうち、「０」～「３」，「８」，「９」がはずれ図柄であり、「７」が確変図柄
であり、「６」が非確変図柄であり、「５」が突然確変図柄であり、「４」が小当り図柄
である。
【００５０】
　また、上述したように、可変表示装置９にて可変表示される左中右の飾り図柄は、それ
ぞれ、「０」～「９」である。ここで、飾り図柄のはずれ図柄は、左中右の飾り図柄が同
一図柄で揃っていない状態の図柄（例えば、「３５８」など：なお後述する突然確変図柄
および小当り図柄を除く。）である。なお、左右の飾り図柄が同一図柄で揃っているが（
リーチとなっているが）、中の飾り図柄だけ揃っていない状態もはずれ図柄である。
【００５１】
　飾り図柄の大当り図柄は、左中右の飾り図柄が同一図柄で揃った状態の図柄である。具
体的には、「０００」，「１１１」，「２２２」，「３３３」，「４４４」，「５５５」
，「６６６」，「７７７」，「８８８」，「９９９」である。このうち、奇数の飾り図柄
で揃った状態の図柄（「１１１」，「３３３」，「５５５」，「７７７」，「９９９」）
が確変図柄であり、偶数の飾り図柄で揃った状態の図柄（「０００」，「２２２」，「４
４４」，「６６６」，「８８８」）が非確変図柄である。
【００５２】
　飾り図柄の突然確変図柄は、左中右の飾り図柄が連続した数字になった状態の図柄であ
る。具体的には、「１２３」，「２３４」，「３４５」，「４５６」，「５６７」，「６
７８」，「７８９」である。突然確変図柄も大当り図柄の一種であるが、確変状態に突然
移行されたように見せるためには、突然確変図柄によって大当りの発生を容易に認識させ
ないようにするのが望ましい。このため、上記のように、突然確変図柄を大当り図柄とは
異なる図柄としている。なお、上記の図柄は突然確変図柄の一例であって、例えば「１３
５」「３５７」のように左中右の飾り図柄の各々が異なる奇数の図柄となった場合を突然
確変図柄としてもよい。
【００５３】
　飾り図柄の小当り図柄は、左中右の飾り図柄が連続した数字になった状態の図柄である
。すなわち、飾り図柄の突然確変図柄と同じ図柄（「１２３」，「２３４」，「３４５」
，「４５６」，「５６７」，「６７８」，「７８９」）である。このように、飾り図柄の
小当り図柄を突然確変図柄と同じ図柄としたことにより、遊技者が飾り図柄の停止図柄か
ら突然確変大当りが発生したのか小当りが発生したのかを認識できないことになる。また
、上述したように、突然確変大当り状態のときと小当り状態のときは同じ特別な演出が実
行されるので、遊技者は演出の内容からも突然確変大当りが発生したのか小当りが発生し
たのかを認識できないことになる。さらに、突然確変大当りおよび小当りの終了後は確変
状態または通常遊技状態のいずれかに制御されるが、確変状態および通常遊技状態のいず
れの場合も、特別図柄および飾り図柄の変動時間は短縮されず、可変入賞球装置１５にお
ける開放時間や開放回数も向上されず、普通図柄の変動時間も短縮されないため、遊技者
は遊技状態がどの状態に移行されたかについて認識することもできない。よって、突然確
変大当りまたは小当りの終了後に、遊技者による確変状態への移行に対する期待を持続さ
せることができることとなる。なお、特別図柄に関しては、突然確変図柄が「５」で小当
り図柄が「４」であり、異なる図柄である。
【００５４】
　次に、リーチ表示態様（リーチ）について説明する。この実施の形態におけるリーチ表
示態様（リーチ）とは、停止した飾り図柄が大当り図柄の一部を構成しているときに未だ
停止していない飾り図柄については可変表示（変動表示）が行われていること、および全
てまたは一部の飾り図柄が大当り図柄の全てまたは一部を構成しながら同期して変動表示
している状態である。
【００５５】
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　例えば、可変表示装置９における左、中、右の表示領域のうち左、右の表示領域には大
当り図柄の一部になる飾り図柄（例えば、「７」）が停止表示されている状態で中の表示
領域は未だ変動表示が行われている状態、および表示領域の全てまたは一部の図柄が大当
り図柄の全てまたは一部を構成しながら同期して変動表示している状態（例えば、可変表
示装置９における左、中、右の表示領域の全てに変動表示が行われ、常に同一の図柄が揃
っている状態で変動表示が行われている状態）がリーチ表示態様またはリーチになる。
【００５６】
　また、リーチの際に、通常と異なる演出がランプや音で行われる。その演出と可変表示
装置９におけるリーチ表示態様とをリーチ演出という。また、リーチの際に、キャラクタ
（人物等を模した演出表示であり、図柄（飾り図柄等）とは異なるもの）を表示させたり
、可変表示装置９の背景の表示態様（例えば、色等）を変化させたりすることがある。
【００５７】
　図２は、主基板（遊技制御基板）３１における回路構成の一例を示すブロック図である
。なお、図２には、払出制御基板３７および演出制御基板８０等も示されている。主基板
３１には、プログラムに従ってパチンコ遊技機１を制御する遊技制御用マイクロコンピュ
ータ（遊技制御手段に相当）５６０が搭載されている。遊技制御用マイクロコンピュータ
５６０は、ゲーム制御（遊技進行制御）用のプログラム等を記憶するＲＯＭ５４、ワーク
メモリとして使用される記憶手段としてのＲＡＭ５５、プログラムに従って制御動作を行
うＣＰＵ５６およびＩ／Ｏポート部５７を含む。この実施の形態では、ＲＯＭ５４および
ＲＡＭ５５は遊技制御用マイクロコンピュータ５６０に内蔵されている。すなわち、遊技
制御用マイクロコンピュータ５６０は、１チップマイクロコンピュータである。１チップ
マイクロコンピュータには、少なくともＣＰＵ５６のほかＲＡＭ５５が内蔵されていれば
よく、ＲＯＭ５４は外付けであっても内蔵されていてもよい。また、Ｉ／Ｏポート部５７
は、外付けであってもよい。
【００５８】
　遊技制御用マイクロコンピュータ５６０には、さらに、ハードウェア乱数を発生する乱
数回路５０３が内蔵されている。
【００５９】
　なお、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０においてＣＰＵ５６がＲＯＭ５４に格納
されているプログラムに従って制御を実行するので、以下、遊技制御用マイクロコンピュ
ータ５６０（またはＣＰＵ５６）が実行する（または、処理を行う）ということは、具体
的には、ＣＰＵ５６がプログラムに従って制御を実行することである。このことは、主基
板３１以外の他の基板に搭載されているマイクロコンピュータについても同様である。
【００６０】
　また、ゲートスイッチ３２ａ、第１始動口スイッチ１３ａ、第２始動口スイッチ１４ａ
、カウントスイッチ２３、入賞口スイッチ２９ａ，３０ａ，３３ａ，３９ａからの検出信
号を遊技制御用マイクロコンピュータ５６０に与える入力ドライバ回路５８も主基板３１
に搭載されている。また、可変入賞球装置１５を開閉するソレノイド１６、および大入賞
口を形成する特別可変入賞球装置２０を開閉するソレノイド２１を遊技制御用マイクロコ
ンピュータ５６０からの指令に従って駆動する出力回路５９も主基板３１に搭載されてい
る。
【００６１】
　また、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、特別図柄を可変表示する特別図柄表
示器８、普通図柄を可変表示する普通図柄表示器１０、特別図柄保留記憶表示器１８およ
び普通図柄保留記憶表示器４１の表示制御を行う。
【００６２】
　なお、大当り遊技状態の発生を示す大当り情報等の情報出力信号をホールコンピュータ
等の外部装置に対して出力する情報出力回路（図示せず）も主基板３１に搭載されている
。
【００６３】
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　この実施の形態では、演出制御基板８０に搭載されている演出制御手段（演出制御用マ
イクロコンピュータで構成される。）が、中継基板７７を介して遊技制御用マイクロコン
ピュータ５６０からの演出制御コマンドを受信し、飾り図柄を可変表示する可変表示装置
９の表示制御を行う。
【００６４】
　また、演出制御基板８０に搭載されている演出制御手段が、ランプドライバ基板３５を
介して、遊技盤に設けられている装飾ランプ２５の表示制御を行うとともに、枠側に設け
られている天枠ランプ２８ａ、左枠ランプ２８ｂ、右枠ランプ２８ｃ、賞球ランプ５１お
よび球切れランプ５２の表示制御を行うとともに、音声出力基板７０を介してスピーカ２
７からの音出力の制御を行う。
【００６５】
　図３は、中継基板７７、演出制御基板８０、ランプドライバ基板３５および音声出力基
板７０の回路構成例を示すブロック図である。なお、図３に示す例では、ランプドライバ
基板３５および音声出力基板７０には、マイクロコンピュータは搭載されていないが、マ
イクロコンピュータを搭載してもよい。また、ランプドライバ基板３５および音声出力基
板７０を設けずに、演出制御に関して演出制御基板８０のみを設けてもよい。
【００６６】
　演出制御基板８０は、演出制御用ＣＰＵ１０１およびＲＡＭ（図示せず）を含む演出制
御用マイクロコンピュータ１００を搭載している。なお、ＲＡＭは外付けであってもよい
。演出制御基板８０において、演出制御用ＣＰＵ１０１は、内蔵または外付けのＲＯＭ（
図示せず）に格納されたプログラムに従って動作し、中継基板７７を介して入力される主
基板３１からの取込信号（演出制御ＩＮＴ信号）に応じて、入力ドライバ１０２および入
力ポート１０３を介して演出制御コマンドを受信する。また、演出制御用ＣＰＵ１０１は
、演出制御コマンドにもとづいて、ＶＤＰ（ビデオディスプレイプロセッサ）１０９に可
変表示装置９の表示制御を行わせる。
【００６７】
　この実施の形態では、演出制御用マイクロコンピュータ１００と共動して可変表示装置
９の表示制御を行うＶＤＰ１０９が演出制御基板８０に搭載されている。ＶＤＰ１０９は
、演出制御用マイクロコンピュータ１００とは独立したアドレス空間を有し、そこにＶＲ
ＡＭをマッピングする。ＶＲＡＭは、画像データを展開するためのバッファメモリである
。そして、ＶＤＰ１０９は、ＶＲＡＭ内の画像データをフレームメモリを介して可変表示
装置９に出力する。
【００６８】
　演出制御用ＣＰＵ１０１は、受信した演出制御コマンドに従ってＣＧＲＯＭ（図示せず
）から必要なデータを読み出すための指令をＶＤＰ１０９に出力する。ＣＧＲＯＭは、可
変表示装置９に表示されるキャラクタ画像データや動画像データ、具体的には、人物、文
字、図形や記号等（飾り図柄を含む）、および背景画像のデータをあらかじめ格納してお
くためのＲＯＭである。ＶＤＰ１０９は、演出制御用ＣＰＵ１０１の指令に応じて、ＣＧ
ＲＯＭから画像データを読み出す。そして、ＶＤＰ１０９は、読み出した画像データにも
とづいて表示制御を実行する。
【００６９】
　演出制御コマンドおよび演出制御ＩＮＴ信号は、演出制御基板８０において、まず、入
力ドライバ１０２に入力する。入力ドライバ１０２は、中継基板７７から入力された信号
を演出制御基板８０の内部に向かう方向にしか通過させない（演出制御基板８０の内部か
ら中継基板７７への方向には信号を通過させない）信号方向規制手段としての単方向性回
路でもある。
【００７０】
　中継基板７７には、主基板３１から入力された信号を演出制御基板８０に向かう方向に
しか通過させない（演出制御基板８０から中継基板７７への方向には信号を通過させない
）信号方向規制手段としての単方向性回路７４が搭載されている。単方向性回路として、
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例えばダイオードやトランジスタが使用される。図３には、ダイオードが例示されている
。また、単方向性回路は、各信号毎に設けられる。さらに、単方向性回路である出力ポー
ト５７１を介して主基板３１から演出制御コマンドおよび演出制御ＩＮＴ信号が出力され
るので、中継基板７７から主基板３１の内部に向かう信号が規制される。すなわち、中継
基板７７からの信号は主基板３１の内部（遊技制御用マイクロコンピュータ５６０側）に
入り込まない。なお、出力ポート５７１は、図２に示されたＩ／Ｏポート部５７の一部で
ある。また、出力ポート５７１の外側（中継基板７７側）に、さらに、単方向性回路であ
る信号ドライバ回路が設けられていてもよい。
【００７１】
　さらに、演出制御用ＣＰＵ１０１は、出力ポート１０５を介してランプドライバ基板３
５に対してランプを駆動する信号を出力する。また、演出制御用ＣＰＵ１０１は、出力ポ
ート１０４を介して音声出力基板７０に対して音番号データを出力する。
【００７２】
　ランプドライバ基板３５において、ランプを駆動する信号は、入力ドライバ３５１を介
してランプドライバ３５２に入力される。ランプドライバ３５２は、ランプを駆動する信
号を増幅して天枠ランプ２８ａ、左枠ランプ２８ｂ、右枠ランプ２８ｃなどの枠側に設け
られている各ランプに供給する。また、枠側に設けられている装飾ランプ２５に供給する
。
【００７３】
　音声出力基板７０において、音番号データは、入力ドライバ７０２を介して音声合成用
ＩＣ７０３に入力される。音声合成用ＩＣ７０３は、音番号データに応じた音声や効果音
を発生し増幅回路７０５に出力する。増幅回路７０５は、音声合成用ＩＣ７０３の出力レ
ベルを、ボリューム７０６で設定されている音量に応じたレベルに増幅した音声信号をス
ピーカ２７に出力する。音声データＲＯＭ７０４には、音番号データに応じた制御データ
が格納されている。音番号データに応じた制御データは、所定期間（例えば飾り図柄の変
動期間）における効果音または音声の出力態様を時系列的に示すデータの集まりである。
【００７４】
　次に、遊技機の動作について説明する。図４は、主基板３１における遊技制御用マイク
ロコンピュータ５６０が実行するメイン処理を示すフローチャートである。遊技機に対し
て電源が投入され電力供給が開始されると、リセット信号が入力されるリセット端子の入
力レベルがハイレベルになり、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０（具体的には、Ｃ
ＰＵ５６）は、プログラムの内容が正当か否か確認するための処理であるセキュリティチ
ェック処理を実行した後、ステップＳ１以降のメイン処理を開始する。メイン処理におい
て、ＣＰＵ５６は、まず、必要な初期設定を行う。
【００７５】
　初期設定処理において、ＣＰＵ５６は、まず、割込禁止に設定する（ステップＳ１）。
次に、割込モードを割込モード２に設定し（ステップＳ２）、スタックポインタにスタッ
クポインタ指定アドレスを設定する（ステップＳ３）。そして、内蔵デバイスの初期化（
内蔵デバイス（内蔵周辺回路）であるＣＴＣ（カウンタ／タイマ）およびＰＩＯ（パラレ
ル入出力ポート）の初期化など）を行った後（ステップＳ４）、ＲＡＭをアクセス可能状
態に設定する（ステップＳ５）。なお、割込モード２は、ＣＰＵ５６が内蔵する特定レジ
スタ（Ｉレジスタ）の値（１バイト）と内蔵デバイスが出力する割込ベクタ（１バイト：
最下位ビット０）とから合成されるアドレスが、割込番地を示すモードである。
【００７６】
　次いで、ＣＰＵ５６は、入力ポートを介して入力されるクリアスイッチ（例えば、電源
基板に搭載されている。）の出力信号の状態を確認する（ステップＳ６）。その確認にお
いてオンを検出した場合には、ＣＰＵ５６は、通常の初期化処理を実行する（ステップＳ
１０～Ｓ１５。Ｓ４４，Ｓ４５を含む。）。
【００７７】
　クリアスイッチがオンの状態でない場合には、遊技機への電力供給が停止したときにバ
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ックアップＲＡＭ領域のデータ保護処理（例えばパリティデータの付加等の電力供給停止
時処理）が行われたか否か確認する（ステップＳ７）。そのような保護処理が行われてい
ないことを確認したら、ＣＰＵ５６は初期化処理を実行する。バックアップＲＡＭ領域に
バックアップデータがあるか否かは、例えば、電力供給停止時処理においてバックアップ
ＲＡＭ領域に設定されるバックアップフラグの状態によって確認される。
【００７８】
　電力供給停止時処理が行われたことを確認したら、ＣＰＵ５６は、バックアップＲＡＭ
領域のデータチェックを行う（ステップＳ８）。この実施の形態では、データチェックと
してパリティチェックを行う。よって、ステップＳ８では、算出したチェックサムと、電
力供給停止時処理で同一の処理によって算出され保存されているチェックサムとを比較す
る。不測の停電等の電力供給停止が生じた後に復旧した場合には、バックアップＲＡＭ領
域のデータは保存されているはずであるから、チェック結果（比較結果）は正常（一致）
になる。チェック結果が正常でないということは、バックアップＲＡＭ領域のデータが、
電力供給停止時のデータとは異なっていることを意味する。そのような場合には、内部状
態を電力供給停止時の状態に戻すことができないので、電力供給の停止からの復旧時でな
い電源投入時に実行される初期化処理を実行する。
【００７９】
　チェック結果が正常であれば、ＣＰＵ５６は、遊技制御手段の内部状態と演出制御手段
等の電気部品制御手段の制御状態を電力供給停止時の状態に戻すための遊技状態復旧処理
（ステップＳ４１～Ｓ４３の処理）を行う。具体的には、ＲＯＭ５４に格納されているバ
ックアップ時設定テーブルの先頭アドレスをポインタに設定し（ステップＳ４１）、バッ
クアップ時設定テーブルの内容を順次作業領域（ＲＡＭ５５内の領域）に設定する（ステ
ップＳ４２）。作業領域はバックアップ電源によって電源バックアップされている。バッ
クアップ時設定テーブルには、作業領域のうち初期化してもよい領域についての初期化デ
ータが設定されている。ステップＳ４１およびＳ４２の処理によって、作業領域のうち初
期化してはならない部分については、保存されていた内容がそのまま残る。初期化しては
ならない部分とは、例えば、電力供給停止前の遊技状態を示すデータ（特別図柄プロセス
フラグ、確変フラグ、時短フラグなど）、出力ポートの出力状態が保存されている領域（
出力ポートバッファ）、未払出賞球数を示すデータが設定されている部分などである。
【００８０】
　また、ＣＰＵ５６は、電力供給復旧時の初期化コマンドとしての停電復旧指定コマンド
を送信する（ステップＳ４３）。そして、ステップＳ１４に移行する。
【００８１】
　なお、この実施の形態では、バックアップフラグとチェックデータとの双方を用いてバ
ックアップＲＡＭ領域のデータが保存されているか否か確認しているが、いずれか一方の
みを用いてもよい。すなわち、バックアップフラグとチェックデータとのいずれかを、遊
技状態復旧処理を実行するための契機としてもよい。
【００８２】
　初期化処理では、ＣＰＵ５６は、まず、ＲＡＭクリア処理を行う（ステップＳ１０）。
なお、ＲＡＭクリア処理によって、所定のデータ（例えば大当り判定用乱数を生成するた
めのカウンタのカウント値のデータ）は０に初期化されるが、任意の値またはあらかじめ
決められている値に初期化するようにしてもよい。また、ＲＡＭ５５の全領域を初期化せ
ず、所定のデータ（例えば大当り判定用乱数を生成するためのカウンタのカウント値のデ
ータ）をそのままにしてもよい。また、ＲＯＭ５４に格納されている初期化時設定テーブ
ルの先頭アドレスをポインタに設定し（ステップＳ１１）、初期化時設定テーブルの内容
を順次作業領域に設定する（ステップＳ１２）。
【００８３】
　ステップＳ１１およびＳ１２の処理によって、例えば、普通図柄判定用乱数カウンタ、
普通図柄判定用バッファ、特別図柄バッファ、総賞球数格納バッファ、特別図柄プロセス
フラグ、賞球中フラグ、球切れフラグ、払出停止フラグなど制御状態に応じて選択的に処
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理を行うためのフラグに初期値が設定される。
【００８４】
　また、ＣＰＵ５６は、サブ基板（主基板３１以外のマイクロコンピュータが搭載された
基板。）を初期化するための初期化指定コマンド（遊技制御用マイクロコンピュータ５６
０が初期化処理を実行したことを示すコマンドでもある。）をサブ基板に送信する（ステ
ップＳ１３）。例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、初期化指定コマンド
を受信すると、可変表示装置９において、遊技機の制御の初期化がなされたことを報知す
るための画面表示、すなわち初期化報知を行う。
【００８５】
　さらに、ＣＰＵ５６は、異常報知禁止フラグをセットするとともに（ステップＳ４４）
、停止期間タイマに禁止期間値に相当する値を設定する（ステップＳ４５）。禁止期間値
は、後述する異常入賞の報知を禁止する期間を示す値である。また、異常報知禁止フラグ
は、異常入賞の報知が禁止されていることを示すフラグであり、停止期間タイマがタイム
アウトするまでセット状態に維持される。よって、可変表示装置９において初期化報知が
開始されてから所定期間は、異常入賞の報知の開始が禁止される。
【００８６】
　また、ＣＰＵ５６は、乱数回路５０３を初期設定する乱数回路設定処理を実行する（ス
テップＳ１４）。ＣＰＵ５６は、例えば、乱数回路設定プログラムに従って処理を実行す
ることによって、乱数回路５０３にランダムＲ（大当り判定用乱数）の値を更新させるた
めの設定を行う。
【００８７】
　そして、ステップＳ１５において、ＣＰＵ５６は、所定時間（例えば２ｍｓ）毎に定期
的にタイマ割込がかかるように遊技制御用マイクロコンピュータ５６０に内蔵されている
ＣＴＣのレジスタの設定を行なう。すなわち、初期値として例えば２ｍｓに相当する値が
所定のレジスタ（時間定数レジスタ）に設定される。この実施の形態では、２ｍｓ毎に定
期的にタイマ割込がかかるとする。
【００８８】
　初期化処理の実行（ステップＳ１０～Ｓ１５）が完了すると、ＣＰＵ５６は、メイン処
理で、表示用乱数更新処理（ステップＳ１７）および初期値用乱数更新処理（ステップＳ
１８）を繰り返し実行する。表示用乱数更新処理および初期値用乱数更新処理を実行する
ときには割込禁止状態に設定し（ステップＳ１６）、表示用乱数更新処理および初期値用
乱数更新処理の実行が終了すると割込許可状態に設定する（ステップＳ１９）。この実施
の形態では、表示用乱数とは、特別図柄の停止図柄を決定するための乱数や変動パターン
を決定するための乱数であり、表示用乱数更新処理とは、表示用乱数を発生するためのカ
ウンタのカウント値を更新する処理である。また、初期値用乱数更新処理とは、初期値用
乱数を発生するためのカウンタのカウント値を更新する処理である。この実施の形態では
、初期値用乱数とは、普通図柄に関して当りとするか否か決定するための乱数を発生する
ためのカウンタ（普通図柄当り判定用乱数発生カウンタ）等の、カウント値の初期値を決
定するための乱数である。後述する遊技の進行を制御する遊技制御処理（遊技制御用マイ
クロコンピュータ５６０が、遊技機に設けられている可変表示装置、可変入賞球装置、球
払出装置等の遊技用の装置を、自身で制御する処理、または他のマイクロコンピュータに
制御させるために指令信号を送信する処理、遊技装置制御処理ともいう）において、普通
図柄当り判定用乱数のカウント値が１周（普通図柄当り判定用乱数の取りうる値の最小値
から最大値までの間の数値の個数分歩進したこと）すると、そのカウンタに初期値が設定
される。
【００８９】
　タイマ割込が発生すると、ＣＰＵ５６は、図５に示すステップＳ２０～Ｓ３５のタイマ
割込処理を実行する。タイマ割込処理において、まず、電源断信号が出力されたか否か（
オン状態になったか否か）を検出する電源断検出処理を実行する（ステップＳ２０）。電
源断信号は、例えば電源基板に搭載されている電圧低下監視回路が、遊技機に供給される
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電源の電圧の低下を検出した場合に出力する。そして、電源断検出処理において、ＣＰＵ
５６は、電源断信号が出力されたことを検出したら、必要なデータをバックアップＲＡＭ
領域に保存するための電力供給停止時処理を実行する。次いで、入力ドライバ回路５８を
介して、ゲートスイッチ３２ａ、第１始動口スイッチ１３ａ、第２始動口スイッチ１４ａ
、カウントスイッチ２３、および入賞口スイッチ２９ａ，３０ａ，３３ａ，３９ａの検出
信号を入力し、それらの状態判定を行う（スイッチ処理：ステップＳ２１）。
【００９０】
　次に、ＣＰＵ５６は、特別図柄表示器８、普通図柄表示器１０、特別図柄保留記憶表示
器１８、普通図柄保留記憶表示器４１の表示制御を行う表示制御処理を実行する（ステッ
プＳ２２）。特別図柄表示器８および普通図柄表示器１０については、ステップＳ３３，
Ｓ３４で設定される出力バッファの内容に応じて各表示器に対して駆動信号を出力する制
御を実行する。
【００９１】
　また、ＣＰＵ５６は、正規の時期以外の時期において大入賞口に遊技球が入賞したこと
を検出した場合や、正規の時期以外の時期において第２始動入賞口に遊技球が入賞したこ
とを検出した場合に、異常入賞の報知を行わせるための処理を行う（ステップＳ２３：異
常入賞報知処理）。
【００９２】
　次に、遊技制御に用いられる大当り図柄決定用の乱数等の各判定用乱数を生成するため
の各カウンタのカウント値を更新する処理を行う（判定用乱数更新処理：ステップＳ２４
）。ＣＰＵ５６は、さらに、初期値用乱数および表示用乱数を生成するためのカウンタの
カウント値を更新する処理を行う（初期値用乱数更新処理，表示用乱数更新処理：ステッ
プＳ２５，Ｓ２６）。
【００９３】
　図５に示された遊技制御処理におけるステップＳ２４では、遊技制御用マイクロコンピ
ュータ５６０は、（１）の大当り種別決定用乱数、および（４）の普通図柄当り判定用乱
数を生成するためのカウンタのカウントアップ（１加算）を行う。すなわち、それらが判
定用乱数であり、それら以外の乱数が表示用乱数または初期値用乱数である。なお、遊技
効果を高めるために、上記（１）～（５）の乱数以外の乱数も用いるようにしてもよい。
また、この実施の形態では、大当り判定用乱数は遊技制御用マイクロコンピュータ５６０
に内蔵されたハードウェア（乱数回路５０３）が生成する乱数であるが、大当り判定用乱
数として、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０によってプログラムにもとづいて生成
されるソフトウェア乱数を用いてもよい。
【００９４】
　さらに、ＣＰＵ５６は、特別図柄プロセス処理を行う（ステップＳ２７）。特別図柄プ
ロセス処理では、特別図柄表示器８および大入賞口を所定の順序で制御するための特別図
柄プロセスフラグに従って該当する処理を実行する。ＣＰＵ５６は、特別図柄プロセスフ
ラグの値を、遊技状態に応じて更新する。
【００９５】
　次いで、普通図柄プロセス処理を行う（ステップＳ２８）。普通図柄プロセス処理では
、ＣＰＵ５６は、普通図柄表示器１０の表示状態を所定の順序で制御するための普通図柄
プロセスフラグに従って該当する処理を実行する。ＣＰＵ５６は、普通図柄プロセスフラ
グの値を、遊技状態に応じて更新する。
【００９６】
　また、ＣＰＵ５６は、可変表示装置９における飾り図柄の表示制御に関する演出制御コ
マンドなどを送出する処理を行う（飾り図柄コマンド制御処理：ステップＳ２９）。
【００９７】
　さらに、ＣＰＵ５６は、例えばホール管理用コンピュータに供給される大当り情報、始
動情報、確率変動情報などのデータを出力する情報出力処理を行う（ステップＳ３０）。
【００９８】
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　また、ＣＰＵ５６は、第１始動口スイッチ１３ａ、第２始動口スイッチ１４ａ、カウン
トスイッチ２３および入賞口スイッチ２９ａ，３０ａ，３３ａ，３９ａの検出信号にもと
づく賞球個数の設定などを行う賞球処理を実行する（ステップＳ３１）。具体的には、第
１始動口スイッチ１３ａ、第２始動口スイッチ１４ａ、カウントスイッチ２３および入賞
口スイッチ２９ａ，３０ａ，３３ａ，３９ａのいずれかがオンしたことにもとづく入賞検
出に応じて、払出制御基板３７に搭載されている払出制御用マイクロコンピュータに賞球
個数を示す払出制御コマンド（賞球個数信号）を出力する。払出制御用マイクロコンピュ
ータは、賞球個数を示す払出制御コマンドに応じて球払出装置９７を駆動する。
【００９９】
　この実施の形態では、出力ポートの出力状態に対応したＲＡＭ領域（出力ポートバッフ
ァ）が設けられているのであるが、ＣＰＵ５６は、出力ポートの出力状態に対応したＲＡ
Ｍ領域におけるソレノイドのオン／オフに関する内容を出力ポートに出力する（ステップ
Ｓ３２：出力処理）。
【０１００】
　また、ＣＰＵ５６は、特別図柄プロセスフラグの値に応じて特別図柄の演出表示を行う
ための特別図柄表示制御データを特別図柄表示制御データ設定用の出力バッファに設定す
る特別図柄表示制御処理を行う（ステップＳ３３）。ＣＰＵ５６は、例えば、特別図柄プ
ロセス処理でセットされる開始フラグがセットされると終了フラグがセットされるまで、
変動速度が１コマ／０．２秒であれば、０．２秒が経過する毎に、出力バッファに設定さ
れる表示制御データの値を＋１する。また、ＣＰＵ５６は、出力バッファに設定された表
示制御データに応じて、ステップＳ２２において駆動信号を出力することによって、特別
図柄表示器８における特別図柄の可変表示を実行する。
【０１０１】
　さらに、ＣＰＵ５６は、普通図柄プロセスフラグの値に応じて普通図柄の演出表示を行
うための普通図柄表示制御データを普通図柄表示制御データ設定用の出力バッファに設定
する普通図柄表示制御処理を行う（ステップＳ３４）。ＣＰＵ５６は、例えば、普通図柄
の変動に関する開始フラグがセットされると終了フラグがセットされるまで、普通図柄の
変動速度が０．２秒ごとに表示状態（「○」および「×」）を切り替えるような速度であ
れば、０．２秒が経過する毎に、出力バッファに設定される表示制御データの値（例えば
、「○」を示す１と「×」を示す０）を切り替える。また、ＣＰＵ５６は、出力バッファ
に設定された表示制御データに応じて、ステップＳ２２において駆動信号を出力すること
によって、普通図柄表示器１０における普通図柄の演出表示を実行する。
【０１０２】
　その後、割込許可状態に設定し（ステップＳ３５）、処理を終了する。
【０１０３】
　以上の制御によって、この実施の形態では、遊技制御処理は２ｍｓ毎に起動されること
になる。なお、遊技制御処理は、タイマ割込処理におけるステップＳ２１～Ｓ３４（ステ
ップＳ３０を除く。）の処理に相当する。また、この実施の形態では、タイマ割込処理で
遊技制御処理が実行されているが、タイマ割込処理では例えば割込が発生したことを示す
フラグのセットのみがなされ、遊技制御処理はメイン処理において実行されるようにして
もよい。
【０１０４】
　図６および図７は、主基板３１に搭載される遊技制御用マイクロコンピュータ５６０が
実行する特別図柄プロセス処理（ステップＳ２６）のプログラムの一例を示すフローチャ
ートである。上述したように、特別図柄プロセス処理では特別図柄表示器８や大入賞口を
制御するための処理が実行される。
【０１０５】
　遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、特別図柄プロセス処理を行う際に、遊技盤
６に設けられている第１始動入賞口１３に遊技球が入賞したことを検出するための第１始
動口スイッチ１３ａがオンしていたら、すなわち遊技球が第１始動入賞口１３に入賞する
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始動入賞が発生していたら（ステップＳ３１１）、保留記憶数（始動入賞記憶数）が上限
値（保留記憶数＝４）に達しているかどうかを確認する（ステップＳ３１２）。
【０１０６】
　保留記憶数が上限値に達していないときは（ステップＳ３１２のＮ）、遊技制御用マイ
クロコンピュータ５６０は、ソフトウェア乱数（大当り種別決定用乱数等を生成するため
のカウンタの値等）およびランダムＲ（大当り判定用乱数）を抽出し、それらを、抽出し
た乱数値として保留記憶数カウンタの値に対応する保留記憶バッファにおける保存領域に
格納する処理を実行する（ステップＳ３１３）。ステップＳ３１３では、遊技制御用マイ
クロコンピュータ５６０は、ソフトウェア乱数としてランダム１～ランダム３を抽出する
とともに、ハードウェア乱数として乱数回路５０３のカウント値を読み出すことによって
ランダムＲを抽出する。また、保留記憶バッファにおいて、保存領域は、保留記憶数の上
限値と同数確保されている。また、大当り種別決定用乱数等を生成するためのカウンタや
保留記憶バッファは、ＲＡＭ５５に形成されている。「ＲＡＭに形成されている」とは、
ＲＡＭ内の領域であることを意味する。
【０１０７】
　そして、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、保留記憶数を示す保留記憶カウン
タの値を１増やす（ステップＳ３１４）。なお、図６には示していないが、保留記憶数カ
ウンタの値を１増やしたときは、始動入賞記憶指定コマンド（このときの始動入賞記憶指
定コマンドは始動入賞が発生したことにより始動入賞記憶数が＋１されたことを示すコマ
ンドである）が送信される。
【０１０８】
　次に、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、遊技盤６に設けられている第２始動
入賞口１４に遊技球が入賞したことを検出するための第２始動口スイッチ１４ａがオンし
ていたら、すなわち遊技球が第２始動入賞口１４に入賞する始動入賞が発生していたら（
ステップＳ３１５）、保留記憶数（始動入賞記憶数）が上限値（保留記憶数＝４）に達し
ているかどうかを確認する（ステップＳ３１６）。
【０１０９】
　保留記憶数が上限値に達していないときは（ステップＳ３１６のＮ）、遊技制御用マイ
クロコンピュータ５６０は、ソフトウェア乱数（大当り種別決定用乱数等を生成するため
のカウンタの値等）およびランダムＲ（大当り判定用乱数）を抽出し、それらを、抽出し
た乱数値として保留記憶数カウンタの値に対応する保留記憶バッファにおける保存領域に
格納する処理を実行する（ステップＳ３１７）。ステップＳ３１７においても、遊技制御
用マイクロコンピュータ５６０は、ソフトウェア乱数としてランダム１～ランダム３を抽
出するとともに、ハードウェア乱数として乱数回路５０３のカウント値を読み出すことに
よってランダムＲを抽出する。
【０１１０】
　そして、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、保留記憶数を示す保留記憶カウン
タの値を１増やす（ステップＳ３１８）。なお、このときも、始動入賞記憶指定コマンド
（このときの始動入賞記憶指定コマンドは始動入賞が発生したことにより始動入賞記憶数
が＋１されたことを示すコマンドである）が送信される。
【０１１１】
　その後、内部状態（具体的には、特別図柄プロセスフラグの値０～１０）に応じて、ス
テップＳ３００～Ｓ３１０のうちのいずれかの処理を行う。
【０１１２】
　特別図柄通常処理（ステップＳ３００）：遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、
特別図柄の可変表示が開始できる状態になると、保留記憶バッファに記憶される数値デー
タの記憶数（保留記憶数）を確認する。保留記憶バッファに記憶される数値データの記憶
数は保留記憶カウンタのカウント値により確認できる。そして、保留記憶カウンタのカウ
ント値が０でなければ、大当りとするか否か（特別図柄の可変表示の表示結果を特定表示
結果とするか否か）を決定する。大当りとする場合には、大当りフラグをセットし、大当
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りの種別（非確変大当り、確変大当り、突然確変大当りなど）を決定する。大当りとしな
い場合には、小当りとするか否かを決定する。小当りとする場合には、小当りフラグをセ
ットする。そして、内部状態（特別図柄プロセスフラグ）をステップＳ３０１に応じた値
（具体的には「１」）に更新する。
【０１１３】
　変動パターン設定処理（ステップＳ３０１）：特別図柄の可変表示の変動パターン（図
柄変動中の演出態様：なお、変動パターンによって変動時間も特定される。）を、始動入
賞発生時に抽出した変動パターン決定用乱数（表示用乱数の一つ）の値に応じてあらかじ
め定められた複数種類の変動パターンの中から選択する。また、決定された変動パターン
にもとづいて、特別図柄が可変表示され導出表示されるまでの可変表示時間（変動時間）
を特別図柄プロセスタイマにセットした後、特別図柄プロセスタイマをスタートさせる。
そして、内部状態（特別図柄プロセスフラグ）をステップＳ３０２に応じた値（具体的に
は「２」）に更新する。
【０１１４】
　特別図柄変動中処理（ステップＳ３０２）：変動パターン設定処理で選択された変動パ
ターンの変動時間が経過（ステップＳ３０１でセットされた特別図柄プロセスタイマがタ
イムアウト）すると、特別図柄表示器８における可変表示を停止して停止図柄を表示させ
る。また、可変表示装置９における飾り図柄の可変表示の停止を指定する演出制御コマン
ド（飾り図柄停止指定コマンド：図柄確定指定コマンドともいう）を演出制御基板８０に
送信する。特別図柄が停止表示される時間（図柄停止時間）を特別図柄プロセスタイマに
セットした後、特別図柄プロセスタイマをスタートさせる。そして、内部状態（特別図柄
プロセスフラグ）をステップＳ３０３に応じた値（具体的には「３」）に更新する。
【０１１５】
　特別図柄停止処理（ステップＳ３０３）：特別図柄変動中処理でセットされた図柄停止
時間が経過すると、大当りフラグがセットされているかどうかを確認する。大当りフラグ
がセットされている場合には、大当り図柄を停止表示してから大当り遊技を開始するまで
の時間（大当り表示時間）を大入賞口制御タイマにセットした後、大入賞口制御タイマを
スタートさせる。また、大当り図柄を停止表示した後に大当り遊技が開始されることを示
す合図の演出（ファンファーレ演出）を演出制御用マイクロコンピュータ１００に実行さ
せるための演出制御コマンド（ファンファーレコマンド）を演出制御基板８０に送信する
。そして、内部状態（特別図柄プロセスフラグ）をステップＳ３０４に応じた値（具体的
には「４」）に更新する。大当りフラグがセットされていない場合には、小当りフラグが
セットされているかどうかを確認する。小当りフラグがセットされている場合には、小当
り図柄を停止表示してから小当り遊技を開始するまでの時間（小当り表示時間）を大入賞
口制御タイマにセットした後、大入賞口制御タイマをスタートさせる。また、小当り図柄
を停止表示した後に小当り遊技における特別な演出（２ラウンド用演出）を演出制御用マ
イクロコンピュータ１００に実行させるための演出制御コマンド（ファンファーレコマン
ド）を演出制御基板８０に送信する。そして、内部状態（特別図柄プロセスフラグ）をス
テップＳ３０８に応じた値（具体的には「８」）に更新する。大当りフラグおよび小当り
フラグがセットされていない場合には、内部状態をステップＳ３００に応じた値（具体的
には「０」）に更新する。
【０１１６】
　大入賞口開放前処理（ステップＳ３０４）：大当り表示時間が経過したときに、大入賞
口を開放する制御を開始する。具体的には、ソレノイド２１を駆動して特別可変入賞装置
を開状態にして大入賞口を開放する。また、カウンタによってラウンド数をカウントする
。また、大入賞口制御タイマに大入賞口開放中処理の実行時間（ラウンド時間）を設定し
、内部状態（特別図柄プロセスフラグ）をステップＳ３０５に応じた値（具体的には「５
」）に更新する。
【０１１７】
　大入賞口開放中処理（ステップＳ３０５）：大入賞口の閉成条件の成立を確認する処理
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等を行う。大入賞口の閉成条件が成立したら、ソレノイド２１を駆動して特別可変入賞装
置を閉状態にして大入賞口を閉鎖する。また、ラウンドが終了してから次のラウンドが開
始するまでの時間（インターバル時間）を大入賞口制御タイマに設定し、内部状態（特別
図柄プロセスフラグ）をステップＳ３０６に応じた値（具体的には「６」）に更新する。
【０１１８】
　大入賞口開放後処理（ステップＳ３０６）：インターバル時間が経過したときに、残り
ラウンドがあるかどうかを確認する。残りラウンドがある場合には、大入賞口を開放する
制御を開始する。具体的には、ソレノイド２１を駆動して特別可変入賞装置を開状態にし
て大入賞口を開放する。また、カウンタによってラウンド数をカウントする。また、大入
賞口制御タイマに大入賞口開放中処理の実行時間（ラウンド時間）を設定し、内部状態（
特別図柄プロセスフラグ）をステップＳ３０５に応じた値（具体的には「５」）に更新す
る。一方、全てのラウンドを終えた場合には、大当り遊技状態が終了したことを遊技者に
報知する演出（エンディング演出）を演出制御用マイクロコンピュータ１００に行わせる
ための演出制御コマンド（エンディングコマンド）を演出制御基板８０に送信し、大入賞
口制御タイマに大当り終了処理の実行時間（大当り終了時間）を設定した後、内部状態を
ステップＳ３０７に応じた値（具体的には「７」）に更新する。
【０１１９】
　大当り終了処理（ステップＳ３０７）：大当り遊技状態を終了させるための所定のフラ
グのセット・リセットの処理等を行う。そして、内部状態をステップＳ３００に応じた値
（具体的には「０」）に更新する。
【０１２０】
　小当り開放前処理（ステップＳ３０８）：小当り表示時間またはインターバル時間が経
過したときに、残りラウンドがあるかどうかを確認する。残りラウンドがある場合には、
大入賞口を開放する制御を開始する。具体的には、ソレノイド２１を駆動して特別可変入
賞装置を開状態にして大入賞口を開放する。また、カウンタによってラウンド数をカウン
トする。また、大入賞口制御タイマに小当り開放中処理の実行時間（ラウンド時間）を設
定し、内部状態（特別図柄プロセスフラグ）をステップＳ３０９に応じた値（具体的には
「９」）に更新する。一方、全てのラウンドを終えた場合には、小当り遊技状態が終了し
たことを遊技者に報知する演出（エンディング演出）を演出制御用マイクロコンピュータ
１００に行わせるための演出制御コマンド（エンディングコマンド）を演出制御基板８０
に送信し、大入賞口制御タイマに小当り終了処理の実行時間（小当り終了時間）を設定し
た後、内部状態をステップＳ３１０に応じた値（具体的には「１０」）に更新する。
【０１２１】
　小当り開放中処理（ステップＳ３０９）：大入賞口の閉成条件の成立を確認する処理等
を行う。大入賞口の閉成条件が成立したら、ソレノイド２１を駆動して特別可変入賞装置
を閉状態にして大入賞口を閉鎖する。そして、ラウンドが終了してから次のラウンドが開
始するまでの時間（インターバル時間）を大入賞口制御タイマに設定し、内部状態をステ
ップＳ３０８に応じた値（具体的には「８」）に更新する。
【０１２２】
　小当り終了処理（ステップＳ３１０）：小当り遊技状態を終了させるための所定のフラ
グのセット・リセットの処理等を行う。そして、内部状態をステップＳ３００に応じた値
（具体的には「０」）に更新する。
【０１２３】
　次に、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０から演出制御用マイクロコンピュータ１
００に対する制御コマンドの送出方式について説明する。図８は、主基板３１から演出制
御基板８０に送信される演出制御コマンドの信号線を示す説明図である。図８に示すよう
に、この実施の形態では、演出制御コマンドは、演出制御信号Ｄ０～Ｄ７の８本の信号線
で主基板３１から中継基板７７を介して演出制御基板８０に送信される。また、主基板３
１と演出制御基板８０との間には、取込信号（演出制御ＩＮＴ信号）を送信するための演
出制御ＩＮＴ信号の信号線も配線されている。
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【０１２４】
　図９に示すように、演出制御コマンドの８ビットの演出制御コマンドデータは、演出制
御ＩＮＴ信号に同期して出力される。演出制御基板８０に搭載されている演出制御用マイ
クロコンピュータ１００は、演出制御ＩＮＴ信号が立ち上がったことを検知して、割込処
理によって１バイトのデータの取り込み処理を開始する。従って、演出制御用マイクロコ
ンピュータ１００から見ると、演出制御ＩＮＴ信号は、演出制御コマンドデータの取り込
みの契機になる信号に相当する。
【０１２５】
　演出制御コマンドは、演出制御用マイクロコンピュータ１００が認識可能に１回だけ送
出される。認識可能とは、この例では、演出制御ＩＮＴ信号のレベルが変化することであ
り、認識可能に１回だけ送出されるとは、例えば演出制御コマンドデータの１バイト目お
よび２バイト目のそれぞれに応じて演出制御ＩＮＴ信号が１回だけパルス状（矩形波状）
に出力されることである。なお、演出制御ＩＮＴ信号は図９に示された極性と逆極性であ
ってもよい。
【０１２６】
　図１０および図１１は、演出制御基板８０に送出される演出制御コマンドの内容の一例
を示す説明図である。この実施の形態では、演出制御コマンドは２バイト構成である。１
バイト目はＭＯＤＥ（コマンドの分類）を表し、２バイト目はＥＸＴ（コマンドの種類）
を表す。ＭＯＤＥデータの先頭ビット（ビット７）は必ず「１」とされ、ＥＸＴデータの
先頭ビット（ビット７）は必ず「０」とされる。なお、そのようなコマンド形態は一例で
あって他のコマンド形態を用いてもよい。例えば、１バイトや３バイト以上で構成される
制御コマンドを用いてもよい。
【０１２７】
　図１０に示す例において、コマンド８０００（Ｈ）～８００Ｆ（Ｈ）は、特別図柄の可
変表示に対応して可変表示装置９において可変表示される飾り図柄の変動パターンを指定
する演出制御コマンド（変動パターンコマンド）である。なお、変動パターンを指定する
演出制御コマンドは、変動開始を指定するためのコマンドでもある。
【０１２８】
　コマンド８Ｃ００（Ｈ）～８Ｃ０６（Ｈ）は、可変表示装置９における飾り図柄の停止
図柄（表示結果）の内容を指定する演出制御コマンドである。なお、この実施の形態では
、コマンド８Ｃ００（Ｈ）～８Ｃ０６（Ｈ）を図柄情報指定コマンドという。
【０１２９】
　コマンド８Ｃ００（Ｈ）は、特別図柄の停止図柄（表示結果）がはずれ図柄と決定され
たことを指定する演出制御コマンド（はずれ指定コマンド）である。コマンド８Ｃ０１（
Ｈ）は、特別図柄の停止図柄が非確変図柄と決定されたこと（つまり非確変大当り（通常
大当りともいう。）と決定されたこと）を指定する演出制御コマンド（通常大当り指定コ
マンド）である。
【０１３０】
　コマンド８Ｃ０２（Ｈ）は、特別図柄の停止図柄が確変図柄と決定され（つまり確変大
当りと決定され）、かつ大当り遊技開始後に再抽選演出を実行しないと決定されたことを
指定する演出制御コマンド（確変大当り１指定コマンド）である。コマンド８Ｃ０３（Ｈ
）は、特別図柄の停止図柄が確変図柄と決定され、かつ大当り遊技中に再抽選演出を実行
すると決定されたことを指定する演出制御コマンド（確変大当り２指定コマンド）である
。コマンド８Ｃ０４（Ｈ）は、特別図柄の停止図柄が確変図柄と決定され、かつ大当り遊
技の終了後（エンディング演出中）に再抽選演出を実行すると決定されたことを指定する
演出制御コマンド（確変大当り３指定コマンド）である。
【０１３１】
　コマンド８Ｃ０５（Ｈ）は、特別図柄の停止図柄が突然確変図柄と決定されたこと（つ
まり突然確変大当りと決定されたこと）を指定する演出制御コマンド（突然確変大当り指
定コマンド）である。コマンド８Ｃ０６（Ｈ）は、特別図柄の停止図柄が小当り図柄と決
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定されたこと（つまり小当りと決定されたこと）を指定する演出制御コマンド（小当り指
定コマンド）である。
【０１３２】
　ここで、「再抽選演出」とは、可変表示装置９において大当り図柄を停止表示させた後
に大当り図柄を再抽選して導出表示するように見せかける演出のことをいう。具体的には
、可変表示装置９に大当り図柄（非確変図柄または確変図柄）が導出表示されることが事
前に決定されている場合において、可変表示装置９において左中右の飾り図柄を同一の非
確変図柄で停止表示し、その後に非確変図柄を再変動させてから大当り図柄（非確変図柄
または確変図柄）を導出表示する演出である（図７４参照）。再抽選演出としては、非確
変図柄から確変図柄に昇格させる場合（非確変図柄を停止表示した後に確変図柄を導出表
示する場合）と、非確変図柄から確変図柄に昇格させない場合（非確変図柄を停止表示し
た後に再び非確変図柄を導出表示する場合）とがあるが、この実施の形態では、非確変図
柄から確変図柄に昇格させる場合のみ示している。従って、再抽選演出のことを「昇格演
出」または「成り上がり演出」ということもある。
【０１３３】
　コマンド８Ｆ００（Ｈ）は、可変表示装置９における飾り図柄の可変表示（変動）の停
止を指定する演出制御コマンド（飾り図柄停止指定コマンド、図柄確定指定コマンド）で
ある。
【０１３４】
　コマンド９０００（Ｈ）は、遊技機に対する電力供給が開始されたときに送信される演
出制御コマンド（初期化指定コマンド：電源投入指定コマンド）である。コマンド９２０
０（Ｈ）は、遊技機に対する電力供給が再開されたときに送信される演出制御コマンド（
停電復旧指定コマンド）である。遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、遊技機に対
する電力供給が開始されたときに、バックアップＲＡＭにデータが保存されている場合に
は、停電復旧指定コマンドを送信し、そうでない場合には、初期化指定コマンドを送信す
る。
【０１３５】
　コマンド９５００（Ｈ）～９５０３（Ｈ）は、可変表示装置９における遊技状態に応じ
た背景表示を指定する演出制御コマンド（背景指定コマンド）である。コマンド９５００
（Ｈ）は、可変表示装置９における通常遊技状態のときの背景表示を指定する演出制御コ
マンド（通常状態背景指定コマンド）である。コマンド９５０１（Ｈ）は、可変表示装置
９における確変状態（高確率状態）のときの背景表示を指定する演出制御コマンド（高確
率状態背景指定コマンド）である。コマンド９５０２（Ｈ）は、可変表示装置９における
時短状態のときの背景表示を指定する演出制御コマンド（時短状態背景指定コマンド）で
ある。コマンド９５０３（Ｈ）は、可変表示装置９におけるチャンスモード状態のときの
背景表示を指定する演出制御コマンド（チャンス状態背景指定コマンド）である。なお、
チャンスモードは、突然確変大当りおよび小当りの終了後に確変状態への移行に対する期
待を持たせる演出モードである。
【０１３６】
　コマンド９Ｆ００（Ｈ）は、客待ちデモンストレーション時の表示を指定する演出制御
コマンド（客待ちデモ指定コマンド）である。
【０１３７】
　図１１に示す例において、コマンドＡ０００（Ｈ）～Ａ００４（Ｈ）は、大当り遊技が
開始されることを指定する演出制御コマンド（ファンファーレ指定コマンド）である。コ
マンドＡ０００（Ｈ）は、通常大当り（非確変大当り）が決定されたときの大当りの開始
を指定する演出制御コマンド（ファンファーレ１指定コマンド）である。コマンドＡ００
１（Ｈ）は、確変大当りが決定され、かつ大当り遊技開始後に再抽選演出を実行しないと
決定されたときの大当りの開始を指定する演出制御コマンド（ファンファーレ２指定コマ
ンド）である。コマンドＡ００２（Ｈ）は、確変大当りが決定され、かつ大当り遊技中に
再抽選演出を実行すると決定されたときの大当りの開始を指定する演出制御コマンド（フ
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ァンファーレ３指定コマンド）である。コマンドＡ００３（Ｈ）は、確変大当りが決定さ
れ、かつ大当り遊技の終了後（エンディング演出中）に再抽選を実行すると決定されたと
きの大当りの開始を指定する演出制御コマンド（ファンファーレ４指定コマンド）である
。コマンドＡ００４（Ｈ）は、突然確変大当りの開始を指定する演出制御コマンド（ファ
ンファーレ５指定コマンド）である。
【０１３８】
　コマンドＡ１ＸＸ（Ｈ）は、１５ラウンド大当り遊技におけるラウンド中の表示を指定
する演出制御コマンド（大入賞口開放中指定コマンド）である。コマンドＡ２ＸＸ（Ｈ）
は、１５ラウンド大当り遊技におけるラウンド後の表示（ラウンド間のインターバルの表
示）を指定する演出制御コマンド（大入賞口開放後指定コマンド）である。なお、「ＸＸ
」に表示するラウンド数が設定される。
【０１３９】
　コマンドＡ３０１（Ｈ）～Ａ３０５（Ｈ）は、大当り遊技が終了することを指定する演
出制御コマンド（エンディング指定コマンド）である。コマンドＡ３０１（Ｈ）は、通常
大当り遊技の終了（大当り遊技の終了後に時短状態に移行する旨を表示すること）を指定
する演出制御コマンド（エンディング１指定コマンド）である。コマンドＡ３０２（Ｈ）
は、確変大当りが決定され、かつ大当り遊技開始後に再抽選演出を実行しないと決定され
たときの大当りの終了を指定する演出制御コマンド（エンディング２指定コマンド）であ
る。コマンドＡ３０３（Ｈ）は、確変大当りが決定され、かつ大当り遊技中に再抽選を実
行すると決定されたときの大当りの終了を指定する演出制御コマンド（エンディング３指
定コマンド）である。コマンドＡ３０４（Ｈ）は、大当り遊技の終了後（エンディング演
出中）の再抽選演出にて確変図柄に昇格させ、確変大当りになることを指定する演出制御
コマンド（エンディング４指定コマンド）である。コマンドＡ３０５（Ｈ）は、突然確変
大当りの終了を指定する演出制御コマンド（エンディング５指定コマンド）である。
【０１４０】
　コマンドＡ４ＸＸ（Ｈ）は、２ラウンド大当り遊技（突然確変大当り遊技）におけるラ
ウンド中の表示を指定する演出制御コマンド（大入賞口開放中指定コマンド）である。コ
マンドＡ５ＸＸ（Ｈ）は、２ラウンド大当り遊技（突然確変大当り遊技）におけるラウン
ド後の表示（ラウンド間のインターバルの表示）を指定する演出制御コマンド（大入賞口
開放後指定コマンド）である。なお、「ＸＸ」にはラウンド数が設定される。
【０１４１】
　コマンドＡ６００（Ｈ）は、小当り遊技が開始されることを指定する演出制御コマンド
（小当り用ファンファーレ指定コマンド）である。
【０１４２】
　コマンドＣ０ＸＸ（Ｈ）は、ＸＸで示される数の始動入賞記憶数を指定する演出制御コ
マンド（始動入賞記憶指定コマンド）である。
【０１４３】
　コマンドＤ００１（Ｈ）は、異常入賞の報知を指示する演出制御コマンド（異常入賞報
知指定コマンド）である。
【０１４４】
　演出制御基板８０に搭載されている演出制御用マイクロコンピュータ１００は、主基板
３１に搭載されている遊技制御用マイクロコンピュータ５６０から上述した演出制御コマ
ンドを受信すると図１０および図１１に示された内容に応じて可変表示装置９の表示状態
を変更するとともに、ランプの表示状態を変更し、音声出力基板７０に対して音番号デー
タを出力する。なお、図１０および図１１に示された演出制御コマンド以外の演出制御コ
マンドも主基板３１から演出制御基板８０に送信される。例えば、可変表示装置９に大当
り中の入賞球数を表示する場合はカウントスイッチ２３のカウント数を指定する演出制御
コマンドなども主基板３１から演出制御基板８０に送信される。
【０１４５】
　図１２は、この実施の形態で用いられる変動パターンの一例を示す説明図である。図１
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２において、「ＥＸＴ」とは、２バイト構成の演出制御コマンドにおける２バイト目のＥ
ＸＴデータを示す。また、「時間」は特別図柄の変動時間（識別情報の可変表示期間）を
示す。
【０１４６】
　この例では、特別図柄の各変動パターンは、飾り図柄の停止図柄が「はずれ図柄」とな
る場合の変動パターン（はずれ専用の変動パターン）と、飾り図柄の停止図柄（大当り前
の変動停止時の停止図柄）が「非確変図柄」または「確変図柄」となる場合の変動パター
ン（通常大当り／確変大当り兼用の変動パターン）と、飾り図柄の停止図柄（大当り前の
変動停止時の停止図柄）が「確変図柄」となる場合の変動パターン（確変大当り専用の変
動パターン）と、飾り図柄の停止図柄（大当り前の変動停止時の停止図柄）が「非確変図
柄」となる場合の変動パターン（通常大当り専用の変動パターン）と、飾り図柄の停止図
柄が「突然確変図柄」となる場合の変動パターン（突然確変大当り専用の変動パターン）
と、飾り図柄の停止図柄が「小当り図柄」となる場合の変動パターン（小当り専用の変動
パターン）とに区別されている。
【０１４７】
　はずれ専用の変動パターンは、通常遊技状態のときのリーチを伴わない通常変動の変動
パターンと、時短状態（確変時短状態を含む）のときのリーチを伴わない時短時通常変動
の変動パターンと、ノーマルリーチ（単純なリーチ態様）を伴う変動パターンと、ロング
リーチを伴う変動パターンと、スーパーリーチＡを伴う変動パターンと、スーパーリーチ
Ｂを伴う変動パターンと、スーパーリーチＣを伴う変動パターンとに分けられている。
【０１４８】
　通常大当り／確変大当り兼用の変動パターンは、ノーマルリーチを伴う変動パターンと
、ロングリーチを伴う変動パターンと、スーパーリーチＡを伴う変動パターンと、スーパ
ーリーチＢを伴う変動パターンと、スーパーリーチＣを伴う変動パターンとに分けられて
いる。
【０１４９】
　確変大当り専用の変動パターンは、スーパーリーチＤを伴う変動パターンだけである。
通常大当り専用の変動パターンは、スーパーリーチＥを伴う変動パターンだけである。
【０１５０】
　突然確変大当り専用の変動パターンは、突然確変用の特別変動の変動パターンだけであ
る。小当り専用の変動パターンは、小当り用の特別変動の変動パターンだけである。
【０１５１】
　図１３～図１５は、特別図柄プロセス処理における特別図柄通常処理（ステップＳ３０
０）を示すフローチャートである。特別図柄通常処理において、遊技制御用マイクロコン
ピュータ５６０は、特別図柄の変動を開始することができる状態（特別図柄プロセスフラ
グの値がステップＳ３００を示す値（具体的には「０」）となっている場合、つまり、特
別図柄表示器８において特別図柄の変動表示がなされておらず、かつ、大当り遊技中でも
小当り中でもない場合）には（ステップＳ５１）、始動入賞記憶数（保留記憶数）を確認
する（ステップＳ５２）。具体的には、始動入賞カウンタのカウント値を確認する。
【０１５２】
　始動入賞記憶数が０でなければ、始動入賞記憶数＝１に対応する保存領域に格納されて
いる各乱数値を読み出してＲＡＭ５５の乱数バッファ領域に格納するとともに（ステップ
Ｓ５３）、始動入賞記憶数の値を１減らし、かつ、各保存領域の内容をシフトする（ステ
ップＳ５４）。すなわち、始動入賞記憶数＝ｎ（ｎ＝２，３，４）に対応する保存領域に
格納されている各乱数値を、始動入賞記憶数＝ｎ－１に対応する保存領域に格納する。
【０１５３】
　次に、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、現在の遊技状態（通常遊技状態、確
変状態、時短状態など）を確認し、遊技状態に応じた背景指定コマンド送信テーブルのア
ドレスをポインタにセットする（ステップＳ５５）。そして、遊技制御用マイクロコンピ
ュータ５６０は、後述するコマンドセット処理（図２７）を実行する（ステップＳ５６）



(29) JP 2008-272214 A 2008.11.13

10

20

30

40

50

。なお、現在の遊技状態が通常遊技状態であれば、通常状態背景指定コマンドを送信し、
現在の遊技状態が確変時短状態であれば、確変状態背景指定コマンドを送信し、現在の遊
技状態が時短状態であれば、時短状態背景指定コマンドを送信する。また、この実施の形
態では、突然確変大当りや小当りの遊技の終了後にチャンスモードに移行したときは、チ
ャンス状態背景指定コマンドを送信する。
【０１５４】
　次いで、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、乱数格納バッファから大当り判定
用乱数を読み出し（ステップＳ５７）、大当り判定処理モジュールを実行する（ステップ
Ｓ５８）。大当り判定モジュールは、あらかじめ決められている大当り判定値と大当り判
定用乱数値とを比較し、それらが一致したら大当りとすることに決定する処理を実行する
プログラムである。ここで、大当り判定では、遊技状態が確変状態（確変時短状態を含む
）の場合は、遊技状態が非確変状態（通常遊技状態および時短状態）の場合よりも、大当
りとなる確率が高くなるように構成されている。具体的には、あらかじめ大当り判定値の
数が多く設定されている高確率大当り判定テーブルと、大当り判定値の数が高確率大当り
判定テーブルよりも少なく設定されている低確率大当り判定テーブルとを設けておく。そ
して、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、遊技状態が確変状態（および確変時短
状態）であるか否かを確認し、遊技状態が確変状態であるときは、高確率大当り判定テー
ブルを使用して大当りの判定処理を行い、遊技状態が通常遊技状態および時短状態である
ときは、低確率大当り判定テーブルを使用して大当りの判定処理を行う。このような構成
により、確変状態（および確変時短状態）のときの方が通常遊技状態および時短状態のと
きよりも大当りとなる確率が高くなる。
【０１５５】
　なお、現在の遊技状態が確変状態（確変時短状態も含む）であるか否かの確認は、遊技
状態が確変状態であることを示す確変フラグがセットされているか否かにより行われる。
【０１５６】
　大当り判定モジュールで大当りとしないことに決定した場合には（ステップＳ５９のＮ
）、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、図１４のステップＳ６４の処理に移行す
る。
【０１５７】
　大当り判定モジュールで大当りとすることに決定した場合には（ステップＳ５９のＹ）
、大当りフラグをセットする（ステップＳ６０）。そして、遊技制御用マイクロコンピュ
ータ５６０は、乱数格納バッファから大当り種別決定用乱数を読み出し（ステップＳ６１
）、大当りの種別（通常大当り、確変大当り、大当り遊技中に再抽選演出を実行する確変
大当り、大当り遊技終了後に再抽選演出を実行する確変大当り、突然確変大当り）を決定
する処理を実行する（ステップＳ６２）。
【０１５８】
　大当り種別の決定処理は、図１６に示すような大当り種別決定テーブルを用いて行う。
大当り種別決定テーブルには、大当りの種別ごとに所定数の大当り種別決定用乱数値が予
め振り分けられている。遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、ステップＳ６１で読
み出した大当り種別決定用乱数値がどの範囲に属するかによって、大当り種別、すなわち
、通常大当り、確変大当り、確変大当り（大当り中昇格）、確変大当り（エンディング昇
格）および突然確変大当りのいずれかを決定する。このように、大当り種別の決定処理に
よって、大当りを通常大当り、確変大当り、突然確変大当りにするかだけでなく、再抽選
演出（昇格演出）を実行するかどうかと、再抽選演出をどのようなタイミングで実行する
かについても決定されることになる。
【０１５９】
　図１３には示していないが、大当り図柄は大当り種別に応じて各々一種類しか設けられ
ていないので、大当りの種別が決定されることによって、大当り図柄も自動的に決定され
る。具体的には、通常大当り（非確変大当り）のときは非確変図柄「６」が決定され、確
変大当りのときは確変図柄「７」が決定され、突然確変大当りのときは突然確変図柄「５
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」が決定されることになる。
【０１６０】
　次いで、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、ステップＳ６２にて決定した大当
り種別に応じた飾り図柄情報を飾り図柄情報バッファにストア（格納）し（ステップＳ６
３）、図１５のステップＳ７２の処理に移行する。
【０１６１】
　なお、ステップＳ６３において、飾り図柄情報バッファに大当り種別に応じた飾り図柄
情報がストアされた後に、タイマ割込みの発生に応じて飾り図柄コマンド制御処理（ステ
ップＳ２９、図２８）が実行され、コマンドセット処理（図２９）が実行され、コマンド
送信処理（図３０）が実行される。これにより、大当り種別に応じた図柄情報指定コマン
ド（通常大当り指定コマンド、確変大当り１指定コマンド、確変大当り２指定コマンド、
確変大当り３指定コマンド、突然確変大当り指定コマンド）が送信される。詳しい内容は
後述する。
【０１６２】
　図１４のステップＳ６４において、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、ステッ
プＳ５７で読み出した大当り判定用乱数の値にもとづいて小当りとするか否かを決定する
小当り判定モジュールを実行する（ステップＳ６４）。小当り判定モジュールは、あらか
じめ決められている判定値と大当り判定用乱数値とを比較し、それらが一致したら小当り
とすることに決定する処理を実行するプログラムである。
【０１６３】
　小当り判定モジュールで小当りとすることに決定した場合には（ステップＳ６５のＹ）
、小当りに応じた飾り図柄情報を飾り図柄情報バッファにストアし（ステップＳ６６）、
小当りフラグをセットする（ステップＳ６７）。そして、特別図柄プロセスフラグの値を
変動パターン設定処理に対応した値（具体的には「１」）に更新する（ステップＳ６８）
。なお、図１４には示していないが、小当りになると決定されたときは小当り図柄「４」
が自動的に決定されることになる。
【０１６４】
　なお、ステップＳ６６において、飾り図柄情報バッファに小当りに応じた飾り図柄情報
がストアされた後に、タイマ割込みの発生に応じて飾り図柄コマンド制御処理（ステップ
Ｓ２９、図２８）が実行され、コマンドセット処理（図２９）が実行され、コマンド送信
処理（図３０）が実行される。これにより、小当りを指定する図柄情報指定コマンド（小
当り指定コマンド）が送信される。詳しい内容は後述する。
【０１６５】
　小当り判定モジュールで小当りとしないことに決定した場合には（ステップＳ６５のＮ
）、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、乱数格納バッファからはずれ図柄決定用
乱数（表示用乱数の一つ）を読み出し（ステップＳ６９）、読み出したはずれ図柄決定用
乱数の値にもとづいて、特別図柄のはずれ図柄を決定する処理を実行する（ステップＳ７
０）。特別図柄のはずれ図柄として、「０」～「３」，「８」，「９」のいずれかの図柄
が決定される。
【０１６６】
　次いで、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、はずれに応じた飾り図柄情報を飾
り図柄情報バッファにストアする（ステップＳ７１）。そして、特別図柄プロセスフラグ
の値を変動パターン設定処理に対応した値（具体的には「１」）に更新する（ステップＳ
６８）。
【０１６７】
　図１５のステップＳ７２において、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、ステッ
プＳ６２で決定した大当り種別が確変大当りであるかどうかを確認し、確変大当りでなか
ったときは（ステップＳ７２のＮ）、大当りの種別を示すフラグのセットを行わずに、ス
テップＳ８２の処理に移行する。
【０１６８】
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　確変大当りであったときは（ステップＳ７２のＹ）、確変大当りが発生することを示す
確変大当りフラグをセットする（ステップＳ７３）。そして、確変大当りが突然確変大当
りであるかどうかを確認する（ステップＳ７４）。突然確変大当りであったときは（ステ
ップＳ７４のＹ）、突然確変大当りが発生することを示す突然確変フラグをセットし（ス
テップＳ７５）、ステップＳ８２の処理に移行する。
【０１６９】
　突然確変大当りでなかったときは（ステップＳ７４のＮ）、再抽選演出が実行されるか
どうかを確認する（ステップＳ７６）。再抽選演出が実行されないときは（ステップＳ７
６のＮ）、ステップＳ８２の処理に移行し、再抽選演出が実行されるときは（ステップＳ
７６のＹ）、再抽選演出が実行されることを示す再抽選実行フラグをセットして（ステッ
プＳ７７）、再抽選演出が大当り中に実行されるかどうかを確認する（ステップＳ７８）
。大当り中に再抽選演出が実行されるときは（ステップＳ７８のＹ）、大当り中に再抽選
演出が実行されることを示す大当り中実行フラグをセットし（ステップＳ７９）、ステッ
プＳ８２の処理に移行する。大当り中に実行されないときは（ステップＳ７８のＮ）、再
抽選演出がエンディング中に実行されるかどうかを確認する（ステップＳ８０）。エンデ
ィング中に再抽選演出が実行されるときは（ステップＳ８０のＹ）、エンディング中に再
抽選演出が実行されることを示すエンディング実行フラグをセットし（ステップＳ８１）
、ステップＳ８２の処理に移行する。ステップＳ８２では、特別図柄プロセスフラグの値
を変動パターン設定処理（ステップＳ３０１）に対応した値（具体的には「１」）に更新
する（ステップＳ８２）。
【０１７０】
　図１７は、特別図柄プロセス処理における変動パターン設定処理（ステップＳ３０１）
を示すフローチャートである。変動パターン設定処理において、遊技制御用マイクロコン
ピュータ５６０は、まず、大当りフラグがセットされているか否かを確認する（ステップ
Ｓ２０１）。大当りフラグがセットされているときは（ステップＳ２０１のＹ）、遊技制
御用マイクロコンピュータ５６０は、突然確変フラグがセットされているか否かを確認す
る（ステップＳ２０２）。突然確変フラグがセットされているときは（ステップＳ２０２
のＹ）、突然確変大当りが発生することになるので、突然確変用変動パターン決定テーブ
ルを用いることに決定する（ステップＳ２０３）。そして、ステップＳ２０７の処理に移
行する。
【０１７１】
　突然確変用変動パターン決定テーブルには、予め図１２に示した突然確変大当りのとき
に選択される変動パターン（「０ＥＨ」）のみ設定されている。
【０１７２】
　突然確変フラグがセットされていないときは（ステップＳ２０２のＮ）、遊技制御用マ
イクロコンピュータ５６０は、確変大当りフラグがセットされているか否かを確認する（
ステップＳ２０４Ａ）。確変大当りフラグがセットされているときは（ステップＳ２０４
ＡのＹ）、再抽選実行フラグがセットされているか否かを確認する（ステップＳ２０４Ｂ
）。再抽選実行フラグがセットされていないときは（ステップＳ２０４ＢのＮ）、確変大
当りが発生することになるので、確変大当り用変動パターン決定テーブルを用いることに
決定する（ステップＳ２０５）。
【０１７３】
　確変大当り用変動パターン決定テーブルには、予め図１２に示した確変大当りのときに
選択される変動パターン（「０７Ｈ」～「０ＣＨ」）が設定され、各変動パターンに複数
の判定値が割り当てられている。
【０１７４】
　再抽選実行フラグがセットされているときは（ステップＳ２０４ＢのＹ）、非確変大当
りが発生し、大当り遊技中あるいは大当り遊技後に確変大当りに昇格する（非確変図柄が
確変図柄に昇格する）ことになるので、通常大当り用変動パターン決定テーブルを用いる
ことに決定する（ステップＳ２０６）。
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【０１７５】
　ステップＳ２０４Ａにおいて、確変大当りフラグがセットされていないときは（ステッ
プＳ２０４ＡのＮ）、通常大当り（非確変大当り）が発生することになるので、通常大当
り用変動パターン決定テーブルを用いることに決定する（ステップＳ２０６）。
【０１７６】
　通常大当り用変動パターン決定テーブルには、予め図１２に示した通常大当りのときに
選択される変動パターン（「０７Ｈ」～「０ＢＨ」，「０ＤＨ」）が設定され、各変動パ
ターンに複数の判定値が割り当てられている。
【０１７７】
　ステップＳ２０７では、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、乱数格納バッファ
から変動パターン決定用乱数を読み出し、読み出した変動パターン決定用乱数の値にもと
づいて、突然確変用変動パターン決定テーブル、確変大当り用変動パターン決定テーブル
または通常大当り用変動パターン決定テーブルを用いて図柄の変動パターンを決定する（
ステップＳ２０７）。具体的には、変動パターン決定用乱数値と一致する判定値に対応し
た変動パターンが次に可変表示される図柄の変動パターンと決定される。そして、ステッ
プＳ２１３の処理に移行する。
【０１７８】
　ステップＳ２０１において、大当りフラグがセットされていないと判定されたときは（
ステップＳ２０１のＮ）、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、小当りフラグがセ
ットされているか否かを確認する（ステップＳ２０８）。小当りフラグがセットされてい
るときは（ステップＳ２０８のＹ）、小当りが発生することになるので、小当り用変動パ
ターン決定テーブルを用いることに決定する（ステップＳ２０９）。
【０１７９】
　小当り用変動パターン決定テーブルには、予め図１２に示した小当りのときに選択され
る変動パターン（「０ＦＨ」）のみ設定されている。
【０１８０】
　小当りフラグがセットされていないときは（ステップＳ２０８のＮ）、遊技制御用マイ
クロコンピュータ５６０は、時短フラグがセットされているか否かを確認する（ステップ
Ｓ２１０）。時短フラグがセットされていないときは（ステップＳ２１０のＮ）、通常遊
技状態のときに使用する通常時はずれ用変動パターン決定テーブルを用いることに決定す
る（ステップＳ２１１）。
【０１８１】
　通常時はずれ用変動パターン決定テーブルには、予め図１２に示した通常遊技状態にお
いてはずれのときに選択される変動パターン（「００Ｈ」，「０２Ｈ」～「０６Ｈ」）が
設定され、各変動パターンに複数の判定値が割り当てられている。
【０１８２】
　一方、時短フラグがセットされているときは（ステップＳ２１０のＹ）、時短状態のと
きに使用する時短時はずれ用変動パターン決定テーブルを用いることに決定する（ステッ
プＳ２１２）。
【０１８３】
　時短時はずれ用変動パターン決定テーブルには、予め図１２に示した時短状態（確変時
短状態も含む）においてはずれのときに選択される変動パターン（「０１Ｈ」～「０６Ｈ
」）が設定され、各変動パターンに複数の判定値が割り当てられている。
【０１８４】
　そして、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、上述したように、乱数格納バッフ
ァから変動パターン決定用乱数を読み出し、読み出した変動パターン決定用乱数の値にも
とづいて、通常時はずれ用変動パターン決定テーブルまたは時短時はずれ用変動パターン
決定テーブルを用いて図柄の変動パターンを決定する（ステップＳ２０７）。そして、ス
テップＳ２１３の処理に移行する。
【０１８５】
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　なお、確変状態のときは、通常遊技状態のときと同様に、通常時はずれ用変動パターン
決定テーブルが用いられ、確変時短状態のときは、時短状態のときと同様に、時短時はず
れ用変動パターン決定テーブルが用いられて、変動パターンが決定される。
【０１８６】
　ステップＳ２１３では、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、ステップＳ２０７
において決定した変動パターンに応じた変動パターンコマンドデータを変動パターンバッ
ファにストアする（ステップＳ２１３）。そして、遊技制御用マイクロコンピュータ５６
０は、特別図柄プロセスタイマに変動時間をセットする（ステップＳ２１４）。次に、遊
技制御用マイクロコンピュータ５６０は、変動コマンド送信テーブルのアドレスを飾り図
柄コマンド送信ポインタにストアする（ステップＳ２１５）。この処理が行われたことに
応じて、飾り図柄コマンド制御処理（図５のステップＳ２９、図２８）において変動パタ
ーンコマンドを送信する制御が実行される。そして、遊技制御用マイクロコンピュータ５
６０は、変動回数監視処理を実行する（ステップＳ２１６）。
【０１８７】
　変動回数監視処理では、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、大当り遊技の終了
後に時短状態（確変時短状態を除く）に移行された場合（時短フラグがセットされた場合
）、大当り遊技終了後の特別図柄の変動回数を変動回数カウンタでカウントする。そして
、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、変動回数カウンタのカウント値が時短状態
を継続可能な所定の変動回数（例えば１００回）を示す値となったかどうかを確認し、カ
ウント値が所定の変動回数を示す値になったときに、時短フラグをリセットする。これに
より、大当り遊技終了後の特別図柄の変動回数が所定の変動回数になったときに時短状態
から通常遊技状態に移行されることになる。
【０１８８】
　その後、特別図柄プロセスフラグの値を特別図柄変動中処理（ステップＳ３０２）に対
応した値（具体的には「２」）に更新する（ステップＳ２１７）。
【０１８９】
　図１８は、特別図柄プロセス処理における特別図柄変動中処理（ステップＳ３０２）を
示すフローチャートである。特別図柄変動中処理において、まず、遊技制御用マイクロコ
ンピュータ５６０は、特別図柄プロセスタイマの値を－１する（ステップＳ２２１）。そ
して、特別図柄プロセスタイマがタイムアップしているかどうかを確認（すなわち特別図
柄プロセスタイマの値が０であるか否かを確認）し（ステップＳ２２２）、タイムアップ
していなければ（ステップＳ２２２のＮ）、そのまま処理を終了する。特別図柄プロセス
タイマがタイムアップしていれば（ステップＳ２２２のＹ）、遊技制御用マイクロコンピ
ュータ５６０は、特別図柄表示器８における特別図柄の変動を止めて、停止図柄を導出表
示する（ステップＳ２２３）。また、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、飾り図
柄停止指定コマンド送信テーブルのアドレスをポインタにセットし（ステップＳ２２４）
、コマンドセット処理を実行する（ステップＳ２２５）。これによって、飾り図柄停止指
定コマンドを送信する制御が実行される。
【０１９０】
　また、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、特別図柄プロセスタイマに特別図柄
の停止図柄を停止表示させる図柄停止時間をセットし、タイマをスタートさせる（ステッ
プＳ２２６）。そして、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、特別図柄プロセスフ
ラグの値を特別図柄停止処理（ステップＳ３０３）に対応した値（具体的には「３」）に
更新する（ステップＳ２２７）。
【０１９１】
　図１９は、特別図柄プロセス処理における特別図柄停止処理（ステップＳ３０３）を示
すフローチャートである。特別図柄停止処理において、遊技制御用マイクロコンピュータ
５６０は、特別図柄プロセスタイマの値を－１する（ステップＳ２３１）。そして、特別
図柄プロセスタイマがタイムアップしているかどうかを確認（すなわち特別図柄プロセス
タイマの値が０であるか否かを確認）する（ステップＳ２３２）。タイムアップしていな
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ければ（ステップＳ２３２のＮ）、そのまま処理を終了する。
【０１９２】
　特別図柄プロセスタイマがタイムアップしていれば（ステップＳ２３２のＹ）、遊技制
御用マイクロコンピュータ５６０は、大当りフラグがセットされているか否かを確認する
（ステップＳ２３３）。大当りフラグがセットされていれば（ステップＳ２３３のＹ）、
遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、大入賞口の開放／閉鎖を制御するための時間
を計測する大入賞口制御タイマに、大当り図柄を停止表示してから大入賞口を開放するま
での時間（大当り表示時間）をセットする（ステップＳ２３４）。なお、大当り表示時間
において、大当り遊技が開始されることを遊技者に報知する演出（ファンファーレ演出）
が実行される。
【０１９３】
　なお、１５ラウンドの大当りのときと２ラウンドの大当りのときとで異なる大当り表示
時間をセットするように構成されていてもよい。この場合、例えば、１５ラウンドの大当
りのときは大当り表示時間が３秒で、２ラウンドの大当りのときは大当り表示時間が５秒
とされる。
【０１９４】
　次いで、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、大当り種別に応じたファンファー
レコマンド送信テーブルのアドレスをポインタにセットし（ステップＳ２３５）、コマン
ドセット処理を実行する（ステップＳ２３６）。これによって、大当り種別に応じたファ
ンファーレコマンドを送信する制御が実行される。なお、大当り種別は、確変大当りフラ
グがセットされているか、突然確変フラグがセットされているか、再抽選実行フラグがセ
ットされているか、大当り中実行フラグがセットされているか、エンディング実行フラグ
がセットされているかどうかにもとづいて確認することができる。その後、遊技制御用マ
イクロコンピュータ５６０は、特別図柄プロセスフラグの値を大入賞口開放前処理（ステ
ップＳ３０４）に対応した値（具体的には「４」）に更新する（ステップＳ２３７）。
【０１９５】
　大当りフラグがセットされていなければ（ステップＳ２３３のＮ）、遊技制御用マイク
ロコンピュータ５６０は、小当りフラグがセットされているか否かを確認する（ステップ
Ｓ２３８）。小当りフラグがセットされていれば（ステップＳ２３８のＹ）、遊技制御用
マイクロコンピュータ５６０は、大入賞口制御タイマに、小当り図柄を停止表示してから
大入賞口を開放するまでの時間（小当り表示時間）をセットする（ステップＳ２３９）。
なお、上述したように、飾り図柄の小当り図柄は突然確変図柄と同じ図柄である。また、
小当り遊技が開始されると、突然確変大当りが開始されたときと同じ２ラウンド用演出が
開始される。
【０１９６】
　次いで、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、小当りのファンファーレコマンド
送信テーブルのアドレスをポインタにセットし（ステップＳ２４０）、コマンドセット処
理を実行する（ステップＳ２４１）。これによって、小当り用のファンファーレコマンド
を送信する制御が実行される。その後、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、特別
図柄プロセスフラグの値を小当り開放前処理（ステップＳ３０８）に対応した値（具体的
には「８」）に更新する（ステップＳ２４２）。
【０１９７】
　小当りフラグがセットされていなければ（ステップＳ２３８のＮ）、特別図柄プロセス
フラグの値を特別図柄通常処理（ステップＳ３００）に対応した値（具体的には「０」）
に更新する（ステップＳ２４３）。
【０１９８】
　図２０は、特別図柄プロセス処理における大入賞口開放前処理（ステップＳ３０４）を
示すフローチャートである。大入賞口開放前処理において、遊技制御用マイクロコンピュ
ータ５６０は、大入賞口制御タイマの値を－１し（ステップＳ４０１）、大入賞口制御タ
イマの値が０であるか否かを確認する（ステップＳ４０２）。大入賞口制御タイマの値が



(35) JP 2008-272214 A 2008.11.13

10

20

30

40

50

０になっていなければ（ステップＳ４０２のＮ）、そのまま処理を終了する。大入賞口制
御タイマの値が０になっていれば（ステップＳ４０２のＹ）、遊技制御用マイクロコンピ
ュータ５６０は、大当りのラウンド数が１５ラウンドであるか２ラウンドであるかを判定
する（ステップＳ４０３）。なお、確変大当りフラグがセットされていない場合および確
変大当りフラグがセットされているが突然確変フラグがセットされていない場合は、１５
ラウンドの大当りであると判断することができ、確変大当りフラグおよび突然確変フラグ
がセットされている場合は、２ラウンドの大当りであると判断することができる。
【０１９９】
　１５ラウンドの大当りであれば（ステップＳ４０３のＹ）、遊技制御用マイクロコンピ
ュータ５６０は、１５ラウンド大当り用の大入賞口開放中コマンド送信テーブルのアドレ
スをポインタにセットし（ステップＳ４０４）、コマンドセット処理を実行する（ステッ
プＳ４０５）。これによって、大入賞口の開放中（ラウンド中）におけるラウンド数に応
じた表示状態を指定する１５ラウンド用の大入賞口開放中コマンドを送信する制御が実行
される。なお、ラウンド数は、大当り遊技中のラウンド数をカウントするラウンド数カウ
ンタの値を確認することにより認識する。そして、遊技制御用マイクロコンピュータ５６
０は、ソレノイド２１を駆動して大入賞口（開閉板２０）を開放する制御を行うとともに
（ステップＳ４０６）、ラウンド数カウンタの値を＋１する（ステップＳ４０７）。
【０２００】
　なお、この実施の形態では、出力ポートの出力状態に対応したＲＡＭ領域（出力ポート
バッファ）が設けられており、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、ステップＳ４
０６において出力ポートのＲＡＭ領域におけるソレノイドのオン／オフに関する内容を、
駆動するソレノイドの開閉状態に応じて設定する。そして、ステップＳ３２の出力処理に
おいて出力ポートのＲＡＭ領域に設定された内容を出力ポートに出力する。これにより、
駆動指令の信号が出力ポートからソレノイド回路５９に出力される。ソレノイド回路５９
は、駆動指令の信号に応じてソレノイドを駆動するための駆動信号をソレノイドに出力し
て、ソレノイドを駆動させる。以下、ソレノイドを開閉駆動させる処理では、このような
動作が行われる。
【０２０１】
　また、大入賞口制御タイマに、１５ラウンドの大当りにおける各ラウンドにおいて大入
賞口が開放可能な最大時間（１５ラウンド用のラウンド時間）をセットする（ステップＳ
４０８）。なお、１５ラウンド用のラウンド時間は、例えば２９．５秒とされる。そして
、特別図柄プロセスフラグの値を大入賞口開放中処理（ステップＳ３０５）に対応した値
（具体的には「５」）に更新する（ステップＳ４１４）。
【０２０２】
　ステップＳ４０３において２ラウンドの大当りであったときは（ステップＳ４０３のＮ
）、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、２ラウンド大当り用の大入賞口開放中コ
マンド送信テーブルのアドレスをポインタにセットし（ステップＳ４０９）、コマンドセ
ット処理を実行する（ステップＳ４１０）。これによって、大入賞口の開放中（ラウンド
中）におけるラウンド数に応じた表示状態を指定する２ラウンド用の大入賞口開放中コマ
ンドを送信する制御が実行される。そして、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、
ソレノイド２１を駆動して大入賞口を開放するとともに（ステップＳ４１１）、ラウンド
数カウンタの値を＋１する（ステップＳ４１２）。また、大入賞口制御タイマに、２ラウ
ンドの大当りにおける各ラウンドにおいて大入賞口が開放可能な最大時間（２ラウンド用
のラウンド時間）をセットする（ステップＳ４１３）。なお、２ラウンド用のラウンド時
間は短い時間であり、例えば５秒とされている。従って、２ラウンドの大当りでは、ラウ
ンド中に大入賞口へ１０個の遊技球（入賞可能な最大個数の遊技球）が入賞することはな
い。そして、特別図柄プロセスフラグの値を大入賞口開放中処理（ステップＳ３０５）に
対応した値（具体的には「５」）に更新する（ステップＳ４１４）。
【０２０３】
　図２１は、特別図柄プロセス処理における大入賞口開放中処理（ステップＳ３０５）を
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示すフローチャートである。大入賞口開放中処理において、遊技制御用マイクロコンピュ
ータ５６０は、まず、大入賞口制御タイマの値を－１する（ステップＳ４２１）。そして
、大当りのラウンド数が１５ラウンドであるかどうか（１５ラウンドの大当りであるか２
ラウンドの大当りであるか）を確認する（ステップＳ４２２）。
【０２０４】
　１５ラウンドの大当りであれば（ステップＳ４２２のＹ）、遊技制御用マイクロコンピ
ュータ５６０は、大入賞口制御タイマの値が０であるかどうかを確認する（ステップＳ４
２３）。大入賞口制御タイマの値が０になっていないときは（ステップＳ４２３のＮ）、
カウントスイッチ２３がオンしたか否かを確認することにより、大入賞口への遊技球の入
賞があったかどうかを確認する（ステップＳ４２４）。カウントスイッチ２３がオンして
いなければ（ステップＳ４２４のＮ）、そのまま処理を終了する。カウントスイッチ２３
がオンしていれば（ステップＳ４２４のＹ）、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は
、大入賞口への遊技球の入賞個数をカウントする入賞個数カウンタの値を＋１する（ステ
ップＳ４２５）。そして、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、入賞個数カウンタ
の値が所定数（例えば１０個）になっているか否かを確認する（ステップＳ４２６）。入
賞個数カウンタの値が所定数になっていなければ（ステップＳ４２６のＮ）、そのまま処
理を終了する。
【０２０５】
　大入賞口制御タイマの値が０になっているとき（ステップＳ４２４のＹ）、または入賞
個数カウンタの値が所定数になっているとき（ステップＳ４２６のＹ）は、遊技制御用マ
イクロコンピュータ５６０は、ソレノイド２１を駆動して大入賞口（開閉板２０）を閉鎖
する制御を行う（ステップＳ４２７）。そして、入賞個数カウンタの値をクリアする（０
にする）（ステップＳ４２８）。
【０２０６】
　次いで、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、１５ラウンド大当り用の大入賞口
開放後コマンド送信テーブルのアドレスをポインタにセットし（ステップＳ４２９）、コ
マンドセット処理を実行する（ステップＳ４３０）。これによって、大入賞口の開放後（
ラウンドの終了後）におけるラウンド数に応じた表示状態を指定する１５ラウンド用の大
入賞口開放後コマンドを送信する制御が実行される。
【０２０７】
　そして、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、大入賞口制御タイマに、１５ラウ
ンドの大当り中においてラウンドが終了してから次のラウンドが開始するまでの時間（１
５ラウンド用のインターバル時間）をセットし（ステップＳ４３１）、特別図柄プロセス
フラグの値を大入賞口開放前処理（ステップＳ３０６）に応じた値（具体的には「６」）
に更新する（ステップＳ４３２）。なお、１５ラウンド用のインターバル時間は、例えば
５秒とされる。
【０２０８】
　２ラウンドの大当りであれば（ステップＳ４２２のＮ）、遊技制御用マイクロコンピュ
ータ５６０は、大入賞口制御タイマの値が０であるかどうかを確認し（ステップＳ４３３
）、大入賞口制御タイマの値が０になっていないときは（ステップＳ４３３のＮ）、その
まま処理を終了する。大入賞口制御タイマの値が０になっているときは（ステップＳ４３
３のＹ）、ソレノイド２１を駆動して大入賞口（開閉板２０）を閉鎖する制御を行う（ス
テップＳ４３４）。
【０２０９】
　そして、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、２ラウンド用の大入賞口開放後表
示コマンド送信テーブルのアドレスをポインタにセットし（ステップＳ４３５）、コマン
ドセット処理を実行する（ステップＳ４３６）。これによって、大入賞口の開放後（ラウ
ンドの終了後）におけるラウンド数に応じた表示状態を指定する２ラウンド用の大入賞口
開放後コマンドを送信する制御が実行される。次いで、遊技制御用マイクロコンピュータ
５６０は、大入賞口制御タイマに、２ラウンドの大当り中においてラウンドが終了してか
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ら次のラウンドが開始するまでの時間（２ラウンド用のインターバル時間）をセットし（
ステップＳ４３７）、特別図柄プロセスフラグの値を大入賞口開放後処理（ステップＳ３
０６）に応じた値（具体的には「６」）に更新する（ステップＳ４３２）。なお、２ラウ
ンド用のインターバル時間は、１５ラウンド用のインターバル時間と同じで、例えば５秒
とされている。
【０２１０】
　図２２および図２３は、特別図柄プロセス処理における大入賞口開放後処理（ステップ
Ｓ３０６）を示すフローチャートである。大入賞口開放後処理において、遊技制御用マイ
クロコンピュータ５６０は、まず、大入賞口制御タイマの値を－１し（ステップＳ４４１
）、大入賞口制御タイマの値が０であるか否かを確認する（ステップＳ４４２）。大入賞
口制御タイマの値が０になっていなければ（ステップＳ４４２のＮ）、そのまま処理を終
了する。大入賞口制御タイマの値が０になっていれば（ステップＳ４４２のＹ）、遊技制
御用マイクロコンピュータ５６０は、大当りのラウンド数が１５ラウンドであるかどうか
（１５ラウンドの大当りか２ラウンドの大当りか）を判定する（ステップＳ４４３）。
【０２１１】
　１５ラウンドの大当りであれば（ステップＳ４４３のＹ）、遊技制御用マイクロコンピ
ュータ５６０は、ラウンド数カウンタの値が１５になっているかどうかを確認する（ステ
ップＳ４４４）。ラウンド数カウンタの値が１５になっていなければ（ステップＳ４４４
のＮ）、１５ラウンド大当り用の大入賞口開放中コマンド送信テーブルのアドレスをポイ
ンタにセットし（ステップＳ４４５）、コマンドセット処理を実行する（ステップＳ４４
６）。これによって、大入賞口の開放中（ラウンド中）におけるラウンド数に応じた表示
状態を指定する１５ラウンド用の大入賞口開放中コマンドを送信する制御が実行される。
そして、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、ソレノイド２１を駆動して大入賞口
（開閉板２０）を開放する制御を行うとともに（ステップＳ４４７）、ラウンド数カウン
タの値を＋１する（ステップＳ４４８）。
【０２１２】
　また、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、大入賞口制御タイマに１５ラウンド
用のラウンド時間をセットする（ステップＳ４４９）。そして、特別図柄プロセスフラグ
の値を大入賞口開放中処理（ステップＳ３０５）に対応した値（具体的には「５」）に更
新する（ステップＳ４５０）。
【０２１３】
　ラウンド数カウンタの値が１５になっていれば（ステップＳ４４４のＹ）、遊技制御用
マイクロコンピュータ５６０は、大当り種別に応じたエンディングコマンド送信テーブル
のアドレスをポインタにセットし（ステップＳ４５１）、コマンドセット処理を実行する
（ステップＳ４５２）。これによって、大当り種別に応じたエンディングコマンドを送信
する制御が実行される。
【０２１４】
　そして、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、大入賞口制御タイマに、大当り終
了を遊技者に報知する大当り終了時間（エンディング演出の実行時間）をセットし（ステ
ップＳ４５３）、特別図柄プロセスフラグの値を大当り終了処理（ステップＳ３０７）に
応じた値（具体的には「７」）に更新する（ステップＳ４５４）。
【０２１５】
　ステップＳ４４３において２ラウンドの大当りであったときは（ステップＳ４４３のＮ
）、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、ラウンド数カウンタの値が２になってい
るかどうかを確認する（図２３のステップＳ４５５）。ラウンド数カウンタの値が２にな
っていなければ（ステップＳ４５５のＮ）、２ラウンド大当り用の大入賞口開放中コマン
ド送信テーブルのアドレスをポインタにセットし（ステップＳ４５６）、コマンドセット
処理を実行する（ステップＳ４５７）。これによって、大入賞口の開放中（ラウンド中）
におけるラウンド数に応じた表示状態を指定する２ラウンド用の大入賞口開放中コマンド
を送信する制御が実行される。そして、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、ソレ
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ノイド２１を駆動して大入賞口を開放するとともに（ステップＳ４５８）、ラウンド数カ
ウンタの値を＋１する（ステップＳ４５９）。また、大入賞口制御タイマに２ラウンド用
のラウンド時間をセットする（ステップＳ４６０）。そして、特別図柄プロセスフラグの
値を大入賞口開放中処理（ステップＳ３０５）に対応した値（具体的には「５」）に更新
する（ステップＳ４６１）。
【０２１６】
　ラウンド数カウンタの値が２になっていれば（ステップＳ４５５のＹ）、遊技制御用マ
イクロコンピュータ５６０は、突然確変大当り用のエンディングコマンド送信テーブルの
アドレスをポインタにセットし（ステップＳ４６２）、コマンドセット処理を実行する（
ステップＳ４６３）。これによって、突然確変大当り用のエンディングコマンドを送信す
る制御が実行される。そして、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、大入賞口制御
タイマに大当り終了時間をセットし（ステップＳ４６４）、特別図柄プロセスフラグの値
を大当り終了処理（ステップＳ３０７）に応じた値（具体的には「７」）に更新する（ス
テップＳ４６５）。
【０２１７】
　図２４は、特別図柄プロセス処理における大当り終了処理（ステップＳ３０７）を示す
フローチャートである。大当り終了処理において、遊技制御用マイクロコンピュータ５６
０は、まず、大入賞口制御タイマの値を－１する（ステップＳ４７１）。そして、大入賞
口制御タイマの値が０であるか否かを確認する（ステップＳ４７２）。大入賞口制御タイ
マの値が０でなければ（ステップＳ４７２のＮ）、そのまま処理を終了する。大入賞口制
御タイマの値が０になっていれば（ステップＳ４７２のＹ）、遊技制御用マイクロコンピ
ュータ５６０は、大当り後遊技状態設定処理を実行する（ステップＳ４７３）。
【０２１８】
　大当り後遊技状態設定処理では、大当り遊技終了後の遊技状態に応じた確変フラグ・時
短フラグのセット・リセットの処理が実行される。具体的には、大当り遊技終了後に遊技
状態が時短状態に移行されるときは、時短フラグのみセットし、大当り遊技終了後に遊技
状態が確変状態に移行されるときは、確変フラグのみセットし、大当り遊技終了後に遊技
状態が確変時短状態に移行されるときは、確変フラグおよび時短フラグをセットする。
【０２１９】
　次に、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、大当りフラグをリセットし（ステッ
プＳ４７４）、確変大当りフラグがセットされている場合は確変大当りフラグをリセット
し（ステップＳ４７５）、突然確変フラグがセットされている場合は突然確変フラグをリ
セットし（ステップＳ４７６）、再抽選実行フラグがセットされている場合は再抽選実行
フラグをリセットし（ステップＳ４７７）、大当り中実行フラグがセットされている場合
は大当り中実行フラグをリセットする（ステップＳ４７８）。さらに、エンディング実行
フラグがセットされている場合はエンディング実行フラグをリセットする（ステップＳ４
７９）。
【０２２０】
　その後、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、特別図柄プロセスフラグの値を特
別図柄通常処理（ステップＳ３００）に対応する値（具体的には「０」）に更新する（ス
テップＳ４８０）。
【０２２１】
　図２５は、特別図柄プロセス処理における小当り開放前処理（ステップＳ３０８）を示
すフローチャートである。小当り開放前処理において、遊技制御用マイクロコンピュータ
５６０は、大入賞口制御タイマの値を－１し（ステップＳ５０１）、大入賞口制御タイマ
の値が０であるか否かを確認する（ステップＳ５０２）。大入賞口制御タイマの値が０に
なっていなければ（ステップＳ５０２のＮ）、そのまま処理を終了する。大入賞口制御タ
イマの値が０になっていれば（ステップＳ５０２のＹ）、遊技制御用マイクロコンピュー
タ５６０は、ラウンド数カウンタの値が２になっているかどうかを確認する（ステップＳ
５０３）。ラウンド数カウンタの値が２になっていなければ（ステップＳ５０３のＮ）、
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ソレノイド２１を駆動して大入賞口（開閉板２０）を開放する制御を行うとともに（ステ
ップＳ５０４）、ラウンド数カウンタの値を＋１する（ステップＳ５０５）。
【０２２２】
　また、大入賞口制御タイマに、小当りにおける各ラウンドにおいて大入賞口が開放可能
な最大時間（小当り用のラウンド時間）をセットする（ステップＳ５０６）。なお、小当
り用のラウンド時間は、２ラウンド用のラウンド時間と同じ時間（例えば５秒）とされる
。そして、特別図柄プロセスフラグの値を小当り開放中処理（ステップＳ３０９）に対応
した値（具体的には「９」）に更新する（ステップＳ５０７）。
【０２２３】
　ラウンド数カウンタの値が２になっていれば（ステップＳ５０３のＹ）、５６０は、大
入賞口制御タイマに、小当り終了を遊技者に報知する小当り終了時間をセットし（ステッ
プＳ５０８）、特別図柄プロセスフラグの値を小当り終了処理（ステップＳ３１０）に応
じた値（具体的には「１０」）に更新する（ステップＳ５０９）。
【０２２４】
　なお、小当り遊技中では、大入賞口開放中コマンドを送信するための制御は実行されな
い。
【０２２５】
　図２６は、特別図柄プロセス処理における小当り開放中処理（ステップＳ３０９）を示
すフローチャートである。小当り開放中処理において、遊技制御用マイクロコンピュータ
５６０は、まず、大入賞口制御タイマの値を－１する（ステップＳ５１１）。大入賞口制
御タイマの値が０であるかどうかを確認する（ステップＳ５１２）。大入賞口制御タイマ
の値が０になっていないときは（ステップＳ５１２のＮ）、そのまま処理を終了する。大
入賞口制御タイマの値が０になっているときは（ステップＳ５１２のＹ）、遊技制御用マ
イクロコンピュータ５６０は、ソレノイド２１を駆動して大入賞口（開閉板２０）を閉鎖
する制御を行う（ステップＳ５１３）。
【０２２６】
　そして、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、大入賞口制御タイマに、２ラウン
ドの小当り中においてラウンドが終了してから次のラウンドが開始するまでの時間（小当
り用のインターバル時間）をセットし（ステップＳ５１４）、特別図柄プロセスフラグの
値を小当り開放前処理（ステップＳ３０８）に応じた値（具体的には「８」）に更新する
（ステップＳ５１５）。なお、小当り用のインターバル時間は、例えば５秒とされる。
【０２２７】
　なお、小当り遊技中では、大入賞口開放後コマンドを送信するための制御は実行されな
い。
【０２２８】
　図２７は、特別図柄プロセス処理における小当り終了処理（ステップＳ３１０）を示す
フローチャートである。小当り終了処理において、遊技制御用マイクロコンピュータ５６
０は、まず、大入賞口制御タイマの値を－１する（ステップＳ５３１）。そして、大入賞
口制御タイマの値が０であるか否かを確認する（ステップＳ５３２）。大入賞口制御タイ
マの値が０でなければ（ステップＳ５３２のＮ）、そのまま処理を終了する。大入賞口制
御タイマの値が０になっていれば（ステップＳ５３２のＹ）、遊技制御用マイクロコンピ
ュータ５６０は、小当りフラグをリセットし（ステップＳ５３３）、特別図柄プロセスフ
ラグの値を特別図柄通常処理（ステップＳ３００）に対応する値（具体的には「０」）に
更新する（ステップＳ５３４）。
【０２２９】
　図２８は、飾り図柄コマンド制御処理（ステップＳ２８）を示すフローチャートである
。飾り図柄コマンド制御処理において、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、飾り
図柄コマンド送信ポインタをポインタにロードし（ステップＳ５５１）、ポインタの指す
データをロードする（ステップＳ５５２）。そして、遊技制御用マイクロコンピュータ５
６０は、飾り図柄コマンド（変動パターンコマンド、図柄情報指定コマンド、始動入賞記
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憶指定コマンド）の送信タイミングであるかどうかを判定する（ステップＳ５５３）。こ
のとき、変動パターンコマンドを送信するタイミングであれば、特別図柄プロセス処理（
ステップＳ２６）における変動パターン設定処理（ステップＳ３０１）のステップＳ２１
５において、変動コマンド送信テーブルのアドレスが飾り図柄コマンド送信ポインタにス
トアされ、ポインタの指すデータは変動コマンド送信テーブルのアドレスとなっている。
従って、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、ポインタの指すデータが変動コマン
ド送信テーブルのアドレスであるか否かで、変動パターンコマンドを送信するタイミング
であるかどうかを判定することができる。
【０２３０】
　変動パターンコマンドを送信するタイミングであるときは（ステップＳ５５３のＹ）、
遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、コマンドセット処理を実行する(ステップＳ
５５４）。これによって、変動パターンコマンドを送信する制御が実行される。次いで、
遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、ポインタを飾り図柄コマンド送信ポインタに
ストアする（ステップＳ５５５）。
【０２３１】
　このとき、ステップＳ５５４で実行されるコマンドセット処理（図２９）のステップＳ
５７２において、コマンド送信テーブルのアドレスが１加算されることにより、ポインタ
の指すアドレスが変動コマンド送信テーブルのアドレスから図柄情報指定コマンド送信テ
ーブルのアドレスとなっている。従って、ステップＳ５５５では、図柄情報指定コマンド
送信テーブルのアドレスが飾り図柄コマンド送信ポインタにストアされる。
【０２３２】
　遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、次のタイマ割込みが発生したとき（２ｍｓ
後）の飾り図柄コマンド制御処理において、再び、飾り図柄コマンド送信ポインタをポイ
ンタにロードし（ステップＳ５５１）、ポインタの指すデータをロードし（ステップＳ５
５２）、飾り図柄コマンド（変動パターンコマンド、図柄情報指定コマンド、始動入賞記
憶指定コマンド）の送信タイミングであるかどうかを判定する（ステップＳ５５３）。こ
のとき、図柄情報指定コマンドを送信するタイミングであれば、ステップＳ５５５におい
て、図柄情報指定コマンド送信テーブルのアドレスが飾り図柄コマンド送信ポインタにス
トアされ、ポインタの指すデータは図柄情報指定コマンド送信テーブルのアドレスとなっ
ている。従って、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、ポインタの指すデータが図
柄情報指定コマンド送信テーブルのアドレスであるか否かで、図柄情報指定コマンドを送
信するタイミングであるかどうかを判定することができる。
【０２３３】
　図柄情報指定コマンドを送信するタイミングであるときは（ステップＳ５５３のＹ）、
遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、コマンドセット処理を実行する（ステップＳ
５５４）。これによって、図柄情報指定コマンドを送信する制御が実行される。次いで、
遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、ポインタを飾り図柄コマンド送信ポインタに
ストアする（ステップＳ５５５）。
【０２３４】
　このとき、ステップＳ５５４で実行されるコマンドセット処理（図２９）のステップＳ
５７２において、コマンド送信テーブルのアドレスが１加算されることにより、ポインタ
の指すアドレスが図柄情報指定コマンド送信テーブルのアドレスから始動入賞記憶指定コ
マンド送信テーブルのアドレスとなっている。従って、ステップＳ５５５では、始動入賞
記憶指定コマンド送信テーブルのアドレスが飾り図柄コマンド送信ポインタにストアされ
る。
【０２３５】
　遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、次のタイマ割込みが発生したとき（２ｍｓ
後）の飾り図柄コマンド制御処理において、再び、飾り図柄コマンド送信ポインタをポイ
ンタにロードし（ステップＳ５５１）、ポインタの指すデータをロードし（ステップＳ５
５２）、飾り図柄コマンド（変動パターンコマンド、図柄情報指定コマンド、始動入賞記
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憶指定コマンド）の送信タイミングであるかどうかを判定する（ステップＳ５５３）。こ
のとき、始動入賞記憶指定コマンドを送信するタイミングであれば、ステップＳ５５５に
おいて、始動入賞記憶指定コマンド送信テーブルのアドレスが飾り図柄コマンド送信ポイ
ンタにストアされ、ポインタの指すデータは始動入賞記憶指定コマンド送信テーブルのア
ドレスとなっている。従って、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、ポインタの指
すデータが始動入賞記憶指定コマンド送信テーブルのアドレスであるか否かで、始動入賞
記憶指定コマンドを送信するタイミングであるかどうかを判定することができる。
【０２３６】
　始動入賞記憶指定コマンドを送信するタイミングであるときは（ステップＳ５５３のＹ
）、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、コマンドセット処理を実行する（ステッ
プＳ５５４）。これによって、始動入賞記憶指定コマンドを送信する制御が実行される。
なお、始動入賞記憶指定コマンドは、現在の始動入賞記憶数（保留記憶数）を指定（通知
）する演出制御コマンドであるが、始動入賞記憶数は記憶処理（ステップＳ３３）で確認
されて、その数が始動入賞記憶指定コマンドで指定される値として設定される。次いで、
遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、ポインタを飾り図柄コマンド送信ポインタに
ストアする（ステップＳ５５５）。
【０２３７】
　この場合は、ステップＳ５５４で実行されるコマンドセット処理（図２９）のステップ
Ｓ５７２において、コマンド送信テーブルのアドレスが１加算されると、ポインタの指す
アドレスが飾り図柄コマンドを送信するためのコマンド送信テーブルのアドレスを示さな
いようになっている。従って、次のタイマ割込みが発生したとき（２ｍｓ後）の飾り図柄
コマンド制御処理において、再び、飾り図柄コマンド送信ポインタをポインタにロードし
（ステップＳ５５１）、ポインタの指すデータをロードし（ステップＳ５５２）、飾り図
柄コマンドの送信タイミングであるかどうかを判定するが（ステップＳ５５３）、ステッ
プＳ５５３において、飾り図柄コマンドの送信タイミングでないと判定されることになる
。
【０２３８】
　図２９は、コマンドセット処理を示すフローチャートである。上述したように、コマン
ドセット処理は、ステップＳ５６，Ｓ２２５，Ｓ２３６，Ｓ２４１，Ｓ４０５，Ｓ４１０
，Ｓ４３０，Ｓ４３６，Ｓ４４６，Ｓ４５２，Ｓ４５７，Ｓ４６３，Ｓ５５４において実
行される。コマンドセット処理は、コマンド出力処理とＩＮＴ信号出力処理とを含む処理
である。
【０２３９】
　コマンドセット処理において、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、まず、コマ
ンド送信テーブルのアドレスの指すコマンドデータ１をロードし（ステップＳ５６１）、
図３０に示すコマンド送信処理を実行（コール）する（ステップＳ５６２）。
【０２４０】
　図３０に示すコマンド送信処理では、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、まず
、送信コマンド（演出制御コマンド）を出力ポート１に出力する（ステップＳ５８１）。
これにより、２バイト構成の演出制御コマンドにおける１バイト目のＭＯＤＥデータが出
力ポート１から出力される。
【０２４１】
　そして、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、演出制御信号ＩＮＴ出力ビットを
ポートバッファにセットし（ステップＳ５８２）、ポート２バッファをロードする（ステ
ップＳ５８３）。この実施の形態では、例えば、演出制御信号ＩＮＴ出力ビットとしてポ
ートバッファに「１」がセットされ、ポート２バッファのデータ「０」がロードされる。
そして、ポート２バッファとポートバッファの論理和をとり（ステップＳ５８４）、演算
結果を出力ポート２に出力する（ステップＳ５８５）。この実施の形態では、演算結果が
「１」となることにより、オン状態（ハイレベル）の演出制御ＩＮＴ信号が出力ポート２
から出力される。オン状態の演出制御ＩＮＴ信号が出力されたことに応じて、演出制御用
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マイクロコンピュータ１００が送信コマンドを受信する（取り込む）処理を実行する。
【０２４２】
　次いで、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、ウェイトカウンタに所定値をセッ
トし（ステップＳ５８６）、その値が０になるまで１ずつ減算する（ステップＳ５８７，
Ｓ５８８）。この処理は、演出制御ＩＮＴ信号のオン期間（ハイレベル期間）を設定する
ための処理である。ウェイトカウンタの値が０になると（ステップＳ５８８のＹ）、遊技
制御用マイクロコンピュータ５６０は、ポート２バッファをロードし（ステップＳ５８９
）、ポート２バッファを出力ポート２に出力する（ステップＳ５９０）。これにより、オ
フ状態（ローレベル）の演出制御ＩＮＴ信号が出力ポート２から出力される。
【０２４３】
　そして、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、ウェイトカウンタに所定値をセッ
トし（ステップＳ５９１）、その値が０になるまで１ずつ減算する（ステップＳ５９２，
Ｓ５９３）。この処理は、演出制御ＩＮＴ信号のオフ期間（ローレベル期間）を設定する
ための処理である。ウェイトカウンタの値が０になると（ステップＳ５９３のＹ）、図２
９のコマンドセット処理に戻る。
【０２４４】
　図２９の説明に戻ると、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、コマンド送信テー
ブルのアドレスを１加算する（ステップＳ５６３）。そして、コマンド送信テーブルのア
ドレスをスタック等に退避する（ステップＳ５６４）。
【０２４５】
　次いで、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、コマンドデータ２のワークエリア
参照指定ビット（ビット７）をテストし（ステップＳ５６５）、コマンドデータ２のワー
クエリア参照指定ビットの値が「０」であるか否かを判定する（ステップＳ５６６）。０
でなければ（ステップＳ５６６のＮ）、コマンド拡張データアドレステーブルの先頭アド
レスをポインタにセットし（ステップＳ５６７）、そのポインタにコマンドデータ２のビ
ット６～ビット０の値を加算してアドレスを算出する（ステップＳ５６８）。そして、そ
のアドレス（ポインタ）の指すエリアのデータ（コマンド拡張データ）をロードする（ス
テップＳ５６９）。
【０２４６】
　コマンド拡張データアドレステーブルには、演出制御用マイクロコンピュータ１００に
送出されうるＥＸＴデータ（２バイト構成の演出制御コマンドにおける２バイト目のデー
タ）が順次設定されている。よって、以上の処理によって、ワークエリア参照指定ビット
の値が「１」であれば、コマンドデータ２の内容に応じたコマンド拡張データアドレステ
ーブル内のＥＸＴデータがロードされ、ワークエリア参照指定ビットの値が「０」であれ
ば、コマンドデータ２の内容がそのままロードされる。なお、コマンド拡張データアドレ
ステーブルからＥＸＴデータが読み出される場合でも、そのデータのビット７は「０」で
ある。
【０２４７】
　次に、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、コマンド送信処理ルーチンを実行（
コール）する（ステップＳ５７０）。従って、図３０に示した処理によって、ＭＯＤＥデ
ータの送出の場合と同様のタイミングでＥＸＴデータが送出される。その後、遊技制御用
マイクロコンピュータ５６０は、コマンド送信テーブルのアドレスを復帰し（ステップＳ
５７１）、コマンド送信テーブルのアドレスを１加算する（ステップＳ５７２）。なお、
コマンド送信テーブルのアドレスが１加算されたときに、そのアドレスが飾り図柄コマン
ドを送信するためのコマンド送信テーブルのアドレスであれば、上述したように、飾り図
柄コマンド制御処理において飾り図柄コマンドの送信処理（コマンドセット処理）が実行
され、飾り図柄コマンドを送信するためのコマンド送信テーブルのアドレスでなければ、
飾り図柄コマンド制御処理において飾り図柄コマンドの送信処理（コマンドセット処理）
が実行されない。
【０２４８】



(43) JP 2008-272214 A 2008.11.13

10

20

30

40

50

　以上のようにして、２バイト構成の演出制御コマンドが演出制御用マイクロコンピュー
タ１００に送信される。演出制御用マイクロコンピュータ１００では、取込信号としての
演出制御ＩＮＴ信号の立ち上がりを検出すると演出制御コマンドの取り込み処理を開始す
るのであるが、取り込み処理が完了する前に遊技制御用マイクロコンピュータ５６０から
の新たな信号が信号線に出力されることはない。すなわち、演出制御用マイクロコンピュ
ータ１００において、確実なコマンド受信処理が行われる。なお、演出制御用マイクロコ
ンピュータ１００は、演出制御ＩＮＴ信号の立ち下がりで演出制御コマンドの取り込み処
理を開始してもよい。また、演出制御ＩＮＴ信号の極性を逆にしてもよい（コマンドの取
り込みを指示するときにローレベルとしてもよい）。
【０２４９】
　次に、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０から演出制御用マイクロコンピュータ１
００に送信される各演出制御コマンドの送信タイミングについて説明する。
【０２５０】
　図３１は、１５ラウンドの大当り遊技が実行されるときの演出制御コマンドの送信タイ
ミングを示すタイミング図である。図３１に示すように、始動入賞が発生して、特別図柄
表示器８において特別図柄の可変表示が開始される度に、特別図柄通常処理（ステップＳ
３００）において、遊技状態に応じた背景指定コマンドが送信される。また、特別図柄通
常処理（ステップＳ３００）において、はずれとするか、大当りとするか、小当りとする
か、大当りとするときは大当りの種別が決定される。また、変動パターン設定処理（ステ
ップＳ３０１）において、変動パターンが決定され、決定された変動パターンを指定する
変動パターンコマンドが飾り図柄コマンド制御処理（ステップＳ２９）にて送信される。
続いて、飾り図柄コマンド制御処理（ステップＳ２９）において、特別図柄通常処理で決
定されたはずれ、大当り（大当り種別）、小当りに応じた図柄情報指定コマンドが送信さ
れ、さらに、始動入賞記憶指定コマンド（このときの始動入賞記憶指定コマンドは変動開
始により始動入賞記憶数が－１されたことを示すコマンドである）が送信される。なお、
図３１に示す例では、変動パターンコマンドとして大当り用の変動パターンを指定する演
出制御コマンドが送信され、図柄情報指定コマンドとして１５ラウンドの大当りを指定す
る演出制御コマンド（突然確変大当りおよび小当りを指定するコマンド以外の演出制御コ
マンド）が送信されたものとする。そして、特別図柄変動中処理（ステップＳ３０２）で
特別図柄の変動時間が計測される。
【０２５１】
　演出制御用マイクロコンピュータ１００は、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０か
らの変動パターンコマンドが、はずれ専用の変動パターン、確変大当り専用の変動パター
ン、確変大当り専用の変動パターン、通常大当り専用の変動パターンを示す変動パターン
コマンドであれば、そのコマンドにもとづいて、可変表示装置９において停止表示する飾
り図柄の停止図柄を決定する。一方、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０からの変動
パターンコマンドが、通常大当り／確変大当り兼用の変動パターンを示す変動パターンコ
マンドであれば、その後に受信する図柄情報指定コマンドにもとづいて、可変表示装置９
において停止表示する飾り図柄の停止図柄を決定する。
【０２５２】
　また、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、遊技制御用マイクロコンピュータ５
６０からの変動パターンコマンドの受信にもとづいて、可変表示装置９において飾り図柄
の変動を開始する。
【０２５３】
　さらに、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、遊技制御用マイクロコンピュータ
５６０からの図柄情報指定コマンドにもとづいて、はずれか大当りか小当りかを確認し、
大当りであるときは大当り種別を確認し、再抽選演出の実行の有無および実行タイミング
も確認する。
【０２５４】
　特別図柄変動中処理（ステップＳ３０２）において、特別図柄の変動時間が経過すると



(44) JP 2008-272214 A 2008.11.13

10

20

30

40

50

、特別図柄表示器８において特別図柄の停止図柄を導出表示するとともに、飾り図柄停止
指定コマンド（図柄確定指定コマンド）が送信される。演出制御用マイクロコンピュータ
１００は、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０からの飾り図柄停止指定コマンドを受
信すると、既に決定されている飾り図柄の停止図柄を導出表示する。
【０２５５】
　特別図柄停止処理（ステップＳ３０３）において、図柄停止時間が経過すると、特別図
柄の停止図柄が確認され、特別図柄の停止図柄が大当り図柄であれば、大当り種別に応じ
たファンファーレコマンドが送信される。演出制御用マイクロコンピュータ１００は、遊
技制御用マイクロコンピュータ５６０からのファンファーレコマンドにもとづいて、可変
表示装置９において大当り遊技の開始を報知するファンファーレ演出を実行する。
【０２５６】
　大入賞口開放前処理（ステップＳ３０４）において、大当り表示時間が経過すると、大
入賞口が開放されるとともに、第１ラウンドのラウンド表示を指定する１５ラウンド用の
大入賞口開放中コマンドが送信される。演出制御用マイクロコンピュータ１００は、遊技
制御用マイクロコンピュータ５６０からの大入賞口開放中コマンドにもとづいて、可変表
示装置９において第１ラウンドのラウンド表示を表示する。
【０２５７】
　大入賞口開放中処理（ステップＳ３０５）において、ラウンド時間が経過すると、大入
賞口が閉鎖されるとともに、第１ラウンド後のインターバル表示を指定する１５ラウンド
用の大入賞口開放後コマンドが送信される。演出制御用マイクロコンピュータ１００は、
遊技制御用マイクロコンピュータ５６０からの大入賞口開放後コマンドにもとづいて、次
のラウンド（第２ラウンド）が開始されるまで可変表示装置９においてインターバル表示
を表示する。
【０２５８】
　大入賞口開放後処理（ステップＳ３０６）において、インターバル時間が経過すると、
大入賞口が開放されるとともに、第２ラウンドのラウンド表示を指定する１５ラウンド用
の大入賞口開放中コマンドが送信される。演出制御用マイクロコンピュータ１００は、遊
技制御用マイクロコンピュータ５６０からの大入賞口開放中コマンドにもとづいて、可変
表示装置９において第２ラウンドのラウンド表示を表示する。
【０２５９】
　以上のような大入賞口開放中処理および大入賞口開放後処理が繰り返し実行されること
により、各ラウンドのラウンド表示およびラウンド間のインターバル表示が表示され、ラ
ウンドが順に進んでいく。なお、特別図柄通常処理（ステップＳ３００）において、大当
り遊技中に再抽選演出を実行すると決定されていたときは、予め定められた所定のラウン
ド中（図３１の例では第１５ラウンド中）に再抽選演出が実行される。再抽選演出を実行
するラウンドは、第１５ラウンドに限られるわけではなく、例えば第７ラウンドなどであ
ってもよい。
【０２６０】
　第１５ラウンド目の大入賞口開放後処理（ステップＳ３０６）において、インターバル
時間が経過すると、大当り種別に応じたエンディングコマンドが送信される。演出制御用
マイクロコンピュータ１００は、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０からのエンディ
ングコマンドにもとづいて、可変表示装置９において大当り遊技が終了したことを報知す
るエンディング演出を実行する。なお、特別図柄通常処理（ステップＳ３００）において
、エンディング中に再抽選演出を実行すると決定されていたときは、エンディング中に（
エンディング演出において）再抽選演出が実行される。図３１に示す例では、エンディン
グ演出においても再抽選演出が実行されている。なお、再抽選演出は、大当り遊技開始後
に複数回実行してもよいが、この実施の形態では、再抽選演出が実行されると常に確変大
当りに昇格するようにしているので、１回だけ実行されることになる。従って、大当り中
に再抽選演出が実行されたときは、エンディング中には再抽選演出が実行されない。
【０２６１】
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　その後、大当り終了処理（ステップＳ３０７）において、大当り終了時間が経過すると
、フラグのセット・リセット等の処理が実行された後に、再び、特別図柄通常処理（ステ
ップＳ３００）に戻って特別図柄の変動が開始される。
【０２６２】
　図３２は、２ラウンドの大当り遊技（突然確変大当りの遊技）および小当りの遊技が実
行されるときの演出制御コマンドの送信タイミングを示すタイミング図である。図３１に
示した場合と同様に、始動入賞が発生して、特別図柄表示器８において特別図柄の可変表
示が開始される度に、特別図柄通常処理（ステップＳ３００）において、遊技状態に応じ
た背景指定コマンドが送信される。また、特別図柄通常処理（ステップＳ３００）におい
て、はずれとするか、大当りとするか、小当りとするか、大当りとするときは大当りの種
別が決定される。また、変動パターン設定処理（ステップＳ３０１）において、変動パタ
ーンが決定され、決定された変動パターンを指定する変動パターンコマンドが飾り図柄コ
マンド制御処理（ステップＳ２９）にて送信される。続いて、飾り図柄コマンド制御処理
（ステップＳ２９）において、特別図柄通常処理で決定されたはずれ、大当り（大当り種
別）、小当りに応じた図柄情報指定コマンドが送信され、さらに、始動入賞記憶指定コマ
ンドが送信される。なお、図３２に示す例では、変動パターンコマンドとして突然確変用
または小当り用の変動パターンを指定する演出制御コマンドが送信され、図柄情報指定コ
マンドとしての突然確変大当りまたは小当りを指定する演出制御コマンドが送信されたも
のとする。そして、特別図柄変動中処理（ステップＳ３０２）で特別図柄の変動時間が計
測される。
【０２６３】
　演出制御用マイクロコンピュータ１００は、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０か
らの突然確変大当り専用の変動パターンまたは小当り専用の変動パターンを示す変動パタ
ーンコマンドにもとづいて、可変表示装置９において停止表示する飾り図柄の停止図柄を
決定する。
【０２６４】
　また、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、遊技制御用マイクロコンピュータ５
６０からの変動パターンコマンドの受信にもとづいて、可変表示装置９において飾り図柄
の変動を開始する。さらに、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、遊技制御用マイ
クロコンピュータ５６０からの図柄情報指定コマンドにもとづいて、突然確変大当りまた
は小当りを確認する。なお、この実施の形態では、突然確変大当りおよび小当りのときは
、再抽選演出が実行されることはない。
【０２６５】
　特別図柄変動中処理（ステップＳ３０２）において、特別図柄の変動時間が経過すると
、特別図柄表示器８において特別図柄の停止図柄を導出表示するとともに、飾り図柄停止
指定コマンド（図柄確定指定コマンド）が送信される。演出制御用マイクロコンピュータ
１００は、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０からの飾り図柄停止指定コマンドを受
信すると、既に決定されている飾り図柄の停止図柄を導出表示する。
【０２６６】
　特別図柄停止処理（ステップＳ３０３）において、図柄停止時間が経過すると、特別図
柄の停止図柄が確認され、特別図柄の停止図柄が突然確変図柄であれば、突然確変大当り
の開始を指定するファンファーレコマンドが送信される。また、特別図柄の停止図柄が小
当り図柄であれば、小当りの開始を指定するファンファーレコマンドが送信される。演出
制御用マイクロコンピュータ１００は、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０からのフ
ァンファーレコマンドにもとづいて、突然確変大当り遊技または小当り遊技を開始する。
なお、突然確変大当り遊技が開始されたときも、小当り遊技が開始されたときも、同じ２
ラウンド用演出が実行される。２ラウンド用演出は、突然確変大当り遊技または小当り遊
技の開始から終了までの間に実行される一連の特別な演出である。例えば、飾り図柄の停
止図柄として突然確変図柄または小当り図柄（突然確変図柄も小当り図柄の同じ図柄であ
る）が停止表示されると、突然、キャラクタを登場させたりムービー画像を再生したりす
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るような特別な２ラウンド用演出が開始される。そして、２ラウンド用演出が終了すると
、演出モードが確変状態の移行を期待させるチャンスモードに移行する。
【０２６７】
　突然確変大当り遊技が開始された場合は、大入賞口開放前処理（ステップＳ３０４）に
おいて、大当り表示時間が経過すると、大入賞口が開放されるとともに、第１ラウンドの
ときの表示状態を指定する２ラウンド大当り用の大入賞口開放中コマンドが送信される。
演出制御用マイクロコンピュータ１００は、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０から
の大入賞口開放中コマンドにもとづいて、可変表示装置９において実行されている２ラウ
ンド用演出の表示画面の切り替えなどを行う。
【０２６８】
　大入賞口開放中処理（ステップＳ３０５）において、ラウンド時間が経過すると、大入
賞口が閉鎖されるとともに、第１ラウンド後における表示状態を指定する２ラウンド大当
り用の大入賞口開放後コマンドが送信される。演出制御用マイクロコンピュータ１００は
、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０からの大入賞口開放後コマンドにもとづいて、
可変表示装置９において実行されている２ラウンド用演出の表示画面の切り替えなどを行
う。
【０２６９】
　大入賞口開放後処理（ステップＳ３０６）において、インターバル時間が経過すると、
大入賞口が開放されるとともに、第２ラウンドのときの表示状態を指定する２ラウンド大
当り用の大入賞口開放中コマンドが送信される。演出制御用マイクロコンピュータ１００
は、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０からの大入賞口開放中コマンドにもとづいて
、可変表示装置９において実行されている２ラウンド用演出の表示画面の切り替えなどを
行う。
【０２７０】
　第２ラウンド目の大入賞口開放中処理（ステップＳ３０５）において、ラウンド時間が
経過すると、大入賞口が閉鎖されるとともに、第２ラウンド後における表示状態を指定す
る２ラウンド大当り用の大入賞口開放後コマンドが送信される。演出制御用マイクロコン
ピュータ１００は、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０からの大入賞口開放後コマン
ドにもとづいて、可変表示装置９において実行されている２ラウンド用演出の表示画面の
切り替えなどを行う。
【０２７１】
　第２ラウンド後の大入賞口開放後処理（ステップＳ３０６）において、インターバル時
間が経過すると、突然確変大当りの終了を指定するエンディングコマンドが送信される。
演出制御用マイクロコンピュータ１００は、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０から
のエンディングコマンドにもとづいて、可変表示装置９において実行されている２ラウン
ド用演出の表示画面の切り替えなどを行う。
【０２７２】
　その後、大当り終了処理（ステップＳ３０７）において、大当り終了時間が経過すると
、大当り後遊技状態設定処理等が実行された後に、再び、特別図柄通常処理（ステップＳ
３００）に戻って特別図柄の変動が開始される。
【０２７３】
　また、小当り遊技が開始された場合は、小当り開放前処理（ステップＳ３０８）におい
て、小当り表示時間が経過すると、大入賞口が開放される。
【０２７４】
　小当り開放中処理（ステップＳ３０９）において、ラウンド時間が経過すると、大入賞
口が閉鎖される。
【０２７５】
　小当り開放前処理（ステップＳ３０８）において、インターバル時間が経過すると、大
入賞口が開放される。
【０２７６】
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　第２ラウンド目の小当り開放中処理（ステップＳ３０９）において、ラウンド時間が経
過すると、大入賞口が閉鎖される。
【０２７７】
　第２ラウンド後の小当り開放前処理（ステップＳ３０８）において、インターバル時間
が経過すると、小当り終了処理に移行される。
【０２７８】
　その後、小当り終了処理（ステップＳ３１０）において、小当り終了時間が経過すると
、小当りフラグのリセットの処理が実行された後に、再び、特別図柄通常処理（ステップ
Ｓ３００）に戻って特別図柄の変動が開始される。
【０２７９】
　なお、小当り遊技（突然確変大当り遊技でも同様であるが）におけるラウンド中は大入
賞口の開放時間（ラウンド時間）が短い。このため、大入賞口に１０個の遊技球が入賞し
ないので、ラウンド時間内に大入賞口が閉鎖されることがない。従って、遊技の開始から
終了までの時間が一定であるので、演出制御用マイクロコンピュータ１００が大入賞口開
放中コマンドや大入賞口開放後コマンドの受信にもとづかずに、２ラウンド用演出の表示
状態を切り替えていくことができる。よって、小当り遊技では、遊技制御用マイクロコン
ピュータ５６０による大入賞口開放中コマンドや大入賞口開放後コマンドを送信する処理
を行わない。なお、突然確変大当りの場合も、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０が
大入賞口開放中コマンドや大入賞口開放後コマンドを送信する処理を行わないようにして
もよい。
【０２８０】
　次に、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０が実行する普通図柄プロセス処理（ステ
ップＳ２８）について説明する。図３３は、普通図柄プロセス処理の一例を示すフローチ
ャートである。普通図柄プロセス処理では、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、
ゲート３２を遊技球が通過してゲートスイッチ３２ａがオン状態となったことを検出する
と（ステップＳ１１１）、ゲートスイッチ通過処理（ステップＳ１１２）を実行する。そ
して、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、普通図柄プロセスフラグの値に応じて
ステップＳ１００～Ｓ１０３に示された処理のうちのいずれかの処理を実行する。
【０２８１】
　ゲートスイッチ通過処理（ステップＳ１１２）：遊技制御用マイクロコンピュータ５６
０は、ゲート通過記憶カウンタのカウント値（ゲート通過記憶数）が最大値（この例では
「４」）に達しているか否か確認する。最大値に達していなければ、ゲート通過記憶カウ
ンタのカウント値を＋１する。なお、ゲート通過記憶カウンタの値に応じて普通図柄保留
記憶表示器４１のＬＥＤが点灯される。そして、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０
は、普通図柄当り判定用乱数（ランダム４）の値を抽出し、ゲート通過記憶数の値に対応
した保存領域（普通図柄判定用バッファ）に格納する処理を行う。
【０２８２】
　普通図柄通常処理（ステップＳ１００）：遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、
普通図柄の変動を開始することができる状態（例えば普通図柄プロセスフラグの値がステ
ップＳ１００を示す値となっている場合、具体的には、普通図柄表示器１０において普通
図柄の変動表示がなされておらず、かつ、普通図柄表示器１０に当たり図柄が導出表示さ
れたことにもとづく可変入賞球装置１５の開閉動作中でもない場合）には、ゲート通過記
憶数の値を確認する。具体的には、ゲート通過記憶数カウンタのカウント値を確認する。
ゲート通過記憶数が０でなければ、当りとするか否か（普通図柄の停止図柄を当り図柄と
するか否か）を決定する。そして、普通図柄プロセスタイマに普通図柄の変動時間をセッ
トし、タイマをスタートさせる。そして、普通図柄プロセスフラグの値を普通図柄変動処
理（ステップＳ１０１）を示す値（具体的には「１」）に更新する。
【０２８３】
　普通図柄変動処理（ステップＳ１０１）：遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、
普通図柄プロセスタイマがタイムアウトしたか否か確認し、タイムアウトしていたら、普
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通図柄表示器１０における普通図柄の変動を停止し、普通図柄プロセスタイマに普通図柄
停止図柄表示時間をセットし、タイマをスタートさせる。そして、普通図柄プロセスフラ
グの値を普通図柄停止処理（ステップＳ１０２）を示す値（具体的には「２」）に更新す
る。
【０２８４】
　普通図柄停止処理（ステップＳ１０２）：遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、
普通図柄プロセスタイマがタイムアウトしたか否かを確認し、タイムアウトしていたら、
普通図柄の停止図柄が当り図柄であるかどうかを確認する。当り図柄でなければ（はずれ
図柄であれば）、普通図柄プロセスフラグの値を普通図柄通常処理（ステップＳ１００）
を示す値（具体的には「０」）に更新する。一方、普通図柄の停止図柄が当り図柄であれ
ば、普通図柄プロセスタイマに普通電動役物作動時間をセットし、タイマをスタートさせ
る。また、現在の遊技状態が高ベース状態であるか否かを確認し、高ベース状態であれば
、高ベース状態のときの普通電動役物（可変入賞球装置１５）の開放パターンを選択し、
低ベース状態であれば、低ベース状態のときの普通電動役物（可変入賞球装置１５）の開
放パターンを選択し、選択した開放パターンを設定する。そして、普通図柄プロセスフラ
グの値を普通電動役物作動処理（ステップＳ１０３）を示す値（具体的には「３」）に更
新する。
【０２８５】
　普通電動役物作動処理（ステップＳ１０３）：遊技制御用マイクロコンピュータ５６０
は、普通図柄プロセスタイマがタイムアウトしていないことを条件に、普通電動役物（可
変入賞球装置１５）への遊技球の入賞個数（第２始動入賞口１４への入賞個数）をカウン
トする普通電動役物入賞カウント処理を実行し、また、設定された開放パターンで普通電
動役物の開放を行う（可変入賞球装置１５の開閉動作を実行する）普通電動役物開放パタ
ーン処理を実行する。そして、普通図柄プロセスタイマがタイムアウトすると、普通図柄
プロセスフラグの値を普通図柄通常処理（ステップＳ１００）を示す値（具体的には「０
」）に更新する。
【０２８６】
　図３４は、普通図柄通常処理（ステップＳ１００）を示すフローチャートである。普通
図柄通常処理において、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、ゲート通過記憶数カ
ウンタのカウント値を確認することにより、ゲート通過記憶数が０であるか否かを確認す
る（ステップＳ１２１）。ゲート通過記憶数が０であれば（ステップＳ１２１のＹ）、そ
のまま処理を終了する。ゲート通過記憶数が０でなければ（ステップＳ１２１のＮ）、遊
技制御用マイクロコンピュータ５６０は、ゲート通過記憶数＝１に対応する保存領域に格
納されている普通図柄当り判定用乱数値を読み出してＲＡＭ５５の乱数バッファ領域に格
納する（ステップＳ１２２）。そして、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、ゲー
ト通過記憶数カウンタの値を１減らし、かつ、各保存領域の内容をシフトする（ステップ
Ｓ１２３）。すなわち、ゲート通過記憶数＝ｎ（ｎ＝２，３，４）に対応する保存領域に
格納されている普通図柄当り判定用乱数値を、ゲート通過記憶数＝ｎ－１に対応する保存
領域に格納する。よって、各ゲート通過記憶数に対応するそれぞれの保存領域に格納され
ている普通図柄当り判定用乱数値が抽出された順番は、常に、ゲート通過記憶数＝１，２
，３，４の順番と一致するようになっている。
【０２８７】
　次いで、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、乱数格納バッファから普通図柄当
り判定用乱数を読み出し（ステップＳ１２４）、読み出した乱数値にもとづいて当りとす
るかはずれとするかを決定する（ステップＳ１２５）。具体的には、普通図柄当り判定用
乱数の値が当り判定値と一致するか否かが判定され、一致する当り判定値があれば当りと
決定される。例えば、時短フラグがセットされているとき、すなわち高ベース状態（時短
状態、確変時短状態）のときには、当り判定値を１～１０のいずれかとし、低ベース状態
のときには、当り判定値を３または７としている。普通図柄当り判定用乱数が０～１０の
数値範囲で更新されるとすると、高ベース状態のときの当選確率は１０／１１となり、低



(49) JP 2008-272214 A 2008.11.13

10

20

30

40

50

ベース状態のときの当選確率は２／１１となる。このように、高ベース状態のときは高確
率で当りとなり、低ベース状態のときは低確率でしか当りとならない。
【０２８８】
　次いで、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、普通図柄プロセスタイマに普通図
柄変動時間をセットし（ステップＳ１２６）、普通図柄表示器１０における普通図柄の変
動を開始させる（ステップＳ１２７）。なお、この実施の形態では、図３７に示すように
、低ベース時の普通図柄の変動時間は３０．０秒とされ、高ベース時の普通図柄の変動時
間は１．０秒とされている。そして、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、普通図
柄プロセスフラグの値を普通図柄変動処理（ステップＳ１０１）を示す値（具体的には「
１」）に更新する（ステップＳ１２８）。
【０２８９】
　図３５は、普通図柄変動処理（ステップＳ１０１）を示すフローチャートである。普通
図柄変動処理において、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、普通図柄プロセスタ
イマの値が０になったかどうか、すなわち、普通図柄プロセスタイマがタイムアップした
かどうかを確認する（ステップＳ１３１）。普通図柄プロセスタイマがタイムアップして
いなければ（ステップＳ１３１のＮ）、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、普通
図柄プロセスタイマの値を－１する（ステップＳ１３５）。
【０２９０】
　普通図柄プロセスタイマがタイムアップしたとき、すなわち、普通図柄の変動時間が経
過したときは（ステップＳ１３１のＹ）、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、普
通図柄表示器１０における普通図柄の変動を停止させる（ステップＳ１３２）。そして、
遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、普通図柄プロセスタイマに普通図柄停止図柄
表示時間をセットする（ステップＳ１３３）。そして、遊技制御用マイクロコンピュータ
５６０は、普通図柄プロセスフラグの値を普通図柄停止処理（ステップＳ１０２）を示す
値（具体的には「２」）に更新する（ステップＳ１３４）。
【０２９１】
　図３６は、普通図柄停止処理（ステップＳ１０２）を示すフローチャートである。普通
図柄停止処理において、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、普通図柄プロセスタ
イマの値が０になったかどうか、すなわち、普通図柄プロセスタイマがタイムアップした
かどうかを確認する（ステップＳ１４１）。普通図柄プロセスタイマがタイムアップして
いなければ（ステップＳ１４１のＮ）、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、普通
図柄プロセスタイマの値を－１する（ステップＳ１４２）。
【０２９２】
　普通図柄プロセスタイマがタイムアップしたとき、すなわち、普通図柄停止図柄表示時
間が経過したときは（ステップＳ１４１のＹ）、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０
は、普通図柄の停止図柄が当り図柄であるかどうか（ステップＳ１２５にて当りと判定さ
れたかどうか）を確認する（ステップＳ１４３）。なお、普通図柄の停止図柄が当り図柄
かどうかは、例えば、ステップＳ１２５にて当りと判定されたときに普通図柄当り判定フ
ラグをセットすることとして、そのフラグがセットされているかどうかによって確認する
ことができる。
【０２９３】
　普通図柄の停止図柄が当り図柄であるときは（ステップＳ１４３のＹ）、遊技制御用マ
イクロコンピュータ５６０は、普通図柄プロセスタイマに普通電動役物作動時間をセット
する（ステップＳ１４４）。普通電動役物作動時間は、普通電動役物（可変入賞球装置１
５）が動作可能な最大時間である。普通電動役物作動時間は、高ベース状態のときの方が
低ベース状態のときよりも長い時間に設定されている。
【０２９４】
　次いで、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、遊技状態が高ベース状態であるか
低ベース状態であるかを確認する（ステップＳ１４５）。高ベース状態であるか低ベース
状態であるかは、時短フラグがセットされているかどうかによって確認することができる
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。時短フラグがセットされているときは高ベース状態であると判断し、時短フラグがセッ
トされていないときは低ベース状態であると判断することができる。なお、高ベース状態
のときに、高ベース状態であることを示す高ベース状態フラグをセットし、そのフラグが
セットされているかどうかによって、高ベース状態であるか低ベース状態であるかを判断
するようにしてもよい。
【０２９５】
　高ベース状態であるときは（ステップＳ１４５のＹ）、遊技制御用マイクロコンピュー
タ５６０は、普通電動役物の開放パターンとして図３７に示す高ベース時テーブルに設定
されている開放パターンを選択する（ステップＳ１４６）。一方、低ベース状態であると
きは（ステップＳ１４５のＮ）、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、普通電動役
物の開放パターンとして図３７に示す低ベース時テーブルに設定されている開放パターン
を選択する（ステップＳ１４７）。図３７に示す例では、低ベース時テーブルには、開放
時間が０．５秒で、開放回数が１回の開放パターンのデータが設定されている。また、高
ベース時テーブルには、開放時間が２．５秒で、開放回数が２回の開放パターンのデータ
が設定されている。
【０２９６】
　そして、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、ステップＳ１４６またはＳ１４７
で選択した開放パターンを開放パターンバッファにセットする（ステップＳ１４８）。な
お、開放パターンを開放パターンバッファにセットする際に、普通電動役物開放パターン
タイマ（普通電動役物の開放時間および閉鎖時間を計測するタイマ）に開放パターン時間
（ここでは可変入賞球装置１５が最初に開放されるまでの閉鎖時間）をセットする処理も
行われる。その後、普通図柄プロセスフラグの値を普通電動役物作動処理（ステップＳ１
０３）を示す値（具体的には「３」）に更新する（ステップＳ１４９）。
【０２９７】
　ステップＳ１４３において、普通図柄の停止図柄が当り図柄でなく、はずれ図柄である
と判定されたときは（ステップＳ１４３のＮ）、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０
は、普通図柄プロセスフラグの値を普通図柄通常処理（ステップＳ１００）を示す値（具
体的には「０」）に更新する（ステップＳ１５０）。
【０２９８】
　図３８は、普通電動役物作動処理（ステップＳ１０３）を示すフローチャートである。
普通電動役物作動処理において、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、普通図柄プ
ロセスタイマの値が０になったかどうか、すなわち、普通図柄プロセスタイマがタイムア
ップしたかどうかを確認する（ステップＳ１６１）。普通図柄プロセスタイマがタイムア
ップしていなければ（ステップＳ１６１のＮ）、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０
は、普通図柄プロセスタイマの値を－１する（ステップＳ１６２）。
【０２９９】
　そして、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、スイッチオンバッファをレジスタ
にロードする（ステップＳ１６３）。スイッチオンバッファは、スイッチのオンが検出さ
れた場合にそのスイッチの対応ビットにおいて１が設定され、スイッチのオフが検出され
た場合にそのスイッチの対応ビットにおいて０が設定されるバッファである。
【０３００】
　遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、第２始動口スイッチ入力ビット（第２始動
口スイッチ１４ａの対応ビット）において１がセットされているかどうかを確認する（ス
テップＳ１６４）。つまり、第２始動口スイッチ１４ａがオンになったかどうか（第２始
動入賞口１４に遊技球が入賞したかどうか）を確認する。第２始動口スイッチ入力ビット
において１がセットされていなければ（ステップＳ１６４のＮ）、ステップＳ１６８の処
理に移行する。第２始動口スイッチ入力ビットにおいて１がセットされていれば（ステッ
プＳ１６４のＹ）、第２始動口スイッチ１４ａがオンしたことになるので、遊技制御用マ
イクロコンピュータ５６０は、普通電動役物（可変入賞球装置１５）に入賞した遊技球の
個数をカウントする普通電動役物入賞個数カウンタを＋１する（ステップＳ１６５）。そ
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して、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、普通電動役物入賞個数カウンタの値が
８未満であるかどうかを確認する（ステップＳ１６６）。普通電動役物入賞個数カウンタ
の値が８未満でない場合（ステップＳ１６６のＮ）、つまり８以上である場合は、遊技制
御用マイクロコンピュータ５６０は、普通図柄プロセスタイマの値をクリア（０に）する
（ステップＳ１６７）。この処理によって、普通電動役物作動処理が終了することになる
（ステップＳ１６１のＹ、Ｓ１７２参照）。このように、この実施の形態では、普通電動
役物作動時間内において８個以上の遊技球が可変入賞球装置１５に入賞したときは、普通
電動役物作動処理を終了するようにしている。
【０３０１】
　次に、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、普通電動役物開放パターンタイマの
値を－１する（ステップＳ１６８）。そして、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は
、普通電動役物開放パターンタイマの値が０であるかどうか、すなわち、普通電動役物開
放パターンタイマがタイムアップしたかどうかを確認する（ステップＳ１６９）。タイム
アウトしていなければ（ステップＳ１６９のＮ）、そのまま処理を終了する。タイムアウ
トしていれば（ステップＳ１６９のＹ）、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、普
通電動役物開放パターンタイマに開放パターン時間をセットする（ステップＳ１７０）。
そして、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、ソレノイド１６を駆動して普通電動
役物（可変入賞球装置１５）を開放または閉鎖する（ステップＳ１７１）。
【０３０２】
　具体的には、可変入賞球装置１５が閉状態のときに普通電動役物開放パターンタイマが
タイムアップすると、普通電動役物開放パターンタイマに開放パターン時間として開放時
間をセットし、出力ポートバッファ（ソレノイドバッファ）の普通電動役物ソレノイド出
力ビットを反転させて可変入賞球装置１５を開放する。可変入賞球装置１５が開状態のと
きに普通電動役物開放パターンタイマがタイムアップすると、普通電動役物開放パターン
タイマに開放パターン時間として閉鎖時間をセットし、出力ポートバッファ（ソレノイド
バッファ）の普通電動役物ソレノイド出力ビットを反転させて可変入賞球装置１５を閉鎖
する。
【０３０３】
　以上のステップＳ１６８～Ｓ１７１の処理によって、低ベース状態のときの開放パター
ンと高ベース状態のときの開放パターンとが実現される。遊技状態が低ベース状態のとき
は、開放時間が０．５秒であり開放回数が１回となる開放パターンであるので、例えば、
普通電動役物作動処理が開始されてから１．０秒の閉鎖時間が経過すると、可変入賞球装
置１５が開放されて開状態となり、その後に０．５秒の開放時間が経過したときに可変入
賞球装置１５が閉鎖されて閉状態となる。また、遊技状態が高ベース状態のときは、開放
時間が２．５秒であり開放回数が２回となる開放パターンであるので、例えば、普通電動
役物作動処理が開始されてから２．５秒の閉鎖時間が経過すると、可変入賞球装置１５が
開放されて開状態となり、その後に２．５秒の開放時間が経過したときに可変入賞球装置
１５が閉鎖されて閉状態となり、再び２．５秒の閉鎖時間が経過すると、可変入賞球装置
１５が開放されて開状態となり、さらに２．５秒の開放時間が経過したときに可変入賞球
装置１５が閉鎖されて閉状態となる。
【０３０４】
　ステップＳ１６１において、普通図柄プロセスタイマがタイムアップしたときは（ステ
ップＳ１６１のＹ）、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、普通図柄プロセスフラ
グの値を普通図柄通常処理（ステップＳ１００）を示す値（具体的には「０」）に更新す
る（ステップＳ１７２）。
【０３０５】
　図３９は、遊技制御用マイクロコンピュータにおける遊技球を検出するスイッチに関わ
る入力ポートのビット割り当ての例を示す説明図である。図３９に示すように、入力ポー
ト０のビット０～７には、それぞれ、カウントスイッチ２３、ゲートスイッチ３２ａ、入
賞口スイッチ３３ａ，３９ａ，２９ａ，３０ａ、第１始動口スイッチ１３ａ、および第２
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始動口スイッチ１４ａの検出信号が入力される。なお、入力ポート０は、図２に示された
Ｉ／Ｏポート部５７の一部である。
【０３０６】
　次に、主基板３１と払出制御基板３７との間で送受信される払出制御コマンド（払出制
御信号）について説明する。図４０は、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０から払出
制御用マイクロコンピュータに対して出力される払出制御信号の内容の一例を示す説明図
である。
【０３０７】
　賞球ＲＥＱ信号は、賞球個数コマンドの送信時に出力状態（＝オン状態）になる信号（
すなわち賞球払出要求のトリガ信号）である。賞球個数信号は、払出要求を行う遊技球の
個数（０～１５個）を指定するために出力される信号（賞球個数コマンド）である。
【０３０８】
　図４１は、図４０に示す各制御信号の送受信に用いられる信号線等を示すブロック図で
ある。図４１に示すように、賞球ＲＥＱ信号および４ビットの賞球個数信号は、遊技制御
用マイクロコンピュータ５６０によって出力回路６７を介して出力され、入力回路３７３
Ａを介して払出制御用マイクロコンピュータ３７０に入力される。出力回路６７は、主基
板３１において、図２に示されたＩ／Ｏポート部５７の外側に設置されている（図２では
図示せず）。また、払出制御基板３７において、払出制御用マイクロコンピュータにおけ
る入力ポートの前段に出力回路６７が設置されている。
【０３０９】
　図４２は、払出制御信号の出力の仕方の一例を示すタイミング図である。図４２に示す
ように、入賞検出スイッチ（カウントスイッチ２３、入賞口スイッチ３３ａ，３９ａ，２
９ａ，３０ａ、第１始動口スイッチ１３ａ、および第２始動口スイッチ１４ａ）が遊技球
の入賞を検出したことにもとづいて、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、賞球Ｒ
ＥＱ信号をオン状態にするとともに、賞球個数信号の出力状態を、入賞に応じて払い出さ
れる賞球数に応じた状態にする。なお、具体的には、遊技制御用マイクロコンピュータ５
６０は、遊技球が遊技機に設けられている入賞領域に入賞したことが入賞検出スイッチの
検出信号によって検知すると、あらかじめ決められた賞球数をバックアップＲＡＭに形成
されている総賞球数格納バッファの内容に加算する。そして、総賞球数格納バッファの内
容が０でない値になったら、賞球ＲＥＱ信号をオン状態にするとともに、賞球個数信号の
出力状態を、入賞に応じて払い出される賞球数に応じた状態にする。
【０３１０】
　また、この実施の形態では、第１始動口スイッチ１３ａおよび第２始動口スイッチ１４
ａで遊技球が検出されると４個の賞球払出を行い、入賞口スイッチ３３ａ，３９ａ，２９
ａ，３０ａのいずれかで遊技球が検出されると７個の賞球払出を行い、カウントスイッチ
２３で遊技球が検出されると１５個の賞球払出を行う。また、上述したように、賞球個数
信号は４ビットで構成されているので、８ビットで表現されている００（Ｈ）～０Ｆ（Ｈ
）の賞球個数信号のうち、下位の４ビットが賞球個数信号によって主基板３１から払出制
御基板３７に伝達される。以下、「００（Ｈ）～０Ｆ（Ｈ）の賞球個数信号」のように表
現することがあるが、実際には、賞球個数信号は、８ビットで表現されている００（Ｈ）
～０Ｆ（Ｈ）のうちの下位の４ビットに相当する。
【０３１１】
　また、この実施の形態では、賞球個数信号は、主基板３１から払出制御基板３７に向か
う方にしか信号が伝達されない単方向通信によって賞球個数信号が送信されるが、双方向
通信によって、主基板３１から払出制御基板３７に賞球個数信号が送信されるようにして
もよい。双方向通信を行う場合に、払出制御用マイクロコンピュータは、例えば、賞球Ｒ
ＥＱ信号の受信に応じてＡＣＫ信号（応答信号）を遊技制御用マイクロコンピュータ５６
０に送信したり、賞球個数信号を受信したことを示すＡＣＫ信号を遊技制御用マイクロコ
ンピュータ５６０に送信する。
【０３１２】
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　次に、メイン処理におけるスイッチ処理（ステップＳ２１）を説明する。この実施の形
態では、入賞検出またはゲート通過に関わる各スイッチの検出信号のオン状態が所定時間
継続すると、確かにスイッチがオンしたと判定される。具体的には、スイッチ処理は２ｍ
ｓ毎に起動されるのであるが、現時点において起動されたスイッチ処理と２ｍｓ前に起動
されたスイッチ処理との双方において、スイッチのオンを検出すると、確かにスイッチが
オンしたと判定される。
【０３１３】
　図４３は、スイッチ処理で使用されるＲＡＭ５５に形成される各１バイトのバッファを
示す説明図である。前々回ポートバッファは、前々回（４ｍｓ前とする。）のスイッチオ
ン／オフの判定結果が格納されるバッファである。前回ポートバッファは、前回（２ｍｓ
前とする。）のスイッチオン／オフの判定結果が格納されるバッファである。スイッチオ
ンバッファは、上述したように、スイッチのオンが検出された場合にそのスイッチの対応
ビットにおいて１が設定され、スイッチのオフが検出された場合にそのスイッチの対応ビ
ットにおいて０が設定されるバッファである。また、前回データは、スイッチ処理の実行
時に一時的に用いられるバッファ領域である。前々回ポートバッファ、前回ポートバッフ
ァ、スイッチオンバッファおよび前回データは、ＲＡＭ５５に形成されている。また、前
々回ポートバッファ、前回ポートバッファおよびスイッチオンバッファのビット配列は、
入力ポート０のビット配列に対応している。つまり、図３９に示すビット０～７に割り当
てられているスイッチの検出信号のそれぞれに対応する情報が、前々回ポートバッファ、
前回ポートバッファおよびスイッチオンバッファのビット０～７に設定される。
【０３１４】
　図４４は、遊技制御処理におけるステップＳ２１のスイッチ処理の処理例を示すフロー
チャートである。スイッチ処理において、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、前
回ポートバッファの内容を、前回データに設定する（ステップＳ３３１）。また、前々回
ポートバッファの内容と前回データとの排他的論理和をとる（ステップＳ３３２）。そし
て、排他的論理和演算の結果を前回データに設定する（ステップＳ３３３）。この段階で
、前回データにおいて、前々回ポートバッファの８ビットと前回ポートバッファの８ビッ
トとのうちで、値が異なるビットが「１」になっている。また、前回ポートバッファの内
容を前々回ポートバッファに設定する（ステップＳ３３４）。
【０３１５】
　そして、入力ポート０のデータを入力し（ステップＳ３３５）、入力したデータを前回
ポートバッファに設定する（ステップＳ３３６）。ステップＳ３３４，Ｓ３３６の処理は
、次回（２ｍｓ後）にスイッチ処理が実行されるときの準備処理に相当する。
【０３１６】
　次いで、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、入力ポート０から入力したデータ
と前回データの論理積をとる（ステップＳ３３７）。この段階で、前回データにおいて、
前々回ポートバッファの８ビットと前回ポートバッファの８ビットとのうちで値が異なる
ビットが「１」になっている。つまり、７つのスイッチの検出信号のうちで、２ｍｓ前の
状態が４ｍｓ前の状態から変化した（「０」から「１」に、または「１」から「０」に）
検出信号に対応するビットが「１」になっている。よって、ステップＳ３３７で前回デー
タと入力ポート０から入力したデータとの論理積をとると、入力ポート０から入力したデ
ータのうちで「１」になっているビットであって、かつ、２ｍｓ前の状態が４ｍｓ前の状
態から変化したビットが、「１」になる。すなわち、論理積演算の結果、現時点の状態が
オン状態であって、かつ、前回（２ｍｓ前）のスイッチ処理時にオフ状態からオン状態に
変化したことが検出された検出信号に対応したビットが「１」になる。換言すれば、オフ
状態からオン状態に変化し、その後、２回連続してオン状態が検出された検出信号に対応
するビットが「１」になっている。なお、「２回連続して」とは、「ある時点で実行され
たスイッチ処理と、そのスイッチ処理の２ｍｓ後に実行されるスイッチ処理との双方で」
という意味である。
【０３１７】
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　遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、論理積演算の結果をスイッチオンバッファ
に格納する（ステップＳ３３８）。スイッチオンバッファにおいて、オフ状態からオン状
態に変化した後、２回連続してオン状態が検出された検出信号に対応するビットが「１」
になっている。よって、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、スイッチオンバッフ
ァにおいて「１」になっているビットに対応するスイッチの検出信号が確実にオン状態に
なったと確認できる。なお、「確実に」とは、２回連続してオン状態が検出されたので、
すなわち４ｍｓ間オン状態が継続していると見なせるので、検出信号のオン状態がノイズ
等によるものではないと判断できるということである。
【０３１８】
　図４５は、ステップＳ３１の賞球処理の一例を示すフローチャートである。賞球処理に
おいて、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、賞球個数加算処理（ステップＳ３４
１）と賞球制御処理（ステップＳ３４２）とを実行する。
【０３１９】
　賞球個数加算処理では、図４６に示す賞球個数テーブルが使用される。賞球個数テーブ
ルは、ＲＯＭ５４に設定されている。賞球個数テーブルの先頭アドレスには処理数（この
例では「７」）が設定され、その次のアドレスから、入賞により賞球を払い出すことにな
る入賞口の各スイッチについてのスイッチ入力ビット判定値、および賞球数が、入賞口の
各スイッチのそれぞれに対応して順次設定されている。なお、スイッチ入力ビット判定値
は、入力ポート０における各スイッチの検出信号が入力されるビットに対応した値である
（図３９参照）。
【０３２０】
　図４７は、ステップＳ３４１の賞球個数加算処理を示すフローチャートである。賞球個
数加算処理において、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、賞球個数テーブルの先
頭アドレスをポインタにセットする（ステップＳ３５１）。そして、ポインタが指すアド
レスのデータ（この場合には処理数）をロードする（ステップＳ３５２）。次に、スイッ
チオンバッファをレジスタにロードする（ステップＳ３５３）。
【０３２１】
　そして、ポインタの値を１増やし（ステップＳ３５４）、スイッチオンバッファの内容
と、ポインタが指す賞球個数テーブルのデータ（この場合にはスイッチ入力ビット判定値
）との論理積をとる（ステップＳ３５５）。また、ポインタの値を１増やす（ステップＳ
３５６）。
【０３２２】
　ステップＳ３５５における演算結果が０でなければ（ステップＳ３６１のＮ）、すなわ
ち、検査対象のスイッチの検出信号がオン状態であれば、ステップＳ３６２Ａに移行する
。ステップＳ３５５における演算結果が０であれば（ステップＳ３６１のＹ）、すなわち
、検査対象のスイッチの検出信号がオン状態でなければ、処理数を１減らし（ステップＳ
３５９）、処理数が０であれば処理を終了し、処理数が０でなければステップＳ３５４に
戻る（ステップＳ３６０）。
【０３２３】
　ステップＳ３６２Ａでは、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、ステップＳ３５
５の処理で使用されたスイッチ入力ビット判定値がカウントスイッチ入力ビット判定値で
あったか否か確認する。すなわち、ステップＳ３６１でカウントスイッチ２３がオンした
ことが確認されたか否か（検査対象のスイッチがカウントスイッチ２３であったか否か）
確認する。
【０３２４】
　スイッチ入力ビット判定値がカウントスイッチ入力ビット判定値であった場合には（ス
テップＳ３６２ＡのＹ）、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、特別図柄プロセス
フラグの値が４以上であるか否か確認する（ステップＳ３６２Ｂ）。特別図柄プロセスフ
ラグの値が４以上であるということは、特別図柄プロセス処理において、ステップＳ３０
４の大入賞口開放前処理以後の処理が実行されていることを意味する。すなわち、大当り
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遊技中または小当り遊技中であることを意味する。なお、ここでは、大当り遊技中は、大
当り表示が開始されてから大当り終了処理が終了するまでの期間とする。また、小当り遊
技中は、小当り表示が開始されてから小当り終了処理が終了するまでの期間とする。つま
り、特別図柄プロセスフラグの値が４以上であるということは、遊技制御が正常に実行さ
れている場合において、大入賞口が開放される制御がなされる可能性がある状態であるこ
とを示す。
【０３２５】
　特別図柄プロセスフラグの値が４以上である場合には（ステップＳ３６２ＢのＹ）、遊
技制御用マイクロコンピュータ５６０は、ポインタが指す賞球個数テーブルのデータ（こ
の場合には賞球個数）を賞球加算値に設定し（ステップＳ３６４）、賞球加算値を、ＲＡ
Ｍ５５に形成されている１６ビットの総賞球数格納バッファの内容に加算する（ステップ
Ｓ３６５）。加算の結果、桁上げが発生した場合には、総賞球数格納バッファの内容を６
５５３５（＝ＦＦＦＦ（Ｈ））に設定する（ステップＳ３５７，Ｓ３５８）。そして、ス
テップＳ３５９の処理に移行する。
【０３２６】
　特別図柄プロセスフラグの値が４未満である状態は、大当り遊技および小当り遊技は実
行されず、大入賞口を開放する制御は実行されない状態である。そのような状態において
カウントスイッチ２３がオンしたことが検出されたということは、大入賞口に異常入賞が
生じたこと、またはカウントスイッチ２３からの検出信号に長期間（４ｍｓを越える）に
亘るノイズが乗ったことを意味する。そこで、特別図柄プロセスフラグの値が４未満であ
る状態でカウントスイッチ２３がオンしたことが検出された場合には（ステップＳ３６２
ＢのＮ）、総賞球数格納バッファに賞球加算値を加算する制御を実行しないようにする。
すなわち、カウントスイッチ２３がオンしたことにもとづく賞球払出を実行しないように
する（ステップＳ３６４，Ｓ３６５の処理をスキップする）。そして、ステップＳ３５９
の処理に移行する。
【０３２７】
　スイッチ入力ビット判定値がカウントスイッチ入力ビット判定値でない場合は（ステッ
プＳ３６２ＡのＮ）、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、ステップＳ３５５の処
理で使用されたスイッチ入力ビット判定値が第２始動口スイッチ入力ビット判定値であっ
たか否か確認する（ステップＳ３６３Ａ）。すなわち、ステップＳ３６１で第２始動口ス
イッチ１４ａがオンしたことが確認されたか否か（検査対象のスイッチが第２始動口スイ
ッチ１４ａであったか否か）確認する。
【０３２８】
　スイッチ入力ビット判定値が第２始動口スイッチ入力ビット判定値であった場合には（
ステップＳ３６３ＡのＹ）、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、普通図柄プロセ
スフラグの値が３であるか否か確認する（ステップＳ３６３Ｂ）。普通図柄プロセスフラ
グの値が３であるということは、普通図柄プロセス処理において、ステップＳ１０３の普
通電動役物作動処理が実行されていることを意味する。すなわち、普通電動役物（可変入
賞球装置１５）の開閉動作中であることを意味する。
【０３２９】
　スイッチ入力ビット判定値が第２始動口スイッチ入力ビット判定値でなかった場合（ス
テップＳ３６３ＡのＮ）、および普通図柄プロセスフラグの値が３である場合（ステップ
Ｓ３６３ＢのＹ）には、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、ポインタが指す賞球
個数テーブルのデータ（この場合には賞球個数）を賞球加算値に設定し（ステップＳ３６
４）、賞球加算値を、ＲＡＭ５５に形成されている１６ビットの総賞球数格納バッファの
内容に加算する（ステップＳ３６５）。加算の結果、桁上げが発生した場合には、総賞球
数格納バッファの内容を６５５３５（＝ＦＦＦＦ（Ｈ））に設定する（ステップＳ３５７
，Ｓ３５８）。そして、ステップＳ３５９の処理に移行する。
【０３３０】
　普通図柄プロセスフラグの値が３でない状態は、可変入賞球装置１５が動作しておらず
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、可変入賞球装置１５を開放する制御は実行されない状態である。そのような状態におい
て第２始動口スイッチ１４ａがオンしたことが検出されたということは、第２始動入賞口
１４に異常入賞が生じたこと、または第２始動口スイッチ１４ａからの検出信号に長期間
（４ｍｓを越える）に亘るノイズが乗ったことを意味する。そこで、普通図柄プロセスフ
ラグの値が３でない状態で第２始動口スイッチ１４ａがオンしたことが検出された場合に
は（ステップＳ３６３ＢのＮ）、総賞球数格納バッファに賞球加算値を加算する制御を実
行しないようにする。すなわち、第２始動口スイッチ１４ａがオンしたことにもとづく賞
球払出を実行しないようにする（ステップＳ３６４，Ｓ３６５の処理をスキップする）。
そして、ステップＳ３５９の処理に移行する。
【０３３１】
　なお、上記の処理では、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０が、特別図柄プロセス
フラグの値にもとづいて大入賞口への異常入賞が生じたか否か判定するようにしたが、実
際に大入賞口を開放していないときにカウントスイッチ２３がオンしたことが検出された
場合に、カウントスイッチ２３がオンしたことにもとづく賞球払出を実行しないようにし
てもよい。しかし、この実施の形態のように、特別図柄プロセスフラグの値にもとづいて
異常入賞が生じたか否か判定するように構成する場合には、１つのデータにもとづいて異
常入賞が生じたか否か判定できるので、判定処理が簡素化される。大入賞口は複数ラウン
ドに亘って開放されたり閉鎖されたりされるので、実際に大入賞口を開放する制御を行っ
ているのかいないのか判断して異常入賞が生じたか否か判定すると、処理が複雑化する。
【０３３２】
　また、大入賞口の入口からカウントスイッチ２３の設置位置までの間にはある程度の距
離があるので、実際に大入賞口を開放する制御を行っているのかいないのか判断して異常
入賞が生じたか否か判定する場合には、大入賞口を閉鎖する制御を行ってから、閉鎖直前
に大入賞口に入賞した可能性がある遊技球を考慮する必要がある。すなわち、大入賞口の
入口からカウントスイッチ２３の設置位置までの間を遊技球が流れる時間を考慮しなけれ
ばならない。つまり、実際に大入賞口を閉鎖する制御を行ってからある程度の期間をおい
てから、異常入賞が生じたか否かの判定を開始する必要がある。そのことからも、処理が
複雑化する。
【０３３３】
　しかし、この実施の形態のように、大当り終了処理または小当り終了処理が終了してか
ら、大入賞口への異常入賞が生じたか否か判定するように構成されている場合には、大入
賞口の入口からカウントスイッチ２３の設置位置までの間を遊技球が流れる時間を考慮す
る必要はない。大入賞口が閉鎖されてから、大当り終了処理または小当り終了処理の処理
期間中に、閉鎖直前に大入賞口に入賞した遊技球はカウントスイッチ２３の設置位置まで
到達しているからである。なお、この実施の形態では、大当り終了処理または小当り終了
処理の処理期間、すなわち可変表示装置９において大当り終了表示または小当り終了表示
がなされている期間は、大入賞口に入賞した遊技球がカウントスイッチ２３の設置位置に
到達するまでの時間よりも長く設定されている。
【０３３４】
　また、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０が、普通図柄プロセスフラグの値にもと
づいて第２始動入賞口１４への異常入賞が生じたか否か判定するようにしたが（ステップ
Ｓ３６３Ｂ参照）、実際に可変入賞球装置１５を開放していないとき（すなわち、図３８
に示す普通電動役物作動処理において遊技状態に応じた開放パターンにもとづいて可変入
賞球装置１５が開閉動作を繰り返すときの可変入賞球装置１５が閉鎖状態のとき）に第２
始動口スイッチ１４ａがオンしたことが検出された場合に、第２始動口スイッチ１４ａが
オンしたことにもとづく賞球払出を実行しないようにしてもよい。しかし、この実施の形
態のように、普通図柄プロセスフラグの値にもとづいて異常入賞が生じたか否か判定する
ように構成する場合には、１つのデータにもとづいて異常入賞が生じたか否か判定できる
ので、判定処理が簡素化される。例えば、高ベース状態のときのように可変入賞球装置１
５が複数回（実施の形態では２回）に亘って開放されたり閉鎖されたりする場合には、実
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際に可変入賞球装置１５を開放する制御を行っているのかいないのか判断して異常入賞が
生じたか否か判定すると、処理が複雑化するが、普通図柄プロセスフラグにより判定する
ことで処理を簡素化することができる。
【０３３５】
　また、第２始動入賞口１４の入口から第２始動口スイッチ１４ａの設置位置までの間に
はある程度の距離があるので、実際に可変入賞球装置１５を開放する制御を行っているの
かいないのか判断して異常入賞が生じたか否か判定する場合には、可変入賞球装置１５を
閉鎖する制御を行ってから、閉鎖直前に第２始動入賞口１４に入賞した可能性がある遊技
球を考慮する必要がある。すなわち、第２始動入賞口１４の入口から第２始動口スイッチ
１４ａの設置位置までの間を遊技球が流れる時間を考慮しなければならない。そこで、こ
の実施の形態では、異常入賞を判定するタイミングを可変入賞球装置１５を閉鎖するタイ
ミングよりも遅らせている。
【０３３６】
　具体的には、可変入賞球装置１５が最後に閉鎖してから普通図柄プロセスタイマがタイ
ムアウトするまで（つまりステップＳ１７１で可変入賞球装置１５が閉鎖してからステッ
プＳ１６１のＹとなるまで）の時間を、第２始動入賞口１４に入賞した遊技球が第２始動
口スイッ１４ａの設置位置に到達するまでの時間よりも長く設定している。すなわち、ス
テップＳ１７０で普通電動役物開放パターンタイマに開放パターン時間として閉鎖時間（
例えば５秒）をセットし、ステップＳ１７１で普通電動役物を最後に閉鎖させてから普通
図柄プロセスタイマがタイムアウトするまでの時間を閉鎖時間（例えば５秒）よりも短い
時間（例えば３秒）になるように普通電動役物作動時間をセットする（ステップＳ１４４
）。普通電動役物を最後に閉鎖させてから普通図柄プロセスタイマがタイムアウトするま
での時間（例えば３秒）は、第２始動入賞口１４に入賞した遊技球が第２始動口スイッ１
４ａの設置位置に到達するまでの時間よりも十分長い時間である。このようにしておけば
、可変入賞球装置１５の閉鎖直前に遊技球が入賞したことによって、異常入賞が発生した
と誤検出してしまうのを防止することができる。
【０３３７】
　異常入賞を判定するタイミングを可変入賞球装置１５を閉鎖するタイミングよりも遅ら
せる方法として、上記の例では、普通図柄プロセスフラグの値が３から０に切り替わる所
定時間前に可変入賞球装置１５を閉鎖し、普通図柄プロセスフラグの値が３から０に切り
替わった時点で異常入賞の判定を行うようにしていたが、可変入賞球装置１５を閉鎖する
と同時に普通図柄プロセスフラグの値が３から０に切り替え、普通図柄プロセスフラグの
値が３から０に切り替わってから所定時間経過後に異常入賞の判定を行うようにしてもよ
い。具体的には、普通図柄プロセスフラグの値が３から０になった時点（例えば、図３８
のステップＳ１７２の直前あるいは直後）でカウントタイマに所定時間をセットし、そし
て、タイマ割込み毎（２ｍｓ毎）にカウントタイマをカウントダウンしていく。そして、
賞球個数加算処理において普通図柄プロセスフラグの値が３でないと判定されたときに（
ステップＳ３６３ＢのＮ）、カウントタイマが０かどうかを判定し、カウントタイマが０
のときにステップＳ３６４，Ｓ３６５の処理をスキップしてステップＳ３５９の処理に移
行するようにする。このような構成によっても、異常入賞を判定するタイミングを可変入
賞球装置１５を閉鎖するタイミングよりも遅らせることができる。
【０３３８】
　なお、大入賞口への異常入賞の判定においても、同様の方法により異常入賞を判定する
タイミングを大入賞口（特別可変入賞球装置２０）を閉鎖するタイミングよりも遅らせる
ことができる。具体的には、特別図柄プロセスフラグの値が７から０に又は１０から０に
なった時点でカウントタイマに所定時間をセットし、そして、タイマ割込み毎（２ｍｓ毎
）にカウントタイマをカウントダウンしていく。そして、賞球個数加算処理において特別
図柄プロセスフラグの値が４以上でないと判定されたときに（ステップＳ３６２ＢのＮ）
、カウントタイマが０かどうかを判定し、カウントタイマが０のときにステップＳ３６４
，Ｓ３６５の処理をスキップしてステップＳ３５９の処理に移行するようにする。
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【０３３９】
　なお、ステップＳ３６２Ｂにおいて特別図柄プロセスフラグの値が４未満である場合（
ステップＳ３６２ＢのＮ）やステップＳ３６３Ｂにおいて普通図柄プロセスフラグの値が
３でない場合（ステップＳ３６３ＢのＮ）に、賞球払い出しを禁止する制御を行わないよ
うにしてもよい。後述するように、異常入賞が発生したと判定された場合は、遊技制御用
マイクロコンピュータ５６０が異常入賞報知指定コマンドを演出制御用マイクロコンピュ
ータ１００に送信し、演出制御用マイクロコンピュータ１００が異常入賞の発生を報知す
るように構成されているので、異常入賞にもとづく賞球払い出しは最小限に食い止めるこ
とができると考えられるからである。
【０３４０】
　図４８は、ステップＳ３４２の賞球制御処理を示すフローチャートである。賞球制御処
理では、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、総賞球数格納バッファの内容を確認
する（ステップＳ３７１）。その値が０であれば処理を終了する。０でなければ、総賞球
数格納バッファの内容が賞球コマンド最大値（この例では「１５」）よりも小さいか否か
確認する（ステップＳ３７２）。総賞球数格納バッファの内容が賞球コマンド最大値以上
であれば、賞球コマンド最大値を賞球個数バッファに設定する（ステップＳ３７３）。ま
た、総賞球数格納バッファの内容が賞球コマンド最大値よりも小さい場合には、総賞球数
格納バッファの内容を賞球個数バッファに設定する（ステップＳ３７４）。そして、賞球
個数バッファの内容を、賞球個数信号を出力するための出力ポートにセットする（ステッ
プＳ３７５）。また、賞球ＲＥＱ信号を出力するための出力ポートの賞球ＲＥＱ信号のビ
ットに「１」をセットする（ステップＳ３７６）。
【０３４１】
　ステップＳ３７６の処理によって、賞球ＲＥＱ信号が出力される。すなわち、賞球ＲＥ
Ｑ信号がオン状態になる（図４２参照）。また、ステップＳ３７５の処理によって、賞球
個数信号が出力される（図４２参照）。なお、この実施の形態では、賞球コマンド最大値
は「１５」である。従って、最大で「１５」の払出数を指定する賞球個数信号が払出制御
基板３７に送信される。
【０３４２】
　賞球個数信号を送信すると、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、総賞球数格納
バッファの内容から、賞球個数バッファの内容（払出制御手段に指令した賞球払出個数）
を減算する（ステップＳ３７７）。
【０３４３】
　次いで、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、賞球ＲＥＱ信号のオン期間を設定
する。具体的には、ウェイトカウンタに、初期値をセットする（ステップＳ３７８）。そ
して、ウェイトカウンタの値が０になるまでウェイトカウンタの値を１ずつ減算する（ス
テップＳ３７９，Ｓ３８０）。ウェイトカウンタの値が０になったら、オン期間を終了さ
せる。
【０３４４】
　すなわち、賞球ＲＥＱ信号を出力するための出力ポートの賞球ＲＥＱ信号のビットに「
０」をセットし（ステップＳ３８１）、賞球個数信号を出力するための出力ポートに００
（Ｈ）をセットする（ステップＳ３８２）。
【０３４５】
　払出基板３７に搭載されている払出制御用マイクロコンピュータは、賞球個数信号を受
信すると、賞球個数信号で指定された数の遊技球が払い出されるように払出装置９７を駆
動する。
【０３４６】
　図４９は、ステップＳ２３の異常入賞報知処理を示すフローチャートである。異常入賞
報知処理において、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、異常報知禁止フラグがセ
ットされているか否か確認する（ステップＳ２５１）。異常報知禁止フラグは、遊技機へ
の電力供給が開始されたときに実行されるメイン処理でセットされている（図４における
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ステップＳ４４参照）。異常報知禁止フラグがセットされていない場合には、ステップＳ
２５５に移行する。異常報知禁止フラグがセットされている場合には、ステップＳ４５で
設定された禁止期間タイマの値を－１する（ステップＳ２５２）。そして、禁止期間タイ
マの値が０になったら、すなわち禁止期間タイマがタイムアウトしたら、異常報知禁止フ
ラグをリセットする（ステップＳ２５３，Ｓ２５４）。
【０３４７】
　次いで、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、特別図柄プロセスフラグの値が４
以上であるか否か確認する（ステップＳ２５５）。特別図柄プロセスフラグの値が４以上
であるときは（ステップＳ２５５のＹ）、大当り遊技中または小当り遊技中である状態で
ある。そのような状態であれば、大入賞口に遊技球が入賞する可能性があるので、大入賞
口への異常入賞の確認処理を行わずに、ステップＳ２６１の処理に移行する。
【０３４８】
　特別図柄プロセスフラグの値が４未満である状態は、大当り遊技も小当り遊技も行われ
ていない状態である。このような状態のときに大入賞口に遊技球の入賞があれば、その入
賞は異常入賞であると判断することができる。従って、以下に示す大入賞口への異常入賞
の確認処理を行う。
【０３４９】
　すなわち、特別図柄プロセスフラグの値が４未満であれば（ステップＳ２５５のＮ）、
遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、スイッチオンバッファの内容をレジスタにロ
ードする（ステップＳ２５６）。そして、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、ロ
ードしたスイッチオンバッファの内容とカウントスイッチ入力ビット判定値（０１（Ｈ）
、図４６参照）との論理積をとる（ステップＳ２５７）。スイッチオンバッファの内容が
０１（Ｈ）であったとき、すなわちカウントスイッチ２３がオンしているときには、論理
積の演算結果は０１（Ｈ）になる。カウントスイッチ２３がオンしていないときには、論
理積の演算結果は、０（００（Ｈ））になる。
【０３５０】
　論理積の演算結果が０でない場合には（ステップＳ２５８のＮ）、大入賞口への異常入
賞が生じたと判定し、演出制御基板８０に、異常入賞報知指定コマンドを送信する制御を
行う（ステップＳ２５９，Ｓ２６０）。すなわち、遊技制御用マイクロコンピュータ５６
０は、異常入賞報知指定コマンド送信テーブルのアドレスをポインタにセットし（ステッ
プＳ２５９）、コマンドセット処理を実行する（ステップＳ２６０）。一方、論理積の演
算結果が０である場合には（ステップＳ２５８のＹ）、大入賞口への異常入賞が生じてい
ないと判定し、ステップＳ２６１の処理に移行する。
【０３５１】
　ステップＳ２６１では、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、普通図柄プロセス
フラグの値が３であるか否か確認する（ステップＳ２６１）。普通図柄プロセスフラグの
値が３である状態は、普通電動役物（可変入賞球装置１５）が開閉動作している状態であ
る。そのような状態であれば（ステップＳ２６１のＹ）、第２始動入賞口１４に遊技球が
入賞する可能性があるので、第２始動入賞口１４への異常入賞の確認処理を行わずに異常
入賞報知処理を終了する。
【０３５２】
　普通図柄プロセスフラグの値が３でない状態は（ステップＳ２６１のＮ）、普通電動役
物（可変入賞球装置１５）が開閉動作していない状態である。このような状態のときに第
２始動入賞口１４に遊技球の入賞があれば、その入賞は異常入賞であると判断することが
できる。従って、以下に示す第２始動入賞口１４への異常入賞の確認処理を行う。
【０３５３】
　すなわち、普通図柄プロセスフラグの値が３でなければ（ステップＳ２６１のＮ）、遊
技制御用マイクロコンピュータ５６０は、スイッチオンバッファの内容をレジスタにロー
ドする（ステップＳ２６２）。そして、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、ロー
ドしたスイッチオンバッファの内容と第２始動口スイッチ入力ビット判定値（８０（Ｈ）



(60) JP 2008-272214 A 2008.11.13

10

20

30

40

50

、図４６参照）との論理積をとる（ステップＳ２６３）。スイッチオンバッファの内容が
８０（Ｈ）であったとき、すなわち第２始動口スイッチ１４ａがオンしているときには、
論理積の演算結果は８０（Ｈ）になる。第２始動口スイッチ１４ａがオンしていないとき
には、論理積の演算結果は、０（００（Ｈ））になる。
【０３５４】
　論理積の演算結果が０でない場合には（ステップＳ２６４のＮ）、第２始動入賞口１４
への異常入賞が生じたと判定し、演出制御基板８０に、異常入賞報知指定コマンドを送信
する制御を行う（ステップＳ２６５，Ｓ２６６）。すなわち、遊技制御用マイクロコンピ
ュータ５６０は、異常入賞報知指定コマンド送信テーブルのアドレスをポインタにセット
し（ステップＳ２６５）、コマンドセット処理を実行する（ステップＳ２６６）。一方、
論理積の演算結果が０である場合には（ステップＳ２６１のＹ）、第２始動入賞口１４へ
の異常入賞が生じていないと判定し、異常入賞報知指定コマンドを送信する制御を行わず
に異常入賞報知処理を終了する。
【０３５５】
　以上のような処理によって、大当り遊技も小当り遊技も行われていない状態においてカ
ウントスイッチ２３がオンした場合には、異常入賞報知指定コマンドが送信される。また
、可変入賞球装置１５が開閉動作していない状態において第２始動口スイッチ１４ａがオ
ンした場合にも、異常入賞報知指定コマンドが送信される。
【０３５６】
　また、ステップＳ２５１～Ｓ２５３の処理によって、演出制御用マイクロコンピュータ
１００が初期化報知を行っているときに、異常報知が開始されることが禁止される。なお
、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、異常報知を開始してから禁止期間に相当す
る期間が経過するまで、初期化報知を継続して実行している。
【０３５７】
　なお、ステップＳ２５５の処理では、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０が、特別
図柄プロセスフラグの値にもとづいて大入賞口への異常入賞が生じたか否か判定するよう
にしているので、ステップＳ３６２Ｂの処理と同様に、１つのデータにもとづいて異常入
賞が生じたか否か判定できるので、判定処理を簡素化することができる。また、上述した
ように、特別可変入賞球装置２０が閉鎖した後に大当り終了処理または小当り終了処理が
所定時間実行されるので、特別可変入賞球装置２０が閉鎖する直前に大入賞口に入賞した
遊技球が、特別図柄プロセスフラグの値が０に戻った後にカウントスイッチ２３で検出さ
れてしまうということが防止され、正規の入賞であるにもかかわらずエラーが報知されて
しまうようなことはない。
【０３５８】
　また、ステップＳ２６１の処理では、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０が、普通
図柄プロセスフラグの値にもとづいて第２始動入賞口１４への異常入賞が生じたか否か判
定するようにしているので、ステップＳ３６３Ｂの処理と同様に、１つのデータにもとづ
いて異常入賞が生じたか否か判定できるので、判定処理を簡素化することができる。また
、上述したように、異常入賞を判定するタイミングを可変入賞球装置１５を閉鎖するタイ
ミングよりも遅らせる方法として、普通図柄プロセスフラグの値が３から０に切り替わる
所定時間前に可変入賞球装置１５を閉鎖し、普通図柄プロセスフラグの値が３から０に切
り替わった時点で異常入賞の判定を行うようにしているので、可変入賞球装置１５が閉鎖
する直前に第２始動入賞口１４に入賞した遊技球が、普通図柄プロセスフラグの値が０に
戻った後に第２始動口スイッチ１４ａで検出されてしまうということが防止され、正規の
入賞であるにもかかわらずエラーが報知されてしまうようなことはない。
【０３５９】
　なお、上述したように、可変入賞球装置１５を閉鎖すると同時に普通図柄プロセスフラ
グの値が３から０に切り替え、普通図柄プロセスフラグの値が３から０に切り替わってか
ら所定時間経過後に異常入賞の判定を行うようにしてもよい。また、大入賞口への異常入
賞の判定においても、同様の方法により異常入賞を判定するタイミングを大入賞口（特別
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可変入賞球装置２０）を閉鎖するタイミングよりも遅らせるようにしてもよい。
【０３６０】
　次に、演出制御手段の動作を説明する。図５０は、演出制御基板８０に搭載されている
演出制御用マイクロコンピュータ１００（具体的には、演出制御用ＣＰＵ１０１）が実行
するメイン処理を示すフローチャートである。演出制御用マイクロコンピュータ１００は
、電源が投入されると、メイン処理の実行を開始する。メイン処理では、まず、ＲＡＭ領
域のクリアや各種初期値の設定、また演出制御の起動間隔（例えば、２ｍｓ）を決めるた
めのタイマの初期設定等を行うための初期化処理を行う（ステップＳ７０１）。
【０３６１】
　そして、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、タイマ割込フラグの監視（ステッ
プＳ７０２）を行うループ処理に移行する。タイマ割込が発生すると、演出制御用マイク
ロコンピュータ１００は、タイマ割込処理においてタイマ割込フラグをセットする。メイ
ン処理において、タイマ割込フラグがセットされていたら、演出制御用マイクロコンピュ
ータ１００は、そのフラグをクリアし（ステップＳ７０３）、演出制御処理を実行する。
【０３６２】
　演出制御処理において、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、まず、受信した演
出制御コマンドを解析し、受信した演出制御コマンドに応じたフラグをセットする処理等
を実行する（コマンド解析処理：ステップＳ７０４）。次いで、演出制御用マイクロコン
ピュータ１００は、演出制御プロセス処理を実行する（ステップＳ７０５）。演出制御プ
ロセス処理では、制御状態に応じた各プロセスのうち、現在の制御状態（演出制御プロセ
スフラグ）に対応した処理を選択して可変表示装置９の表示制御等を実行する。また、所
定の乱数（例えば、停止図柄を決定するための乱数）を生成するためのカウンタのカウン
タ値を更新する乱数更新処理を実行する（ステップＳ７０６）。さらに、可変表示装置９
等の演出装置を用いて報知を行う報知制御処理を実行する（ステップＳ７０７）。その後
、ステップＳ７０２に移行する。
【０３６３】
　図５１は、主基板３１の遊技制御用マイクロコンピュータ５６０から受信した演出制御
コマンドを格納するためのコマンド受信バッファの一構成例を示す説明図である。この例
では、２バイト構成の演出制御コマンドを６個格納可能なリングバッファ形式のコマンド
受信バッファが用いられる。従って、コマンド受信バッファは、受信コマンドバッファ１
～１２の１２バイトの領域で構成される。そして、受信したコマンドをどの領域に格納す
るのかを示すコマンド受信個数カウンタが用いられる。コマンド受信個数カウンタは、０
～１１の値をとる。なお、必ずしもリングバッファ形式でなくてもよい。
【０３６４】
　なお、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０から送信された演出制御コマンドは、演
出制御ＩＮＴ信号にもとづく割込処理で受信され、ＲＡＭに形成されているバッファ領域
に保存されている。コマンド解析処理では、バッファ領域に保存されている演出制御コマ
ンドがどのコマンド（図１０、図１１参照）であるのか解析する。
【０３６５】
　図５２～図５５は、メイン処理におけるコマンド解析処理（ステップＳ７０４）を示す
フローチャートである。主基板３１から受信された演出制御コマンドは受信コマンドバッ
ファに格納されるが、コマンド解析処理では、演出制御用マイクロコンピュータ１００は
、コマンド受信バッファに格納されているコマンドの内容を確認する。
【０３６６】
　コマンド解析処理において、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、まず、コマン
ド受信バッファに受信コマンドが格納されているか否か確認する（ステップＳ６１１）。
コマンド受信バッファに受信コマンドが格納されている場合には、演出制御用マイクロコ
ンピュータ１００は、コマンド受信バッファから受信コマンドを読み出す（ステップＳ６
１２）。
【０３６７】
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　受信した演出制御コマンドが、可変表示装置９における背景を指定する演出制御コマン
ド（背景指定コマンド：９５００（Ｈ）～９５０３（Ｈ））であれば（ステップＳ６１３
のＹ）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、背景指定コマンドの内容にもとづい
て遊技状態を確認し、確認した遊技状態をＲＡＭの所定領域に設定する（ステップＳ６１
４）。そして、遊技状態に応じた背景画像を可変表示装置９に表示する制御を実行する（
ステップＳ６１５）。
【０３６８】
　受信した演出制御コマンドが、変動パターンを指定する演出制御コマンド（変動パター
ンコマンド：８０００（Ｈ）～８００Ｆ（Ｈ））であれば（ステップＳ６１６）、演出制
御用マイクロコンピュータ１００は、そのコマンドのＥＸＴデータをＲＡＭにおける変動
パターンデータ格納領域に格納し（ステップＳ６１７）、変動パターン受信フラグをセッ
トする（ステップＳ６１８）。そして、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、変動
パターンコマンドが通常大当り／確変大当り兼用の変動パターンを指定する変動パターン
コマンドであるかどうかを確認し（ステップＳ６１９）、通常大当り／確変大当り兼用の
変動パターンを指定する変動パターンコマンドでなければ（ステップＳ６１９のＮ）、第
１の飾り図柄決定処理を実行する（ステップＳ６２０）。第１の飾り図柄決定処理は、通
常大当り／確変大当り兼用の変動パターン以外の変動パターン（はずれを指定する変動パ
ターン等の専用の変動パターン）を指定する変動パターンコマンドにもとづいて、飾り図
柄の停止図柄を決定する処理である。なお、第１の飾り図柄決定処理の詳しい内容につい
ては後述する（図５６、図５７参照）。通常大当り／確変大当り兼用の変動パターンを指
定する変動パターンコマンドであれば（ステップＳ６１９のＹ）、通常大当り／確変大当
り兼用の変動パターンであることを示す兼用フラグをセットする（ステップＳ６２１）。
【０３６９】
　受信した演出制御コマンドが、図柄情報を指定する演出制御コマンド（図柄情報指定コ
マンド：８Ｃ００（Ｈ）～８Ｃ０６（Ｈ））であれば（ステップＳ６２２のＹ）、演出制
御用マイクロコンピュータ１００は、図柄情報指定コマンドを受信したことを示す図柄情
報コマンド受信フラグをセットする（ステップＳ６２３）。なお、図柄情報コマンド受信
フラグは、図柄の変動終了時、大当りの終了時または小当りの終了時にリセットされる（
ステップＳ８６６，Ｓ９７４，Ｓ９８７参照）。そして、演出制御用マイクロコンピュー
タ１００は、飾り図柄の停止図柄が既に決定されているかどうかを確認する（ステップＳ
６２４）。ここで、変動パターンコマンドが通常大当り／確変大当り兼用の変動パターン
を指定するコマンドでなければ、第１の飾り図柄決定処理において既に飾り図柄の停止図
柄が決定されている。従って、兼用フラグがセットされているかどうかによって、飾り図
柄の停止図柄が既に決定されているかどうかを確認することができる。
【０３７０】
　飾り図柄の停止図柄が未だ決定されていないときは（ステップＳ６２４のＮ）、演出制
御用マイクロコンピュータ１００は、第２の飾り図柄決定処理を実行する（ステップＳ６
２５）。第２の飾り図柄決定処理は、通常大当り／確変大当り兼用の変動パターンを指定
する変動パターンコマンドを受信した場合に、図柄情報指定コマンドにもとづいて、飾り
図柄の停止図柄として確変図柄または非確変図柄を決定する処理である。なお、第２の飾
り図柄決定処理の詳しい内容については後述する（図５８参照）。飾り図柄の停止図柄が
既に決定されているときは（ステップＳ６２４のＹ）、再抽選演出を実行する必要がある
かどうかを確認する（ステップＳ６２６）。ここで、図柄情報指定コマンドは、大当り種
別として大当り遊技開始後の再抽選演出の実行の有無も特定しているので、図柄情報指定
コマンドの内容によって再抽選演出の実行の必要性を確認することができる。再抽選演出
を実行する必要があるときは（ステップＳ６２６のＹ）、演出制御用マイクロコンピュー
タ１００は、再抽選後停止図柄決定処理を実行する（ステップＳ６２７）。再抽選後停止
図柄とは、再抽選演出が実行された後に停止表示（導出表示）される停止図柄（この実施
の形態では確変図柄）のことをいう。なお、再抽選演出が実行される前に停止表示される
停止図柄（この実施の形態では非確変図柄）のことを仮停止図柄ということがある。なお
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、再抽選後図柄決定処理の詳しい内容については後述する（図５９参照）。
【０３７１】
　受信した演出制御コマンドが、始動入賞記憶数を指定する演出制御コマンド（始動入賞
記憶指定コマンド：Ｃ０ＸＸ（Ｈ））であれば（ステップＳ６２８）、始動入賞記憶表示
制御処理を実行する（ステップＳ６２９）。始動入賞記憶表示制御処理は、始動入賞記憶
数を特定可能な表示（始動入賞記憶表示）を可変表示装置９の所定領域に表示する制御を
行う処理である。当該処理において、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、始動入
賞記憶指定コマンドにもとづいて、始動入賞記憶数を確認し、確認した数の始動入賞記憶
表示を可変表示装置９に表示する。
【０３７２】
　そして、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、始動入賞記憶指定コマンドが変動
開始時に送信される始動入賞記憶数－１を指定する始動入賞記憶指定コマンドであるかど
うか、つまり、飾り図柄コマンド制御処理において、図柄情報指定コマンドの次に送信さ
れる始動入賞記憶指定コマンドであるかどうかを判定する（ステップＳ６３０）。ここで
、始動入賞記憶数－１を指定する始動入賞記憶指定コマンドであるかどうかは、例えば、
始動入賞記憶表示制御処理において、始動入賞記憶指定コマンドで指定された始動入賞記
憶数を記憶しておき、次に受信した始動入賞記憶指定コマンドで指定された始動入賞記憶
数が－１となっているかどうかを確認することにより判定可能である。始動入賞記憶数－
１を指定する始動入賞記憶指定コマンドでなければ（ステップＳ６３０のＮ）、ステップ
Ｓ６１１の処理に戻る。始動入賞記憶数－１を指定する始動入賞記憶指定コマンドであれ
ば（ステップＳ６３０のＹ）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、図柄情報コマ
ンド受信フラグがセットされているかどうかを確認し（ステップＳ６３１）、そのフラグ
がセットされていれば（ステップＳ６３１のＹ）、図柄情報指定コマンドが始動入賞記憶
指定コマンドの前に正常に受信されたことを示しているので、ステップＳ６１１の処理に
戻る。
【０３７３】
　図柄情報コマンド受信フラグがセットされていなければ（ステップＳ６３１のＮ）、図
柄情報指定コマンドが始動入賞記憶指定コマンドの前に正常に受信されていないことを示
している。すなわち、演出制御用マイクロコンピュータ１００において、図柄情報指定コ
マンドを取りこぼしたことを意味する。この場合、演出制御用マイクロコンピュータ１０
０は、ステップＳ６２０で既に飾り図柄の停止図柄が決定されているかどうかを確認する
（ステップＳ６３２）。このとき、既に飾り図柄の停止図柄が決定されているということ
は、変動パターンコマンドが、はずれ専用の変動パターン、確変大当り専用の変動パター
ン、通常大当り専用の変動パターン、突然確変大当り専用の変動パターン、または小当り
専用の変動パターンを指定するコマンドであって、第１の飾り図柄決定処理（ステップＳ
６２０）が実行されていることを示している。一方、未だ飾り図柄の停止図柄が決定され
ていないということは、変動パターンコマンドが、通常大当り／確変大当り兼用の変動パ
ターンを指定するコマンドであって、第１の飾り図柄決定処理（ステップＳ６２０）が実
行されていないことを示している。
【０３７４】
　既に飾り図柄の停止図柄が決定されていれば（ステップＳ６３２のＹ）、ステップＳ６
１１の処理に戻る。未だ飾り図柄の停止図柄が決定されていなければ（ステップＳ６３２
のＮ）、仮決定図柄決定処理を実行する（ステップＳ６３３）。仮決定図柄決定処理は、
通常大当り／確変大当り兼用の変動パターンコマンドを受信したが図柄情報指定コマンド
を取りこぼした場合には非確変図柄を仮決定する処理である。仮決定図柄決定処理の詳し
い内容については後述する（図６０参照）。
【０３７５】
　なお、図柄情報指定コマンドを取りこぼした場合として、図柄情報指定コマンドを完全
に受信し損なった場合、つまり、図柄情報指定コマンドのＭＯＤＥデータおよびＥＸＴデ
ータを双方または一方を受信できなかった場合のほかに、データ化けしたコマンド等であ
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って図柄情報指定コマンドでないコマンドを受信した場合も含まれる。例えば、図柄情報
指定コマンドのＭＯＤＥデータがデータ化けしたことによって、図柄情報指定コマンドで
ないコマンド（演出制御用マイクロコンピュータ１００において認識不可能なコマンドも
含む）を受信した場合や、図柄情報指定コマンドのＥＸＴデータがデータ化けしたことに
よって、図柄情報指定コマンドとして定義されていないＥＸＴデータのコマンド（図１０
参照）を受信した場合などである。
【０３７６】
　なお、図柄情報指定コマンドのＥＸＴデータがデータ化けしたが、図柄情報指定コマン
ドとして定義されているコマンドを受信したときは、図柄情報指定コマンドであるが制御
処理上、不整合な図柄情報指定コマンドを受信したことになる。この場合は、演出制御用
マイクロコンピュータ１００が図柄情報指定コマンドを受信したと認識することにより図
柄情報コマンド受信フラグがセットされ（ステップＳ６２２）、ステップＳ６３１でフラ
グのセットが確認されることにより（ステップＳ６３１のＹ）、仮決定図柄決定処理が実
行されないおそれもある（ステップＳ６３３）。しかし、データ化けした図柄情報指定コ
マンドが、通常大当り指定コマンド（８Ｃ０１（Ｈ））や確変大当り指定コマンド（８Ｃ
０２（Ｈ）～８Ｃ０４（Ｈ）以外のコマンドであれば、飾り図柄がまだ決定されていない
にもかかわらず（ステップＳ６３２のＮ）、そのような図柄情報指定コマンドを受信した
ことによって、変動パターンコマンドと図柄情報指定コマンドが整合していないと判断す
ることができる。よって、このような場合は、仮決定図柄決定処理（ステップＳ６３３）
を実行するようにするのが好ましい。
【０３７７】
　受信した演出制御コマンドが、大当りまたは小当りの開始（ファンファーレ）を指定す
る演出制御コマンド（ファンファーレコマンド：Ａ０００（Ｈ）～Ａ００４（Ｈ），Ａ６
００（Ｈ））であれば（図５４のステップＳ６３４のＹ）、演出制御用マイクロコンピュ
ータ１００は、ファンファーレコマンドの内容に応じたファンファーレ受信フラグをセッ
トする（ステップＳ６３５）。例えば、ファンファーレコマンドの内容（大当り種別等）
に応じて、通常大当りの開始を示すファンファーレ受信フラグ、確変大当り（再抽選演出
なし）の開始を示すファンファーレ受信フラグ、確変大当り（大当り中に再抽選演出実行
）の開始を示すファンファーレ受信フラグ、確変大当り（エンディングで再抽選演出実行
）の開始を示すファンファーレ受信フラグ、突然確変大当りの開始を示すファンファーレ
受信フラグ、小当りの開始を示すファンファーレ受信フラグをセットする。
【０３７８】
　そして、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、図柄情報指定コマンドを受信して
いないことを示すコマンド未受信フラグがセットされているかどうかを確認する（ステッ
プＳ６３６）。コマンド未受信フラグは、仮決定図柄決定処理においてセットされる（図
６０のステップＳ６３３Ａ参照）。このとき、コマンド未受信フラグがセットされている
ということは、通常大当り／確変大当り兼用の変動パターンコマンドを受信したが、図柄
情報指定コマンドを正常に受信しておらず、確変大当りか通常大当りかを判断できないた
め、飾り図柄の停止図柄（大当り図柄）を決定していない状態であることを意味する。
【０３７９】
　コマンド未受信フラグがセットされていないときは（ステップＳ６２６のＮ）、ステッ
プＳ６１１の処理に戻る。コマンド未受信フラグがセットされているときは（ステップＳ
６３６のＹ）、ファンファーレ受信フラグなどにもとづいて大当りが確変大当りであるか
どうかを確認する（ステップＳ６３７）。確変大当りでない場合は（ステップＳ６３７の
Ｎ）、ステップＳ６１１の処理に戻る。確変大当りである場合は（ステップＳ６３７のＹ
）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、確変図柄決定用乱数を抽出し（ステップ
Ｓ６３８）、抽出した乱数値に従って飾り図柄の確変図柄を決定し格納する（ステップＳ
６３９）。このように決定し格納した確変図柄が再抽選演出にて導出表示される再抽選後
停止図柄である。飾り図柄の確変図柄は、左中右の飾り図柄が同一図柄（「１」「３」「
５」「７」「９」）であるので、確変図柄決定用テーブルにおいて、それらの図柄に対し
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判定値を割り当てておき、確変図柄決定用乱数値と一致する判定値の図柄を再抽選後停止
図柄である確変図柄と決定する。
【０３８０】
　次に、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、ファンファーレ受信フラグにもとづ
いて大当り遊技の開始後に再抽選演出を実行する必要があるかどうかを確認する（ステッ
プＳ６４０）。再抽選演出を実行する必要がない場合、すなわち、大当り中あるいはエン
ディングにおいて再抽選演出の実行を指定するファンファーレコマンドを受信していなか
った場合であっても（ステップＳ６４０のＮ）、再抽選演出を実行しなければならない。
なぜなら、通常大当り／確変大当り兼用の変動パターンコマンドを受信したが、図柄情報
指定コマンドを受信していない場合は、仮決定図柄決定処理において仮の大当り図柄とし
て非確変図柄が決定され（図６０参照）、その非確変図柄が既に導出表示されているから
、本当の大当りの種別が確変大当りであったときは、遊技者に不利益を与えないように確
変図柄を再抽選演出で導出表示する必要があるからである。そこで、演出制御用マイクロ
コンピュータ１００は、実行タイミング決定用乱数を抽出し（ステップＳ６４１）、抽出
した実行タイミング決定用乱数の値に従って、再抽選演出の実行タイミングを決定する（
ステップＳ６４２）。そして、決定した実行タイミングに応じた再抽選実行フラグをセッ
トする（ステップＳ６４４）。具体的には、再抽選演出が大当り中に実行すると決定され
たときは、大当り中再抽選実行フラグがセットされ、再抽選演出がエンディングにおいて
実行されると決定されたときは、エンディング再抽選実行フラグがセットされる。
【０３８１】
　一方、再抽選演出を実行する必要がある場合、すなわち、大当り中あるいはエンディン
グにおいて再抽選演出の実行を指定するファンファーレコマンドを受信していた場合は（
ステップＳ６４０のＹ）、ファンファーレコマンドで指定されたタイミングを再抽選演出
の実行タイミングに決定する（ステップＳ６４３）。そして、決定した実行タイミングに
応じた再抽選実行フラグをセットする（ステップＳ６４４）。
【０３８２】
　受信した演出制御コマンドが、大当りまたは小当りの終了（エンディング）を指定する
演出制御コマンド（エンディングコマンド：Ａ３０１（Ｈ）～Ａ３０５（Ｈ），Ａ７００
（Ｈ））であれば（ステップＳ６４５のＹ）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は
、エンディングコマンドの内容に応じたエンディング受信フラグをセットする（ステップ
Ｓ６４６）。例えば、エンディングコマンドの内容（大当り種別等）に応じて、通常大当
りの終了を示すエンディング受信フラグ、確変大当り（再抽選演出なし）の終了を示すエ
ンディング受信フラグ、確変大当り（大当り中に再抽選演出実行）の終了を示すエンディ
ング受信フラグ、確変大当り（エンディングで再抽選演出実行）の終了を示すエンディン
グ受信フラグ、突然確変大当りの終了を示すエンディング受信フラグをセットする。
【０３８３】
　受信した演出制御コマンドが電源投入指定コマンド（初期化指定コマンド：９０００（
Ｈ））であれば（ステップＳ６４５のＹ）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、
初期化処理が実行されたことを示す初期画面を可変表示装置９に表示する制御を行う（ス
テップＳ６４６Ａ）。初期画面には、あらかじめ決められている演出図柄の初期表示が含
まれる。また、初期報知フラグをセットし（ステップＳ６４６Ｂ）、期間タイマに、初期
報知期間値に相当する値を設定する（ステップＳ６４６Ｃ）。初期報知期間は、初期化指
定コマンドの受信に応じて初期化報知を行っている期間である。演出制御用マイクロコン
ピュータ１００は、初期報知期間が経過すると、初期化報知を終了させる。なお、初期報
知期間は、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０がステップＳ４５の処理で設定する禁
止期間と同じである。よって、初期化報知が行われているときに、異常報知指定コマンド
を受信することはない。
【０３８４】
　また、受信した演出制御コマンドが停電復旧指定コマンド（９２００（Ｈ））であれば
（ステップＳ６４７ＡのＹ）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、あらかじめ決
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められている停電復旧画面（遊技状態が継続していることを遊技者に報知する情報を表示
する画面）を表示する制御を行う（ステップＳ６４７Ｂ）。
【０３８５】
　受信した演出制御コマンドが異常入賞報知指定コマンド（Ｄ０００（Ｈ））であれば（
ステップＳ６４８）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、異常入賞報知指定コマ
ンド受信フラグをセットする（ステップＳ６４９）。
【０３８６】
　受信した演出制御コマンドがその他のコマンドであれば（ステップＳ６４８のＮ）、演
出制御用マイクロコンピュータ１００は、受信した演出制御コマンドに応じたフラグをセ
ットする（ステップＳ６５０）。そして、ステップＳ６１１に移行する。
【０３８７】
　図５６および図５７は、第１の飾り図柄決定処理（ステップＳ６２０）を示すフローチ
ャートである。第１の飾り図柄決定処理において、遊技制御用マイクロコンピュータ５６
０は、受信した変動パターンコマンドがはずれ専用の変動パターンコマンドであるときは
（ステップＳ６５１のＹ）、はずれが決定されたことを示すはずれ決定フラグをセットす
るとともに（ステップＳ６５２）、変動パターンがリーチを伴う変動パターンであるか否
かを確認する（ステップＳ６５３）。リーチを伴う変動パターンでなければ（ステップＳ
６５３のＮ）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、左中右の飾り図柄決定用乱数
を抽出し（ステップＳ６５４）、抽出した乱数値に従って左中右の飾り図柄を決定し格納
する（ステップＳ６５５）。なお、左右の飾り図柄が同一図柄になったときは、リーチが
発生しないように、左右いずれかの図柄を１コずれの図柄に変更する。
【０３８８】
　リーチを伴う変動パターンであれば（ステップＳ６５３のＹ）、左の飾り図柄決定用乱
数を抽出し（ステップＳ６５６）、抽出した乱数値に従って左右の同一飾り図柄を決定し
格納する（ステップＳ６５７）。そして、中の飾り図柄決定用乱数を抽出し（ステップＳ
６５８）、抽出した乱数値に従って中の飾り図柄を決定し格納する（ステップＳ６５９）
。なお、左中右の飾り図柄が同一図柄になったときは、大当りが発生しないように、左右
の図柄か中の図柄のいずれかを１コずれの図柄に変更する。
【０３８９】
　はずれ専用の変動パターンコマンドでなく（ステップＳ６５１のＮ）、確変大当り専用
の変動パターンコマンドであるときは（ステップＳ６６０のＹ）、演出制御用マイクロコ
ンピュータ１００は、確変大当りが決定されたことを示す確変大当り決定フラグをセット
する（ステップＳ６６１）。そして、確変図柄決定用乱数を抽出し（ステップＳ６６２）
、抽出した乱数値に従って、飾り図柄の確変図柄を決定し格納する（ステップＳ６６３）
。
【０３９０】
　確変大当り専用の変動パターンコマンドでなく（ステップＳ６６０のＮ）、通常大当り
専用の変動パターンコマンドであるときは（ステップＳ６６４のＹ）、演出制御用マイク
ロコンピュータ１００は、通常大当りが決定されたことを示す通常大当り決定フラグをセ
ットする（ステップＳ６６５）。そして、非確変図柄決定用乱数を抽出し（ステップＳ６
６６）、抽出した乱数値に従って、飾り図柄の非確変図柄を決定し格納する（ステップＳ
６６７）。
【０３９１】
　通常大当り専用の変動パターンコマンドでなく（ステップＳ６６４のＮ）、突然確変大
当り専用の変動パターンコマンドであるときは（ステップＳ６６８のＹ）、演出制御用マ
イクロコンピュータ１００は、突然確変大当りが決定されたことを示す突然確変大当り決
定フラグをセットする（ステップＳ６６９）。そして、突然確変図柄決定用乱数を抽出し
（ステップＳ６７０）、抽出した乱数値に従って、飾り図柄の突然確変図柄を決定し格納
する（ステップＳ６７１）。
【０３９２】
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　突然確変大当り専用の変動パターンコマンドでなく（ステップＳ６６８のＮ）、小当り
専用の変動パターンコマンドであるときは、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、
小当りが決定されたことを示す小当り決定フラグをセットする（ステップＳ６７２）。そ
して、小当り図柄決定用乱数を抽出し（ステップＳ６７３）、抽出した乱数値に従って、
飾り図柄の小当り図柄を決定し格納する（ステップＳ６７４）。
【０３９３】
　なお、この実施の形態では、飾り図柄の突然確変図柄と小当り図柄は同じ図柄であるの
で、同じ乱数値を用いて飾り図柄の停止図柄を決定するようにしてもよい。
【０３９４】
　図５８は、第２の飾り図柄決定処理（ステップＳ６２５）を示すフローチャートである
。第２の飾り図柄決定処理において、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、まず、
図柄情報指定コマンドの内容にもとづいて、大当りが確変大当りであるかどうか（変動停
止時の停止図柄が確変図柄であることを指定する確変大当り１指定コマンドであるかどう
か）を確認し（ステップＳ６８１）、確変大当りであるときは（ステップＳ６８１のＹ）
、確変大当りが決定されたこと（変動停止時の大当り図柄が確変図柄であること）を示す
確変大当り決定フラグをセットする（ステップＳ６８２）。そして、確変図柄決定用乱数
を抽出し（ステップＳ６８３）、抽出した乱数値に従って、飾り図柄の確変図柄を決定し
格納する（ステップＳ６８４）。このように決定した飾り図柄の確変図柄が図柄の変動終
了時に導出表示される停止図柄となる。
【０３９５】
　確変大当りでないとき（ステップＳ６８１のＮ）、すなわち、変動停止時の停止図柄が
非確変図柄であることを指定する通常大当り指定コマンド、変動停止時の停止図柄が非確
変図柄であって大当り遊技中の再抽選演出で確変図柄に昇格することを指定する確変大当
り２指定コマンド、または変動停止時の停止図柄が非確変図柄であってエンディング中の
再抽選演出で確変図柄に昇格することを指定する確変大当り３指定コマンドであるときは
、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、通常大当りが決定されたこと（変動停止時
の大当り図柄が非確変図柄であること）を示す通常大当り決定フラグをセットする（ステ
ップＳ６８５）。そして、非確変図柄決定用乱数を抽出し（ステップＳ６８６）、抽出し
た乱数値に従って、飾り図柄の非確変図柄を決定し格納する（ステップＳ６８７）。この
ように決定した飾り図柄の非確変図柄が図柄の変動終了時に導出表示される停止図柄とな
る。
【０３９６】
　図５９は、再抽選後停止図柄決定処理（ステップＳ６２７）を示すフローチャートであ
る。再抽選後停止図柄決定処理において、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、ま
ず、図柄情報指定コマンドの内容にもとづいて、大当り中に再抽選演出を実行することが
指定されているかどうかを確認し（ステップＳ６２７Ａ）、大当り中に再抽選演出を実行
することが指定されているときは（ステップＳ６２７ＡのＹ）、大当り中再抽選実行フラ
グをセットし（ステップＳ６２７Ｂ）、大当り中に再抽選演出を実行することが指定され
ていないときは（ステップＳ６２７ＡのＮ）、エンディング再抽選実行フラグをセットす
る（ステップＳ６２７Ｃ）。そして、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、確変図
柄決定用乱数を抽出し（ステップＳ６２７Ｄ）、抽出した乱数値に従って、飾り図柄の確
変図柄を決定し格納する（ステップＳ６２８Ｅ）。このように決定した飾り図柄の確変図
柄が再抽選演出の実行後に導出表示される再抽選後停止図柄となる。
【０３９７】
　図６０は、仮決定図柄決定処理（ステップＳ６３３）を示すフローチャートである。仮
決定図柄決定処理において、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、図柄情報指定コ
マンドが未受信であることを示すコマンド未受信フラグをセットする（ステップＳ６３３
Ａ）。そして、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、非確変図柄決定用乱数を抽出
し（ステップＳ６３３Ｂ）、抽出した乱数値に従って、飾り図柄の非確変図柄を決定し格
納する（ステップＳ６３３Ｃ）。このように決定した飾り図柄の非確変図柄が再抽選演出
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の実行前（大当り遊技の開始前）における図柄の変動終了時に導出表示される仮決定図柄
となる。
【０３９８】
　図６１は、メイン処理における演出制御プロセス処理（ステップＳ７０５）を示すフロ
ーチャートである。演出制御プロセス処理では、演出制御用マイクロコンピュータ１００
は、演出制御プロセスフラグの値に応じてステップＳ８００～Ｓ８０８のうちのいずれか
の処理を行う。各処理において、以下のような処理を実行する。
【０３９９】
　変動パターンコマンド受信待ち処理（ステップＳ８００）：コマンド受信割込処理によ
って、変動パターン指定の演出制御コマンド（変動パターンコマンド）を受信したか否か
確認する。具体的には、変動パターンコマンドが受信されたことを示す変動パターン受信
フラグがセットされたか否か確認する。変動パターン受信フラグは、演出制御用マイクロ
コンピュータ１００が実行するコマンド解析処理におけるステップＳ６１８で設定される
。
【０４００】
　飾り図柄変動開始処理（ステップＳ８０１）：飾り図柄の変動が開始されるように制御
する。また、変動時間タイマに変動時間に相当する値を設定し、使用するプロセステーブ
ルを選択するとともに、プロセステーブルの最初に設定されているプロセスタイマ設定値
をプロセスタイマに設定する。
【０４０１】
　飾り図柄変動中処理（ステップＳ８０２）：変動パターンを構成する各変動状態（変動
速度）の切替タイミングを制御するとともに、変動時間の終了を監視する。
【０４０２】
　飾り図柄変動停止処理（ステップＳ８０３）：変動時間タイマがタイムアウトしたこと
に応じて、飾り図柄の変動を停止し停止図柄（確定図柄）を導出表示する制御を行う。
【０４０３】
　大当り表示処理（ステップＳ８０４）：変動時間の終了後、大当り表示の制御を行う。
例えば、大当りの開始を指定するファンファーレコマンドを受信したら、ファンファーレ
演出を実行する。また、突然確変大当りの開始を指定するファンファーレコマンドを受信
したら、２ラウンド用演出を実行する。
【０４０４】
　ラウンド中処理（ステップＳ８０５）：ラウンド中の表示制御を行う。例えば、大入賞
口が開放中であることを示す大入賞口開放中コマンドを受信したら、ラウンド数の表示制
御等を行う。なお、所定のラウンド中に再抽選演出を実行することもある。この実施の形
態では、再抽選演出を実行するラウンドは予め決められているものとする（例えば第７ラ
ウンドあるいは第１５ラウンド）。
【０４０５】
　ラウンド後処理（ステップＳ８０６）：ラウンド間の表示制御を行う。例えば、大入賞
口が開放後（閉鎖中）であることを示す大入賞口開放後コマンドを受信したら、インター
バル表示等を行う。
【０４０６】
　大当り終了演出処理（ステップＳ８０７）：大当り遊技の終了後の大当り終了表示の制
御を行う。例えば、大当りの終了を指定するエンディングコマンドを受信したら、エンデ
ィング演出を実行する。なお、エンディング演出中に再抽選演出を実行することもある。
【０４０７】
　小当り演出処理（ステップＳ８０８）：変動時間の終了後、小当りの開始を指定するフ
ァンファーレコマンドを受信したら、小当り中の演出である２ラウンド用演出を実行する
。
【０４０８】
　図６２は、プロセステーブルの一構成例を示す説明図である。プロセステーブルは、プ
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ロセスタイマ設定値と表示制御実行データ、ランプ制御実行データおよび音番号データの
組み合わせが複数集まったデータで構成されている。表示制御実行データには、変動パタ
ーンを構成する各変動態様が記載されている。また、プロセスタイマ設定値には、その変
動態様での変動時間が設定されている。演出制御用マイクロコンピュータ１００は、プロ
セステーブルを参照し、プロセスタイマ設定値に設定されている時間だけ表示制御実行デ
ータに設定されている変動態様で飾り図柄を変動表示させる制御を行う。
【０４０９】
　また、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、表示制御実行データにもとづく制御
と同様に、プロセスタイマ設定値に設定されている時間だけランプ制御実行データにもと
づいて各種ランプの点灯状態を制御し、音番号データを音声出力基板７０に出力する。
【０４１０】
　図６２に示すプロセスデータは、演出制御基板８０におけるＲＯＭに格納されている。
また、プロセステーブルは、各変動パターンのそれぞれに応じて用意されている。
【０４１１】
　図６３は、演出制御プロセス処理における変動パターンコマンド受信待ち処理（ステッ
プＳ８００）を示すフローチャートである。変動パターンコマンド受信待ち処理において
、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、変動パターン受信フラグがセットされたか
否か確認する（ステップＳ８１１）。セットされていたら、そのフラグをリセットする（
ステップＳ８１２）。そして、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、変動パターン
コマンドで指定された内容（変動パターン、変動時間）にもとづいて、飾り図柄の変動パ
ターンを決定する（ステップＳ８１３）。その後、演出制御用マイクロコンピュータ１０
０は、演出制御プロセスフラグの値を飾り図柄変動開始処理（ステップＳ８０１）に対応
した値に変更する（ステップＳ８１４）。
【０４１２】
　図６４は、演出制御プロセス処理における飾り図柄変動開始処理（ステップＳ８０１）
を示すフローチャートである。飾り図柄変動開始処理において、演出制御用マイクロコン
ピュータ１００は、まず、変動パターンに応じたプロセステーブルを選択する（ステップ
Ｓ８２１）。そして、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、選択したプロセステー
ブルのプロセスデータ１におけるプロセスタイマをスタートさせる（ステップＳ８２２）
。
【０４１３】
　そして、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、異常入賞の報知を行っていること
を示す異常報知中フラグがセットされていないことを条件に（ステップＳ８２３のＮ）、
プロセスデータ１の内容（表示制御実行データ１、ランプ制御実行データ１、音番号デー
タ１）に従って演出装置（演出用部品としての可変表示装置９、演出用部品としての各種
ランプおよび演出用部品としてのスピーカ２７）の制御を実行する（ステップＳ８２４）
。例えば、可変表示装置９において変動パターンに応じた画像を表示させるために、ＶＤ
Ｐ１０９に指令を出力する。また、各種ランプを点灯／消灯制御を行わせるために、ラン
プドライバ基板３５に対して制御信号（ランプ制御実行データ）を出力する。また、スピ
ーカ２７からの音声出力を行わせるために、音声出力基板７０に対して制御信号（音番号
データ）を出力する。
【０４１４】
　異常報知中フラグがセットされている場合には（ステップＳ８２３のＹ）、演出制御用
マイクロコンピュータ１００は、音番号データ１を除くプロセスデータ１の内容に従って
演出装置の制御を実行する（ステップＳ８２５）。つまり、異常報知中フラグがセットさ
れている場合には、飾り図柄の新たな可変表示が開始される場合に、その可変表示に応じ
た音演出が実行されるのではなく、異常入賞の報知に応じた音出力が継続される。なお、
可変表示に応じた音演出の効果音と異常入賞の報知に応じた警報音（報知音）とが別チャ
ンネルに設定され、それらの音を同時に音出力することが可能であれば、ステップＳ８２
４とステップＳ８２５の処理を分ける必要はない。
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【０４１５】
　また、ステップＳ８２５の処理を行うときに、演出制御用マイクロコンピュータ１００
は、単に表示制御実行データ１にもとづく指令をＶＤＰ１０９に出力するのではなく、「
重畳表示」を行うための指令もＶＤＰ１０９に出力する。つまり、可変表示装置９におけ
るそのときの表示（異常入賞の報知がなされている。）と、飾り図柄の可変表示の表示演
出の画像とが、同時に可変表示装置９において表示されるように制御する。すなわち、異
常報知中フラグがセットされている場合には、飾り図柄の新たな可変表示が開始される場
合に、その可変表示に応じた表示演出演出のみが実行されるのではなく、異常入賞の報知
に応じた報知も継続される。
【０４１６】
　そして、変動時間タイマに、変動パターンコマンドで特定される変動時間に相当する値
を設定し（ステップＳ８２６）、演出制御プロセスフラグの値を飾り図柄変動中処理（ス
テップＳ８０２）に対応した値に更新する（ステップＳ８２７）。
【０４１７】
　図６５は、演出制御プロセス処理における飾り図柄変動中処理（ステップＳ８０２）を
示すフローチャートである。飾り図柄変動中処理において、演出制御用マイクロコンピュ
ータ１００は、プロセスタイマの値を１減算するとともに（ステップＳ８４１）、変動時
間タイマの値を－１（１減算）する（ステップＳ８４２）。プロセスタイマがタイムアウ
トしたら（ステップＳ８４３）、プロセスデータの切替を行う。すなわち、プロセステー
ブルにおける次に設定されているプロセスタイマ設定値をプロセスタイマに設定する（ス
テップＳ８４４）。また、異常報知中フラグがセットされていないことを条件に、その次
に設定されている表示制御実行データ、ランプ制御実行データおよび音番号データにもと
づいて演出装置に対する制御状態を変更する（ステップＳ８４５Ａ，Ｓ８４５Ｂ）。
【０４１８】
　異常報知中フラグがセットされている場合には、プロセスデータｉ（ｉは２～ｎのいず
れか）の内容（ただし、音番号データｉを除く。）に従って演出装置の制御を実行する（
ステップＳ８４５Ａ，Ｓ８４５Ｃ）。よって、異常報知中フラグがセットされている場合
には、飾り図柄の可変表示に応じた音演出が実行されるのではなく、異常入賞の報知に応
じた音出力が継続される。
【０４１９】
　また、ステップＳ８４５Ｃの処理が行われるときに、演出制御用ＣＰＵ１０１は、単に
表示制御実行データｉにもとづく指令をＶＤＰ１０９に出力するのではなく、「重畳表示
」を行うための指令もＶＤＰ１０９に出力する。よって、異常報知中フラグがセットされ
ている場合には、飾り図柄の可変表示に応じた表示演出演出のみが実行されるのではなく
、異常入賞の報知に応じた報知も継続される。
【０４２０】
　また、変動時間タイマがタイムアウトしていれば（ステップＳ８４６）、演出制御プロ
セスフラグの値を飾り図柄変動停止処理（ステップＳ８０３）に応じた値に更新する（ス
テップＳ８４８）。変動時間タイマがタイムアウトしていなくても、図柄確定指定コマン
ドを受信したことを示す確定コマンド受信フラグがセットされていたら（ステップＳ８４
７）、ステップＳ８４８に移行する。変動時間タイマがタイムアウトしていなくても図柄
確定指定コマンドを受信したら変動を停止させる制御に移行するので、例えば、基板間で
のノイズ等に起因して長い変動時間を示す変動パターンコマンドを受信したような場合で
も、正規の変動時間経過時（特別図柄の変動終了時）に、飾り図柄の変動を終了させるこ
とができる。
【０４２１】
　図６６は、演出制御プロセス処理における飾り図柄変動停止処理（ステップＳ８０３）
を示すフローチャートである。飾り図柄変動停止処理において、演出制御用マイクロコン
ピュータ１００は、確定コマンド受信フラグがセットされているか否か確認する（ステッ
プＳ８５１）。確定コマンド受信フラグがセットされている場合には（ステップＳ８５１
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のＹ）、確定コマンド受信フラグをリセットし（ステップＳ８５２）、コマンド解析処理
において決定され格納されている飾り図柄の停止図柄を導出表示する制御を行う（ステッ
プＳ８５３）。
【０４２２】
　なお、この実施の形態では、演出制御用マイクロコンピュータ１００が、遊技制御用マ
イクロコンピュータ５６０からの図柄確定指定コマンド（飾り図柄停止指定コマンド）の
受信に応じて飾り図柄を停止表示する制御を行うが、このような構成に限られず、変動時
間タイマがタイムアップしたことにもとづいて飾り図柄を停止表示する制御を行うように
してもよい。
【０４２３】
　ステップＳ８５３で導出表示された飾り図柄の停止図柄が小当り図柄である場合（ステ
ップＳ８５４のＹ）は、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、小当り用のファンフ
ァーレ受信フラグがセットされたか否か確認する（ステップＳ８５５）。小当り用のファ
ンファーレ受信フラグがセットされたときは（ステップＳ８５５のＹ）、演出制御用マイ
クロコンピュータ１００は、格納されたファンファーレコマンドの内容にもとづいて、２
ラウンド用演出を選択する（ステップＳ８５６）。そして、演出制御用マイクロコンピュ
ータ１００は、選択した２ラウンド用演出に応じたプロセスデータを選択する（ステップ
Ｓ８５７）。そして、プロセスタイマをスタートさせるとともに（ステップＳ８５８）、
２ラウンド用演出の実行時間を計測する２Ｒ用演出時間タイマをスタートさせる（ステッ
プＳ８５９）。そして、演出制御プロセスフラグの値を小当り演出処理（ステップＳ８０
８）に対応した値に更新する（ステップＳ８６０）。
【０４２４】
　ステップＳ８５３で導出表示された飾り図柄の停止図柄が小当り図柄でなく大当り図柄
（非確変図柄、確変図柄、突然確変図柄）である場合は（ステップＳ８６１のＹ）、演出
制御用マイクロコンピュータ１００は、ファンファーレ受信フラグがセットされたか否か
確認する（ステップＳ８６２）。ファンファーレ受信フラグがセットされたときは（ステ
ップＳ８６２のＹ）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、格納されたファンファ
ーレコマンドの内容にもとづいて、ファンファーレ演出または２ラウンド用演出のいずれ
かを選択する（ステップＳ８６３）。そして、演出制御用マイクロコンピュータ１００は
、選択したファンファーレ演出または２ラウンド用演出に応じたプロセスデータを選択す
る（ステップＳ８６４）。そして、プロセスタイマをスタートさせ（ステップＳ８６５）
、演出制御プロセスフラグの値を大当り表示処理（ステップＳ８０４）に対応した値に更
新する（ステップＳ８６６）。
【０４２５】
　ステップＳ８６１で導出表示された飾り図柄の停止図柄が大当り図柄（非確変図柄、確
変図柄、突然確変図柄）でない場合、すなわち、はずれ図柄である場合（ステップＳ８６
１のＮ）は、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、所定のフラグをリセットする（
ステップＳ８６７）。例えば、図柄情報コマンド受信フラグなどをリセットする。そして
、演出制御プロセスフラグの値を変動パターンコマンド受信待ち処理（ステップＳ８００
）に対応した値に更新する（ステップＳ８６８）。
【０４２６】
　図６７は、演出制御プロセス処理における大当り表示処理（ステップＳ８０４）を示す
フローチャートである。大当り表示処理において、演出制御用マイクロコンピュータ１０
０は、まず、大入賞口開放中コマンドを受信したことを示す大入賞口開放中フラグがセッ
トされているか否かを確認する（ステップＳ９０１）。なお、大入賞口開放中フラグは、
コマンド解析処理でセットされる（ステップＳ６５０参照）。大入賞口開放中フラグがセ
ットされていないときは（ステップＳ９０１のＮ）、演出制御用マイクロコンピュータ１
００は、プロセスタイマの値を１減算し（ステップＳ９０２）、プロセスデータｎの内容
に従って演出装置（可変表示装置９、スピーカ２７、ランプ２８ａ～２８ｃ等）の制御を
実行する（ステップＳ９０３）。例えば、１５ラウンド大当りの場合は、可変表示装置９
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において大当り表示図柄を表示するとともに、大当りが発生したことを示す文字やキャラ
クタなどを表示する演出が実行される。また、例えば、２ラウンド用演出では、特殊な文
字やキャラクタなどを表示させる演出が実行される。
【０４２７】
　次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、プロセスタイマがタイムアウトし
ていないかどうかを確認し（ステップＳ９０４）、プロセスタイマがタイムアウトしてい
れば、プロセスデータの切替を行う（ステップＳ９０５）。すなわち、プロセステーブル
における次に設定されているプロセスデータ（表示制御実行データ、ランプ制御実行デー
タおよび音番号データ）に切り替える。そして、次のプロセスデータにおけるプロセスタ
イマ設定値をプロセスタイマに設定してプロセスタイマをスタートさせる（ステップＳ９
０６）。
【０４２８】
　大入賞口開放中フラグがセットされているときは（ステップＳ９０１のＹ）、演出制御
用マイクロコンピュータ１００は、１５ラウンド用の大入賞口開放中コマンドの内容にも
とづいてラウンド中演出（ラウンド数に応じたラウンド表示を実行する演出）を選択する
（ステップＳ９０７）。なお、２ラウンド用の大入賞口開放中コマンドを受信したときは
、ラウンド中も継続して２ラウンド用演出が実行されているので、新たに演出を選択する
必要はないが、ラウンド毎に２ラウンド用演に含まれる演出を切り替えたりするとき（例
えば２ラウンド用演出の表示画面を切り替えたりするとき）は、２ラウンド用演出に含ま
れる演出をラウンド毎に新たに選択するようにしてもよい。次いで、大入賞口開放中フラ
グをリセットし（ステップＳ９０８）、ラウンド中演出に応じたプロセスデータを選択す
る（ステップＳ９０９）。そして、プロセスタイマをスタートさせ（ステップＳ９１０）
、演出制御プロセスフラグの値をラウンド中処理（ステップＳ８０５）に対応した値に設
定する（ステップＳ９１１）。
【０４２９】
　図６８は、演出制御プロセス処理におけるラウンド中処理（ステップＳ８０５）を示す
フローチャートである。ラウンド中処理において、演出制御用マイクロコンピュータ１０
０は、まず、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、大入賞口開放後コマンドを受信
したことを示す大入賞口開放後フラグがセットされているか否かを確認する（ステップＳ
９２１）。なお、大入賞口開放後フラグはコマンド解析処理でセットされる（ステップＳ
６５０参照）。大入賞口開放後フラグもセットされていないときは（ステップＳ９２１の
Ｎ）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、プロセスタイマの値を１減算し（ステ
ップＳ９２２）、プロセスデータｎの内容に従って演出装置（可変表示装置９、スピーカ
２７、ランプ２８ａ～２８ｃ等）の制御を実行する（ステップＳ９２３）。例えば、可変
表示装置９において大当り表示図柄を表示するとともに、ラウンド数を示す文字やその他
のキャラクタなどを表示する演出が実行される。また、２ラウンド用演出では、特殊な文
字やキャラクタなどを表示させる演出が実行される。なお、大当り遊技中に再抽選演出を
実行することとされているとき（大当り中再抽選実行フラグがセットされているとき）は
、所定のラウンド（例えば第７ラウンドや第１５ラウンドなど）のラウンド中演出におい
て再抽選演出が実行される。
【０４３０】
　次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、プロセスタイマがタイムアウトし
ていないかどうかを確認し（ステップＳ９２４）、プロセスタイマがタイムアウトしてい
れば、プロセスデータの切替を行う（ステップＳ９２５）。すなわち、プロセステーブル
における次に設定されているプロセスデータ（表示制御実行データ、ランプ制御実行デー
タおよび音番号データ）に切り替える。そして、次のプロセスデータにおけるプロセスタ
イマ設定値をプロセスタイマに設定してプロセスタイマをスタートさせる（ステップＳ９
２６）。
【０４３１】
　ステップＳ９２１において大入賞口開放後フラグがセットされているときは（ステップ
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Ｓ９２１のＹ）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、大入賞口開放後コマンドの
内容にもとづいてインターバル演出（ラウンド数に応じたインターバル表示を行う演出）
を選択する（ステップＳ９２８）。なお、２ラウンド用の大入賞口開放後コマンドを受信
したときは、ラウンド後も継続して２ラウンド用演出が実行されているので、新たに演出
を選択する必要はないが、ラウンド後に２ラウンド用演出に含まれる演出を切り替えたり
するとき（例えば２ラウンド用演出の表示画面を切り替えたりするとき）は、２ラウンド
用演出に含まれる演出をラウンド後に新たに選択するようにしてもよい。そして、演出制
御用マイクロコンピュータ１００は、大入賞口開放後フラグをリセットし（ステップＳ９
２８）、選択したインターバル演出に応じたプロセスデータを選択する（ステップＳ９２
９）。そして、プロセスタイマをスタートさせ（ステップＳ９３０）、演出制御プロセス
フラグの値をラウンド後処理（ステップＳ８０６）に対応した値に設定する（ステップＳ
９３１）。
【０４３２】
　図６９および図７０は、演出制御プロセス処理におけるラウンド後処理（ステップＳ８
０６）を示すフローチャートである。ラウンド後処理において、演出制御用マイクロコン
ピュータ１００は、まず、エンディングフラグがセットされているかどうかを確認する（
ステップＳ９４０）。エンディングフラグがセットされていないときは（ステップＳ９４
０のＮ）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、大入賞口開放中コマンドを受信し
たことを示す大入賞口開放中フラグがセットされているか否かを確認する（ステップＳ９
４１）。大入賞口開放中フラグがセットされていないときは（ステップＳ９４１のＮ）、
演出制御用マイクロコンピュータ１００は、プロセスタイマの値を１減算し（ステップＳ
９４２）、プロセスデータｎの内容に従って演出装置（可変表示装置９、スピーカ２７、
ランプ２８ａ～２８ｃ等）の制御を実行する（ステップＳ９４３）。
【０４３３】
　次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、プロセスタイマがタイムアウトし
ていないかどうかを確認し（ステップＳ９４４）、プロセスタイマがタイムアウトしてい
れば、プロセスデータの切替を行う（ステップＳ９４５）。すなわち、プロセステーブル
における次に設定されているプロセスデータ（表示制御実行データ、ランプ制御実行デー
タおよび音番号データ）に切り替える。そして、次のプロセスデータにおけるプロセスタ
イマ設定値をプロセスタイマに設定してプロセスタイマをスタートさせる（ステップＳ９
４６）。
【０４３４】
　大入賞口開放中フラグがセットされているときは（ステップＳ９４１のＹ）、演出制御
用マイクロコンピュータ１００は、大当り中（ラウンド中）に再抽選演出を実行する必要
があるかどうかを判定する（ステップＳ９４７）。具体的には、大当り中再抽選実行フラ
グがセットされているときは、大当り中に再抽選演出を実行する必要があると判断する。
【０４３５】
　大当り中に再抽選演出を実行する必要があると判断したときは（ステップＳ９４７のＹ
）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、再抽選演出を実行するラウンド中演出を
選択する（ステップＳ９４８）。そして、再抽選実行済フラグをセットする（ステップＳ
９４９）。一方、大当り中に再抽選演出を実行する必要がないと判断したときは（ステッ
プＳ９４７のＮ）、再抽選演出を実行しないラウンド中演出を選択する（ステップＳ９５
０）。
【０４３６】
　次いで、大入賞口開放中フラグをリセットし（ステップＳ９５１）、ラウンド中演出に
応じたプロセスデータを選択する（ステップＳ９５２）。そして、プロセスタイマをスタ
ートさせ（ステップＳ９５３）、演出制御プロセスフラグの値をラウンド中処理（ステッ
プＳ８０５）に対応した値に設定する（ステップＳ９５４）。
【０４３７】
　ステップＳ９４０においてエンディング受信フラグがセットされたときは（ステップＳ
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９４１のＹ）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、エンディング演出中に再抽選
演出を実行する必要があるかどうかを判定する（ステップＳ９５５）。具体的には、エン
ディング再抽選実行フラグがセットされているときや、大当り中再抽選実行フラグがセッ
トされているにもかかわらず、再抽選演出を大当り中（ラウンド中）に実行したことを示
す再抽選実行済フラグがセットされていないときは（ステップＳ９４９参照）、エンディ
ング演出中に再抽選演出を実行する必要があると判断する。
【０４３８】
　エンディング演出中に再抽選演出を実行する必要があると判断したときは（ステップＳ
９５５のＹ）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、再抽選演出を実行するエンデ
ィング演出を選択する（ステップＳ９５６）。一方、エンディング演出中に再抽選演出を
実行する必要がないと判断したときは（ステップＳ９５５のＮ）、再抽選演出を実行しな
いエンディング演出を選択する（ステップＳ９５７）。
【０４３９】
　次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、エンディング受信フラグをリセッ
トし（ステップＳ９５８）、エンディング演出に応じたプロセスデータを選択する（ステ
ップＳ９５９）。そして、プロセスタイマをスタートさせ（ステップＳ９６０）、演出制
御プロセスフラグの値を大当り終了演出処理（ステップＳ８０７）に対応した値に設定す
る（ステップＳ９６１）。
【０４４０】
　図７１は、演出制御プロセス処理における大当り終了演出処理（ステップＳ８０７）を
示すフローチャートである。大当り終了演出処理において、演出制御用マイクロコンピュ
ータ１００は、プロセスタイマの値を１減算し（ステップＳ９７１）、プロセスデータｎ
の内容に従って演出装置（可変表示装置９、スピーカ２７等）を制御する処理を実行する
（ステップＳ９７２）。例えば、大当りが終了することを表示したり、エンディング演出
において再抽選演出が含まれているときは、再抽選演出を実行する。
【０４４１】
　そして、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、プロセスタイマがタイムアウトし
ていないかどうかを確認し（ステップＳ９７３）、プロセスタイマがタイムアウトしてい
れば、所定のフラグ（確変大当り決定フラグ、通常大当り決定フラグ、突然確変大当り決
定フラグ、大当り中再抽選実行フラグ、エンディング再抽選実行フラグ、図柄情報コマン
ド受信フラグなど）をリセットし（ステップＳ９７４）、演出制御プロセスフラグの値を
変動パターンコマンド受信待ち処理（ステップＳ８００）に対応した値に設定する（ステ
ップＳ９７５）。
【０４４２】
　図７２は、演出制御プロセス処理における小当り演出処理（ステップＳ８０８）を示す
フローチャートである。小当り演出処理において、演出制御用マイクロコンピュータ１０
０は、プロセスタイマの値を１減算し（ステップＳ９８１）、プロセスデータｎの内容に
従って演出装置（可変表示装置９、スピーカ２７等）を制御する処理を実行する（ステッ
プＳ９８２）。
【０４４３】
　そして、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、２Ｒ用演出時間タイマがタイムア
ウトしていないかどうかを確認する（ステップＳ９８３）。タイムアウトしていなければ
、そのまま処理を終了する。タイムアウトしていなければ、演出制御用マイクロコンピュ
ータ１００は、プロセスタイマがタイムアウトしていないかどうかを確認し（ステップＳ
９８４）、プロセスタイマがタイムアウトしていれば、プロセスデータの切り替えを行う
（ステップＳ９８５）。そして、プロセスタイマをスタートさせる（ステップＳ９８６）
。
【０４４４】
　２Ｒ用演出時間タイマがタイムアウトしていれば（ステップＳ９８３のＹ）、演出制御
用マイクロコンピュータ１００は、所定のフラグ（小当りフラグ、図柄情報コマンド受信
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フラグなど）をリセットし（ステップＳ９８７）、演出制御プロセスフラグの値を変動パ
ターンコマンド受信待ち処理（ステップＳ８００）に対応した値に設定する（ステップＳ
９８８）。
【０４４５】
　図７３は、可変表示装置９に表示される報知画面の例を示す説明図である。図７３（Ａ
）には、演出制御用マイクロコンピュータ１００が、初期化指定コマンドの受信に応じて
可変表示装置９に表示する初期画面の例が示されている。図７３（Ｂ）には、演出制御用
マイクロコンピュータ１００が、停電復旧指定コマンドの受信に応じて可変表示装置９に
表示する停電復旧画面の例が示されている。図７３（Ｃ）には、演出制御用マイクロコン
ピュータ１００が、異常入賞報知指定コマンドの受信に応じて可変表示装置９に表示する
異常報知画面の例が示され、かつ、飾り図柄の変動が開始されても、異常報知画面の表示
が継続されることが示されている（図７３（Ｃ）の右側参照）。
【０４４６】
　次に、可変表示装置９において実行される大当り図柄の再抽選演出の演出態様について
説明する。図７４は、可変表示装置において実行される大当り図柄の再抽選演出の表示例
を示す説明図である。図７４に例示するような表示演出は、演出制御用マイクロコンピュ
ータ１００によって遊技制御用マイクロコンピュータ５６０から送られる演出制御コマン
ドにもとづいて実行される。なお、図７４における表示例は、エンディング演出中に再抽
選演出が実行される場合を示す。
【０４４７】
　この実施の形態では、演出制御用マイクロコンピュータ１００が、通常大当り／確変大
当り兼用の変動パターンコマンド以外の変動パターンコマンドを受信した場合は（ステッ
プＳ６１９のＮ）、受信した変動パターンコマンドにもとづいて、はずれ、大当り、小当
り、および大当り種別を判定して、それに応じた飾り図柄の停止図柄を決定する（ステッ
プＳ６２０、図５６および図５７）。一方、通常大当り／確変大当り兼用の変動パターン
コマンドを受信した場合は（ステップＳ６１９のＹ）、その後に受信する図柄情報指定コ
マンドにもとづいて、確変大当りか通常大当りかを判定し、それに応じた飾り図柄の停止
図柄を決定する（ステップＳ６２５、図５８）。
【０４４８】
　しかし、演出制御用マイクロコンピュータ１００が、通常大当り／確変大当り兼用の変
動パターンコマンドを受信したにもかかわらず、図柄情報指定コマンドを取りこぼしてし
まうこともある。この場合は、演出制御用マイクロコンピュータ１００が、確変大当りか
通常大当りかを判断することができず、大当り種別に応じた飾り図柄の停止図柄を決定す
ることができないことになってしまう。そこで、通常大当り／確変大当り兼用の変動パタ
ーンコマンドを受信したにもかかわらず、図柄情報指定コマンドを取りこぼしてしまった
場合は（ステップＳ６３０のＹ、Ｓ６３１のＮ、Ｓ６３２のＮ）、仮に停止表示する飾り
図柄の停止図柄として非確変図柄を決定する（ステップＳ６３３、図６０）。このように
非確変図柄を決定するようにしたのは、飾り図柄の変動終了時に非確変図柄を導出表示し
た後に、大当り種別が確変大当りであったと判別したときは、その後の再抽選演出で非確
変図柄を確変図柄に昇格させればよいが、飾り図柄の変動終了時に確変図柄を導出表示し
た後に、大当り種別が通常大当りであったと判別したときは、確変図柄を非確変図柄に降
格させなければならず、このような演出は遊技者を落胆させ、遊技の興趣を低下させてし
まうおそれがあるからである。
【０４４９】
　図７４の例では、通常大当り／確変大当り兼用の変動パターンコマンドを受信したにも
かかわらず、図柄情報指定コマンドを取りこぼしてしまった場合、飾り図柄の停止図柄と
して非確変図柄「４４４」を仮に決定し、飾り図柄の変動終了時に非確変図柄「４４４」
を導出表示（仮停止表示）している。そして、演出制御用マイクロコンピュータ１００は
、ファンファーレコマンドの内容にもとづいて、再抽選演出を実行すべきかどうかを判断
し（ステップＳ６３６，Ｓ６３７）、再抽選演出を実行すべきであると判断したときは、
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飾り図柄の再抽選後停止図柄である確変図柄を決定し（ステップＳ６３８，Ｓ６３９）、
再抽選演出を実行するタイミングを決定する（ステップＳ６４０～Ｓ６４４）。なお、図
７４の例では、エンディング演出中に再抽選演出を実行することに決定されたものとする
。
【０４５０】
　図７４に示すように、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、ファンファーレコマ
ンドの受信にもとづいて大当り遊技を開始し、そして大入賞口開放中コマンドの受信にも
とづいて各ラウンドの演出（ラウンド中演出）を順に実行し、また大入賞口開放後コマン
ドの受信にもとづいてラウンド間の演出（インターバル演出）を順に実行していく。そし
て、エンディングコマンドの受信にもとづいて大当り終了を報知するエンディング演出を
実行する。図７４に示す例では、エンディング演出において再抽選演出が実行される。具
体的には、左中右の飾り図柄が同一図柄で揃った状態で再変動が開始され、その後に確変
図柄（図７４の例では「７７７」）が導出表示される演出が実行されている。そして、確
変状態に突入（移行）することが遊技者に報知されている。
【０４５１】
　図７５は、ステップＳ７０７の報知制御処理を示すフローチャートである。報知制御処
理において、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、初期報知フラグがセットされて
いるか否か確認する（ステップＳ１００１）。初期報知フラグは、遊技制御用マイクロコ
ンピュータ５６０から初期化指定コマンドを受信した場合にセットされている（図５５に
おけるステップＳ６４６Ｂ参照）。初期報知フラグがセットされていない場合には、ステ
ップＳ１００６に移行する。初期報知フラグがセットされている場合には、ステップＳ６
４６Ｃで設定された期間タイマの値を－１する（ステップＳ１００２）。そして、期間タ
イマの値が０になったら、すなわち初期報知期間が経過したら、初期報知フラグをリセッ
トする（ステップＳ１００３，Ｓ１００４）。
【０４５２】
　さらに、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、可変表示装置９において初期画面
または停電復旧画面を消去させるための指令をＶＤＰ１０９に出力する（ステップＳ１０
０５）。ＶＤＰ１０９は、指令に応じて、可変表示装置９から初期画面または停電復旧画
面を消去する。
【０４５３】
　ステップＳ１００６では、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、異常入賞報知指
定コマンドを受信したことを示す異常入賞報知指定コマンド受信フラグがセットされてい
るか否か確認する。セットされていなければ、処理を終了する。異常入賞報知指定コマン
ド受信フラグがセットされている場合には、異常入賞報知指定コマンド受信フラグをリセ
ットし（ステップＳ１００７）、可変表示装置９において、そのときに表示されている画
面に対して、異常報知画面を重畳表示する指令をＶＤＰ１０９に出力する（ステップＳ１
００８）。ＶＤＰ１０９は、指令に応じて、可変表示装置９に異常報知画面を重畳表示す
る（図７３（Ｃ）参照）。
【０４５４】
　さらに、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、異常入賞の報知に応じた音出力を
示す音データを音声出力基板７０に出力する（ステップＳ１００９）。音声出力基板７０
に搭載されている音声合成用ＩＣ７０３は、入力された音データに対応したデータを音声
データＲＯＭ７０４から読み出し、読み出したデータに従って音声信号をスピーカ２７側
に出力する。よって、以後、異常入賞の報知に応じた音出力（異常報知音の出力）が行わ
れる。そして、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、異常報知を行っていることを
示す異常報知中フラグをセットする（ステップＳ１０１０）。
【０４５５】
　図７６は、可変表示装置９における表示演出およびスピーカ２７による音演出の状況の
例を示す説明図である。図７６（Ａ）には、可変表示装置９において飾り図柄の可変表示
が行われているときの例が示されている。図７６（Ｂ）には、可変表示装置９において初
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期化報知が行われている場合の例が示されている。
【０４５６】
　図７６（Ｃ）には、可変表示装置９において異常報知が行われ、スピーカ２７によって
異常報知音の出力がなされている場合の例が示されている。演出制御用マイクロコンピュ
ータ１００は、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０から異常入賞報知指定コマンドを
受信すると、可変表示装置９に異常報知画面を表示する制御を行うとともに、スピーカ２
７から異常報知音を出力させる制御を行う。また、変動パターンコマンドの受信に応じて
飾り図柄の可変表示が開始されても、可変表示装置９における異常報知画面の表示とスピ
ーカ２７からの異常報知音の出力とを継続させる。また、飾り図柄の可変表示が終了して
も、可変表示装置９における異常報知画面の表示とスピーカ２７からの異常報知音の出力
とを継続させる。なお、演出制御用マイクロコンピュータ１００は異常報知画面を消去す
る制御および異常報知音の出力を停止する制御を実行しないので、可変表示装置９におけ
る異常報知画面の表示とスピーカ２７からの異常報知音の出力とは、遊技機に対する電力
供給が停止するまで継続する。ただし、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、異常
報知画面の表示と異常報知音の出力とが開始されてから所定時間が経過すると、異常報知
画面の表示と異常報知音の出力とを停止するように制御してもよい。
【０４５７】
　また、この実施の形態では、異常報知は、可変表示装置９とスピーカ２７とによってな
されるが、ランプ・ＬＥＤも用いて異常報知を行うようにしてもよい。その場合、演出制
御用マイクロコンピュータ１００は、異常入賞報知指定コマンドを受信すると、ランプ・
ＬＥＤを、通常状態（異常入賞が発生していないとき）における態様とは異なる態様で点
滅させるように制御する。
【０４５８】
　また、この実施の形態では、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、遊技機に対す
る電力供給が開始されてから所定期間（初期化報知が実行されている期間）、異常入賞の
検出を行わず、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０から異常入賞報知指定コマンドが
送信されることはない。しかし、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、特別図柄プ
ロセスフラグの値が所定値（この実施の形態では４）未満のとき、または普通図柄プロセ
スフラグの値が所定値（この実施の形態では３）以外のときには常時異常入賞の検出を行
うようにして、演出制御用マイクロコンピュータ１００が、遊技機に対する電力供給が開
始されてから所定期間の間に異常入賞報知指定コマンドを受信した場合には、異常入賞の
報知を行わないようにしてもよい。
【０４５９】
　以上に説明したように、この実施の形態では、初期化報知が異常報知に対して優先され
るので、初期化報知が認識しにくくなるような事態が生ずることが防止される。すなわち
、目立つように初期化報知が行われる。遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、遊技
機に対する電力供給が開始されたとき以外でも、プログラムを先頭番地（例えば、０００
０番地）から実行開始させるユーザリセットが発生したときには、初期化指定コマンドを
送信する。ユーザリセットが発生する原因として、例えば、ウォッチドッグタイマを使用
するように構成されている場合において、プログラムの円滑な進行を妨げるような不正行
為によってウォッチドッグタイマがタイムアウトしたような場合がある。そのような不正
行為は、特に、大当り図柄決定用乱数にもとづいて所定の大当り図柄（あらかじめ決めら
れている確変大当り図柄や突然確変大当り図柄）が決定されたときに確変状態に制御する
ように構成されている場合に生じやすい。つまり、遊技制御用マイクロコンピュータ５６
０を初期化して大当り図柄決定用乱数を生成するためのカウンタを初期化させ、そのカウ
ンタのカウント値を把握しやすくするような不正行為を受けやすい。この実施の形態のよ
うに、初期化報知を目立つようにすることによって、遊技制御用マイクロコンピュータ５
６０が初期化されたことを遊技機の外部から容易に把握できるので、不正行為がなされた
可能性があることが容易に認識される。
【０４６０】
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　また、上記の実施の形態では、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、所定期間が
経過すると初期化報知を終了させたが（ステップＳ１００１～Ｓ１００５参照）、他のタ
イミングで初期化報知を終了させるようにしてもよい。例えば、初期化報知が開始されて
から最初に飾り図柄の可変表示が開始されるときに初期化報知を終了させたり、飾り図柄
の可変表示が開始される前に異常入賞報知指定コマンドを受信したときに初期化報知を終
了させたりしてもよい。また、客待ちデモ指定コマンドを受信したり、初期化報知が開始
されてから客待ちデモ指定コマンド以外の最初の演出制御コマンドを受信したときに初期
化報知を終了させてもよい。つまり、遊技店員等が、初期化報知を認識することができる
のに十分な期間だけ、初期化報知が継続されることが好ましい。
【０４６１】
　また、この実施の形態では、演出制御用マイクロコンピュータ１００が、通常大当り／
確変大当り兼用の変動パターンコマンドを受信したにもかかわらず、図柄情報指定コマン
ドを取りこぼしてしまった場合は（ステップＳ６３０のＹ、Ｓ６３１のＮ、Ｓ６３２のＮ
）、仮に停止表示する飾り図柄の停止図柄として非確変図柄を決定し（ステップＳ６３３
）、決定した飾り図柄を導出表示する（ステップＳ８５３）ように構成した。このような
構成によれば、演出制御用マイクロコンピュータ１００が図柄情報指定コマンドを取りこ
ぼしても大当り遊技が発生するか否かを遊技者に認識させることができるとともに、飾り
図柄の指定に関する演出制御コマンドのコマンド数が削減されることにより遊技制御用マ
イクロコンピュータ５６０の制御負担を軽減させることができる。
【０４６２】
　また、他の演出制御コマンドについても、同様の制御を行うようにしてもよい。例えば
、特定遊技状態の開始を特定可能なファンファーレコマンド（大当り開始指定コマンド）
を受信した場合に、既に受信している図柄情報指定コマンドと整合しない場合（例えば、
通常大当りを示す通常大当り指定コマンドが格納されているときに、確変大当りの開始を
示すファンファーレ２指定コマンドを受信したような場合）に、ファンファーレコマンド
にもとづく演出制御（例えば、確変大当りであることを演出装置で報知）を実行したり、
特定遊技状態の終了を特定可能なエンディングコマンド（大当り終了指定コマンド）を受
信した場合に、既に受信しているファンファーレコマンドと整合しない場合（例えば、通
常大当りの開始を示すファンファーレ１指定コマンドを受信した後、確変大当りの終了を
示すエンディング２コマンドを受信した場合）に、エンディングコマンドにもとづく演出
制御（例えば、可変表示装置９の背景を確変状態に対応した背景にする）を実行する。そ
のように構成されている場合には、演出制御手段の制御が、遊技制御手段の制御とできる
だけ食い違わないようにすることができる。
【０４６３】
　また、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、飾り図柄の停止図柄を仮に決定して
表示した場合に、ファンファーレコマンドの内容にもとづいて、再抽選演出を実行すべき
かどうかを判断し（ステップＳ６３６，Ｓ６３７）、再抽選演出を実行すべきであると判
断したときは、飾り図柄の再抽選後停止図柄である確変図柄を決定し（ステップＳ６３８
，Ｓ６３９）、再抽選演出を実行するタイミングを決定し（ステップＳ６４０～Ｓ６４４
）、決定した実行タイミングで再抽選演出を実行して（ステップＳ９５７，Ｓ９５８，Ｓ
９２４，Ｓ９３３，Ｓ９３４，Ｓ９７２）、再抽選後停止図柄である確変図柄を導出表示
するように構成した。このような構成によれば、遊技機内部の制御状態と可変表示装置９
に表示される飾り図柄の停止図柄との整合をとることができる。
【０４６４】
　なお、上記の実施の形態では、図４７のステップＳ３６２Ｂおよび図４９のステップＳ
２５５において特別図柄プロセスフラグの値が４以上であるかどうかで大入賞口への異常
入賞の発生タイミングであるかどうか判定するようにしていたが、特別図柄プロセスフラ
グの値が４のとき（大入賞口開放前処理の実行時）は、特別可変入賞球装置２０が未だ開
放されていない状態であるので、特別図柄プロセスフラグの値が５以上であるかどうかで
異常入賞の発生タイミングであるかどうか判定するようにしてもよい。
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【０４６５】
　また、上記の実施の形態では、異常入賞の発生タイミング（特別図柄プロセスフラグの
値が４以上、普通図柄プロセスフラグの値が３以外）のときに１個の遊技球が大入賞口ま
たは第２始動入賞口１４に入賞すれば、異常入賞が発生したと判定していたが、このよう
な構成に限られず、異常入賞の発生タイミングのときに所定個数の遊技球が大入賞口また
は第２始動入賞口１４に入賞すれば、異常入賞が発生したと判定するようにしてもよい。
例えば、大当り遊技中および小当り遊技中以外のときに累積して５個の遊技球が大入賞口
に入賞したと判定された場合に異常入賞が発生したと判定する。また、可変入賞球装置１
５の開閉動作中以外のときに累積して２個の遊技球が第２始動入賞口１４に入賞したと判
定された場合に異常入賞が発生したと判定する。
【０４６６】
　なお、上記の実施の形態では、再抽選演出の実行タイミングは、大当り遊技中（ラウン
ド中）または大当り遊技終了後のエンディング演出中とされていたが、大当り遊技が開始
された後から大当り遊技が終了して新しく変動が開始されるまでの間であれば、どのよう
なタイミングであってもよい。例えば、ファンファーレ演出中であってもよいし、インタ
ーバル表示中であってもよい。そして、そのような再抽選演出の実行タイミングを図柄情
報指定コマンドで指定するように構成されていてもよい。
【０４６７】
　また、上記の実施の形態では、図柄情報指定コマンドを取りこぼしてしまった場合にお
いて、非確変図柄を決定して表示し、その後に受信するファンファーレコマンドの内容に
応じて再抽選演出の実行の有無および実行タイミングを確認していたが（ステップＳ６３
６，Ｓ６３７）、エンディングコマンドを受信したときに、エンディングコマンドの内容
に応じて再抽選演出の実行の有無を確認するように構成されていてもよい。この場合、図
３４のステップＳ６３６～６３９の処理をエンディングコマンドを受信したときに実行す
ればよい。なお、エンディングコマンドを受信したときに再抽選演出を実行する必要があ
るときは、エンディング演出中に再抽選演出を実行しなければならないので、再抽選演出
の実行タイミングを決定する処理（ステップＳ６４０～Ｓ６４４）は不要である。
【０４６８】
　また、上記の実施の形態では、図柄情報指定コマンドで再抽選演出の実行の有無および
実行タイミングを指定するように構成されていたが、図柄情報指定コマンドでは再抽選演
出の実行の有無等を指定しないように構成してもよい。このような構成であれば、図柄情
報指定コマンドの種類を少なくすることができ、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０
の制御負担を軽減させることができる。このような構成の場合、演出制御用マイクロコン
ピュータ１００が独自に再抽選演出の実行の有無および実行タイミングを決定することに
なる。具体的には、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、図柄情報指定コマンドで
確変大当りが指定されているときは、所定の乱数を用いて再抽選演出の実行の有無および
実行タイミングを決定し、決定結果にもとづいて再抽選演出を所定のタイミングで実行す
る。
【０４６９】
　また、図柄情報指定コマンドで再抽選演出の実行の有無および実行タイミングを指定す
るとともに、演出制御用マイクロコンピュータ１００が独自に再抽選演出の実行の有無お
よび実行タイミングを決定するように構成されていてもよい。このような構成では、図柄
情報指定コマンドでエンディング中に再抽選演出を実行することが指定され、演出制御用
マイクロコンピュータ１００は大当り中に再抽選演出を実行すると独自に決定することや
、逆に、図柄情報指定コマンドで大当り中に再抽選演出を実行することが指定され、演出
制御用マイクロコンピュータ１００はエンディング中に再抽選演出を実行すると独自に決
定することが考えられる。この場合、大当り中に再抽選演出が実行され確変図柄に昇格し
たにもかかわらず、エンディングでも再抽選演出が実行されてしまうと、再抽選演出の実
行タイミングの整合が取れなくなってしまう。そこで、大当り中に再抽選演出が実行され
たときは、エンディング中での再抽選演出の実行を禁止する処理が実行される。具体的に
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は、大当り中に再抽選演出を実行したときに、そのことを示すフラグをセットし、当該フ
ラグがセットされたことにもとづいて、エンディング中に再抽選演出を実行することに決
定されていても、再抽選演出を実行しないように制御する。
【０４７０】
　また、上記の実施の形態では、再抽選演出が実行されたときは常に非確変図柄から確変
図柄に昇格するように構成されていたが、確変図柄に昇格させない再抽選演出を所定の割
合で実行するようにしてもよい。例えば、図柄情報指定コマンドで通常大当りが指定され
ている場合でも、演出制御用マイクロコンピュータ１００が独自に再抽選演出を実行する
ことを所定の乱数を用いて決定するように構成されていてもよい。
【０４７１】
　なお、上記の実施の形態では、大入賞口への異常入賞が発生した場合も第２始動入賞口
１４への異常入賞が発生した場合も同じ内容の異常入賞報知を行っていたが、異なる異常
入賞報知を行うようにしてもよい。具体的には、大入賞口への異常入賞が発生した場合に
送信する異常入賞報知指定コマンドと第２始動入賞口１４への異常入賞が発生した場合に
送信する異常入賞報知指定コマンドとを別コマンドとする（ステップＳ２５９でセットす
るコマンド送信テーブルのアドレスとステップＳ２６５でセットするコマンド送信テーブ
ルのアドレスを別アドレスにする）。そして、演出制御用マイクロコンピュータ１００は
、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０からの異常入賞報知指定コマンドの種類に応じ
て異なる異常入賞報知を実行する。例えば、大入賞口への異常入賞が発生した場合と第２
始動入賞口１４への異常入賞が発生した場合とで異なる報知音を鳴らす。または大入賞口
への異常入賞が発生した場合の方が大きな音で異常報知を行う。
【０４７２】
　実施の形態２．
　上記の実施の形態１では、第２始動入賞口１４への異常入賞が生じたことが検出された
ときでも、特別図柄表示器８における特別図柄の変動や可変表示装置９における飾り図柄
の変動は継続して実行されるように構成されていた。従って、不正に第２始動入賞口１４
に遊技球を入賞させた場合（例えば、普通図柄が当り図柄になっていないのに不正に可変
入賞球装置１５を開放させ、第２始動入賞口１４に遊技球を入賞させたような場合）であ
っても、その始動入賞により大当りが発生してしまい、不正に出球が獲得させてしまうこ
とが生じ得る。そこで、この実施の形態２では、第２始動入賞口１４への異常入賞が生じ
たことが検出されたときに、所定のタイミングで特別図柄の変動および飾り図柄の変動を
停止するように構成している。
【０４７３】
　図７７は、実施の形態２における特別図柄プロセス処理を示すフローチャートである。
特別図柄プロセス処理において、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、まず、第２
始動入賞口１４への異常入賞が検出されたことを示す異常入賞検出フラグがセットされた
かどうか確認する（ステップＳ３１９Ａ）。ここで、異常入賞検出フラグは、第２始動入
賞口１４への異常入賞が検出されたとき、つまり、図４９のステップＳ２６４のＮのとき
にセットされる。
【０４７４】
　異常入賞検出フラグがセットされているときは（ステップＳ３１９ＡのＹ）、遊技制御
用マイクロコンピュータ５６０は、特別図柄表示器８において特別図柄の変動が行われて
いるかどうか、具体的には特別図柄プロセスフラグの値が特別図柄変動中処理（ステップ
Ｓ３０２）を示す値（「２」）であるかどうかを判定する（ステップＳ３１９Ｂ）。特別
図柄プロセスフラグの値が特別図柄変動中処理を示す値（「２」）であるときは（ステッ
プＳ３１９ＢのＹ）、ステップＳ３１１以降の処理を実行する。すなわち、特別図柄表示
器８において特別図柄の変動を継続して実行させる。一方、特別図柄プロセスフラグの値
が特別図柄変動中処理を示す値（「２」）でないときは（ステップＳ３１９ＢのＮ）、特
別図柄プロセス処理を終了させる。すなわち、特別図柄表示器８において特別図柄の変動
制御を停止させる。このような構成により、第２始動入賞口への異常入賞が検出された時
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点で、特別図柄の変動中でないときは、直ちに特別図柄の変動が禁止され、特別図柄の変
動中であったときは、特別図柄の変動を継続させ、次の特別図柄の変動が禁止されること
になる。
【０４７５】
　図７８は、実施の形態２における演出制御プロセス処理を示すフローチャートである。
演出制御プロセス処理において、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、まず、異常
入賞報知指定コマンド受信フラグがセットされたかどうか確認する（ステップＳ８０９Ａ
）。異常入賞報知指定コマンド受信フラグがセットされているときは（ステップＳ８０９
ＡのＹ）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、可変表示装置９において飾り図柄
の変動が行われているかどうか、具体的には演出制御プロセスフラグの値が飾り図柄変動
中処理（ステップＳ８０２）を示す値（「２」）であるかどうかを判定する（ステップＳ
８０９Ｂ）。演出制御プロセスフラグの値が飾り図柄変動中処理を示す値（「２」）であ
るときは（ステップＳ８０９ＢのＹ）、飾り図柄変動中処理（ステップＳ８０２）を実行
する。すなわち、可変表示装置９において飾り図柄の変動を継続して実行させる。一方、
演出制御プロセスフラグの値が飾り図柄変動中処理を示す値（「２」）でないときは（ス
テップＳ８０９ＢのＮ）、演出制御プロセス処理を終了させる。すなわち、可変表示装置
９において飾り図柄の変動制御を停止させる。このような構成により、異常入賞報知指定
コマンドを受信した時点で、飾り図柄の変動中でないときは、直ちに飾り図柄の変動が禁
止され、飾り図柄の変動中であったときは、飾り図柄の変動を継続させ、次の飾り図柄の
変動が禁止されることになる。
【０４７６】
　以上のように、この実施の形態２によれば、第２始動入賞口１４への異常入賞の検出に
もとづいて特別図柄表示器８における特別図柄の変動および可変表示装置９における飾り
図柄の変動を禁止する制御を実行するので、不正行為によって第２始動入賞口１４への入
賞を発生させたような場合（例えば、普通図柄が当り図柄になっていないのに可変入賞球
装置１５を開放させて遊技球を第２始動入賞口１４に入賞させるような場合）であっても
、その入賞にもとづいて大当りが発生するのを確実に防止することができる。
【０４７７】
　なお、上記の実施の形態２では、特別図柄プロセスフラグの値が特別図柄変動中処理を
示す値になっているかどうか、および演出制御プロセスフラグの値が飾り図柄変動中処理
を示す値になっていないかどうかを確認して、図柄の変動を禁止する制御を実行していた
が、このような構成に限られるわけではなく、例えば、異常入賞検出フラグがセットされ
たとき、および異常入賞報知指定コマンド受信フラグがセットされたときに、直ちに図柄
の変動を禁止する制御を行うようにしてもよい。また、第２始動入賞口１４への異常入賞
が検出された時点の保留記憶数を確認し、その保留記憶数分の図柄の変動が終了するまで
、図柄の変動を継続し、保留記憶数分の図柄の変動が終了すると、図柄の変動を禁止する
制御を行うようにしてもよい。具体的には、異常入賞検出フラグがセットされたときに保
留記憶数を確認し、確認した保留記憶数分の変動が実行されたかどうかをカウンタでカウ
ントし、保留記憶数分の変動が終了したときに変動を禁止する制御を実行する。このよう
な構成によれば、正常な第２始動入賞口１４への始動入賞にもとづく変動については継続
させ、異常入賞にもとづく変動について禁止することができる。なお、上記の構成におい
て、正確に異常入賞にもとづく図柄の変動を禁止させる場合には、異常入賞が検出された
時点の保留記憶数－１分の変動が終了した時点で図柄の変動を禁止するようにしてもよい
。
【０４７８】
　実施の形態３．
　上記の実施の形態１では、普通図柄プロセスフラグの値が普通電動役物作動処理を示す
値（「３」）であるかどうかを確認することによって、正常なタイミングで第２始動入賞
口１４への入賞が発生したかどうかを判断するようにしていた（図４９のステップＳ２６
１～Ｓ２６４参照）。しかし、このような構成に限られるわけではなく、可変入賞球装置
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１５が閉鎖されているタイミングで第２始動入賞口１４への入賞が生じたかどうかを確認
することによって、正常なタイミングで第２始動入賞口１４への入賞が発生したかどうか
を判断するようにしてもよい。
【０４７９】
　図７９は、実施の形態３における普通電動役物作動処理を示すフローチャートである。
普通電動役物作動処理において、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、普通図柄プ
ロセスタイマの値が０になったかどうか、すなわち、普通図柄プロセスタイマがタイムア
ップしたかどうかを確認する（ステップＳ１６１）。普通図柄プロセスタイマがタイムア
ップしていなければ（ステップＳ１６１のＮ）、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０
は、普通図柄プロセスタイマの値を－１する（ステップＳ１６２）。
【０４８０】
　次に、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、普通電動役物開放パターンタイマの
値を－１する（ステップＳ１８１）。そして、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は
、普通電動役物開放パターンタイマの値が０であるかどうか、すなわち、普通電動役物開
放パターンタイマがタイムアップしたかどうかを確認する（ステップＳ１８２）。タイム
アウトしていなければ（ステップＳ１８２のＮ）、そのまま処理を終了する。タイムアウ
トしていれば（ステップＳ１８２のＹ）、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、普
通電動役物開放パターンタイマに開放パターン時間をセットする（ステップＳ１８３）。
次いで、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、例えば出力ポートバッファ（ソレノ
イドバッファ）の普通電動役物ソレノイド出力ビットを確認することによって、可変入賞
球装置１５が閉鎖中であるかどうか確認する（ステップＳ１８４）。
【０４８１】
　可変入賞球装置１５が閉鎖中であるときは（ステップＳ１８４のＹ）、遊技制御用マイ
クロコンピュータ５６０は、ソレノイド１６を駆動して可変入賞球装置１５を開放する制
御を行う（ステップＳ１８５）。そして、このタイミングは第２始動入賞口１４に正常に
遊技球が入賞するタイミングではないので、第２始動入賞口１４への異常入賞が生じてい
ないかどうか確認する処理を行う。すなわち、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は
、スイッチオンバッファをレジスタにロードする（ステップＳ１８７）。そして、遊技制
御用マイクロコンピュータ５６０は、第２始動口スイッチ入力ビットにおいて１がセット
されているかどうかを確認する（ステップＳ１８８）。つまり、第２始動口スイッチ１４
ａがオンになったかどうか（第２始動入賞口１４に遊技球が入賞したかどうか）を確認す
る。
【０４８２】
　第２始動口スイッチ入力ビットにおいて１がセットされていなければ（ステップＳ１８
８のＮ）、処理を終了する。第２始動口スイッチ入力ビットにおいて１がセットされてい
れば（ステップＳ１８８のＹ）、不正なタイミングで第２始動口スイッチ１４ａがオンし
たことになるので、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、異常入賞報知指定コマン
ドを演出制御用マイクロコンピュータ１００に送信する制御を行う（ステップＳ１８９，
Ｓ１９０）。すなわち、異常入賞報知指定コマンド送信テーブルのアドレスをポインタに
セットし（ステップＳ１８９）、コマンドセット処理を実行する（ステップＳ１９０）。
【０４８３】
　ステップＳ１８４において可変入賞球装置１５が開放中であるときは（ステップＳ１８
４のＮ）、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、ソレノイド１６を駆動して可変入
賞球装置１５を閉鎖する制御を行う（ステップＳ１８６）。このタイミングは第２始動入
賞口１４に正常に遊技球が入賞するタイミングであるので、第２始動入賞口１４への異常
入賞が生じていないかどうか確認する処理を行わない。
【０４８４】
　ステップＳ１６１において、普通図柄プロセスタイマがタイムアップしたときは（ステ
ップＳ１６１のＹ）、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、普通図柄プロセスフラ
グの値を普通図柄通常処理（ステップＳ１００）を示す値（具体的には「０」）に更新す
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る（ステップＳ１７２）。
【０４８５】
　なお、図７９に示す普通電動役物作動処理において、図３８に示す普通電動役物作動処
理のステップＳ１６４～Ｓ１６７の処理（普通電動役物入賞カウント処理）に相当する処
理を示していないが、図７９に示す普通電動役物作動処理においても同様に実行するよう
にしてもよい。また、図７９に示す普通電動役物作動処理で第２始動入賞口１４への異常
入賞を検出するようにした場合には、図４９に示す異常入賞報知処理のステップＳ２６１
～Ｓ２６６を実行する必要はない。
【０４８６】
　以上のような構成によれば、可変入賞球装置１５の閉鎖タイミングで第２始動入賞口１
４への異常入賞を検出するようにしているので、より正確なタイミングで第２始動入賞口
１４への異常入賞を検出することができるようになる。
【０４８７】
　なお、上記の実施の形態１で説明したのと同様に、この実施の形態３においても、異常
入賞を判定するタイミングを可変入賞球装置１５を閉鎖するタイミングよりも遅らせるよ
うにしてもよい。例えば、可変入賞球装置１５が開放している状態から閉鎖した状態に変
化した時点（すなわちステップＳ１８４のＮからＹになった時点）でタイマをスタートさ
せ、そのタイマがタイムアウトしたときにステップＳ１８７～Ｓ１９０の処理を実行する
ようにする。このような方法によれば、正規のタイミングで第２始動入賞口１４に遊技球
が入賞したにもかかわらず誤って異常入賞が発生したと判定してしまうことを防止するこ
とができる。
【０４８８】
　実施の形態４．
　上記の実施の形態１では、図４７に示す賞球個数加算処理で、第２始動入賞口１４への
遊技球の入賞があり（ステップＳ３６３ＡのＹ）、普通図柄プロセスフラグの値が普通電
動役物作動処理を示す値（「３」）であるときに、総賞球数格納バッファに賞球個数を加
算しないように構成することにより、異常入賞にもとづいて賞球の払い出しが行われない
ように構成していた。しかし、このような構成に限られるわけではなく、スイッチ処理に
おいて、第２始動入賞口１４への異常入賞を検出した場合には、その入賞自体を無効にす
るように構成されていてもよい。
【０４８９】
　図８０は、実施の形態４におけるスイッチ処理を示すフローチャートである。スイッチ
処理において、ステップＳ３３１～Ｓ３３８は、図４４で説明した処理と同様である。ス
テップＳ３３８の処理の実行後、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、普通電動役
物（可変入賞球装置１５）が開放中であるかどうかを確認する（ステップＳ３３９）。こ
こで、可変入賞球装置１５が開放中であるかどうかは、例えば、出力ポートバッファ（ソ
レノイドバッファ）の普通電動役物ソレノイド出力ビットを確認することによって判断す
ることができる。
【０４９０】
　可変入賞球装置１５が開放中であるときは（ステップＳ３３９のＹ）、そのまま処理を
終了する。可変入賞球装置１５が開放中でなく閉鎖中であるときは（ステップＳ３３９の
Ｎ）、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、スイッチオンバッファの第２始動口ス
イッチ入力ビット（第２始動口スイッチ１４ａに対応するビット）をクリア（０）にする
（ステップＳ３４０）。これによって、第２始動入賞口１４への異常入賞が生じた場合は
、その始動入賞自体を無効にすることができる。この場合は、賞球個数加算処理で、第２
始動入賞口１４への異常入賞が生じたときに、総賞球数格納バッファに賞球個数を加算し
ないようにする処理を実行する必要はない。
【０４９１】
　なお、ステップＳ３３９では、普通電動役物が開放中かどうかを確認していたが、普通
図柄プロセスフラグの値が普通電動役物作動処理を示す値（「３」）かどうかを確認して
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、第２始動入賞を無効にするようにしてもよい。
【０４９２】
　また、上記の実施の形態３で説明したように、異常入賞を判定するタイミングを可変入
賞球装置１５を閉鎖するタイミングよりも遅らせるようにしてもよい。
【０４９３】
　実施の形態５．
　上記の実施の形態４では、第２始動入賞口１４への異常入賞が生じた場合には、スイッ
チ処理において、その始動入賞自体を無効としていたが、この実施の形態５では、第２始
動入賞口１４への異常入賞が生じた場合には、特別図柄プロセス処理において、その始動
入賞自体を無効にするようにしている。
【０４９４】
　図８１は、実施の形態５における特別図柄プロセス処理を示すフローチャートである。
特別図柄プロセス処理において、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、図６で説明
したのと同様に第１始動口通過処理（ステップＳ３１１～Ｓ３１４の処理）を実行する。
そして、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、第２始動口通知処理（ステップＳ３
１５～Ｓ３１８の処理）を実行する前に、無効フラグがセットされているかどうか確認す
る（ステップＳ３２０）。ここで、無効フラグは、第２始動入賞口１４への異常入賞が検
出された場合にセットされる。具体的には、実施の形態１の場合は、普通図柄プロセスフ
ラグの値が「３」であるときに第２始動口スイッチ１４ａがオンしたとき、実施の形態３
の場合は、可変入賞球装置１５の閉鎖中に第２始動口スイッチ１４ａがオンしたときであ
る。
【０４９５】
　遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、無効フラグがセットされているときは（ス
テップＳ３２０のＹ）、第２始動口通知処理（ステップＳ３１５～Ｓ３１８の処理）を実
行せず、無効フラグがセットされていないときに（ステップＳ３２０のＮ）、第２始動口
通知処理（ステップＳ３１５～Ｓ３１８の処理）を実行する。このような構成によれば、
異常な第２始動入賞にもとづく乱数の抽出などを行わないようにすることができ、異常入
賞にもとづく変動が禁止され、異常入賞にもとづく大当りの発生を確実に防止することが
できる。
【０４９６】
　なお、この実施の形態５の場合は、異常入賞にもとづく賞球払い出しを禁止することは
できないので、実施の形態１（図４７の賞球個数加算処理）および実施の形態４（図８０
のスイッチ処理）で説明したような異常入賞にもとづく賞球払い出しを禁止する制御を同
時に実行するようにするのが好ましい。
【０４９７】
　なお、上記の実施の形態では、演出装置を制御する回路が搭載された基板として、演出
制御基板８０、音声出力基板７０およびランプドライバ基板３５が設けられているが、演
出装置を制御する回路を１つの基板に搭載してもよい。さらに、可変表示装置９等を制御
する回路が搭載された第１の演出制御基板（表示制御基板）と、その他の演出装置（ラン
プ、ＬＥＤ、スピーカ２７など）を制御する回路が搭載された第２の演出制御基板との２
つの基板を設けるようにしてもよい。
【０４９８】
　また、上記の実施の形態では、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、演出制御用
マイクロコンピュータ１００に対して直接コマンドを送信していたが、遊技制御用マイク
ロコンピュータ５６０が他の基板（例えば、図３に示す音声出力基板７０やランプドライ
バ基板３５など、または音声出力基板７０に搭載されている回路による機能とランプドラ
イバ基板３５に搭載されている回路による機能とを備えた音／ランプ基板）に演出制御コ
マンドを送信し、他の基板を経由して演出制御基板８０における演出制御用マイクロコン
ピュータ１００に送信されるようにしてもよい。その場合、他の基板においてコマンドが
単に通過するようにしてもよいし、音声出力基板７０、ランプドライバ基板３５、音／ラ
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ンプ基板にマイクロコンピュータ等の制御手段を搭載し、制御手段がコマンドを受信した
ことに応じて音声制御やランプ制御に関わる制御を実行し、さらに、受信したコマンドを
、そのまま、または例えば簡略化したコマンドに変更して、可変表示装置９を制御する演
出制御用マイクロコンピュータ１００に送信するようにしてもよい。その場合でも、演出
制御用マイクロコンピュータ１００は、上記の実施の形態における遊技制御用マイクロコ
ンピュータ５６０から直接受信した演出制御コマンドに応じて表示制御を行うのと同様に
、音声出力基板７０、ランプドライバ基板３５または音／ランプ基板から受信したコマン
ドに応じて表示制御を行うことができる。
【０４９９】
　なお、上記の各実施の形態において、特別図柄表示器８に表示される大当り図柄および
小当り図柄を共通の図柄（例えば「７」）としてもよい。このようにすれば、特別図柄表
示器８に表示される図柄によって、大当りか小当りかや、大当り種別などを遊技者に悟ら
れることがない。従って、再抽選演出における確変状態への移行に対する期待感を損なう
ことがない。また、突然確変大当りか小当りかに対する期待感も損なうことがない。
【０５００】
　また、上記の各実施の形態では、変動パターンコマンドが専用の変動パターンコマンド
（通常大当り／確変大当り兼用の変動パターンコマンドでない変動パターンコマンド）で
あるときは、その専用の変動パターンコマンドにもとづいて飾り図柄の停止図柄を決定す
るように構成されていた。しかし、通常時には図柄情報指定コマンドにもとづいて飾り図
柄の停止図柄を決定し、図柄情報指定コマンドを取りこぼした場合にのみ変動パターンコ
マンドの内容を参照し、飾り図柄の停止図柄を決定するように構成されていてもよい。
【０５０１】
　また、確変大当り専用の変動パターンコマンド、通常大当り専用の変動パターンコマン
ド、はずれ専用の変動パターンコマンドのうちのいずれかのコマンドを受信したときに、
図柄情報指定コマンドを受信できなかった場合は、変動パターンコマンドの内容にもとづ
いて飾り図柄の停止図柄を決定するように構成されていてもよい。
【０５０２】
　なお、上記の各実施の形態では、再抽選演出において、図柄を再変動させた後、確変図
柄を導出表示させるようにしていたが、図柄を用いずに「確変」というような文字を表示
することにより確変大当りになったこと（確変状態に移行されること）を遊技者に報知す
るようにしてもよい。
【０５０３】
　次に、前記実施の形態１～５に記載されたパチンコ遊技機１に適用される主基板３１を
収納する基板収納ケースの実施の形態６～８を、以下の図８２～図１１４に基づいて説明
する。
【０５０４】
　実施の形態６．
　まず、本実施の形態６における基板収納ケース２００の詳細な構造について説明する。
図８２は、実施の形態６における基板収納ケースを示す分解斜視図であり、図８３は、（
ａ）は図８２の要部拡大斜視図であり、（ｂ）は（ａ）のケース本体の要部を示す平面図
であり、図８４は、基板収納ケース及び遊技制御基板の組み付け状態を示す分解斜視図で
あり、図８５は、ケースカバーに対する遊技制御基板の取り付け状態を示す斜視図であり
、図８６は、（ａ）は配線側コネクタ及び基板側コネクタの接続状況を示す斜視図であり
、（ｂ）は（ａ）の縦断面図であり、図８７は、配線側コネクタの接続状況を示す斜視図
であり、図８８は、コネクタ規制部材の取り付け状況を示す斜視図であり、図８９は、ケ
ース本体とケースカバーとを閉鎖した状態を示す縦断面図であり、図９０は、基板収納ケ
ースの封止状態を示す斜視図であり、図９１は、図９０のＡ－Ａ断面図であり、図９２は
、基板収納ケースを示す一部破断側面図であり、図９３は、（ａ）は図９２のＢ－Ｂ断面
図であり、（ｂ）は図９２のＣ－Ｃ断面図である。
【０５０５】
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　基板収納ケース２００は、図８２に示されるように、主基板３１の裏面側を覆うケース
本体としてのケース本体２０１と、主基板３１の実装面３１ａ（図８９参照）側を覆うケ
ースカバー２０２と、から構成され、主基板３１を挟持するように組み付けられるもので
ある。尚、主基板３１の実装面３１ａには、特に詳細な図示はしないが、ＣＰＵ５６、Ｒ
ＡＭ５５、ＲＯＭ５４等の電子素や、他の基板から延出された配線の一端に設けられた配
線側コネクタ等が接続される基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃ等が多数実装されている
。尚、本実施の形態においては、３つの基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃが記載されて
いるが、これら実装されるコネクタの実装数量は任意であり、実際には３つ以上のコネク
タが実装されることがある。
【０５０６】
　また、基板収納ケース２００は、ケースカバー２０１の外側に装着され、後述する基板
側コネクタ２３８ａ～２３８ｃに接続される配線側コネクタ２９０ａ～２９０ｃの抜脱を
防止するためのコネクタ規制部材５００を備えている。尚、主基板３１は、後述するよう
にケースカバー２０２の裏面側に取り付けられた状態で基板収納ケース２００の内部に封
止状態で収納されるようになっている。
【０５０７】
　ケース本体２０１は、透明な合成樹脂からなり、略長方形状に形成される底板２０１ａ
と、該底板２０１ａの周囲を囲むように形成された側壁２０３～２０６と、により上面が
開放する直方体状に成形されている。側壁２０５、２０６の内面には、図９０に示される
封止状態（閉鎖状態）において主基板３１の裏面周囲を支持する上下方向を向く支持リブ
２０７が複数形成されている。また、側壁２０３及び後述する閉塞壁２１６の内面におけ
る長手方向の中央位置には、ケースカバー２０２を位置決めするための上下方向を向く位
置決め用リブ２７０が形成されている。
【０５０８】
　一方の短辺の側壁２０３は、特に図８３（ａ）に示されるように、長手方向の略中央に
位置する中央側壁２０３ａと、該中央側壁２０３ａの左右側方に位置する膨出壁２０３ｂ
，２０３ｃと、中央側壁２０３ａと膨出壁２０３ｂ，２０３ｃとを連接する連接壁２０３
ｄと、により、平面視で略凹状に形成されている。つまり、これら膨出壁２０３ｂ，２０
３ｃ及び連接壁２０３ｄにより、中央側壁２０３ａの長手方向の左右側には、本体内部側
から外側に向けて膨出する平面視略長方形状をなす膨出部２０８ａ，２０８ｂが形成され
ている。
【０５０９】
　膨出部２０８ａ，２０８ｂの内部は、ケース本体２０１の内部に形成される平面視略長
方形状の基板収納空間Ｓ１（図８３（ｂ）中２点鎖線で囲まれる領域）にそれぞれ連通す
る膨出空間Ｓ２，Ｓ３が形成されており、つまり内部が中空状に構成されており、一方の
膨出部２０８ａの膨出空間Ｓ２内には、後述する複数（本実施の形態では３本）の予備用
ワンウェイネジ２８１を収納するネジ収納部２０９が設けられている。
【０５１０】
　ネジ収納部２０９は、図８３（ｂ）に示されるように、ケース本体２０１の底板２０１
ａから立設される側壁２０３よりも若干低い板状部２０９ａと、該板状部２０９ａの長手
方向に向けて所定間隔おきに形成される複数の筒状部２０９ｂと、から構成される。各筒
状部２０９ｂには、予備用ワンウェイネジ２８１のネジ部の直径よりも若干大径で、かつ
、頭部の直径よりも小径の挿入孔２０９ｃが上方から所定深さ形成されており、挿入孔２
０９ｃの上面開口から予備用ワンウェイネジ２８１を挿通して収納できるようになってい
る（図９３（ａ）参照）。
【０５１１】
　板状部２０９ａは、その長手方向の両端が、それぞれ側壁２０６及び連接壁２０３ｄの
内面に連設されているとともに、膨出壁２０３ｂに対して平行に、基板収納空間Ｓ１と膨
出空間Ｓ２とを区画するように配設されている。また、膨出壁２０３ｂ，２０３ｃの下部
には、後述するケースカバー２０２の係止爪２５１を係止可能な係止穴２１０がそれぞれ
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形成されている（図９３（ａ）参照）。
【０５１２】
　予備用ワンウェイネジ２８１は、周知のように、一方向の回転によってネジを螺着する
ことができるが、他方向に回転させようとしても回転させることができない、すなわち、
そのネジを緩めることができない機能を有するネジである（図８３（ａ）参照）。具体的
には、外周に雄ねじ部が形成されたネジ部２８３と、該ネジ部２８３の上端に設けられる
頭部２８４と、から構成され、ネジ部２８３の直径よりも頭部２８４の直径の方が大径に
なっている（図９３（ａ）参照）。尚、ワンウェイネジ２８０も予備用ワンウェイネジ２
８１と同様に構成されているため、ここでの詳細な説明及び図示は省略することとする。
【０５１３】
　中央側壁２０３ａの外側には、後述するワンウェイネジ２８０が螺入される複数（本実
施の形態では４つ）のネジ孔２１１ａ～２１１ｄが形成される第２被固着部２１２が形成
されている。被固着部２１２は、図８３及び図９２に示されるように、中央側壁２０３ａ
の外側における両連接壁２０３ｄ，２０３ｄ間に架設されるとともに、ネジ孔２１１ａ～
２１１ｄが長手方向に向けて所定間隔おきに形成された固着片２１２ａと、該固着片２１
２ａの下面における各ネジ孔２１１ａ～２１１ｄに対応する箇所から垂下される筒状部２
１２ｂと、から構成され、ネジ孔２１１ａ～２１１ｄは、固着片２１２ａから筒状部２１
２ｂにかけて所定深さに形成されている。
【０５１４】
　固着片２１２ａは、中央側壁２０３ａ及び両連接壁２０３ｄに対向する３辺がそれぞれ
側壁２０３に連設されているとともに、中央側壁２０３ａの反対側の長辺が、膨出壁２０
３ｂ，２０３ｄと面一になるように形成されている。つまり、両サイドの膨出部２０８ａ
，２０８ｂよりも外側に突出しないように形成されているため、誤ってケース本体２０１
を落下した場合でも、第２被固着部２１２が両サイドの膨出部２０８ａ，２０８ｂにより
保護されて損傷しないようになっている。
【０５１５】
　他方の短寸の側壁２０４は、図８２及び図８９に示されるように、その上端から内向き
に連設される内向片２０４ａと、該内向片２０４ａの先端から下方に垂設される垂下片２
０４ｂとが連設されており、これら側壁２０４、内向片２０４ａ及び垂下片２０４ｂの内
面により、後述するケースカバー２０２の回動枢支片を係止する下向きに開口する被係止
凹部２１５（図８９参照）が長手方向に向けて形成されている。
【０５１６】
　また、図８９に示されるように、底板２０１ａにおける被係止凹部２１５の鉛直下方位
置には開口が形成されているとともに、該開口端縁部からは、側壁２０４よりも高さが低
い閉塞壁２１６が立設されており、封止状態においてケースカバー２０２の側壁下端と底
板２０１ａの上面との間を外側から被覆できるようになっている。
【０５１７】
　底板２０１ａの下面には、パチンコ遊技機１に設けられる基板収納ケース取付板４００
（図１１３，１１４参照）に取り付ける際に、該基板収納ケース取付板に係止可能な複数
の取付板用係止爪２１７ａ，２１７ｂと、取り付けの際における位置決め用の位置決め片
２１８とが突設されている。
【０５１８】
　ケースカバー２０２は、透明な合成樹脂からなり、図８２及び図８３（ａ）に示される
ように、略長方形状に形成される上板２２０と、該上板２２０の周縁辺のうち３つの縁辺
を囲むように形成された側壁２３０～２３２とにより下面が開放する直方体状に形成され
ている。上板２２０における２つの長辺のうち一方側は、長手方向に向けて下方に凹設さ
れており、上板２２０の一部に所定幅を有する帯状の凹部２３４が形成されている。
【０５１９】
　具体的には、上板２２０は、図８４及び図９１に示されるように、実装面３１ａとの対
向面（裏面）が該実装面３１にほぼ当接する位置に設けられる低被覆面部２２０ａと、該



(88) JP 2008-272214 A 2008.11.13

10

20

30

40

50

低被覆面部２２０ａよりも実装面３１ａから離間した位置に設けられる高被覆面部２２０
ｂと、低被覆面部２２０ａと高被覆面部２２０ｂとを連設する傾斜被覆面部２２０ｃと、
から構成されており、低被覆面部２２０ａ及び傾斜被覆面部２２０ｃにより前記凹部２３
４が形成されている。
【０５２０】
　低被覆面部２２０ａは、図８４に示されるように、平面視略長方形状に形成された主基
板３１の実装面３１ａにおける一方の長辺に沿うように形成された帯状のコネクタ実装領
域Ｓ１０（図８４中斜線で示される領域）を被覆するとともに、該コネクタ実装領域Ｓ１
０に実装された複数の基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃの接続口２３８ｄ及び本体上部
をそれぞれ挿通して外部に露呈（開放）可能とするコネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃが
形成されている。
【０５２１】
　また、低被覆面部２２０ａの裏面は、後述するように主基板３１が取り付けられた状態
で、図８６及び図９１に示されるように該主基板３１の実装面３１ａにほぼ当接するよう
になっており、コネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃを介して各種基板側コネクタ２３８ａ
～２３８ｃの接続口２３８ｄ及び本体側面の上部がケースカバー２０２の外部に露出する
ようになっている。つまりケースカバー２０２には、基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃ
に配線側コネクタ２９０ａ～２９０ｃを接続するためのコネクタ用開口２３６ａ～２３６
ｃが形成されている。
【０５２２】
　また、各コネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃは、これらの開口端縁と各基板側コネクタ
２３８ａ～２３８ｃに接続された配線側コネクタ２９０ａ～２９０ｃの本体側周面との間
から針金等の異物や配線等が容易に進入されることがないように、開口端縁と各種配線側
コネクタ２９０ａ～２９０ｃの本体側周面（外周面）との間が例えば約１ｍｍ以内の隙間
となるように、つまり嵌合されるように形成されている。
【０５２３】
　具体的には、低被覆面部２２０ａの裏面における各コネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃ
の開口端縁からは、図８６に示されるように、所定長さの環状片６００が下方に向けて垂
設されており、この環状片６００により、各コネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃの内側に
各配線側コネクタ２９０ａ～２９０ｃが嵌合可能な筒状のコネクタ嵌合部が形成されてい
る。
【０５２４】
　高被覆面部２２０ｂは、主基板３１の実装面３１ａにおけるコネクタ実装領域Ｓ１０以
外のメイン部品実装領域（図中斜線で示される領域以外の領域）、つまり遊技制御用マイ
クロコンピュータ５６０等の電子部品や各種回路等が実装される領域の上方を被覆するた
め、低被覆面部２２０ａよりも高い位置、つまり低被覆面部２２０ａに比べて実装面３１
ａから離れた位置に配置される。
【０５２５】
　傾斜被覆面部２２０ｃは、高被覆面部２２０ｂの一側縁から低被覆面部２２０ａの一側
縁に向けて下方に傾斜するように設けられているとともに、高被覆面部２２０ｂ側の上部
位置には、後述するコネクタ規制部材５００に形成された複数の係止爪５０１それぞれが
係合される複数の係合穴５０２が長手方向に向けて所定間隔おきに形成されている。
【０５２６】
　上板２２０の裏面四隅には、図８５に示されるように、主基板３１を取り付けるための
基板取付ネジ２３９が取り付けられるネジ孔２４０ａを有する取付用支柱２４０が一方の
対角線上に２つ突設されているとともに、取り付けの際に位置決め用の位置決め用凸部２
４１が他方の対角線上に２つ突設されており、ケースカバー２０２の裏面側に主基板３１
を取り付けできるようになっている。つまり、これら位置決め用凸部２４１及び取付用支
柱２４０は基板取付部を構成している。
【０５２７】
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　主基板３１を取り付けるには、主基板３１の実装面３１ａをケースカバー２０２の裏面
に対向させた状態、つまり実装面３１ａを上方に向けた状態でケースカバー２０２の裏面
側に押し当てる。そして、各コネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃに対応する各コネクタ２
３８ａ～２３８ｃが臨むように、主基板３１における位置決め用凸部２４１に対応する２
つの角部に形成された位置決め孔２４３をそれぞれ位置決め用凸部２４１内に挿通して位
置決めした状態で、主基板３１の取付用支柱２４０に対応する２つの角部に形成されたネ
ジ取付孔２４２に基板取付ネジ２３９を取り付け、ネジ孔２４０ａに基板取付ネジ２３９
を螺入して取り付ける。つまり、これら位置決め用凸部２４１及び取付用支柱２４０は基
板取付部を構成している。
【０５２８】
　このようにケースカバー２０２に主基板３１を取り付けた状態において、前述したよう
に、上板２２０における低被覆面２２０ａの裏面と実装面３１ａとが対向して近接した状
態となる（図９１参照）。これにより、各コネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃの開口端縁
と各種配線側コネクタ２３８ａ～２３８ｃの本体側面との間から進入された針金等の異物
や配線等を、遊技制御用マイコン等が実装されている主基板３１の中央部に向けて差し込
むことが困難となるため、ＲＯＭ５４等への不正行為が効果的に防止される。
【０５２９】
　ここで、配線側コネクタ２９０ａ～２９０ｃの詳細を、図８６に基づいて説明する。尚
、配線側コネクタ２９０ａ～２９０ｃは大きさが異なるが主要な構造は同一であるため、
図８６においては、配線側コネクタ２９０ｂを一例として説明し、他の配線側コネクタ２
９０ａ，２９０ｃの説明は省略することとする。
【０５３０】
　配線側コネクタ２９０ｂは、配線２９１ｂが接続される本体部６１０と、該本体部６１
０の下面から下向きに突設され、基板側コネクタ２３８ｂに接続される接続凸部６１１と
、から主に構成される。本体部６１０は、コネクタ用開口２３６ｂに嵌合可能な直方体形
状をなし、その側周面における上下方向の略中央位置には、外方に向けて延びる板状のフ
ランジ部６１２（外側閉塞部）が環状に形成されている。よって、本体部６１０における
フランジ部６１２よりも下方の下半部がコネクタ用開口２３６ｂに嵌合されるようになっ
ている。
【０５３１】
　また、本体部６１０の下面における一対の長縁辺からは、コネクタ用開口２３６ｂへの
嵌合時において環状片６００の下端に弾性係止される一対の弾性係止爪６１３が下方に向
けて垂下されている。
【０５３２】
　このように構成される配線側コネクタ２９０ｂは、接続凸部６１１を下方に向けた状態
でケースカバー２０２の外側からコネクタ用開口２３６ｂ内に差し込むことにより、コネ
クタ用開口２３６ｂ内に嵌合される（図８６（ｂ）中２点鎖線参照）。尚、基板側コネク
タ２３８ｂの側周面と環状片６００の内面との間には所定の隙間が形成されているので、
弾性係止爪６１３はコネクタ用開口２３６ｂ内において内向きに弾性変形される。
【０５３３】
　そして、フランジ部６１２の下面がケースカバー２０２の上板２２０の上面に当接され
ることにより嵌合方向への移動が規制されるとともに、外向きの弾性係止爪６１３は、環
状片６００の下端よりも下方に位置した段階で弾性復帰力により該環状片６００の下端縁
に係止され、これにより配線側コネクタ２９０ｂがケースカバー２０２に装着されるとと
もに、コネクタ用開口２３６ｂからの抜脱が規制される。
【０５３４】
　また、弾性係止爪６１３が環状片６００の下端縁に係止されたときに、接続凸部６１１
が基板側コネクタ２３８ｂ内に嵌合され、該基板側コネクタ２３８ｂと配線側コネクタ２
９０ｂとが電気的に接続されたコネクタ接続状態となる。
【０５３５】
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　このようなコネクタ接続状態において、配線側コネクタ２９０ｂは、コネクタ用開口２
３６ｂ内に嵌合されていることで、コネクタ用開口２３６ｂの開口端縁と本体部６１０の
側周面（外周面）との間に隙間が生じないとともに、さらに、上板２２０（低被覆面部２
２０ａ）の上面とフランジ部６１２の下面とが互いに密接され、コネクタ用開口２３６ｂ
の開口端縁と本体部６１０の側周面（外周面）との間がフランジ部６１２によりケースカ
バー２０２の外側から閉塞されるため、コネクタ用開口２３６ｂの開口端縁と本体部６１
０の側周面（外周面）との間から針金やセル等の不正器具の進入が確実に防止される。
【０５３６】
　さらに、弾性係止爪６１３によりコネクタ用開口２３８ｂからの配線側コネクタ２９０
ｂの抜脱が規制されることで、上板２２０の上面からのフランジ部６１２の浮き上がりが
確実に防止されるため、上板２２０の上面とフランジ部６１２の下面との間からコネクタ
用開口２３８ｂ内に不正器具を進入させることもできなくなる。
【０５３７】
　また、配線側コネクタ２９０ｂは、弾性係止爪６１３を介してケースカバー２０２に係
止（装着）されているため、基板側コネクタ２３８ｂと配線側コネクタ２９０ｂとの接続
状態を解除するには、ケース本体２０１とケースカバー２０２との封止状態を解除して開
放し、ケースカバー２０２から主基板３１を取り外すことで、弾性係止爪６１３の係止状
態をケースカバー２０２の裏面側から解除することが可能となる。
【０５３８】
　尚、本実施の形態６では、弾性係止爪６１３がケースカバー２０２の環状片６００に係
止されることで基板側コネクタ２３８ｂからの配線側コネクタ２９０ｂの抜脱が規制され
るようになっていたが、弾性係止爪６１３の替わりに接続時において基板側コネクタ２３
８ｂの本体に係止される弾性係止爪（図示略）等を適用してもよい。
【０５３９】
　ケースカバー２０２に戻って、高被覆面２２０ｂの裏面所定箇所には、後述するワンウ
ェイネジ２８０の頭部２８４を被覆するキャップ２４４が複数吊支されたキャップ吊支体
２４５（図８４中拡大図参照）を保持する四角柱状のキャップ保持部（図示略）が下向き
に凸設されている。キャップ吊支体２４５に吊支されているキャップ２４４は、封止の際
に使用するワンウェイネジ２８０及び予備用ワンウェイネジ２８１の頭部２８４を被覆す
るものであり、ワンウェイネジ２８０及び予備用ワンウェイネジ２８１の合計数（４個）
のキャップを有している。
【０５４０】
　尚、各キャップ２４４には下端に係止爪が形成された一対の係止片が設けられており、
該係止爪を後述する被固着部２５５ａ～２５５ｄの内面に形成された段部に係止すること
で、被固着部２５５ａ～２５５ｄの上面開口を閉塞するように保持されるようになってい
る。
【０５４１】
　上板２２０の上面には、図８２に示されるように、パチンコ遊技機１の機種名を記した
機種名シール（図示略）を貼着するための機種名表示用凹部２４７が凹設されているとと
もに、主基板３１を検査した際に書き込む「検査者」や「検査日」等の各項目が記された
検査履歴シール（図示略）を貼着するための検査名表示用凹部２４８が凹設されている。
【０５４２】
　また、上板２２０表面には、各被固着部２５５ａ～２５５ｄそれぞれに対応する箇所に
、後述するようにワンウェイネジ２８０及びワンウェイネジ２８１を用いて第１被固着部
２５５及び第２被固着部２１２とを固着する順番、つまり、各被固着部２５５ａ～２５５
ｄ及び各ネジ孔２１１ａ～２１１ｄの使用順序を示す使用順番号（図８２、図８３中に示
す「１，２，３，４」の白抜き数字参照）が印刷等により表示されている。
【０５４３】
　側壁２３０におけるケース本体２０１側の膨出部２０８ａ，２０８ｂに対応する箇所に
は、膨出部２０８ａ，２０８ｂよりもそれぞれ一回り小さい膨出部カバー２５０ａ，２５
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０ｂが外側に向けて膨出するように形成されている。つまり、これら膨出部カバー２５０
ａ，２５０ｂは、封止状態において膨出部２０８ａ，２０８ｂを構成する膨出壁２０３ｂ
，２０３ｃ及び連接壁２０３ｄよりも内側に入り込み、膨出空間Ｓ２，Ｓ３の上方を閉塞
するように構成されている。
【０５４４】
　これら膨出部カバー２５０ａ，２５０ｂは、内部が中空状に形成されており、一方の膨
出部カバー２５０ｂの内部空間は、側壁２３０によりケースカバー２０２における基板収
納空間と区画されて独立した空間となっているとともに（図８３参照）、他方の膨出部カ
バー２５０ａの内部空間は、側壁２３０における膨出部カバー２５０ａに対応する箇所が
切り欠かれていることにより、ケースカバー２０２の基板収納空間と連通している（図９
３（ａ）参照）。
【０５４５】
　膨出部カバー２５０ａ，２５０ｂにおける膨出部２０８ａ，２０８ｂに形成された係止
穴２１０に対応する壁部には、下端から上方に向けて切り欠かれた２本のスリットを介し
て弾性変形自在に構成された係止片２５２が形成されており、該係止片２５２の下端には
、係止穴２１０に係止可能な外向きの係止爪２５１が形成されており、ケース本体２０１
の上面をケースカバー２０２により閉鎖した状態、つまり封止状態において係止爪２５１
が係止穴２１０に係止されるようになっている。
【０５４６】
　また、図９３（ａ）に示されるように、前述したネジ収納部２０９に対応する膨出部カ
バー２５０ａの上壁裏面２５４には、膨出部カバー２５０ａの長手方向に向けて延びるネ
ジ規制用リブ２５３が下方に向けて垂設されている（図８３参照）。詳しくは、ネジ規制
用リブ２５３は、ケース本体２０１の上面をケースカバー２０２により閉鎖した状態、つ
まり封止状態において、ネジ収納部２０９の板状部２０９ａの直上に該板状部２０９ａと
平行をなすように配置されるように、膨出部カバー２５０ａの上壁裏面２５４における板
状部２０９ａとの対向位置から下方に向けて垂設されている。つまり、上壁裏面２５４に
おける挿入孔２０９ｃの上面開口との対向位置から、該挿入孔２０９ｃの上面開口に向け
て鉛直方向に向けて所定長さ延設されており、その下端が挿入孔２０９ｃ内に挿入された
各予備用ワンウェイネジ２８１の頭部２８４に近接する長さを有している。
【０５４７】
　このように、上記封止状態において、膨出部カバー２５０ａの上壁裏面２５４から下方
に向けて延設されたネジ規制用リブ２５３により、ネジ収納部２０９内に収納された予備
用ワンウェイネジ２８１のネジ収納部２０９からの逸脱が防止されるようになっているた
め、ネジ収納部２０９から予備用ワンウェイネジ２８１が逸脱して基板収納空間Ｓ１内に
入り込み、基板を損傷させてしまうこと等が確実に防止される。
【０５４８】
　図８３に示されるように、側壁２０３における両膨出部カバー２５０ａ，２５０ｂの間
には、複数（本実施の形態では４つ）の四角筒状の被固着部２５５ａ～２５５ｄが、ケー
ス本体２０１の各ネジ孔２１１ａ～２１１ｄに対向する箇所に複数形成されており、これ
ら固着部により第１被固着部２５５が構成されている。
【０５４９】
　各被固着部２５５ａ～２５５ｄは、図９２，図９３（ｂ）に示されるように、ワンウェ
イネジ２８０及び予備用ワンウェイネジ２８１を挿通可能な四角柱状の筒状部２５６と、
該筒状部２５６と側壁２３０とを連接する連接部２５７と、から構成されており、連接部
２５７を介して筒状部２５６が側壁２３０から所定距離離間した状態で配置されているた
め、連接部２５７をニッパ等の工具で切断できるようになっている。また、連設部２５７
は、ケースカバー２０２の一側縁である側壁２３０の外面から外方に向けて複数突設され
ており、各連設部２５７の先端に被固着部２５５ａ～２５５ｄが設けられている。
【０５５０】
　筒状部２５６は、上面が開口する有底の筒体であり、内部にワンウェイネジ２８０を収
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納可能な大きさを有しているとともに、底板２５８には、ワンウェイネジ２８０の頭部２
８４の直径よりも小径の取付孔２５９が形成されている。この取付孔２５９は、封止状態
において、各ネジ孔２１１ａ～２１１ｄの対向位置に配置されるようになっている。
【０５５１】
　図８２及び図８９に示されるように、ケース本体２０１側の被係止凹部２１５が形成さ
れている側壁２０４に対応する側壁２３１には、先端に被係止凹部２１５に係止可能な上
向きの係止条２６０が長手方向に向けて延設された係止片２６１が外方に向けて延設され
ている。
【０５５２】
　このように構成されたケース本体２０１及びケースカバー２０２は、ケース本体２０１
の上面開口をケースカバー２０２により閉塞した状態において、ケース本体２０１の側壁
２０５の内面と、ケースカバー２０２の低被覆面部２２０ａにおける側壁２０５の内面と
の対向辺である長辺２２０ｄ（図８７参照）端面との間に、後述する垂直板５００ｂが挿
通可能な間隙部５０５が、側壁２０５の内面に沿って形成されるようになっている（図９
１参照）。
【０５５３】
　次に、コネクタ規制部材５００の構造について説明する。図８８に示されるように、コ
ネクタ規制部材５００は、透明な合成樹脂材からなる板部材にて形成されており、ケース
カバー２０２の外側に装着可能に構成されている。板材の幅寸法は、ケースカバー２０２
の長辺２０２ｄにおける長手方向の幅寸法よりも若干短寸の幅寸法を有している。具体的
に説明すると、コネクタ規制部材５００は、装着時においてケースカバー２０２における
低被覆面２２０ａよりも若干大きめに形成される上板５００ａと、該上板５００ａの外端
から下方に向けて延設される垂直板５００ｂと、該垂直板５００ｂの下端から上板５００
ａと平行をなすように同方向に延設される下板５００ｃと、から側面視略コ字形に形成さ
れている。
【０５５４】
　上板５００ａにおける長辺５００ｄには、前述した複数の係合穴５０２それぞれに差し
込み可能に、かつ、弾性変形可能に構成されるとともに、先端に上向きの係止爪５０１が
形成された係止片が該上板５００ａとほぼ平行をなすように突設されており、該係止片を
係合穴５０２からケースカバー２０２内に挿通した状態において、ケースカバー２０２の
裏面における係合穴５０２の上縁に係止爪５０１が係止されるようになっている。
【０５５５】
　上板５００ａには、前述した各配線側コネクタ２９０ａ～２９０ｃから延出された配線
２９１ａ～２９１ｃを挿通可能な細長長方形状の配線挿通用開口５０３ａ～５０３ｃが長
手方向に向けて形成されているとともに、各配線挿通用開口５０３ａ～５０３ｃからは、
各配線２９１ａ～２９１ｃを挿通可能な配線挿通用スリット５０４ａ～５０４ｃが長辺５
００ｄに向けて延設されている。
【０５５６】
　各配線２９１ａ～２９１ｃは、複数本のケーブルを列状に並設することにより帯状に束
ねて形成されてなるいわゆるフラットケーブルであるため、配線挿通用開口５０３ａ～５
０３ｃ及び配線挿通用スリット５０４ａ～５０４ｃは横長長方形状に形成されている。詳
しくは、配線挿通用開口５０３ａ～５０３ｃは、長辺及び短辺が、配線側コネクタ２９０
ａ～２９０ｃ本体の長辺及び短辺よりも短寸に形成され、配線側コネクタ２９０ａ～２９
０ｃを挿通不可能であり、かつ、配線２９１ａ～２９１ｃを挿通可能に形成されている。
また、配線挿通用スリット５０４ａ～５０４ｃは、配線２９１ａ～２９１ｃを該配線挿通
用スリット５０４ａ～５０４ｃに対して平行な姿勢とした状態で長辺５００ｄ側から差し
込み可能な幅寸法に形成されている。
【０５５７】
　よって、各配線２９１ａ～２９１ｃは、長辺５００ｄ側から配線挿通用スリット５０４
ａ～５０４ｃ内に差し込んで配線挿通用開口５０３ａ～５０３ｃまで引き込むことで、配
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線挿通用開口５０３ａ～５０３ｃ内に配置することができるようになっている。
【０５５８】
　また、これら配線挿通用スリット５０４ａ～５０４ｃは、配線挿通用開口５０３ａ～５
０３ｃの開口長縁辺に対して傾斜するように、かつ、互いに平行に形成されているととも
に、該開口長縁辺における長手方向の中央位置から長辺５００ｄ側に向けて斜めに延設さ
れている。これにより、配線挿通用スリット５０４ａ～５０４ｃを介して引き込んだ配線
２９１ａ～２９１ｃを、配線挿通用開口５０３ａ～５０３ｃ内に斜めに進入させることが
できるため、配線挿通用開口５０３ａ～５０３ｃ内にスムーズに進入させることができる
。
【０５５９】
　また、開口長縁辺の長手方向の中央位置から配線挿通用スリット５０４ａ～５０４ｃが
延設されていることで、配線挿通用開口５０３ａ～５０３ｃ内に配線２９１ａ～２９１ｃ
を配置した状態において、該配線２９１ａ～２９１ｃの列方向の両端が配線挿通用スリッ
ト５０４ａ～５０４ｃとの連設部から離れるため、配線２９１ａ～２９１ｃが配線挿通用
スリット５０４ａ～５０４ｃ内に逆戻りすることがない。すなわち、配線挿通用スリット
５０４ａ～５０４ｃは、配線挿通用開口５０３ａ～５０３ｃの一辺よりも幅狭であること
が望ましい。
【０５６０】
　下板５００ｃは、垂直板５００ｂの下端から上板５００ａと同方向に向けて延設されて
おり、その延設幅は、主基板３１の短辺の幅寸法よりも若干短寸とされている。つまり、
主基板３１の裏面３１ｂ（実装面３１ａの反対面）ほぼ全域を被覆可能な長さとされてい
る（図９１参照）。
【０５６１】
　このように形成されたコネクタ規制部材５００は、上記のように、基板側コネクタ２３
８ａ～２３８ｃに接続された配線側コネクタ２９０ａ～２９０ｃから延設される各配線２
９１ａ～２９１ｃを、配線挿通用スリット５０４ａ～５０４ｃを介して配線挿通用開口５
０３ａ～５０３ｃ内を挿通させた後、ケースカバー２０２に対して側方から近接させ、係
止爪５０１を係合穴５０２に差し込んで一端をケースカバー２０２に係止させることで、
ケースカバー２０２に対して仮止めすることができる。
【０５６２】
　この状態において、上板５００ａにより低被覆面部２２０ａの上方および外側方が上板
５００ａ及び垂直板５００ｂにより被覆されるとともに、主基板３１の裏面３１ｂが下板
５００ｃにより被覆される。
【０５６３】
　次に、このように構成されたケース本体２０１及びケースカバー２０２により、主基板
３１を内部に収納して封止状態とするとともに、コネクタ規制部材５００により配線側コ
ネクタ２９０ａ～２９０ｃの抜脱を規制する状況を説明する。
【０５６４】
　主基板３１を封止状態で収納するには、まず、ケースカバー２０２の裏面に設けられた
キャップ保持部（図示略）に、キャップ吊支体２４５を取り付けた後、主基板３１をケー
スカバー２０２の裏面側に取り付ける。具体的には、図８５に示されるように、主基板３
１の実装面３１ａをケースカバー２０２の裏面に対向させた状態、つまり実装面３１ａを
上方に向けた状態でケースカバー２０２の裏面側に押し当てる。そして、主基板３１にお
ける位置決め用凸部２４１に対応する２つの角部に形成された位置決め孔２４３をそれぞ
れ位置決め用凸部２４１内に挿通して位置決めした状態で、主基板３１の取付用支柱２４
０に対応する２つの角部に形成されたネジ取付孔２４２に基板取付ネジ２３９を取り付け
、ネジ孔２４０ａに基板取付ネジ２３９を螺入して取り付けることで、各コネクタ用開口
２３６ａ～２３６ｃに各基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃが対応して臨む。
【０５６５】
　図８７に示されるように、主基板３１をケースカバー２０２の裏面側に取り付けた状態
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において、各コネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃに各基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃ
本体上部が臨んだ状態となる。つまり、各基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃの本体上面
に形成された接続口２３８ｄがケースカバー２０２の外部に上向きに開放されるため、ケ
ースカバー２０２に配線側コネクタ２９０ａ～２９０ｃを挿通させたりすることなく、各
基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃの接続口２３８ｄに各配線側コネクタ２９０ａ～２９
０ｃをケースカバー２０２の外側から差し込んで接続することができる。
【０５６６】
　図８６（ｂ）に示されるように、コネクタ接続状態において、配線側コネクタ２９０ｂ
は、コネクタ用開口２３６ｂ内に嵌合されることで、コネクタ用開口２３６ｂの開口端縁
と本体部６１０の側周面（外周面）との間に隙間がないとともに、さらに、上板２２０の
上面とフランジ部６１２の下面とが互いに密接され、コネクタ用開口２３６ｂの開口端縁
と本体部６１０の側周面（外周面）との間がフランジ部６１２によりケースカバー２０２
の外側から閉塞され、コネクタ用開口２３６ｂの開口端縁と本体部６１０の側周面（外周
面）との間から針金やセル等の不正器具の進入が確実に防止される。
【０５６７】
　さらに、弾性係止爪６１３によりコネクタ用開口２３８ｂからの配線側コネクタ２９０
ｂの抜脱が規制されることで、上板２２０の上面からのフランジ部６１２の浮き上がりが
確実に防止されるため、ケースカバー２０２の外側から、上板２２０の上面とフランジ部
６１２の下面との間に不正器具を挿通してコネクタ用開口２３８ｂ内に進入させることも
できなくなる。
【０５６８】
　次いで、図８８に示されるように、各基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃに接続された
各配線側コネクタ２９０ａ～２９０ｃから延設される各配線２９１ａ～２９１ｃを、長辺
５００ｄ側から配線挿通用スリット５０４ａ～５０４ｃ内に差し込み、配線挿通用開口５
０３ａ～５０３ｃ内を挿通させた後、ケースカバー２０２に対して側方から近接させ、係
止爪５０１を係合穴５０２に差し込んで一端をケースカバー２０２に係止させることで、
ケースカバー２０２に対して仮止めする。
【０５６９】
　このように、各基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃに各配線２９１ａ～２９１ｃの配線
側コネクタ２９０ａ～２９０ｃを接続した状態で、各配線２９１ａ～２９１ｃを配線挿通
用開口５０３ａ～５０３ｃに簡単に挿通させることができる。また、配線２９１ａ～２９
１ｃにおける配線側コネクタ２９０ａ～２９０ｃとは反対側の端部に設けられる配線側コ
ネクタ（図示略）等を、配線挿通用開口５０３ａ～５０３ｃに挿通させる必要がないばか
りか、例えば、配線２９１ａ～２９１ｃにおける配線側コネクタ２９０ａ～２９０ｃとは
反対側の端部が図示しない他の基板に対してコネクタ等を介さずに直接接続されている場
合であっても、配線側コネクタ２９０ａ～２９０ｃを配線挿通用開口５０３ａ～５０３ｃ
に挿通させる必要がなく、上板５００ａに大きな開口を形成しなくて済むため、コネクタ
規制部材５００の強度低下が防止される。
【０５７０】
　一方、ケース本体２０１の方は、図８４に示されるように、ネジ収納部２０９の挿入孔
２０９ｃ内に、予備用ワンウェイネジ２８１を収納しておく。このとき、各挿入孔２０９
ｃの上面開口の上方からネジ部２８３を挿入孔２０９ｃ（図８３（ｂ）参照）内に挿通す
るだけで、簡単に収納することができる。この収納状態において、ネジ部２８３は挿入孔
２０９ｃ内に完全に収納され、頭部２８４のみが挿入孔２０９ｃの上面開口から外部に突
出された状態で保持されているため（図９３（ａ）参照）、これら収納された予備用ワン
ウェイネジ２８１を使用する際において、頭部２８４を手で摘むだけで簡単に取り出すこ
とができる。
【０５７１】
　次いで、主基板３１が一体的に取り付けられるとともに、コネクタ規制部材５００が外
側に仮止めされたケースカバー２０２により、ケース本体２０１の上面開口を閉鎖する。
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具体的には、図８９に示されるように、ケースカバー２０２の一方の短辺から外方に向け
て突設された係止片２６０が下を向くようにケースカバー２０２を傾斜させた状態、すな
わち、主基板３１の裏面３１ｂをケース本体２０１に対向させた状態で、ケース本体２０
１における閉塞壁２１６の上端と垂下片２０４ｂの下端との間に係止片２６０を差し込む
。そして、係止条２６０を被係止凹部２１５内に係止させた状態で、該係止部を中心とし
てケースカバー２０２を図中矢印方向に向けて向けて回転させ、ケースカバー２０２をケ
ース本体２０１の側壁２０３～２０６により囲まれた空間内に嵌め込む。
【０５７２】
　ここで、ケース本体２０１の膨出部２０８ａ，２０８ｂの膨出空間Ｓ２，Ｓ３内に膨出
部カバー２５０ａ，２５０ｂが嵌め込まれて、両係止爪２５１がそれぞれ係止穴２１０の
開口上端縁に係止される。これにより、ケースカバー２０２の一方の短辺側が係止条２６
０と被係止凹部２１５とにより係止されるとともに、他方の短辺側が係止爪２５１と係止
孔２５１とにより係止され、ケースカバー２０２がケース本体２０１に対して仮止めされ
る。尚、この状態では、係止穴２１０の外方からそれぞれの係止爪２５１を内側に向けて
押し込むことで係止状態を解除することで、ケースカバー２０２を簡単に開放させること
ができる。
【０５７３】
　この状態において、膨出部カバー２５０ａの上壁裏面２５４から下方に向けて延設され
たネジ規制用リブ２５３の下端が、ネジ収納部２０９に収納された３本の予備用ワンウェ
イネジ２８１の頭部２８４に近接した状態で配置されるため、予備用ワンウェイネジ２８
１がネジ収納部２０９から逸脱して基板収納空間Ｓ１内に入り込み、主基板３１の配線パ
ターン等を傷つけて断線させてしまうこと等が防止される。
【０５７４】
　また、ケースカバー２０２の各側壁２３０～２３３の下端が、ケース本体２０１の側壁
２０３～２０６の上端よりも下方に深く入り込んだ状態となるため、ケース本体２０１と
ケースカバー２０２との間から針金等の異物を進入しにくくなる。
【０５７５】
　また、ネジ収納部２０９は、膨出部２０８ａの膨出空間Ｓ２内に設けられているため、
主基板３１が基板収納空間Ｓ１内におけるネジ収納部２０９の上端よりも下方位置に配置
された状態においても（図９３（ｂ）参照）、ネジ収納部２０９と干渉することがない。
【０５７６】
　また、図９１に示されるように、ケース本体２０１の側壁２０５の内面とケースカバー
２０２の低被覆面部２２０ａの長辺２２０ｄとの間に形成される間隙部５０５に、コネク
タ規制部材５００の垂直板５００ｂが差し込まれた状態で配置されるとともに、下板５０
０ｃの下面全域がケース本体２０１の底板２０１ａ上面に載置される。これにより、コネ
クタ規制部材５００がケース本体２０１に対して安定的に保持されるとともに、主基板３
１の裏面３１ｂが下板５００ｃにより被覆される。
【０５７７】
　つまり、ケースカバー２０２に対して係止爪５０１を介して一端側が係止されたコネク
タ規制部材５００は、その一部を構成する他端側の下板５００ｃ及び垂直板５００ｂの下
部がケース内部に配置されることになる。
【０５７８】
　さらにこの状態において、ケース本体２０１の第２被固着部２１２の上方に、ケースカ
バー２０２の第１被固着部２５５が配置される。詳しくは、固着片２１２ａの上面に各被
固着部２５５ａ～２５５ｄが載置されると、各ネジ孔２１１ａ～２１１ｄと各取付孔２５
９とが合致し、ワンウェイネジ２８０を挿通可能な状態となる。ここで、４つの被固着部
２５５ａ～２５５ｄのうち、いずれか１つの筒状部２５６（ここでは前述したようにケー
スカバー２０２に表示されている使用順番号「１」に対応する被固着部２５５ｄの筒状部
２５６）の上面開口からワンウェイネジ２８０を挿入し、ネジ部２８３の先端を取付孔２
５９に差し込んだ状態で、マイナスドライバー等の工具によりワンウェイネジ２８０を時
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計回りにねじ込む（図８３参照）。
【０５７９】
　これにより、図９２に示されるように、ネジ部２８３の外周に形成された雄ねじのねじ
切り作用により、ネジ部２８３が取付孔２５９を貫通して、固着片２１２ａ及び筒状部２
１２ｂ内に貫通形成されたネジ孔２１１ａ内に螺入され、固着片２１２ａ及び被固着部２
５５ｄ、つまり第２被固着部２１２と第１被固着部２５５とがワンウェイネジ２８０を介
して固着（カシメ）される。
【０５８０】
　すなわち、ケースカバー２０２は、一方の短辺側が係止条２６０が被係止凹部２１５に
より係止され、他方の短辺側がワンウェイネジ２８０を介して固着されていることにより
、ケース本体２０１に対してケースカバー２０２が開放不能に固着され、主基板３１は、
実装面３１ａ及び裏面３１ｂがこれらケース本体２０１及びケースカバー２０２により被
覆された状態で、基板収納ケース２００内に封止状態で収納される。
【０５８１】
　尚、ワンウェイネジ２８０を完全にねじ込んだ後、その上方から、所定の色に着色され
た色付接着剤Ｚを筒状部２５６内に注入した後、キャップ２４４を筒状体２５５ｄの上面
開口に嵌め込んで、頭部２８４の上面に形成された溝等を被覆することにより、ワンウェ
イネジ２８０を取り外しにくくすることができる。
【０５８２】
　さらに、透明な合成樹脂材からなる筒状部２５６内に色付接着剤Ｚが注入されることで
、ワンウェイネジ２８０に対する何らかのアクセスがあった場合において、色付接着剤Ｚ
が抉り取られた痕跡等が色により視認しやすくなるため、透明な筒状部２５６外部からで
も不正行為の痕跡を発見しやすくなる。
【０５８３】
　また、この封止状態を解除してケースカバー２０２を開放しようとする場合、前述した
ようにワンウェイネジ２８０を反時計回りに回して取り外すことはできないため、ケース
本体２０１またはケースカバー２０２の一部を破壊するか、あるいは、連接部２５７をニ
ッパ等の工具により切断し、固着片２１２ａにワンウェイネジ２８０を介して固着されて
いる被固着部２５５ａの筒状部２５６をケースカバー２０２から切り離すしかない。
【０５８４】
　つまり、破壊または切断のいずれの方法をとるにせよ、封止状態を解除してケースカバ
ー２０２を開放した場合には、破壊または切断の痕跡が残ることになるため、例えば不正
行為によりケースカバー２０２が開放された場合でも、早期のうちに不正行為が行われた
ことを発見することができる。これにより、万が一不正な遊技プログラムが格納されたＲ
ＯＭを有する遊技制御基板等にすりかえられた場合でも、早期に発見して対処することが
できるため、その状態で遊技が行われて遊技店が不利益を被ることを回避することができ
る。
【０５８５】
　また、ワンウェイネジ２８０によりケース本体２０１に対してケースカバー２０２が開
放不能に固着された封止状態とされることで、ケースカバー２０２の外側に仮止めされた
コネクタ規制部材５００が、ケースカバー２０２から離脱不能に保持されるとともに、基
板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃに接続された配線側コネクタ２９０ａ～２９０ｃの抜脱
が上板５００ａとの当接により規制される。
【０５８６】
　具体的には、図９１に示されるように、ケース本体２０１に対してケースカバー２０２
が開放不能に固着された封止状態において、コネクタ規制部材５００は、下板５００ｃが
主基板３１の裏面３１ｂを被覆するようにその下方に配置されることにより、その上方へ
の移動が、ケース本体２０１に固着されたケースカバー２０２の裏面側に取り付けられた
主基板３１との当接により規制される。
【０５８７】
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　また、下板５００ｃから上向きに連設された垂直板５００ｂが、ケースカバー２０２の
長辺２２０ｄとケース本体２０１の側壁２０５内面とに挟持されるとともに、係止爪５０
１が係合穴５０２に係止されることで、ケース本体２０１の底板２０１ａ上でのスライド
移動が規制されるとともに、上板５００ａの変形も防止される。特に、垂直板５００ｂの
外面が側壁２０５の内面に上下方向にわたり密着した状態で保持されるため、垂直板５０
０ｂの外側への変形も防止される。つまり、下板５００ｃ，垂直板５００ｂ，ケースカバ
ー２０２の長辺２２０ｄ及び側壁２０５は、本発明の規制部材保持手段を構成している。
【０５８８】
　このように、コネクタ規制部材５００の上方及び水平方向の移動が規制されることで、
コネクタ規制部材５００のケースカバー２０２からの離脱が防止され、安定して基板収納
ケース２００に保持される。そして、このように基板収納ケース２００に保持されたコネ
クタ規制部材５００の上板５００ａにより、ケースカバー２０２における低被覆面部２２
０ａの上面が被覆されるとともに、垂直板５００ｂの上部，傾斜被覆面部２２０ｃ，ケー
スカバー２０２の一部により低被覆面部２２０ａの上方側周面が被覆されることで、基板
側コネクタ２３８ａ～２３８ｃ及び配線側コネクタ２９０ａ～２９０ｃが外部から遮断さ
れるため、これらコネクタの接続部に対する不正行為が防止される。
【０５８９】
　また、図９１に示されるように、基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃに接続された配線
側コネクタ２９０ａ～２９０ｃの上方近傍に上板５００ａが配置されることで、配線側コ
ネクタ２９０ａ～２９０ｃを基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃから抜脱しようとする際
に、配線側コネクタ２９０ａ～２９０ｃの本体上面における配線２９１ａ～２９１ｃの延
出部周囲が、上板５００ａの裏面における配線挿通用開口５０３ａ～５０３ｃの周囲（当
接規制部）に当接される。すなわち、配線側コネクタ２９０ａ～２９０ｃの抜脱方向への
移動が上板５００ａにより当接規制されるため、基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃに正
規以外の不正部品が接続された配線が接続されることを効果的に防止できる。
【０５９０】
　また、封止状態において、下板５００ｃは主基板３１の裏面３１ｂを被覆可能な大きさ
に形成されていることで、裏面３１ｂに形成された配線パターン等に対する不正行為も抑
制できるとともに、安定性も向上する。尚、このように本実施の形態では、下板５００ｃ
は主基板３１の裏面３１ｂを被覆可能な大きさに形成されていたが、コネクタ規制部材５
００の上方への移動を主基板３１の裏面３１ｂとの当接により規制可能な長さを有してい
れば、裏面３１ｂ全域を被覆可能な大きさに形成されていなくてもよい。
【０５９１】
　次に、第２被固着部２１２と第１被固着部２５５とをワンウェイネジ２８０を介して固
着して封止状態を構成した後、主基板３１の故障や検査等により主基板３１を取り出すた
めに封止状態を解除し、再度封止状態とする場合について説明する。
【０５９２】
　尚、このようにネジ孔２１１ａ～２１１ｄ及び被固着部２５５ａ～２５５ｄを複数形成
し、繰り返し封止状態とすることができるようにするのは、例えばメーカーが主基板３１
を遊技店等に出荷する際に、主基板３１を基板収納ケース２００内に封止状態で収納する
ために、１つのネジ孔２１１ａ～２１１ｄ及び被固着部２５５ａ～２５５ｄを使用した後
、遊技店において、上記のように主基板３１が故障して交換する場合や検査等を行うため
に主基板３１を取り出す場合等において、封止状態を解除することがある。その後再度封
止状態とする際に他のネジ孔２１１ａ～２１１ｄ及び被固着部２５５ａ～２５５ｄを使用
するため、これらが第２被固着部２１２及び第１被固着部２５５が複数必要となる。
【０５９３】
　まず、ケースカバー２０２を開放したときに、キャップ吊支体２４５からキャップ２４
４を１つ分離して取り出しておくとともに、ネジ収納部２０９から予備用ワンウェイネジ
２８１を１本取り出しておく。そして、前述と同様に、ケース本体２０１の上面開口をケ
ースカバー２０２により閉鎖する。ここで、まだ連接部２５７が切断されていない被固着



(98) JP 2008-272214 A 2008.11.13

10

20

30

40

50

部２５５ｂ～２５５ｄのうちいずれかの筒状部（例えば前述した使用順番号「２」に対応
する被固着部２５５ｂ）に予備用ワンウェイネジ２８１を挿入し、ネジ孔２１１ｂに螺入
することで、前述と同様に第２被固着部２１２と第１被固着部２５５とを固着して封止状
態を構成することができる。
【０５９４】
　このように、第２被固着部２１２としてのネジ孔２１１ａ～２１１ｄ及び第１被固着部
２５５としての被固着部２５５ａ～２５５ｄが複数設けられているため、ケース本体２０
１やケースカバー２０２の一部を破壊することなく連接部２５７を切断するだけで、基板
収納ケース２００を交換すること等なく、封止状態を解除した後でも、封止状態を複数回
繰り返し構成することができる。
【０５９５】
　以上説明したように、基板収納ケース２００にあっては、主基板３１をケースカバー２
０２の裏面に取り付けることにより、基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃがコネクタ用開
口２３６ａ～２３６ｃを介してケースカバー２０２の外部に開放されるとともに、該開放
された基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃに配線側コネクタ２９０ａ～２９０ｃをケース
カバー２０２の外側から差し込んで接続することができる。
【０５９６】
　このように配線側コネクタ２９０ａ～２９０ｃをケースカバー２０２の外側からコネク
タ用開口２３６ａ～２３６ｃに差し込んで基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃに接続する
だけで、該接続した配線側コネクタ２９０ａ～２９０ｃとコネクタ用開口２３６ａ～２３
６ｃとの間の隙間がケースカバー２０２の外側から外側閉塞部であるフランジ部６１２に
より閉塞されるとともに、コネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃの内側に形成されたコネク
タ嵌合部内に配線側コネクタ２９０ａ～２９０ｃの側周面（外周面）が嵌合されるため、
配線側コネクタ２９０ａ～２９０ｃとコネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃとの間の隙間か
ら針金やセル等の不正器具を進入させることが困難となるばかりか、主基板３１がケース
カバー２０２の基板取付部（位置決め用凸部２４１及び取付用支柱２４０）に取り付けら
れることで、基板収納ケース２００の封止状態を不正に解除してケースカバー２０２を開
放するだけでは実装面３１ａの被覆状態を解除することはできず、前記基板取付部から主
基板３１を取り外す必要があり、手間と時間がかかることになるため、不正器具による主
基板３１に対する不正行為を効果的に防止できる。
【０５９７】
　基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃに配線側コネクタ２９０ａ～２９０ｃを接続した状
態で、ケースカバー２０２の外側にコネクタ規制部材５００を仮止めして基板収納ケース
２００に保持することで、配線側コネクタ２９０ａ～２９０ｃの抜脱が当接規制部として
の上板５００ａにより当接規制される。このように、ケースカバー２０２に、基板側コネ
クタ２３８ａ～２３８ｃに接続された配線側コネクタ２９０ａ～２９０ｃと反対側の配線
側コネクタ（図示略）を挿通するための大きな挿通口等を形成しなくても、ケースカバー
２０２の外側にコネクタ規制部材５００を装着することができるため、コネクタ規制部材
５００の強度低下が防止される。
【０５９８】
　また、下板５００ｃは、封止状態とされたケース本体２０１及びケースカバー２０２に
より被覆されることで、封止状態を解除するかコネクタ規制部材５００またはケース２０
０の一部を破壊しない限りコネクタ規制部材５００の保持状態を解除することができなく
なり、これにより基板収納ケース２００の一部を破壊したり封止状態を解除して配線側コ
ネクタ２９０ａ～２９０ｃを抜脱した際にはその痕跡が残り、不正が行われた可能性があ
ることを確実に発見することができるようになる。
【０５９９】
　また、本実施の形態では、封止状態においてケース内部に配置される下板５００ｃが規
制部材保持手段として機能するため、例えば前述したワンウェイネジ等の特殊な保持部材
等を用いてコネクタ規制部材５００をケースカバー２０２に保持したり、保持構造を複雑
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化することなく、ケースカバー２０２及びケース本体２０１を封止状態とするだけでケー
スカバー２０２に簡単に装着できるため、基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃに正規以外
の不正部品が接続された配線が接続されることを効果的に防止できる。
【０６００】
　また、コネクタ規制部材５００の一部は、複数の配線側コネクタ２９０ａ～２９０ｃを
当接規制することが可能な１枚の上板５００ａにて構成されているため、複数の配線側コ
ネクタ２９０ａ～２９０ｃそれぞれに対応する複数の当接規制部を個別に形成する必要が
ないとともに、複数の配線側コネクタ２９０ａ～２９０ｃをまとめて当接規制することが
できるため、保持作業の手間が軽減される。
【０６０１】
　さらに、配線側コネクタ２９０ａ～２９０ｃの抜脱方向への移動を当接規制するだけで
なく、これらの上方が被覆されるため、基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃと配線側コネ
クタ２９０ａ～２９０ｃとの接続部に対する不正行為が困難となるとともに、コネクタ規
制部材５００に配線側コネクタ２９０ａ～２９０ｃを挿通するための大きな挿通口等を形
成する必要がないので、強度低下が防止される。
【０６０２】
　また、コネクタ規制部材５００の一部は、封止状態において間隙部５０５に配置される
垂直板５００ｂと、離脱方向への移動が主基板３１により当接規制される下板５００ｃと
、から構成されることで、ネジ等の保持部材を使用することなく、垂直板５００ｂを間隙
部５０５に差し込んだ状態で封止状態とするだけで、係止部としての下板５００ｃの係止
作用により垂直板５００ｂの抜脱方向への移動が規制されてケースに保持されるため、コ
ネクタ規制部材５００の装着作業が容易になる。
【０６０３】
　コネクタ規制部材５００には、ケースカバー２０２に形成された係止穴５０２に係合可
能な係止爪５０１が形成されているため、係止爪５０１が係合穴５０２に係合されること
で、コネクタ規制部材５００の上板５００ａが変形や破損しにくくなるので、上板５００
ａを変形させて配線側コネクタ２９０ａ～２９０ｃをケースカバー２０２との間に形成さ
れる隙間から抜脱すること等を確実に防止することができる。
【０６０４】
　また、主基板３１の実装面３１ａにおけるコネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃ近傍が低
被覆面２２０ａにより被覆されることで、コネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃと基板側コ
ネクタ２３８ａ～２３８ｃとの間に形成される隙間から不正器具等を挿入しにくくなるの
で、主基板３１に対する不正行為を防止することができる。
【０６０５】
　また、ケースカバー２０２に凹部２３４が形成され、コネクタ規制部材５００は該凹部
２３４に装着されるようにしたことで、装着状態においてコネクタ規制部材５００がケー
スカバー２０２から大きく突出することがないので、パチンコ遊技機１に配設された状態
等において、コネクタ規制部材５００が邪魔になることがない。
【０６０６】
　また、コネクタ規制部材５００は、透明な合成樹脂材にて構成されているため、基板収
納ケース２００内の視認性がコネクタ規制部材５００により損なわれることがないので、
主基板３１の監視に支障をきたすことがない。
【０６０７】
　また、複数のうち少なくとも一対の第１被固着部としてのネジ孔２１１ａ～２１１ｄ及
び第２被固着部としての被固着部２５５ａ～２５５ｄ同士を固着部材としてのワンウェイ
ネジ２８０により固着することで、主基板３１を封止状態とすることができるとともに、
基板収納ケース２００を破壊するかもしくは固着されたネジ孔２１１ａ～２１１ｄの連接
部２５７を切断することで、封止状態を解除してケースカバー２０２を開放することがで
きる。さらに連接部を切断するなどして封止状態を解除した後でも、未使用の一対のネジ
孔２１１ａ～２１１ｄ及び被固着部２５５ａ～２５５ｄ同士を予備用ワンウェイネジ２８
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１により固着することで、再度主基板３１を封止状態でケース内部に収納することができ
る。
【０６０８】
　また、基板収納ケース２００を開放することにより、ネジ収納部２０９の挿入孔２０９
ｃの上面開口が開放されるため、予備用ワンウェイネジ２８１をネジ収納部２０９に簡単
に収納及び取り出すことができるとともに、ネジ収納部２０９に収納された予備用ワンウ
ェイネジ２８１は、主基板３１の封止状態においてネジ収納部２０９からの逸脱が、規制
部としてのネジ規制用リブ２５３の下端との当接により規制されるため、逸脱した予備用
ワンウェイネジ２８１により主基板３１が損傷することを防止できる。
【０６０９】
　さらに、ネジ規制用リブ２５３が、膨出部カバー２５０ａの上壁裏面２５４からネジ収
納部２０９の挿入孔２０９ｃの上面開口に向けて下方に延設されていることで、ネジ収納
部２０９の配設位置が、ケースカバー２０２やケース本体２０１の形状により制限された
り、あるいはケースカバー２０２やケース本体２０１の形状をネジ収納部２０９の配設位
置に合わせて形成する必要がないので、基板収納ケース２００の設計が煩雑になることを
回避できる。
【０６１０】
　具体的は、例えばネジ収納部２０９に収納された予備用ワンウェイネジ２８１の頭部２
８４からケースカバー２０２の裏面までの距離が、予備用ワンウェイネジ２８１の長さよ
りも大きい場合には、予備用ワンウェイネジ２８１がネジ収納部２０９から逸脱する虞が
ある。そこで、例えばケースカバー２０２におけるネジ収納部２０９に対応する箇所を該
ネジ収納部２０９の挿入孔２０９ｃの上面開口に極力近接させようとすると、ケースカバ
ー２０２全体の形状、あるいはネジ収納部２０９の配設位置を設計変更しなければならな
いが、ケースカバー２０２の裏面所定箇所からネジ規制用リブ２５３を延設することで、
ケースカバー２０２全体の形状やネジ収納部２０９の配設位置を設計変更しないで済む。
【０６１１】
　また、ネジ規制用リブ２５３は、３つの予備用ワンウェイネジ２８１の逸脱を規制でき
るように、上壁裏面２５４の長手方向にわたって延設されていることで、膨出部カバー２
５０ａの強度が高まる。これにより、例えばケースカバー２０２を過って床等に落下させ
てしまった場合等において、膨出部カバー２５０ａが破壊されにくくなるので、その側方
に設けられる第１被固着部２５５の保護作用が効果的に高まる。
【０６１２】
　また、第２被固着部２１２及び第１被固着部２５５の前後側方に膨出部２０８ａ，２０
８ｂが設けられることで、いずれか一側方のみに設けられている場合に比べて、これら第
２被固着部２１２及び第１被固着部２５５がより効果的に保護される。
【０６１３】
　また、膨出部２０８ａの膨出空間Ｓ２内に設けられたネジ収納部２０９は、複数本の予
備用ワンウェイネジ２８１をまとめて収納可能であるため、各ネジ孔２１１ａ～２１１ｄ
や各被固着部２５５ａ～２５５ｄそれぞれの近傍に予備用ワンウェイネジ２８１を収納し
ておくよりも、ケース本体２０１の構造を簡素化することができるばかりか、予備用ワン
ウェイネジ２８１の管理が容易になる。
【０６１４】
　また、ケース本体２０１の側壁２０３の一部に膨出部２０８ａが形成され、該膨出部２
０８ａの側方に第２被固着部２１２が設けられることにより、過って基板収納ケース２０
０を床等に落下させた場合等においても、ネジ孔２１１ａ～２１１ｄや被固着部２５５ａ
～２５５ｄが容易に破損することが防止されるとともに、膨出部２０８ａの内部に形成さ
れた膨出空間Ｓ２内に設けられたネジ収納部２０９に予備用ワンウェイネジ２８１を収納
しておくことができるため、膨出部２０８ａを有効に利用することができるばかりか、主
基板３１を内部に収納または取り出す際に予備用ワンウェイネジ２８１が邪魔になること
がないように収納しておくことができる。
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【０６１５】
　つまり、膨出部２０８ａと第２被固着部２１２とが、ケース本体２０１における一側辺
の長手方向に向けて直線状に配設されるとともに、特にネジ孔２１１ａ～２１１ｄとネジ
収納部２０９とが一側辺に沿うように配置されることで、ケース本体２０１外形に凹凸部
が形成されることがないので、ケース本体２０１の構造を簡素化できるばかりか、保管や
輸送時における収納性が向上する。
【０６１６】
　また、ネジ収納部２０９は、ケース本体２０１の内部における基板収納空間Ｓ１から外
側に張り出すように設けられた膨出空間Ｓ２内、すなわち、主基板３１の封止状態におい
て主基板３１と上下方向に重合しない位置に配設されているとともに、主基板３１は、膨
出空間Ｓ２内に張り出さないように設けられていることで、予備用ワンウェイネジ２８１
の収納及び取り出しの際に主基板３１と干渉することがない。
【０６１７】
　さらに、予備用ワンウェイネジ２８１は、ネジ収納部２０９の挿入孔２０９ｃの上面開
口を介して内部に挿入される挿入部であるネジ部２８３と、該ネジ部２８３の一端に設け
られる頭部２８４と、から構成され、ネジ収納部２０９は、予備用ワンウェイネジ２８１
を収納した状態において、頭部２８４が挿入孔２０９ｃの上面開口の外部に突出した状態
で保持されるように構成されていることで、予備用ワンウェイネジ２８１のネジ収納部２
０９からの取り出しが容易になる。
【０６１８】
　また、主基板３１は、複数の電子部品及び基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃが実装さ
れる実装面３１ａと該実装面３１ａと反対側の裏面３１ｂとを有し、ケースカバー２０２
は、コネクタ２３８ａ～２３８ｃに対応する箇所に、該コネクタ２３８ａ～２３８ｃの接
続口２３８ｄをケース外部に開放するためのコネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃが形成さ
れるとともに、主基板３１を取り付け可能に構成され、主基板３１は、実装面３１ａをケ
ースカバー２０２により被覆し、かつ、裏面３１ｂをケース本体２０１に対向させた状態
で基板収納ケース２００の内部に封止状態で収納されるため、基板収納ケース２００を開
放しても、実装面３１ａがケースカバー２０２により覆われた状態で主基板３１が取り付
けられていることで、ケースカバー２０２からの主基板３１の取り外しに時間がかかり、
電子部品や基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃ等に対する不正行為を行いにくくなる。
【０６１９】
　実施の形態７．
　次に、本発明の実施の形態７における主基板３１を収納する基板収納ケース２００’の
詳細な構造について説明する。図９４は、本発明の実施の形態７における基板収納ケース
を示す分解斜視図であり、図９５は、（ａ）は図９４の要部拡大斜視図であり、（ｂ）は
（ａ）のケース本体の要部を示す平面図であり、図９６は、基板収納ケース及び遊技制御
基板の組み付け状態を示す分解斜視図であり、図９７は、ケースカバーに対する遊技制御
基板の取り付け状態を示す斜視図であり、図９８は、（ａ）は配線側コネクタ及び基板側
コネクタの接続状況を示す斜視図であり、（ｂ）は（ａ）の縦断面図であり、（ｃ）は配
線側コネクタの接続状況を示す斜視図であり、図９９は、ケース本体とケースカバーとを
閉鎖した状態を示す縦断面図であり、図１００は、遊技制御基板の封止状態を示す断面図
であり、図１０１は、基板収納ケースを示す一部破断側面図であり、図１０２は、（ａ）
は図１０１のＢ－Ｂ断面図であり、（ｂ）は図１０１のＣ－Ｃ断面図である。
【０６２０】
　基板収納ケース２００’は、図９４に示されるように、主基板３１の裏面側を覆うケー
ス本体としてのケース本体２０１と、主基板３１の実装面３１ａ（図９９参照）側を覆う
ケースカバー２０２’と、から構成され、主基板３１を挟持するように組み付けられるも
のである。尚、主基板３１の実装面３１ａには、特に詳細な図示はしないが、ＣＰＵ５６
、ＲＡＭ５５、ＲＯＭ５４等の電子素や、他の基板から延出された配線の一端に設けられ
た配線側コネクタ等が接続される基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃ等が多数実装されて
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いる。尚、本実施の形態においては、３つの基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃが記載さ
れているが、これら実装されるコネクタの実装数量は任意であり、実際には３つ以上のコ
ネクタが実装されることがある。尚、主基板３１は、後述するようにケースカバー２０２
’の裏面側に取り付けられた状態で基板収納ケース２００’の内部に封止状態で収納され
るようになっている。
【０６２１】
　ケース本体２０１は、透明な合成樹脂からなり、略長方形状に形成される底板２０１ａ
と、該底板２０１ａの周囲を囲むように形成された側壁２０３～２０６と、により上面が
開放する直方体状に成形されている。側壁２０５、２０６の内面には、封止状態（閉鎖状
態）において主基板３１の裏面周囲を支持する上下方向を向く支持リブ２０７が複数形成
されている。また、側壁２０３及び後述する閉塞壁２１６の内面における長手方向の中央
位置には、ケースカバー２０２’を位置決めするための上下方向を向く位置決め用リブ２
７０が形成されている。
【０６２２】
　一方の短辺の側壁２０３は、特に図９５（ａ）に示されるように、長手方向の略中央に
位置する中央側壁２０３ａと、該中央側壁２０３ａの左右側方に位置する膨出壁２０３ｂ
，２０３ｃと、中央側壁２０３ａと膨出壁２０３ｂ，２０３ｃとを連接する連接壁２０３
ｄと、により、平面視で略凹状に形成されている。つまり、これら膨出壁２０３ｂ，２０
３ｃ及び連接壁２０３ｄにより、中央側壁２０３ａの長手方向の左右側には、本体内部側
から外側に向けて膨出する平面視略長方形状をなす膨出部２０８ａ，２０８ｂが形成され
ている。
【０６２３】
　膨出部２０８ａ，２０８ｂの内部は、ケース本体２０１の内部に形成される平面視略長
方形状の基板収納空間Ｓ１（図９５（ｂ）中２点鎖線で囲まれる領域）にそれぞれ連通す
る膨出空間Ｓ２，Ｓ３が形成されており、つまり内部が中空状に構成されており、一方の
膨出部２０８ａの膨出空間Ｓ２内には、後述する複数（本実施の形態では３本）の予備用
ワンウェイネジ２８１を収納するネジ収納部２０９が設けられている。
【０６２４】
　ネジ収納部２０９は、図９５（ｂ）に示されるように、ケース本体２０１の底板２０１
ａから立設される側壁２０３よりも若干低い板状部２０９ａと、該板状部２０９ａの長手
方向に向けて所定間隔おきに形成される複数の筒状部２０９ｂと、から構成される。各筒
状部２０９ｂには、予備用ワンウェイネジ２８１のネジ部の直径よりも若干大径で、かつ
、頭部の直径よりも小径の挿入孔２０９ｃが上方から所定深さ形成されており、挿入孔２
０９ｃの上面開口から予備用ワンウェイネジ２８１を挿通して収納できるようになってい
る（図１０２（ａ）参照）。
【０６２５】
　板状部２０９ａは、その長手方向の両端が、それぞれ側壁２０６及び連接壁２０３ｄの
内面に連設されているとともに、膨出壁２０３ｂに対して平行に、基板収納空間Ｓ１と膨
出空間Ｓ２とを区画するように配設されている。また、膨出壁２０３ｂ，２０３ｃの下部
には、後述するケースカバー２０２’の係止爪２５１を係止可能な係止穴２１０がそれぞ
れ形成されている（図１０２（ａ）参照）。
【０６２６】
　予備用ワンウェイネジ２８１は、周知のように、一方向の回転によってネジを螺着する
ことができるが、他方向に回転させようとしても回転させることができない、すなわち、
そのネジを緩めることができない機能を有するネジである（図９５（ａ）参照）。具体的
には、外周に雄ねじ部が形成されたネジ部２８３と、該ネジ部２８３の上端に設けられる
頭部２８４と、から構成され、ネジ部２８３の直径よりも頭部２８４の直径の方が大径に
なっている（図１０２（ａ）参照）。尚、ワンウェイネジ２８０も予備用ワンウェイネジ
２８１と同様に構成されているため、ここでの詳細な説明及び図示は省略することとする
。
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【０６２７】
　中央側壁２０３ａの外側には、後述するワンウェイネジ２８０が螺入される複数（本実
施の形態では４つ）のネジ孔２１１ａ～２１１ｄが形成される第２被固着部２１２が形成
されている。被固着部２１２は、図９５及び図１０１に示されるように、中央側壁２０３
ａの外側における両連接壁２０３ｄ，２０３ｄ間に架設されるとともに、ネジ孔２１１ａ
～２１１ｄが長手方向に向けて所定間隔おきに形成された固着片２１２ａと、該固着片２
１２ａの下面における各ネジ孔２１１ａ～２１１ｄに対応する箇所から垂下される筒状部
２１２ｂと、から構成され、ネジ孔２１１ａ～２１１ｄは、固着片２１２ａから筒状部２
１２ｂにかけて所定深さに形成されている。
【０６２８】
　固着片２１２ａは、中央側壁２０３ａ及び両連接壁２０３ｄに対向する３辺がそれぞれ
側壁２０３に連設されているとともに、中央側壁２０３ａの反対側の長辺が、膨出壁２０
３ｂ，２０３ｄと面一になるように形成されている。つまり、両サイドの膨出部２０８ａ
，２０８ｂよりも外側に突出しないように形成されているため、誤ってケース本体２０１
を落下した場合でも、第２被固着部２１２が両サイドの膨出部２０８ａ，２０８ｂにより
保護されて損傷しないようになっている。
【０６２９】
　他方の短寸の側壁２０４は、図９４及び図９９に示されるように、その上端から内向き
に連設される内向片２０４ａと、該内向片２０４ａの先端から下方に垂設される垂下片２
０４ｂとが連設されており、これら側壁２０４、内向片２０４ａ及び垂下片２０４ｂの内
面により、後述するケースカバー２０２’の回動枢支片を係止する下向きに開口する被係
止凹部２１５（図９９参照）が長手方向に向けて形成されている。
【０６３０】
　また、図９９に示されるように、底板２０１ａにおける被係止凹部２１５の鉛直下方位
置には開口が形成されているとともに、該開口端縁部からは、側壁２０４よりも高さが低
い閉塞壁２１６が立設されており、封止状態においてケースカバー２０２’の側壁下端と
底板２０１ａの上面との間を外側から被覆できるようになっている。
【０６３１】
　底板２０１ａの下面には、パチンコ遊技機１に設けられる基板収納ケース取付板４００
（図１１３，１１４参照）に取り付ける際に、該基板収納ケース取付板４００に係止可能
な複数の取付板用係止爪２１７ａ，２１７ｂと、取り付けの際における位置決め用の位置
決め片２１８とが突設されている。
【０６３２】
　ケースカバー２０２’は、透明な合成樹脂からなり、図９４及び図９５（ａ）に示され
るように、略長方形状に形成される上板２２０と、該上板２２０の周縁辺を囲むように形
成された側壁２３０～２３３とにより下面が開放する直方体状に形成されている。
【０６３３】
　上板２２０には、図９６に示されるように、平面視略長方形状に形成された主基板３１
の実装面３１ａにおける一方の長辺に沿うように形成された帯状のコネクタ実装領域Ｓ１
０（図９６中斜線で示される領域）を被覆するとともに、該コネクタ実装領域Ｓ１０に実
装された複数の基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃの接続口２３８ｄ及び本体上部をそれ
ぞれ挿通して外部に露呈（開放）可能とするコネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃが形成さ
れている。つまりケースカバー２０２’には、基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃに配線
側コネクタ１２９０ａ～１２９０ｃを接続するためのコネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃ
が形成されている。
【０６３４】
　各コネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃは、これらの開口端縁と各基板側コネクタ２３８
ａ～２３８ｃに接続された配線側コネクタ１２９０ａ～１２９０ｃの本体側周面との間か
ら針金等の異物や配線等が容易に進入されることがないように、開口端縁と各種配線側コ
ネクタ１２９０ａ～１２９０ｃの本体側周面（外周面）との間が例えば約１ｍｍ以内の隙
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間となるように、つまり嵌合されるように形成されている。
【０６３５】
　具体的には、上板２２０の裏面（内側）における各コネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃ
の開口端縁からは、図９８に示されるように、所定長さの環状片８００が下方に向けて垂
設されており、この環状片８００により、各配線側コネクタ１２９０ａ～１２９０ｃが嵌
合可能な筒状のコネクタ嵌合部８００ａが形成されている。
【０６３６】
　環状片８００は、基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃの上半部を被覆可能な長さに延設
されている。また、上板２２０の表面における各コネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃの周
囲には、後述するフランジ部８１２が嵌合される段部８０１が環状に形成されている。
【０６３７】
　上板２２０は、主基板３１の実装面３１ａにおけるコネクタ実装領域Ｓ１０以外のメイ
ン部品実装領域（図中斜線で示される領域以外の領域）、つまり遊技制御用マイクロコン
ピュータ５６０等の電子部品や各種回路等が実装される領域の上方を被覆する。
【０６３８】
　上板２２０の裏面四隅には、図９７に示されるように、主基板３１を取り付けるための
基板取付ネジ２３９が取り付けられるネジ孔２４０ａを有する取付用支柱２４０が一方の
対角線上に２つ突設されているとともに、取り付けの際に位置決め用の位置決め用凸部２
４１が他方の対角線上に２つ突設されており、ケースカバー２０２’の裏面側に主基板３
１を取り付けできるようになっている。
【０６３９】
　主基板３１を取り付けるには、主基板３１の実装面３１ａをケースカバー２０２’の裏
面に対向させた状態、つまり実装面３１ａを上方に向けた状態でケースカバー２０２’の
裏面側に押し当てる。そして、各コネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃに対応する各コネク
タ２３８ａ～２３８ｃが臨むように、主基板３１における位置決め用凸部２４１に対応す
る２つの角部に形成された位置決め孔２４３をそれぞれ位置決め用凸部２４１内に挿通し
て位置決めした状態で、主基板３１の取付用支柱２４０に対応する２つの角部に形成され
たネジ取付孔２４２に基板取付ネジ２３９を取り付け、ネジ孔２４０ａに基板取付ネジ２
３９を螺入して取り付ける。つまり、これら位置決め用凸部２４１及び取付用支柱２４０
は基板取付部を構成している。
【０６４０】
　ここで、配線側コネクタ１２９０ａ～１２９０ｃの詳細を、図９８に基づいて説明する
。尚、配線側コネクタ１２９０ａ～１２９０ｃは大きさが異なるが主要な構造は同一であ
るため、図９８においては、配線側コネクタ１２９０ｂを一例として説明し、他の配線側
コネクタ１２９０ａ，１２９０ｃの説明は省略することとする。
【０６４１】
　配線側コネクタ１２９０ｂは、配線２９１ｂが接続される本体部８１０と、該本体部８
１０の下面から下向きに突設され、基板側コネクタ２３８ｂに接続される接続凸部８１１
と、から主に構成される。本体部８１０は、コネクタ用開口２３６ｂに嵌合可能な直方体
形状をなし、その上部には、外方に向けて延びる板状のフランジ部８１２が環状に形成さ
れている。よって、フランジ部８１２よりも下方の本体部８１０がコネクタ用開口２３６
ｂに嵌合されるようになっている。
【０６４２】
　また、本体部８１０の下面における一対の長縁辺からは、コネクタ用開口２３６ｂへの
嵌合時において環状片８００の下端に弾性係止される一対の弾性係止爪８１３が下方に向
けて垂下されている。
【０６４３】
　このように構成される配線側コネクタ１２９０ｂは、接続凸部８１１を下方に向けた状
態でケースカバー２０２’の外側からコネクタ用開口２３６ｂ内に差し込むことにより、
コネクタ嵌合部８００ａ内に嵌合される（図９８（ｃ）中２点鎖線参照）。尚、基板側コ
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ネクタ２３８ｂの側周面と環状片８００の内面との間には所定の隙間が形成されているの
で、弾性係止爪８１３はコネクタ用開口２３６ｂ内において内向きに弾性変形される。
【０６４４】
　そして、フランジ部８１２の下面がケースカバー２０２’の上板２２０の上面に形成さ
れた段部８０１内に嵌合されることにより、嵌合方向への移動が規制されるとともに、外
向きの弾性係止爪８１３は、環状片８００の下端よりも下方に位置した段階で弾性復帰力
により該環状片８００の下端縁に係止され、これにより配線側コネクタ１２９０ｂがケー
スカバー２０２’に装着されるとともに、コネクタ用開口２３６ｂからの抜脱が規制され
る。
【０６４５】
　また、弾性係止爪８１３が環状片８００の下端縁に係止されたときに、接続凸部８１１
が基板側コネクタ２３８ｂ内に嵌合され、該基板側コネクタ２３８ｂと配線側コネクタ１
２９０ｂとが電気的に接続されたコネクタ接続状態となる。
【０６４６】
　このようなコネクタ接続状態において、配線側コネクタ１２９０ｂは、コネクタ用開口
２３６ｂの内側に形成されたコネクタ嵌合部８００ａ内に嵌合されていることで、コネク
タ用開口２３６ｂの開口端縁やコネクタ嵌合部８００ａの内面と本体部８１０の側周面（
外周面）との間に隙間が生じないとともに、さらに、段部８０１の上面及び側面とフラン
ジ部８１２の下面及び側端面とが互いに密接され、コネクタ用開口２３６ｂの開口端縁と
本体部８１０の側周面（外周面）との間がフランジ部８１２によりケースカバー２０２’
の外側から閉塞されるため、コネクタ用開口２３６ｂの開口端縁と本体部８１０の側周面
との間から針金やセル等の不正器具の進入が確実に防止される。
【０６４７】
　さらに、弾性係止爪８１３によりコネクタ用開口２３８ｂからの配線側コネクタ１２９
０ｂの抜脱が規制されることで、上板２２０の上面からのフランジ部８１２の浮き上がり
が確実に防止されるため、上板２２０の上面とフランジ部８１２の下面との間からコネク
タ用開口２３８ｂ内に不正器具を進入させることもできなくなる。
【０６４８】
　また、配線側コネクタ１２９０ｂは、弾性係止爪８１３を介してケースカバー２０２’
に係止（装着）されているため、基板側コネクタ２３８ｂと配線側コネクタ１２９０ｂと
の接続状態を解除するには、ケース本体２０１とケースカバー２０２’との封止状態を解
除して開放してケースカバー２０２’から主基板３１を取り外すことで、弾性係止爪８１
３の係止状態をケースカバー２０２’の裏面側から解除することが可能となる。
【０６４９】
　尚、本実施の形態７では、弾性係止爪８１３がケースカバー２０２’の環状片８００に
係止されることで基板側コネクタ２３８ｂからの配線側コネクタ１２９０ｂの抜脱が規制
されるようになっていたが、弾性係止爪８１３の替わりに接続時において基板側コネクタ
２３８ｂの本体に係止される弾性係止爪（図示略）等を適用してもよい。
【０６５０】
　ケースカバー２０２’に戻って、高被覆面２２０ｂの裏面所定箇所には、後述するワン
ウェイネジ２８０の頭部２８４を被覆するキャップ２４４が複数吊支されたキャップ吊支
体２４５（図９６中拡大図参照）を保持する四角柱状のキャップ保持部（図示略）が下向
きに凸設されている。キャップ吊支体２４５に吊支されているキャップ２４４は、封止の
際に使用するワンウェイネジ２８０及び予備用ワンウェイネジ２８１の頭部２８４を被覆
するものであり、ワンウェイネジ２８０及び予備用ワンウェイネジ２８１の合計数（４個
）のキャップを有している。
【０６５１】
　尚、各キャップ２４４には下端に係止爪が形成された一対の係止片が設けられており、
該係止爪を後述する被固着部２５５ａ～２５５ｄの内面に形成された段部に係止すること
で、被固着部２５５ａ～２５５ｄの上面開口を閉塞するように保持されるようになってい
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る。
【０６５２】
　上板２２０の上面には、図９４に示されるように、パチンコ遊技機１の機種名を記した
機種名シール（図示略）を貼着するための機種名表示用凹部２４７が凹設されているとと
もに、主基板３１を検査した際に書き込む「検査者」や「検査日」等の各項目が記された
検査履歴シール（図示略）を貼着するための検査名表示用凹部２４８が凹設されている。
【０６５３】
　また、上板２２０表面には、各被固着部２５５ａ～２５５ｄそれぞれに対応する箇所に
、後述するようにワンウェイネジ２８０及びワンウェイネジ２８１を用いて第１被固着部
２５５及び第２被固着部２１２とを固着する順番、つまり、各被固着部２５５ａ～２５５
ｄ及び各ネジ孔２１１ａ～２１１ｄの使用順序を示す使用順番号（図９４、図９５中に示
す「１，２，３，４」の白抜き数字参照）が印刷等により表示されている。
【０６５４】
　側壁２３０におけるケース本体２０１側の膨出部２０８ａ，２０８ｂに対応する箇所に
は、膨出部２０８ａ，２０８ｂよりもそれぞれ一回り小さい膨出部カバー２５０ａ，２５
０ｂが外側に向けて膨出するように形成されている。つまり、これら膨出部カバー２５０
ａ，２５０ｂは、封止状態において膨出部２０８ａ，２０８ｂを構成する膨出壁２０３ｂ
，２０３ｃ及び連接壁２０３ｄよりも内側に入り込み、膨出空間Ｓ２，Ｓ３の上方を閉塞
するように構成されている。
【０６５５】
　これら膨出部カバー２５０ａ，２５０ｂは、内部が中空状に形成されており、一方の膨
出部カバー２５０ｂの内部空間は、側壁２３０によりケースカバー２０２’における基板
収納空間と区画されて独立した空間となっているとともに（図９５参照）、他方の膨出部
カバー２５０ａの内部空間は、側壁２３０における膨出部カバー２５０ａに対応する箇所
が切り欠かれていることにより、ケースカバー２０２’の基板収納空間と連通している（
図１０２（ａ）参照）。
【０６５６】
　膨出部カバー２５０ａ，２５０ｂにおける膨出部２０８ａ，２０８ｂに形成された係止
穴２１０に対応する壁部には、下端から上方に向けて切り欠かれた２本のスリットを介し
て弾性変形自在に構成された係止片２５２が形成されており、該係止片２５２の下端には
、係止穴２１０に係止可能な外向きの係止爪２５１が形成されており、ケース本体２０１
の上面をケースカバー２０２’により閉鎖した状態、つまり封止状態において係止爪２５
１が係止穴２１０に係止されるようになっている。
【０６５７】
　また、図１０２（ａ）に示されるように、前述したネジ収納部２０９に対応する膨出部
カバー２５０ａの上壁裏面２５４には、膨出部カバー２５０ａの長手方向に向けて延びる
ネジ規制用リブ２５３が下方に向けて垂設されている（図９５参照）。詳しくは、ネジ規
制用リブ２５３は、ケース本体２０１の上面をケースカバー２０２’により閉鎖した状態
、つまり封止状態において、ネジ収納部２０９の板状部２０９ａの直上に該板状部２０９
ａと平行をなすように配置されるように、膨出部カバー２５０ａの上壁裏面２５４におけ
る板状部２０９ａとの対向位置から下方に向けて垂設されている。つまり、上壁裏面２５
４における挿入孔２０９ｃの上面開口との対向位置から、該挿入孔２０９ｃの上面開口に
向けて鉛直方向に向けて所定長さ延設されており、その下端が挿入孔２０９ｃ内に挿入さ
れた各予備用ワンウェイネジ２８１の頭部２８４に近接する長さを有している。
【０６５８】
　このように、上記封止状態において、膨出部カバー２５０ａの上壁裏面２５４から下方
に向けて延設されたネジ規制用リブ２５３により、ネジ収納部２０９内に収納された予備
用ワンウェイネジ２８１のネジ収納部２０９からの逸脱が防止されるようになっているた
め、ネジ収納部２０９から予備用ワンウェイネジ２８１が逸脱して基板収納空間Ｓ１内に
入り込み、基板を損傷させてしまうこと等が確実に防止される。
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【０６５９】
　図９５に示されるように、側壁２０３における両膨出部カバー２５０ａ，２５０ｂの間
には、複数（本実施の形態では４つ）の四角筒状の被固着部２５５ａ～２５５ｄが、ケー
ス本体２０１の各ネジ孔２１１ａ～２１１ｄに対向する箇所に複数形成されており、これ
ら固着部により第１被固着部２５５が構成されている。
【０６６０】
　各被固着部２５５ａ～２５５ｄは、図１０１，図１０２（ｂ）に示されるように、ワン
ウェイネジ２８０及び予備用ワンウェイネジ２８１を挿通可能な四角柱状の筒状部２５６
と、該筒状部２５６と側壁２３０とを連接する連接部２５７と、から構成されており、連
接部２５７を介して筒状部２５６が側壁２３０から所定距離離間した状態で配置されてい
るため、連接部２５７をニッパ等の工具で切断できるようになっている。また、連設部２
５７は、ケースカバー２０２’の一側縁である側壁２３０の外面から外方に向けて複数突
設されており、各連設部２５７の先端に被固着部２５５ａ～２５５ｄが設けられている。
【０６６１】
　筒状部２５６は、上面が開口する有底の筒体であり、内部にワンウェイネジ２８０を収
納可能な大きさを有しているとともに、底板２５８には、ワンウェイネジ２８０の頭部２
８４の直径よりも小径の取付孔２５９が形成されている。この取付孔２５９は、封止状態
において、各ネジ孔２１１ａ～２１１ｄの対向位置に配置されるようになっている。
【０６６２】
　図９４及び図９９に示されるように、ケース本体２０１側の被係止凹部２１５が形成さ
れている側壁２０４に対応する側壁２３１には、先端に被係止凹部２１５に係止可能な上
向きの係止条２６０が長手方向に向けて延設された係止片２６１が外方に向けて延設され
ている。
【０６６３】
　次に、このように構成されたケース本体２０１及びケースカバー２０２’により、主基
板３１を内部に収納して封止状態とする状況を説明する。
【０６６４】
　主基板３１を封止状態で収納するには、まず、ケースカバー２０２’の裏面に設けられ
たキャップ保持部（図示略）に、キャップ吊支体２４５を取り付けた後、主基板３１をケ
ースカバー２０２’の裏面側に取り付ける。具体的には、図９７に示されるように、主基
板３１の実装面３１ａをケースカバー２０２’の裏面に対向させた状態、つまり実装面３
１ａを上方に向けた状態でケースカバー２０２’の裏面側に押し当てる。そして、主基板
３１における位置決め用凸部２４１に対応する２つの角部に形成された位置決め孔２４３
をそれぞれ位置決め用凸部２４１内に挿通して位置決めした状態で、主基板３１の取付用
支柱２４０に対応する２つの角部に形成されたネジ取付孔２４２に基板取付ネジ２３９を
取り付け、ネジ孔２４０ａに基板取付ネジ２３９を螺入して取り付けることで、各コネク
タ用開口２３６ａ～２３６ｃに各基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃが対応して臨む。
【０６６５】
　このように主基板３１をケースカバー２０２’の裏面側に取り付けた状態において、各
コネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃに各基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃが臨むことに
なる。つまり、各基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃの本体上面に形成された接続口２３
８ｄがケースカバー２０２’の外部に上向きに開放されるため、ケースカバー２０２’に
配線側コネクタ１２９０ａ～１２９０ｃを挿通させたりすることなく、各基板側コネクタ
２３８ａ～２３８ｃの接続口２３８ｄに各配線側コネクタ１２９０ａ～１２９０ｃをケー
スカバー２０２’の外側から差し込んで接続することができる。
【０６６６】
　図９８に示されるように、コネクタ接続状態において、配線側コネクタ１２９０ｂは、
コネクタ用開口２３６ｂ内に嵌合されていることで、コネクタ用開口２３６ｂの開口端縁
と本体部８１０の側周面（外周面）との間に隙間がないとともに、さらに、上板２２０の
上面及び側面とフランジ部８１２の下面及び側端面とが互いに密接され、コネクタ用開口
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２３６ｂの開口端縁と本体部８１０の側周面（外周面）との間がフランジ部８１２により
ケースカバー２０２’の外側から閉塞され、コネクタ用開口２３６ｂの開口端縁と本体部
８１０の側周面（外周面）との間から針金やセル等の不正器具の進入が確実に防止される
。
【０６６７】
　さらに、弾性係止爪８１３によりコネクタ用開口２３８ｂからの配線側コネクタ１２９
０ｂの抜脱が規制されることで、上板２２０の上面からのフランジ部８１２の浮き上がり
が確実に防止されるため、上板２２０の上面及び側面とフランジ部８１２の下面及び側端
面との間からコネクタ用開口２３８ｂ内に不正器具を進入させることもできなくなる。
【０６６８】
　一方、ケース本体２０１の方は、図９６に示されるように、ネジ収納部２０９の挿入孔
２０９ｃ内に、予備用ワンウェイネジ２８１を収納しておく。このとき、各挿入孔２０９
ｃの上面開口の上方からネジ部２８３を挿入孔２０９ｃ（図９５（ｂ）参照）内に挿通す
るだけで、簡単に収納することができる。この収納状態において、ネジ部２８３は挿入孔
２０９ｃ内に完全に収納され、頭部２８４のみが挿入孔２０９ｃの上面開口から外部に突
出された状態で保持されているため（図１０２（ａ）参照）、これら収納された予備用ワ
ンウェイネジ２８１を使用する際において、頭部２８４を手で摘むだけで簡単に取り出す
ことができる。
【０６６９】
　次いで、主基板３１が一体的に取り付けられたケースカバー２０２’により、ケース本
体２０１の上面開口を閉鎖する。具体的には、図９９に示されるように、ケースカバー２
０２’の一方の短辺から外方に向けて突設された係止片２６０が下を向くようにケースカ
バー２０２’を傾斜させた状態、すなわち、主基板３１の裏面３１ｂをケース本体２０１
に対向させた状態で、ケース本体２０１における閉塞壁２１６の上端と垂下片２０４ｂの
下端との間に係止片２６０を差し込む。そして、係止条２６０を被係止凹部２１５内に係
止させた状態で、該係止部を中心としてケースカバー２０２’を図中矢印方向に向けて向
けて回転させ、ケースカバー２０２’をケース本体２０１の側壁２０３～２０６により囲
まれた空間内に嵌め込む（図１００参照）。
【０６７０】
　ここで、ケース本体２０１の膨出部２０８ａ，２０８ｂの膨出空間Ｓ２，Ｓ３内に膨出
部カバー２５０ａ，２５０ｂが嵌め込まれて、両係止爪２５１がそれぞれ係止穴２１０の
開口上端縁に係止される。これにより、ケースカバー２０２’の一方の短辺側が係止条２
６０と被係止凹部２１５とにより係止されるとともに、他方の短辺側が係止爪２５１と係
止孔２５１とにより係止され、ケースカバー２０２’がケース本体２０１に対して仮止め
される。尚、この状態では、係止穴２１０の外方からそれぞれの係止爪２５１を内側に向
けて押し込むことで係止状態を解除することで、ケースカバー２０２’を簡単に開放させ
ることができる。
【０６７１】
　この状態において、膨出部カバー２５０ａの上壁裏面２５４から下方に向けて延設され
たネジ規制用リブ２５３の下端が、ネジ収納部２０９に収納された３本の予備用ワンウェ
イネジ２８１の頭部２８４に近接した状態で配置されるため、予備用ワンウェイネジ２８
１がネジ収納部２０９から逸脱して基板収納空間Ｓ１内に入り込み、主基板３１の配線パ
ターン等を傷つけて断線させてしまうこと等が防止される。
【０６７２】
　また、ケースカバー２０２’の各側壁２３０～２３３の下端が、ケース本体２０１の側
壁２０３～２０６の上端よりも下方に深く入り込んだ状態となるため、ケース本体２０１
とケースカバー２０２’との間から針金等の異物を進入しにくくなる。
【０６７３】
　また、ネジ収納部２０９は、膨出部２０８ａの膨出空間Ｓ２内に設けられているため、
主基板３１が基板収納空間Ｓ１内におけるネジ収納部２０９の上端よりも下方位置に配置
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された状態においても（図１０２（ｂ）参照）、ネジ収納部２０９と干渉することがない
。
【０６７４】
　さらにこの状態において、図１０１に示されるように、ケース本体２０１の第２被固着
部２１２の上方に、ケースカバー２０２’の第１被固着部２５５が配置される。詳しくは
、固着片２１２ａの上面に各被固着部２５５ａ～２５５ｄが載置されると、各ネジ孔２１
１ａ～２１１ｄと各取付孔２５９とが合致し、ワンウェイネジ２８０を挿通可能な状態と
なる。ここで、４つの被固着部２５５ａ～２５５ｄのうち、いずれか１つの筒状部２５６
（ここでは前述したようにケースカバー２０２’に表示されている使用順番号「１」に対
応する被固着部２５５ｄの筒状部２５６）の上面開口からワンウェイネジ２８０を挿入し
、ネジ部２８３の先端を取付孔２５９に差し込んだ状態で、マイナスドライバー等の工具
によりワンウェイネジ２８０を時計回りにねじ込む（図９５参照）。
【０６７５】
　これにより、図１０１に示されるように、ネジ部２８３の外周に形成された雄ねじのね
じ切り作用により、ネジ部２８３が取付孔２５９を貫通して、固着片２１２ａ及び筒状部
２１２ｂ内に貫通形成されたネジ孔２１１ａ内に螺入され、固着片２１２ａ及び被固着部
２５５ｄ、つまり第２被固着部２１２と第１被固着部２５５とがワンウェイネジ２８０を
介して固着（カシメ）される。
【０６７６】
　すなわち、ケースカバー２０２’は、一方の短辺側が係止条２６０が被係止凹部２１５
により係止され、他方の短辺側がワンウェイネジ２８０を介して固着されていることによ
り、ケース本体２０１に対してケースカバー２０２’が開放不能に固着され、主基板３１
は、実装面３１ａ及び裏面３１ｂがこれらケース本体２０１及びケースカバー２０２’に
より被覆された状態で、基板収納ケース２００’内に封止状態で収納される。
【０６７７】
　尚、ワンウェイネジ２８０を完全にねじ込んだ後、その上方から、所定の色に着色され
た色付接着剤Ｚを筒状部２５６内に注入した後、キャップ２４４を筒状体２５５ｄの上面
開口に嵌め込んで、頭部２８４の上面に形成された溝等を被覆することにより、ワンウェ
イネジ２８０を取り外しにくくすることができる。
【０６７８】
　さらに、透明な合成樹脂材からなる筒状部２５６内に色付接着剤Ｚが注入されることで
、ワンウェイネジ２８０に対する何らかのアクセスがあった場合において、色付接着剤Ｚ
が抉り取られた痕跡等が色により視認しやすくなるため、透明な筒状部２５６外部からで
も不正行為の痕跡を発見しやすくなる。
【０６７９】
　また、この封止状態を解除してケースカバー２０２’を開放しようとする場合、前述し
たようにワンウェイネジ２８０を反時計回りに回して取り外すことはできないため、ケー
ス本体２０１またはケースカバー２０２’の一部を破壊するか、あるいは、連接部２５７
をニッパ等の工具により切断し、固着片２１２ａにワンウェイネジ２８０を介して固着さ
れている被固着部２５５ａの筒状部２５６をケースカバー２０２’から切り離すしかない
。
【０６８０】
　つまり、破壊または切断のいずれの方法をとるにせよ、封止状態を解除してケースカバ
ー２０２’を開放した場合には、破壊または切断の痕跡が残ることになるため、例えば不
正行為によりケースカバー２０２’が開放された場合でも、早期のうちに不正行為が行わ
れたことを発見することができる。これにより、万が一不正な遊技プログラムが格納され
たＲＯＭを有する遊技制御基板等にすりかえられた場合でも、早期に発見して対処するこ
とができるため、その状態で遊技が行われて遊技店が不利益を被ることを回避することが
できる。
【０６８１】
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　次に、第２被固着部２１２と第１被固着部２５５とをワンウェイネジ２８０を介して固
着して封止状態を構成した後、主基板３１の故障や検査等により主基板３１を取り出すた
めに封止状態を解除し、再度封止状態とする場合について説明する。
【０６８２】
　尚、このようにネジ孔２１１ａ～２１１ｄ及び被固着部２５５ａ～２５５ｄを複数形成
し、繰り返し封止状態とすることができるようにするのは、例えばメーカーが主基板３１
を遊技店等に出荷する際に、主基板３１を基板収納ケース２００’内に封止状態で収納す
るために、１つのネジ孔２１１ａ～２１１ｄ及び被固着部２５５ａ～２５５ｄを使用した
後、遊技店において、上記のように主基板３１が故障して交換する場合や検査等を行うた
めに主基板３１を取り出す場合等において、封止状態を解除することがある。その後再度
封止状態とする際に他のネジ孔２１１ａ～２１１ｄ及び被固着部２５５ａ～２５５ｄを使
用するため、これらが第２被固着部２１２及び第１被固着部２５５が複数必要となる。
【０６８３】
　まず、ケースカバー２０２’を開放したときに、キャップ吊支体２４５からキャップ２
４４を１つ分離して取り出しておくとともに、ネジ収納部２０９から予備用ワンウェイネ
ジ２８１を１本取り出しておく。そして、前述と同様に、ケース本体２０１の上面開口を
ケースカバー２０２’により閉鎖する。ここで、まだ連接部２５７が切断されていない被
固着部２５５ｂ～２５５ｄのうちいずれかの筒状部（例えば前述した使用順番号「２」に
対応する被固着部２５５ｂ）に予備用ワンウェイネジ２８１を挿入し、ネジ孔２１１ｂに
螺入することで、前述と同様に第２被固着部２１２と第１被固着部２５５とを固着して封
止状態を構成することができる。
【０６８４】
　このように、第２被固着部２１２としてのネジ孔２１１ａ～２１１ｄ及び第１被固着部
２５５としての被固着部２５５ａ～２５５ｄが複数設けられているため、ケース本体２０
１やケースカバー２０２’の一部を破壊することなく連接部２５７を切断するだけで、基
板収納ケース２００’を交換すること等なく、封止状態を解除した後でも、封止状態を複
数回繰り返し構成することができる。
【０６８５】
　以上説明したように、基板収納ケース２００’にあっては、主基板３１をケースカバー
２０２’の裏面に取り付けることにより、基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃがコネクタ
用開口２３６ａ～２３６ｃを介してケースカバー２０２’の外部に開放されるとともに、
該開放された基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃに配線側コネクタ１２９０ａ～１２９０
ｃをケースカバー２０２’の外側から差し込んで接続することができる。
【０６８６】
　このように配線側コネクタ１２９０ａ～１２９０ｃをケースカバー２０２’の外側から
コネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃに差し込んでコネクタ嵌合部８００ａ内に嵌合させ、
基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃに接続するだけで、該接続した配線側コネクタ１２９
０ａ～１２９０ｃとコネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃとの間の隙間が生じなくなるため
、配線側コネクタ１２９０ａ～１２９０ｃとコネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃとの間の
隙間から針金やセル等の不正器具を進入させることが困難となるとともに、さらに前記隙
間の上方がケースカバー２０２’の外側から外側閉塞部であるフランジ部８１２により閉
塞されるため、針金やセル等の不正器具の進入がより困難となる。
【０６８７】
　また、主基板３１がケースカバー２０２’の基板取付部（位置決め用凸部２４１及び取
付用支柱２４０）に取り付けられることで、基板収納ケース２００’の封止状態を不正に
解除してケースカバー２０２’を開放するだけでは実装面３１ａの被覆状態を解除するこ
とはできず、前記基板取付部から主基板３１を取り外す必要があり、手間と時間がかかる
ことになるため、不正器具による主基板３１に対する不正行為を効果的に防止できる。
【０６８８】
　また、基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃに配線側コネクタ１２９０ａ～１２９０ｃを
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接続した状態で、弾性係止爪８１３が環状片８００の下端に形成されることで、配線側コ
ネクタ１２９０ａ～１２９０ｃの抜脱が当接規制される。
【０６８９】
　また、複数のうち少なくとも一対の第１被固着部としてのネジ孔２１１ａ～２１１ｄ及
び第２被固着部としての被固着部２５５ａ～２５５ｄ同士を固着部材としてのワンウェイ
ネジ２８０により固着することで、主基板３１を封止状態とすることができるとともに、
基板収納ケース２００’を破壊するかもしくは固着されたネジ孔２１１ａ～２１１ｄの連
接部２５７を切断することで、封止状態を解除してケースカバー２０２’を開放すること
ができる。さらに連接部を切断するなどして封止状態を解除した後でも、未使用の一対の
ネジ孔２１１ａ～２１１ｄ及び被固着部２５５ａ～２５５ｄ同士を予備用ワンウェイネジ
２８１により固着することで、再度主基板３１を封止状態でケース内部に収納することが
できる。
【０６９０】
　また、基板収納ケース２００’を開放することにより、ネジ収納部２０９の挿入孔２０
９ｃの上面開口が開放されるため、予備用ワンウェイネジ２８１をネジ収納部２０９に簡
単に収納及び取り出すことができるとともに、ネジ収納部２０９に収納された予備用ワン
ウェイネジ２８１は、主基板３１の封止状態においてネジ収納部２０９からの逸脱が、規
制部としてのネジ規制用リブ２５３の下端との当接により規制されるため、逸脱した予備
用ワンウェイネジ２８１により主基板３１が損傷することを防止できる。
【０６９１】
　さらに、ネジ規制用リブ２５３が、膨出部カバー２５０ａの上壁裏面２５４からネジ収
納部２０９の挿入孔２０９ｃの上面開口に向けて下方に延設されていることで、ネジ収納
部２０９の配設位置が、ケースカバー２０２’やケース本体２０１の形状により制限され
たり、あるいはケースカバー２０２’やケース本体２０１の形状をネジ収納部２０９の配
設位置に合わせて形成する必要がないので、基板収納ケース２００’の設計が煩雑になる
ことを回避できる。
【０６９２】
　具体的は、例えばネジ収納部２０９に収納された予備用ワンウェイネジ２８１の頭部２
８４からケースカバー２０２’の裏面までの距離が、予備用ワンウェイネジ２８１の長さ
よりも大きい場合には、予備用ワンウェイネジ２８１がネジ収納部２０９から逸脱する虞
がある。そこで、例えばケースカバー２０２’におけるネジ収納部２０９に対応する箇所
を該ネジ収納部２０９の挿入孔２０９ｃの上面開口に極力近接させようとすると、ケース
カバー２０２’全体の形状、あるいはネジ収納部２０９の配設位置を設計変更しなければ
ならないが、ケースカバー２０２’の裏面所定箇所からネジ規制用リブ２５３を延設する
ことで、ケースカバー２０２’全体の形状やネジ収納部２０９の配設位置を設計変更しな
いで済む。
【０６９３】
　また、ネジ規制用リブ２５３は、３つの予備用ワンウェイネジ２８１の逸脱を規制でき
るように、上壁裏面２５４の長手方向にわたって延設されていることで、膨出部カバー２
５０ａの強度が高まる。これにより、例えばケースカバー２０２’を過って床等に落下さ
せてしまった場合等において、膨出部カバー２５０ａが破壊されにくくなるので、その側
方に設けられる第１被固着部２５５の保護作用が効果的に高まる。
【０６９４】
　また、第２被固着部２１２及び第１被固着部２５５の前後側方に膨出部２０８ａ，２０
８ｂが設けられることで、いずれか一側方のみに設けられている場合に比べて、これら第
２被固着部２１２及び第１被固着部２５５がより効果的に保護される。
【０６９５】
　また、膨出部２０８ａの膨出空間Ｓ２内に設けられたネジ収納部２０９は、複数本の予
備用ワンウェイネジ２８１をまとめて収納可能であるため、各ネジ孔２１１ａ～２１１ｄ
や各被固着部２５５ａ～２５５ｄそれぞれの近傍に予備用ワンウェイネジ２８１を収納し
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ておくよりも、ケース本体２０１の構造を簡素化することができるばかりか、予備用ワン
ウェイネジ２８１の管理が容易になる。
【０６９６】
　また、ケース本体２０１の側壁２０３の一部に膨出部２０８ａが形成され、該膨出部２
０８ａの側方に第２被固着部２１２が設けられることにより、過って基板収納ケース２０
０’を床等に落下させた場合等においても、ネジ孔２１１ａ～２１１ｄや被固着部２５５
ａ～２５５ｄが容易に破損することが防止されるとともに、膨出部２０８ａの内部に形成
された膨出空間Ｓ２内に設けられたネジ収納部２０９に予備用ワンウェイネジ２８１を収
納しておくことができるため、膨出部２０８ａを有効に利用することができるばかりか、
主基板３１を内部に収納または取り出す際に予備用ワンウェイネジ２８１が邪魔になるこ
とがないように収納しておくことができる。
【０６９７】
　つまり、膨出部２０８ａと第２被固着部２１２とが、ケース本体２０１における一側辺
の長手方向に向けて直線状に配設されるとともに、特にネジ孔２１１ａ～２１１ｄとネジ
収納部２０９とが一側辺に沿うように配置されることで、ケース本体２０１外形に凹凸部
が形成されることがないので、ケース本体２０１の構造を簡素化できるばかりか、保管や
輸送時における収納性が向上する。
【０６９８】
　また、ネジ収納部２０９は、ケース本体２０１の内部における基板収納空間Ｓ１から外
側に張り出すように設けられた膨出空間Ｓ２内、すなわち、主基板３１の封止状態におい
て主基板３１と上下方向に重合しない位置に配設されているとともに、主基板３１は、膨
出空間Ｓ２内に張り出さないように設けられていることで、予備用ワンウェイネジ２８１
の収納及び取り出しの際に主基板３１と干渉することがない。
【０６９９】
　さらに、予備用ワンウェイネジ２８１は、ネジ収納部２０９の挿入孔２０９ｃの上面開
口を介して内部に挿入される挿入部であるネジ部２８３と、該ネジ部２８３の一端に設け
られる頭部２８４と、から構成され、ネジ収納部２０９は、予備用ワンウェイネジ２８１
を収納した状態において、頭部２８４が挿入孔２０９ｃの上面開口の外部に突出した状態
で保持されるように構成されていることで、予備用ワンウェイネジ２８１のネジ収納部２
０９からの取り出しが容易になる。
【０７００】
　また、主基板３１は、複数の電子部品及び基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃが実装さ
れる実装面３１ａと該実装面３１ａと反対側の裏面３１ｂとを有し、ケースカバー２０２
’は、コネクタ２３８ａ～２３８ｃに対応する箇所に、該コネクタ２３８ａ～２３８ｃの
接続口２３８ｄをケース外部に開放するためのコネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃが形成
されるとともに、主基板３１を取り付け可能に構成され、主基板３１は、実装面３１ａを
ケースカバー２０２’により被覆し、かつ、裏面３１ｂをケース本体２０１に対向させた
状態で基板収納ケース２００’の内部に封止状態で収納されるため、基板収納ケース２０
０’を開放しても、実装面３１ａがケースカバー２０２’により覆われた状態で主基板３
１が取り付けられていることで、ケースカバー２０２’からの主基板３１の取り外しに時
間がかかり、電子部品や基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃ等に対する不正行為を行いに
くくなる。
【０７０１】
　実施の形態８．
　次に、本発明の実施の形態８における主基板３１を収納する基板収納ケース２００’’
の詳細な構造について説明する。図１０３は、本発明の実施の形態８における基板収納ケ
ースを示す分解斜視図であり、図１０４は、（ａ）は図１０３の要部拡大斜視図であり、
（ｂ）は（ａ）のケース本体の要部を示す平面図であり、図１０５は、基板収納ケース及
び遊技制御基板の組み付け状態を示す分解斜視図であり、図１０６は、ケースカバーに対
する遊技制御基板の取り付け状態を示す斜視図であり、図１０７は、配線側コネクタ及び
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基板側コネクタの接続状況を示す斜視図であり、図１０８は、（ａ）（ｂ）は配線側コネ
クタの接続状況を示す断面図であり、図１０９は、ケース本体とケースカバーとを閉鎖し
た状態を示す縦断面図であり、図１１０は、基板収納ケースを示す一部破断側面図であり
、図１１１は、（ａ）は図１１０のＢ－Ｂ断面図であり、（ｂ）は図１１０のＣ－Ｃ断面
図である。
【０７０２】
　基板収納ケース２００’’は、図１０３に示されるように、主基板３１の裏面側を覆う
ケース本体としてのケース本体２０１と、主基板３１の実装面３１ａ（図１０９参照）側
を覆うケースカバー２０２’’と、から構成され、主基板３１を挟持するように組み付け
られるものである。尚、主基板３１の実装面３１ａには、特に詳細な図示はしないが、Ｃ
ＰＵ５６、ＲＡＭ５５、ＲＯＭ５４等の電子素や、他の基板から延出された配線の一端に
設けられた配線側コネクタ等が接続される基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃ等が多数実
装されている。尚、本実施の形態においては、３つの基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃ
が記載されているが、これら実装されるコネクタの実装数量は任意であり、実際には３つ
以上のコネクタが実装されることがある。
【０７０３】
　尚、主基板３１は、後述するようにケースカバー２０２’’の裏面側に取り付けられた
状態で基板収納ケース２００’’の内部に封止状態で収納されるようになっている。
【０７０４】
　ケース本体２０１は、透明な合成樹脂からなり、略長方形状に形成される底板２０１ａ
と、該底板２０１ａの周囲を囲むように形成された側壁２０３～２０６と、により上面が
開放する直方体状に成形されている。側壁２０５、２０６の内面には、封止状態（閉鎖状
態）において主基板３１の裏面周囲を支持する上下方向を向く支持リブ２０７が複数形成
されている。また、側壁２０３及び後述する閉塞壁２１６の内面における長手方向の中央
位置には、ケースカバー２０２’’を位置決めするための上下方向を向く位置決め用リブ
２７０が形成されている。
【０７０５】
　一方の短辺の側壁２０３は、特に図１０４（ａ）に示されるように、長手方向の略中央
に位置する中央側壁２０３ａと、該中央側壁２０３ａの左右側方に位置する膨出壁２０３
ｂ，２０３ｃと、中央側壁２０３ａと膨出壁２０３ｂ，２０３ｃとを連接する連接壁２０
３ｄと、により、平面視で略凹状に形成されている。つまり、これら膨出壁２０３ｂ，２
０３ｃ及び連接壁２０３ｄにより、中央側壁２０３ａの長手方向の左右側には、本体内部
側から外側に向けて膨出する平面視略長方形状をなす膨出部２０８ａ，２０８ｂが形成さ
れている。
【０７０６】
　膨出部２０８ａ，２０８ｂの内部は、ケース本体２０１の内部に形成される平面視略長
方形状の基板収納空間Ｓ１（図１０４（ｂ）中２点鎖線で囲まれる領域）にそれぞれ連通
する膨出空間Ｓ２，Ｓ３が形成されており、つまり内部が中空状に構成されており、一方
の膨出部２０８ａの膨出空間Ｓ２内には、後述する複数（本実施の形態では３本）の予備
用ワンウェイネジ２８１を収納するネジ収納部２０９が設けられている。
【０７０７】
　ネジ収納部２０９は、図１０４（ｂ）に示されるように、ケース本体２０１の底板２０
１ａから立設される側壁２０３よりも若干低い板状部２０９ａと、該板状部２０９ａの長
手方向に向けて所定間隔おきに形成される複数の筒状部２０９ｂと、から構成される。各
筒状部２０９ｂには、予備用ワンウェイネジ２８１のネジ部の直径よりも若干大径で、か
つ、頭部の直径よりも小径の挿入孔２０９ｃが上方から所定深さ形成されており、挿入孔
２０９ｃの上面開口から予備用ワンウェイネジ２８１を挿通して収納できるようになって
いる（図１１１（ａ）参照）。
【０７０８】
　板状部２０９ａは、その長手方向の両端が、それぞれ側壁２０６及び連接壁２０３ｄの
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内面に連設されているとともに、膨出壁２０３ｂに対して平行に、基板収納空間Ｓ１と膨
出空間Ｓ２とを区画するように配設されている。また、膨出壁２０３ｂ，２０３ｃの下部
には、後述するケースカバー２０２’’の係止爪２５１を係止可能な係止穴２１０がそれ
ぞれ形成されている（図１１１（ａ）参照）。
【０７０９】
　予備用ワンウェイネジ２８１は、周知のように、一方向の回転によってネジを螺着する
ことができるが、他方向に回転させようとしても回転させることができない、すなわち、
そのネジを緩めることができない機能を有するネジである（図１０４（ａ）参照）。具体
的には、外周に雄ねじ部が形成されたネジ部２８３と、該ネジ部２８３の上端に設けられ
る頭部２８４と、から構成され、ネジ部２８３の直径よりも頭部２８４の直径の方が大径
になっている（図１１１（ａ）参照）。尚、ワンウェイネジ２８０も予備用ワンウェイネ
ジ２８１と同様に構成されているため、ここでの詳細な説明及び図示は省略することとす
る。
【０７１０】
　中央側壁２０３ａの外側には、後述するワンウェイネジ２８０が螺入される複数（本実
施の形態では４つ）のネジ孔２１１ａ～２１１ｄが形成される第２被固着部２１２が形成
されている。被固着部２１２は、図１０４及び図１１０に示されるように、中央側壁２０
３ａの外側における両連接壁２０３ｄ，２０３ｄ間に架設されるとともに、ネジ孔２１１
ａ～２１１ｄが長手方向に向けて所定間隔おきに形成された固着片２１２ａと、該固着片
２１２ａの下面における各ネジ孔２１１ａ～２１１ｄに対応する箇所から垂下される筒状
部２１２ｂと、から構成され、ネジ孔２１１ａ～２１１ｄは、固着片２１２ａから筒状部
２１２ｂにかけて所定深さに形成されている。
【０７１１】
　固着片２１２ａは、中央側壁２０３ａ及び両連接壁２０３ｄに対向する３辺がそれぞれ
側壁２０３に連設されているとともに、中央側壁２０３ａの反対側の長辺が、膨出壁２０
３ｂ，２０３ｄと面一になるように形成されている。つまり、両サイドの膨出部２０８ａ
，２０８ｂよりも外側に突出しないように形成されているため、誤ってケース本体２０１
を落下した場合でも、第２被固着部２１２が両サイドの膨出部２０８ａ，２０８ｂにより
保護されて損傷しないようになっている。
【０７１２】
　他方の短寸の側壁２０４は、図１０３及び図１０９に示されるように、その上端から内
向きに連設される内向片２０４ａと、該内向片２０４ａの先端から下方に垂設される垂下
片２０４ｂとが連設されており、これら側壁２０４、内向片２０４ａ及び垂下片２０４ｂ
の内面により、後述するケースカバー２０２’’の回動枢支片を係止する下向きに開口す
る被係止凹部２１５（図１０９参照）が長手方向に向けて形成されている。
【０７１３】
　また、図１０９に示されるように、底板２０１ａにおける被係止凹部２１５の鉛直下方
位置には開口が形成されているとともに、該開口端縁部からは、側壁２０４よりも高さが
低い閉塞壁２１６が立設されており、封止状態においてケースカバー２０２’’の側壁下
端と底板２０１ａの上面との間を外側から被覆できるようになっている。
【０７１４】
　底板２０１ａの下面には、パチンコ遊技機１に設けられる基板収納ケース取付板４００
（図１１３，１１４参照）に取り付ける際に、該基板収納ケース取付板４００に係止可能
な複数の取付板用係止爪２１７ａ，２１７ｂと、取り付けの際における位置決め用の位置
決め片２１８とが突設されている。
【０７１５】
　ケースカバー２０２’’は、透明な合成樹脂からなり、図１０３及び図１０４（ａ）に
示されるように、略長方形状に形成される上板２２０と、該上板２２０の周縁辺を囲むよ
うに形成された側壁２３０～２３３とにより下面が開放する直方体状に形成されている。
【０７１６】
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　上板２２０には、図１０５に示されるように、平面視略長方形状に形成された主基板３
１の実装面３１ａにおける一方の長辺に沿うように形成された帯状のコネクタ実装領域Ｓ
１０（図１０５中斜線で示される領域）を被覆するとともに、該コネクタ実装領域Ｓ１０
に実装された複数の基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃの接続口２３８ｄが臨むコネクタ
用開口２３６ａ～２３６ｃが形成されている。つまりケースカバー２０２’’には、基板
側コネクタ２３８ａ～２３８ｃに配線側コネクタ１２９０ａ～１２９０ｃを接続するため
のコネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃが形成されている。
【０７１７】
　図１０７及び図１０８に示されるように、コネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃは、配線
２９１ａ～２９１ｃにおける配線側コネクタ２２９０ａ～２２９０ｃとは反対側の端部に
設けられる配線側コネクタ２２９０ａ’～２２９０ｃ’を挿通可能な大きさに形成されて
いる。また、上板２２０の裏面（内側）における各コネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃの
開口端縁からは、所定長さの環状片９００が下方に向けて垂設されている。
【０７１８】
　上板２２０は、主基板３１の実装面３１ａにおけるコネクタ実装領域Ｓ１０以外のメイ
ン部品実装領域（図中斜線で示される領域以外の領域）、つまり遊技制御用マイクロコン
ピュータ５６０等の電子部品や各種回路等が実装される領域の上方を被覆する。
【０７１９】
　上板２２０の裏面四隅には、図１０６に示されるように、主基板３１を取り付けるため
の基板取付ネジ２３９が取り付けられるネジ孔２４０ａを有する取付用支柱２４０が一方
の対角線上に２つ突設されているとともに、取り付けの際に位置決め用の位置決め用凸部
２４１が他方の対角線上に２つ突設されており、ケースカバー２０２’’の裏面側に主基
板３１を取り付けできるようになっている。
【０７２０】
　主基板３１を取り付けるには、主基板３１の実装面３１ａをケースカバー２０２’’の
裏面に対向させた状態、つまり実装面３１ａを上方に向けた状態でケースカバー２０２’
’の裏面側に押し当てる。そして、各コネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃに対応する各コ
ネクタ２３８ａ～２３８ｃが臨むように、主基板３１における位置決め用凸部２４１に対
応する２つの角部に形成された位置決め孔２４３をそれぞれ位置決め用凸部２４１内に挿
通して位置決めした状態で、主基板３１の取付用支柱２４０に対応する２つの角部に形成
されたネジ取付孔２４２に基板取付ネジ２３９を取り付け、ネジ孔２４０ａに基板取付ネ
ジ２３９を螺入して取り付ける。つまり、これら位置決め用凸部２４１及び取付用支柱２
４０は基板取付部を構成している。
【０７２１】
　ここで、配線側コネクタ２２９０ａ～２２９０ｃの詳細を、図１０７及び図１０８に基
づいて説明する。尚、配線側コネクタ２２９０ａ～２２９０ｃは大きさが異なるが主要な
構造は同一であるため、図１０７及び図１０８においては、配線側コネクタ２２９０ｂを
一例として説明し、他の配線側コネクタ２２９０ａ，２２９０ｃの説明は省略することと
する。
【０７２２】
　配線側コネクタ２２９０ｂは、配線２９１ｂが接続される本体部９１０と、該本体部９
１０の下面から下向きに突設され、基板側コネクタ２３８ｂに接続される接続凸部９１１
と、から主に構成される。本体部９１０は、コネクタ用開口２３６ｂに嵌合可能な直方体
形状をなし、その上部には、外方に向けて延びる板状のフランジ部９１２が環状に形成さ
れている。フランジ部９１２は、環状片９００の下端開口を下方から閉塞可能な大きさを
有しており、その周縁からは上向きの嵌合片９１２ａが環状に突設されている。
【０７２３】
　このように構成される配線側コネクタ２２９０ｂは、接続凸部９１１を下方に向けた状
態で基板側コネクタ２３８ｂに直接接続されるようになっている。つまり、配線側コネク
タ２２９０ｂは、図１０６に示されるように、ケースカバー２０２’’の裏面側に主基板
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３１を取り付ける前に基板側コネクタ２３８ｂに接続されるとともに、反対側の配線側コ
ネクタ２２９０ｂ’をコネクタ用開口２３６ｂの裏面側からケースカバー２０２’’の外
方に向けて挿通した状態で、ケースカバー２０２’’の裏面側の基板取付部に主基板３１
を取り付けるようになっている。
【０７２４】
　具体的には、図１０８（ａ）に示されるように、まず基板側コネクタ２３８ｂに配線側
コネクタ２２９０ｂ’を接続し、この状態で、図１０８（ｂ）に示されるように、ケース
カバー２０２’’の裏面側の基板取付部に主基板３１を取り付ける。これにより、環状片
９００の下端にフランジ部９１２が嵌合され、該環状片９００の下端開口、つまりコネク
タ用開口２３６ｂがケースカバー２０２’’の裏面側（内側）から閉塞されることになる
ため、ケースカバー２０２’’の外部から、コネクタ用開口２３６ｂを介して針金やセル
等の不正器具の進入させることが困難となる。
【０７２５】
　また、環状片９００の下端にフランジ部９１２が嵌合され、この状態でケースカバー２
０２’’がケース本体２０１に固着されて開放不能となることで、基板側コネクタ２３８
ｂからの配線側コネクタ２２９０ｂの抜脱が規制される。
【０７２６】
　また、基板側コネクタ２３８ｂと配線側コネクタ２２９０ｂとの接続状態を解除するに
は、ケース本体２０１とケースカバー２０２’’との封止状態を解除して開放してケース
カバー２０２’’から主基板３１を取り外すことで、簡単に接続状態を解除することがで
きる。
【０７２７】
　また、フランジ部９１２の周縁から上向きに突設された環状の嵌合片９１２ａが、環状
片９００の下端開口に嵌合されることで、環状片９００の下端面とフランジ部９１２の上
面とを単に付き合わせる場合に比べて隙間が生じにくくなるため、不正器具の進入を効果
的に防止することができる。
【０７２８】
　ケースカバー２０２’’に戻って、高被覆面２２０ｂの裏面所定箇所には、後述するワ
ンウェイネジ２８０の頭部２８４を被覆するキャップ２４４が複数吊支されたキャップ吊
支体２４５（図１０５中拡大図参照）を保持する四角柱状のキャップ保持部（図示略）が
下向きに凸設されている。キャップ吊支体２４５に吊支されているキャップ２４４は、封
止の際に使用するワンウェイネジ２８０及び予備用ワンウェイネジ２８１の頭部２８４を
被覆するものであり、ワンウェイネジ２８０及び予備用ワンウェイネジ２８１の合計数（
４個）のキャップを有している。
【０７２９】
　尚、各キャップ２４４には下端に係止爪が形成された一対の係止片が設けられており、
該係止爪を後述する被固着部２５５ａ～２５５ｄの内面に形成された段部に係止すること
で、被固着部２５５ａ～２５５ｄの上面開口を閉塞するように保持されるようになってい
る。
【０７３０】
　上板２２０の上面には、図１０３に示されるように、パチンコ遊技機１の機種名を記し
た機種名シール（図示略）を貼着するための機種名表示用凹部２４７が凹設されていると
ともに、主基板３１を検査した際に書き込む「検査者」や「検査日」等の各項目が記され
た検査履歴シール（図示略）を貼着するための検査名表示用凹部２４８が凹設されている
。
【０７３１】
　また、上板２２０表面には、各被固着部２５５ａ～２５５ｄそれぞれに対応する箇所に
、後述するようにワンウェイネジ２８０及びワンウェイネジ２８１を用いて第１被固着部
２５５及び第２被固着部２１２とを固着する順番、つまり、各被固着部２５５ａ～２５５
ｄ及び各ネジ孔２１１ａ～２１１ｄの使用順序を示す使用順番号（図１０３、図１０４中
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に示す「１，２，３，４」の白抜き数字参照）が印刷等により表示されている。
【０７３２】
　側壁２３０におけるケース本体２０１側の膨出部２０８ａ，２０８ｂに対応する箇所に
は、膨出部２０８ａ，２０８ｂよりもそれぞれ一回り小さい膨出部カバー２５０ａ，２５
０ｂが外側に向けて膨出するように形成されている。つまり、これら膨出部カバー２５０
ａ，２５０ｂは、封止状態において膨出部２０８ａ，２０８ｂを構成する膨出壁２０３ｂ
，２０３ｃ及び連接壁２０３ｄよりも内側に入り込み、膨出空間Ｓ２，Ｓ３の上方を閉塞
するように構成されている。
【０７３３】
　これら膨出部カバー２５０ａ，２５０ｂは、内部が中空状に形成されており、一方の膨
出部カバー２５０ｂの内部空間は、側壁２３０によりケースカバー２０２’’における基
板収納空間と区画されて独立した空間となっているとともに（図１０４参照）、他方の膨
出部カバー２５０ａの内部空間は、側壁２３０における膨出部カバー２５０ａに対応する
箇所が切り欠かれていることにより、ケースカバー２０２’’の基板収納空間と連通して
いる（図１１１（ａ）参照）。
【０７３４】
　膨出部カバー２５０ａ，２５０ｂにおける膨出部２０８ａ，２０８ｂに形成された係止
穴２１０に対応する壁部には、下端から上方に向けて切り欠かれた２本のスリットを介し
て弾性変形自在に構成された係止片２５２が形成されており、該係止片２５２の下端には
、係止穴２１０に係止可能な外向きの係止爪２５１が形成されており、ケース本体２０１
の上面をケースカバー２０２’’により閉鎖した状態、つまり封止状態において係止爪２
５１が係止穴２１０に係止されるようになっている。
【０７３５】
　また、図１１１（ａ）に示されるように、前述したネジ収納部２０９に対応する膨出部
カバー２５０ａの上壁裏面２５４には、膨出部カバー２５０ａの長手方向に向けて延びる
ネジ規制用リブ２５３が下方に向けて垂設されている（図１０４参照）。詳しくは、ネジ
規制用リブ２５３は、ケース本体２０１の上面をケースカバー２０２’’により閉鎖した
状態、つまり封止状態において、ネジ収納部２０９の板状部２０９ａの直上に該板状部２
０９ａと平行をなすように配置されるように、膨出部カバー２５０ａの上壁裏面２５４に
おける板状部２０９ａとの対向位置から下方に向けて垂設されている。つまり、上壁裏面
２５４における挿入孔２０９ｃの上面開口との対向位置から、該挿入孔２０９ｃの上面開
口に向けて鉛直方向に向けて所定長さ延設されており、その下端が挿入孔２０９ｃ内に挿
入された各予備用ワンウェイネジ２８１の頭部２８４に近接する長さを有している。
【０７３６】
　このように、上記封止状態において、膨出部カバー２５０ａの上壁裏面２５４から下方
に向けて延設されたネジ規制用リブ２５３により、ネジ収納部２０９内に収納された予備
用ワンウェイネジ２８１のネジ収納部２０９からの逸脱が防止されるようになっているた
め、ネジ収納部２０９から予備用ワンウェイネジ２８１が逸脱して基板収納空間Ｓ１内に
入り込み、基板を損傷させてしまうこと等が確実に防止される。
【０７３７】
　図１０４に示されるように、側壁２０３における両膨出部カバー２５０ａ，２５０ｂの
間には、複数（本実施の形態では４つ）の四角筒状の被固着部２５５ａ～２５５ｄが、ケ
ース本体２０１の各ネジ孔２１１ａ～２１１ｄに対向する箇所に複数形成されており、こ
れら固着部により第１被固着部２５５が構成されている。
【０７３８】
　各被固着部２５５ａ～２５５ｄは、図１１０，図１１１（ｂ）に示されるように、ワン
ウェイネジ２８０及び予備用ワンウェイネジ２８１を挿通可能な四角柱状の筒状部２５６
と、該筒状部２５６と側壁２３０とを連接する連接部２５７と、から構成されており、連
接部２５７を介して筒状部２５６が側壁２３０から所定距離離間した状態で配置されてい
るため、連接部２５７をニッパ等の工具で切断できるようになっている。また、連設部２
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５７は、ケースカバー２０２’’の一側縁である側壁２３０の外面から外方に向けて複数
突設されており、各連設部２５７の先端に被固着部２５５ａ～２５５ｄが設けられている
。
【０７３９】
　筒状部２５６は、上面が開口する有底の筒体であり、内部にワンウェイネジ２８０を収
納可能な大きさを有しているとともに、底板２５８には、ワンウェイネジ２８０の頭部２
８４の直径よりも小径の取付孔２５９が形成されている。この取付孔２５９は、封止状態
において、各ネジ孔２１１ａ～２１１ｄの対向位置に配置されるようになっている。
【０７４０】
　図１０３及び図１０９に示されるように、ケース本体２０１側の被係止凹部２１５が形
成されている側壁２０４に対応する側壁２３１には、先端に被係止凹部２１５に係止可能
な上向きの係止条２６０が長手方向に向けて延設された係止片２６１が外方に向けて延設
されている。
【０７４１】
　次に、このように構成されたケース本体２０１及びケースカバー２０２’’により、主
基板３１を内部に収納して封止状態とする状況を説明する。
【０７４２】
　主基板３１を封止状態で収納するには、まず、図１０６に示されるように、各配線２９
１ａ～２９１ｃの配線側コネクタ２２９０ａ～２２９０ｃを各基板側コネクタ２３８ａ～
２３８ｃに接続するとともに、各配線２９１ａ～２９１ｃにおける他方の端部側に設けら
れた配線側コネクタ２２９０ａ’～２２９０ｃ’を、ケースカバー２０２’’の裏面側か
らコネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃに挿通し、ケースカバー２０２’’の外方に取り出
しておく。
【０７４３】
　そして、ケースカバー２０２’’の裏面に設けられたキャップ保持部（図示略）に、キ
ャップ吊支体２４５を取り付けた後、主基板３１をケースカバー２０２’’の裏面側に取
り付ける。次いで、図１０６に示されるように、主基板３１の実装面３１ａをケースカバ
ー２０２’’の裏面に対向させた状態、つまり実装面３１ａを上方に向けた状態でケース
カバー２０２’’の裏面側に押し当てる。これにより、各コネクタ用開口２３６ａ～２３
６ｃの内側に形成された各環状片９００の下端開口に、各基板側コネクタ２３８ａ～２３
８ｃに接続された配線側コネクタ２２９０ａ～２２９０ｃの上部に設けられたフランジ部
９１２の上面が当接し、各環状片９００の下端開口、つまりコネクタ用開口２３６ａ～２
３６ｃがケースカバー２０２’’の内側から閉塞される。尚、各配線２９１ａ～２９１ｃ
はコネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃを介してケース外部に挿通される。
【０７４４】
　さらに、主基板３１における位置決め用凸部２４１に対応する２つの角部に形成された
位置決め孔２４３をそれぞれ位置決め用凸部２４１内に挿通して位置決めした状態で、主
基板３１の取付用支柱２４０に対応する２つの角部に形成されたネジ取付孔２４２に基板
取付ネジ２３９を取り付け、ネジ孔２４０ａに基板取付ネジ２３９を螺入して取り付ける
。
【０７４５】
　このように、ケースカバー２０２’’の裏面側に主基板３１を取り付けた状態において
配線側コネクタ２２９０ｂは、図１０８（ｂ）に示されるように、基板側コネクタ２３８
ｂに接続されたコネクタ接続状態となるとともに、各環状片９００の下端開口にフランジ
部９１２及び嵌合部９１２ａが嵌合されることで、コネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃが
ケースカバー２０２’’の内側から閉塞され、これによりコネクタ用開口２３６ａ～２３
６ｃからの針金やセル等の不正器具の進入が確実に防止される。さらに、フランジ部９１
２により基板側コネクタ２３８ｂからの配線側コネクタ２２９０ｂの抜脱が規制される。
【０７４６】
　一方、ケース本体２０１の方は、図１０５に示されるように、ネジ収納部２０９の挿入
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孔２０９ｃ内に、予備用ワンウェイネジ２８１を収納しておく。このとき、各挿入孔２０
９ｃの上面開口の上方からネジ部２８３を挿入孔２０９ｃ（図１０４（ｂ）参照）内に挿
通するだけで、簡単に収納することができる。この収納状態において、ネジ部２８３は挿
入孔２０９ｃ内に完全に収納され、頭部２８４のみが挿入孔２０９ｃの上面開口から外部
に突出された状態で保持されているため（図１１１（ａ）参照）、これら収納された予備
用ワンウェイネジ２８１を使用する際において、頭部２８４を手で摘むだけで簡単に取り
出すことができる。
【０７４７】
　次いで、主基板３１が一体的に取り付けられたケースカバー２０２’’により、ケース
本体２０１の上面開口を閉鎖する。具体的には、図１０９に示されるように、ケースカバ
ー２０２’’の一方の短辺から外方に向けて突設された係止片２６０が下を向くようにケ
ースカバー２０２’’を傾斜させた状態、すなわち、主基板３１の裏面３１ｂをケース本
体２０１に対向させた状態で、ケース本体２０１における閉塞壁２１６の上端と垂下片２
０４ｂの下端との間に係止片２６０を差し込む。そして、係止条２６０を被係止凹部２１
５内に係止させた状態で、該係止部を中心としてケースカバー２０２’’を図中矢印方向
に向けて向けて回転させ、ケースカバー２０２’’をケース本体２０１の側壁２０３～２
０６により囲まれた空間内に嵌め込む。
【０７４８】
　ここで、ケース本体２０１の膨出部２０８ａ，２０８ｂの膨出空間Ｓ２，Ｓ３内に膨出
部カバー２５０ａ，２５０ｂが嵌め込まれて、両係止爪２５１がそれぞれ係止穴２１０の
開口上端縁に係止される。これにより、ケースカバー２０２’’の一方の短辺側が係止条
２６０と被係止凹部２１５とにより係止されるとともに、他方の短辺側が係止爪２５１と
係止孔２５１とにより係止され、ケースカバー２０２’’がケース本体２０１に対して仮
止めされる。尚、この状態では、係止穴２１０の外方からそれぞれの係止爪２５１を内側
に向けて押し込むことで係止状態を解除することで、ケースカバー２０２’’を簡単に開
放させることができる。
【０７４９】
　この状態において、膨出部カバー２５０ａの上壁裏面２５４から下方に向けて延設され
たネジ規制用リブ２５３の下端が、ネジ収納部２０９に収納された３本の予備用ワンウェ
イネジ２８１の頭部２８４に近接した状態で配置されるため、予備用ワンウェイネジ２８
１がネジ収納部２０９から逸脱して基板収納空間Ｓ１内に入り込み、主基板３１の配線パ
ターン等を傷つけて断線させてしまうこと等が防止される。
【０７５０】
　また、ケースカバー２０２’’の各側壁２３０～２３３の下端が、ケース本体２０１の
側壁２０３～２０６の上端よりも下方に深く入り込んだ状態となるため、ケース本体２０
１とケースカバー２０２’’との間から針金等の異物を進入しにくくなる。
【０７５１】
　また、ネジ収納部２０９は、膨出部２０８ａの膨出空間Ｓ２内に設けられているため、
主基板３１が基板収納空間Ｓ１内におけるネジ収納部２０９の上端よりも下方位置に配置
された状態においても（図１１１（ｂ）参照）、ネジ収納部２０９と干渉することがない
。
【０７５２】
　さらにこの状態において、図１１０に示されるように、ケース本体２０１の第２被固着
部２１２の上方に、ケースカバー２０２’’の第１被固着部２５５が配置される。詳しく
は、固着片２１２ａの上面に各被固着部２５５ａ～２５５ｄが載置されると、各ネジ孔２
１１ａ～２１１ｄと各取付孔２５９とが合致し、ワンウェイネジ２８０を挿通可能な状態
となる。ここで、４つの被固着部２５５ａ～２５５ｄのうち、いずれか１つの筒状部２５
６（ここでは前述したようにケースカバー２０２’’に表示されている使用順番号「１」
に対応する被固着部２５５ｄの筒状部２５６）の上面開口からワンウェイネジ２８０を挿
入し、ネジ部２８３の先端を取付孔２５９に差し込んだ状態で、マイナスドライバー等の
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工具によりワンウェイネジ２８０を時計回りにねじ込む（図１０４参照）。
【０７５３】
　これにより、図１１０に示されるように、ネジ部２８３の外周に形成された雄ねじのね
じ切り作用により、ネジ部２８３が取付孔２５９を貫通して、固着片２１２ａ及び筒状部
２１２ｂ内に貫通形成されたネジ孔２１１ａ内に螺入され、固着片２１２ａ及び被固着部
２５５ｄ、つまり第２被固着部２１２と第１被固着部２５５とがワンウェイネジ２８０を
介して固着（カシメ）される。
【０７５４】
　すなわち、ケースカバー２０２’’は、一方の短辺側が係止条２６０が被係止凹部２１
５により係止され、他方の短辺側がワンウェイネジ２８０を介して固着されていることに
より、ケース本体２０１に対してケースカバー２０２’’が開放不能に固着され、主基板
３１は、実装面３１ａ及び裏面３１ｂがこれらケース本体２０１及びケースカバー２０２
’’により被覆された状態で、基板収納ケース２００’’内に封止状態で収納される。
【０７５５】
　尚、ワンウェイネジ２８０を完全にねじ込んだ後、その上方から、所定の色に着色され
た色付接着剤Ｚを筒状部２５６内に注入した後、キャップ２４４を筒状体２５５ｄの上面
開口に嵌め込んで、頭部２８４の上面に形成された溝等を被覆することにより、ワンウェ
イネジ２８０を取り外しにくくすることができる。
【０７５６】
　さらに、透明な合成樹脂材からなる筒状部２５６内に色付接着剤Ｚが注入されることで
、ワンウェイネジ２８０に対する何らかのアクセスがあった場合において、色付接着剤Ｚ
が抉り取られた痕跡等が色により視認しやすくなるため、透明な筒状部２５６外部からで
も不正行為の痕跡を発見しやすくなる。
【０７５７】
　また、この封止状態を解除してケースカバー２０２’’を開放しようとする場合、前述
したようにワンウェイネジ２８０を反時計回りに回して取り外すことはできないため、ケ
ース本体２０１またはケースカバー２０２’’の一部を破壊するか、あるいは、連接部２
５７をニッパ等の工具により切断し、固着片２１２ａにワンウェイネジ２８０を介して固
着されている被固着部２５５ａの筒状部２５６をケースカバー２０２’’から切り離すし
かない。
【０７５８】
　つまり、破壊または切断のいずれの方法をとるにせよ、封止状態を解除してケースカバ
ー２０２’’を開放した場合には、破壊または切断の痕跡が残ることになるため、例えば
不正行為によりケースカバー２０２’’が開放された場合でも、早期のうちに不正行為が
行われたことを発見することができる。これにより、万が一不正な遊技プログラムが格納
されたＲＯＭを有する遊技制御基板等にすりかえられた場合でも、早期に発見して対処す
ることができるため、その状態で遊技が行われて遊技店が不利益を被ることを回避するこ
とができる。
【０７５９】
　次に、第２被固着部２１２と第１被固着部２５５とをワンウェイネジ２８０を介して固
着して封止状態を構成した後、主基板３１の故障や検査等により主基板３１を取り出すた
めに封止状態を解除し、再度封止状態とする場合について説明する。
【０７６０】
　尚、このようにネジ孔２１１ａ～２１１ｄ及び被固着部２５５ａ～２５５ｄを複数形成
し、繰り返し封止状態とすることができるようにするのは、例えばメーカーが主基板３１
を遊技店等に出荷する際に、主基板３１を基板収納ケース２００’’内に封止状態で収納
するために、１つのネジ孔２１１ａ～２１１ｄ及び被固着部２５５ａ～２５５ｄを使用し
た後、遊技店において、上記のように主基板３１が故障して交換する場合や検査等を行う
ために主基板３１を取り出す場合等において、封止状態を解除することがある。その後再
度封止状態とする際に他のネジ孔２１１ａ～２１１ｄ及び被固着部２５５ａ～２５５ｄを
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使用するため、これらが第２被固着部２１２及び第１被固着部２５５が複数必要となる。
【０７６１】
　まず、ケースカバー２０２’’を開放したときに、キャップ吊支体２４５からキャップ
２４４を１つ分離して取り出しておくとともに、ネジ収納部２０９から予備用ワンウェイ
ネジ２８１を１本取り出しておく。そして、前述と同様に、ケース本体２０１の上面開口
をケースカバー２０２’’により閉鎖する。ここで、まだ連接部２５７が切断されていな
い被固着部２５５ｂ～２５５ｄのうちいずれかの筒状部（例えば前述した使用順番号「２
」に対応する被固着部２５５ｂ）に予備用ワンウェイネジ２８１を挿入し、ネジ孔２１１
ｂに螺入することで、前述と同様に第２被固着部２１２と第１被固着部２５５とを固着し
て封止状態を構成することができる。
【０７６２】
　このように、第２被固着部２１２としてのネジ孔２１１ａ～２１１ｄ及び第１被固着部
２５５としての被固着部２５５ａ～２５５ｄが複数設けられているため、ケース本体２０
１やケースカバー２０２’’の一部を破壊することなく連接部２５７を切断するだけで、
基板収納ケース２００’’を交換すること等なく、封止状態を解除した後でも、封止状態
を複数回繰り返し構成することができる。
【０７６３】
　以上説明したように、基板収納ケース２００’’にあっては、主基板３１をケースカバ
ー２０２’’の裏面に取り付ける前に、配線側コネクタ２２９０ａ～２２９０ｃを基板側
コネクタ２３８ａ～２３８ｃに接続するだけで、該接続した配線側コネクタ２２９０ａ～
２２９０ｃと環状片９００の下端開口との間、つまりコネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃ
との間の隙間が内側閉塞部としてのフランジ部９１２及び嵌合部９１２ａによりケースカ
バー２０２’’の内側から閉塞されることで、配線側コネクタ２２９０ａ～２２９０ｃと
コネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃとの間の隙間から不正器具を進入させることが困難と
なる。
【０７６４】
　このように配線側コネクタ２２９０ａ～２２９０ｃをケースカバー２０２’’の内側で
基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃに接続した状態で、ケースカバー２０２’’の裏面側
の基板取付部に主基板３１を取り付けるだけで、該接続した配線側コネクタ２２９０ａ～
２２９０ｃとコネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃとの間の隙間が生じなくなるため、配線
側コネクタ２２９０ａ～２２９０ｃとコネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃとの間の隙間か
ら針金やセル等の不正器具を進入させることが困難となるとともに、さらに前記隙間の上
方がケースカバー２０２’’の内側から内側閉塞部であるフランジ部９１２により閉塞さ
れるため、針金やセル等の不正器具の進入がより困難となる。
【０７６５】
　また、主基板３１がケースカバー２０２’’の基板取付部（位置決め用凸部２４１及び
取付用支柱２４０）に取り付けられることで、基板収納ケース２００’’の封止状態を不
正に解除してケースカバー２０２’’を開放するだけでは実装面３１ａの被覆状態を解除
することはできず、前記基板取付部から主基板３１を取り外す必要があり、手間と時間が
かかることになるため、不正器具による主基板３１に対する不正行為を効果的に防止でき
る。
【０７６６】
　また、基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃに配線側コネクタ２２９０ａ～２２９０ｃを
接続した状態で、ケースカバー２０２’’に主基板３１を取り付けることで、配線側コネ
クタ２２９０ａ～２２９０ｃの基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃからの抜脱が当接規制
される。
【０７６７】
　また、複数のうち少なくとも一対の第１被固着部としてのネジ孔２１１ａ～２１１ｄ及
び第２被固着部としての被固着部２５５ａ～２５５ｄ同士を固着部材としてのワンウェイ
ネジ２８０により固着することで、主基板３１を封止状態とすることができるとともに、
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基板収納ケース２００’’を破壊するかもしくは固着されたネジ孔２１１ａ～２１１ｄの
連接部２５７を切断することで、封止状態を解除してケースカバー２０２’’を開放する
ことができる。さらに連接部を切断するなどして封止状態を解除した後でも、未使用の一
対のネジ孔２１１ａ～２１１ｄ及び被固着部２５５ａ～２５５ｄ同士を予備用ワンウェイ
ネジ２８１により固着することで、再度主基板３１を封止状態でケース内部に収納するこ
とができる。
【０７６８】
　また、基板収納ケース２００’’を開放することにより、ネジ収納部２０９の挿入孔２
０９ｃの上面開口が開放されるため、予備用ワンウェイネジ２８１をネジ収納部２０９に
簡単に収納及び取り出すことができるとともに、ネジ収納部２０９に収納された予備用ワ
ンウェイネジ２８１は、主基板３１の封止状態においてネジ収納部２０９からの逸脱が、
規制部としてのネジ規制用リブ２５３の下端との当接により規制されるため、逸脱した予
備用ワンウェイネジ２８１により主基板３１が損傷することを防止できる。
【０７６９】
　さらに、ネジ規制用リブ２５３が、膨出部カバー２５０ａの上壁裏面２５４からネジ収
納部２０９の挿入孔２０９ｃの上面開口に向けて下方に延設されていることで、ネジ収納
部２０９の配設位置が、ケースカバー２０２’’やケース本体２０１の形状により制限さ
れたり、あるいはケースカバー２０２’’やケース本体２０１の形状をネジ収納部２０９
の配設位置に合わせて形成する必要がないので、基板収納ケース２００’’の設計が煩雑
になることを回避できる。
【０７７０】
　具体的は、例えばネジ収納部２０９に収納された予備用ワンウェイネジ２８１の頭部２
８４からケースカバー２０２’’の裏面までの距離が、予備用ワンウェイネジ２８１の長
さよりも大きい場合には、予備用ワンウェイネジ２８１がネジ収納部２０９から逸脱する
虞がある。そこで、例えばケースカバー２０２’’におけるネジ収納部２０９に対応する
箇所を該ネジ収納部２０９の挿入孔２０９ｃの上面開口に極力近接させようとすると、ケ
ースカバー２０２’’全体の形状、あるいはネジ収納部２０９の配設位置を設計変更しな
ければならないが、ケースカバー２０２’’の裏面所定箇所からネジ規制用リブ２５３を
延設することで、ケースカバー２０２’’全体の形状やネジ収納部２０９の配設位置を設
計変更しないで済む。
【０７７１】
　また、ネジ規制用リブ２５３は、３つの予備用ワンウェイネジ２８１の逸脱を規制でき
るように、上壁裏面２５４の長手方向にわたって延設されていることで、膨出部カバー２
５０ａの強度が高まる。これにより、例えばケースカバー２０２’’を過って床等に落下
させてしまった場合等において、膨出部カバー２５０ａが破壊されにくくなるので、その
側方に設けられる第１被固着部２５５の保護作用が効果的に高まる。
【０７７２】
　また、第２被固着部２１２及び第１被固着部２５５の前後側方に膨出部２０８ａ，２０
８ｂが設けられることで、いずれか一側方のみに設けられている場合に比べて、これら第
２被固着部２１２及び第１被固着部２５５がより効果的に保護される。
【０７７３】
　また、膨出部２０８ａの膨出空間Ｓ２内に設けられたネジ収納部２０９は、複数本の予
備用ワンウェイネジ２８１をまとめて収納可能であるため、各ネジ孔２１１ａ～２１１ｄ
や各被固着部２５５ａ～２５５ｄそれぞれの近傍に予備用ワンウェイネジ２８１を収納し
ておくよりも、ケース本体２０１の構造を簡素化することができるばかりか、予備用ワン
ウェイネジ２８１の管理が容易になる。
【０７７４】
　また、ケース本体２０１の側壁２０３の一部に膨出部２０８ａが形成され、該膨出部２
０８ａの側方に第２被固着部２１２が設けられることにより、過って基板収納ケース２０
０’’を床等に落下させた場合等においても、ネジ孔２１１ａ～２１１ｄや被固着部２５



(123) JP 2008-272214 A 2008.11.13

10

20

30

40

50

５ａ～２５５ｄが容易に破損することが防止されるとともに、膨出部２０８ａの内部に形
成された膨出空間Ｓ２内に設けられたネジ収納部２０９に予備用ワンウェイネジ２８１を
収納しておくことができるため、膨出部２０８ａを有効に利用することができるばかりか
、主基板３１を内部に収納または取り出す際に予備用ワンウェイネジ２８１が邪魔になる
ことがないように収納しておくことができる。
【０７７５】
　つまり、膨出部２０８ａと第２被固着部２１２とが、ケース本体２０１における一側辺
の長手方向に向けて直線状に配設されるとともに、特にネジ孔２１１ａ～２１１ｄとネジ
収納部２０９とが一側辺に沿うように配置されることで、ケース本体２０１外形に凹凸部
が形成されることがないので、ケース本体２０１の構造を簡素化できるばかりか、保管や
輸送時における収納性が向上する。
【０７７６】
　また、ネジ収納部２０９は、ケース本体２０１の内部における基板収納空間Ｓ１から外
側に張り出すように設けられた膨出空間Ｓ２内、すなわち、主基板３１の封止状態におい
て主基板３１と上下方向に重合しない位置に配設されているとともに、主基板３１は、膨
出空間Ｓ２内に張り出さないように設けられていることで、予備用ワンウェイネジ２８１
の収納及び取り出しの際に主基板３１と干渉することがない。
【０７７７】
　さらに、予備用ワンウェイネジ２８１は、ネジ収納部２０９の挿入孔２０９ｃの上面開
口を介して内部に挿入される挿入部であるネジ部２８３と、該ネジ部２８３の一端に設け
られる頭部２８４と、から構成され、ネジ収納部２０９は、予備用ワンウェイネジ２８１
を収納した状態において、頭部２８４が挿入孔２０９ｃの上面開口の外部に突出した状態
で保持されるように構成されていることで、予備用ワンウェイネジ２８１のネジ収納部２
０９からの取り出しが容易になる。
【０７７８】
　また、主基板３１は、複数の電子部品及び基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃが実装さ
れる実装面３１ａと該実装面３１ａと反対側の裏面３１ｂとを有し、ケースカバー２０２
’’は、基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃに配線側コネクタ２２９０ａ～２２９０ｃを
接続するためのコネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃが形成されるとともに、主基板３１を
取り付け可能に構成され、主基板３１は、実装面３１ａをケースカバー２０２’’により
被覆し、かつ、裏面３１ｂをケース本体２０１に対向させた状態で基板収納ケース２００
’’の内部に封止状態で収納されるため、基板収納ケース２００’’を開放しても、実装
面３１ａがケースカバー２０２’’により覆われた状態で主基板３１が取り付けられてい
ることで、ケースカバー２０２’’からの主基板３１の取り外しに時間がかかり、電子部
品や基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃ等に対する不正行為を行いにくくなる。
【０７７９】
　図１１２には、実施の形態８における変形例としての配線側コネクタ３２９０ａ～３２
９０ｃが示されている。図１１２は、実施の形態８における変形例としての配線側コネク
タ及び基板側コネクタの接続状況を示す斜視図である。
【０７８０】
　上記実施の形態８では、フランジ部９１２が配線側コネクタ２２９０ａ～２２９０ｃの
上部に一体的に形成されていたが、図１１２に示されるように、嵌合部９１２ａ’を有す
るフランジ部９１２’が、配線側コネクタ３２９０ａ～３２９０ｃの本体部９１０とは別
個に設けられていてもよい。この場合、このフランジ部９１２’を配線２９１ｂに装着す
るために、フランジ部９１２’の中央に配線挿通口９１２ｃを形成するとともに、該配線
挿通口９１２ｃからフランジ部９１２の周縁に向けて配線挿通用スリット９１２ｂを連設
し、配線２９１ｂを配線挿通用スリット９１２ｂを介して配線挿通口９１２ｃ内に挿通す
ることで、フランジ部９１２’を配線に直接装着できるようにしてもよい。
【０７８１】
　このようにフランジ部９１２’を配線側コネクタ３２９０ａ～３２９０ｃの本体部９１
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０とは別個に形成することで、配線側コネクタ３２９０ａ～３２９０ｃの構造が簡素化さ
れ、特殊な形状のコネクタを製造することなく、汎用の配線側コネクタを利用することが
できるため、製造コストを効果的に低減することができる。
【０７８２】
　つまり、本発明の内側閉塞部は、ケース本体２０１及びケースカバー２０２の封止状態
において該ケースカバー２０２の内側に配置されるものであればよく、上記実施の形態８
に記載のフランジ部９１２のように配線側コネクタに一体的に設けられていてもよいし、
変形例のフランジ部９１２’のように配線側コネクタとは別個に設けられるものでもよい
。
【０７８３】
　また、上記ケース本体２０１及びケースカバー２０２の封止状態において該ケースカバ
ー２０２の内側に配置されるとは、具体的には、ケース本体２０１及びケースカバー２０
２の封止状態において、前述したフランジ部９１２，９１２’のように、基板側コネクタ
に接続された配線側コネクタにより、該配線側コネクタとコネクタ用開口との間の隙間を
ケースカバー２０１の内側から閉塞した状態で保持されるように配置されることが好まし
い。
【０７８４】
　さらに、本発明の内側閉塞部が閉塞する配線側コネクタとコネクタ用開口との間の隙間
とは、配線側コネクタの上面とコネクタ用開口との間、または配線側コネクタの側周面（
外周面）とコネクタ用開口との間の隙間等を含む。
【０７８５】
　次に、上記実施の形態６～８における基板収納ケース２００，２００’、２００’’の
パチンコ遊技機１への取付構造について、図１１３及び図１１４に基づいて説明する。図
１１３は、基板収納ケース及び基板収納ケース取付板を示す斜視図であり、図１１４は、
（ａ）は基板収納ケース取付板に対する基板収納ケースの取付状況を示す横断面図であり
、（ｂ）は基板収納ケース取付板に基板収納ケースが取り付けられた状態を示す横断面図
であり、（ｃ）は（ｂ）のＤ－Ｄ断面図である。尚、ここでは基板収納ケース２００を一
例に説明するが、他の基板収納ケース２００’、２００’’も同様に取り付けることがで
きる。
【０７８６】
　図１１３に示される基板収納ケース取付板４００（以下、ケース取付板４００と略称す
る）は、一面が開口する四角箱状に形成された本体部４０１と、本体部４０１における開
口の左右一対の短辺から外向きに連設された取付片４０２と、から構成されており、パチ
ンコ遊技機１の遊技盤６の背面側所定箇所に、該遊技盤６の裏面に対して開口を対向させ
た状態で取り付けられるようになっている。尚、実施の形態６～８では、ケース取付板４
００は遊技盤６の背面に取り付けられるようになっているが、取付位置は特に限定される
ものではなく、例えばパチンコ遊技機１の背面側の任意の位置に取り付け可能である。
【０７８７】
　左右の取付片４０２，４０２には、遊技盤６の背面に螺入されるケース取付ネジ４０４
，７０４を取り付けるための取付孔４０３，４０３が上下２箇所にそれぞれ取り付けられ
ており、遊技盤６の背面側からネジ止めできるようになっている。
【０７８８】
　本体部４０１の背面側には、基板収納ケース２００を取り付けるための平坦状のケース
取付面４０１ａが形成されており、該ケース取付面４０１ａには、２つの上向きフック形
状の取付板用係止爪２１７ａを内部に向けて挿通可能な挿通部４０５ｃと、該挿通部４０
５ｃから側方に向けて連設された横向きのスリット溝４０５ｄとからなる係止穴７０５ａ
と、２つの上向きフック形状の取付板用係止爪２１７ｂを内部に向けて挿通可能な挿通部
４０５ｃと、該挿通部４０５ｃから側方に向けて連設された横向きのスリット溝４０５ｄ
とからなる係止穴４０５ｂと、縦向きの位置決め片２１８が挿通可能な挿通口４０６と、
が形成されている。
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【０７８９】
　また、ケース取付面４０１ａの裏面側における挿通口４０６の近傍位置には、基板収納
ケース２００のスライド移動を規制して、ケース取付面４０１ａに対して基板収納ケース
２００を結合するための結合手段を構成する回動レバー４０７が、回動軸４０７ａを中心
として回動自在に設けられている。回動レバー４０７の先端には、挿通口４０６内に挿通
された位置決め片２１８の側面に当接可能な当接面４０７ｂが形成されているとともに、
該当接面４０７ｂの上部には、位置決め片２１８の上端縁に当接して逸脱方向への回転を
規制するためのストッパ片４０７ｃが突設されている。
【０７９０】
　ここで、基板収納ケース２００のケース取付板４００への取り付け状況について、図１
１４に基づいて説明する。基板収納ケース２００を遊技盤６の背面に取り付ける場合、ま
ず、図１１４（ａ）に示されるように、ケース取付板４００が遊技盤６から取り外されて
いる状態で、ケース取付板４００に基板収納ケース２００を取り付け、該基板収納ケース
２００が取り付けられたケース取付板４００を遊技盤６の背面に取り付ける。
【０７９１】
　具体的には、まず、回動レバー４０７を図１１４（ｃ）中２点鎖線で示すように垂直姿
勢に保持しておく。そして、基板収納ケース２００の各取付板用係止爪２１７ａ，２１７
ｂを各係止穴７０５ａ，７０５ｂの挿通部４０５ｃに、位置決め片２１８を挿通口４０６
に対向させた状態で、基板収納ケース２００の底面をケース取付面４０１ａに当接させる
。これにより各取付板用係止爪２１７ａ，２１７ｂが挿通部４０５ｃ内に挿通されるとと
もに、位置決め片２１８が挿通口４０６に挿通される。そしてこの状態で、基板収納ケー
ス２００を図中向かって左側にスライド移動させることで、各取付板用係止爪２１７ａ，
２１７ｂの基部が挿通部４０５ｃからスリット溝４０５ｄ内に入り込むとともに、位置決
め片２１８が挿通口４０６の右側から左側に移動し、左側の開口端縁に当接される。
【０７９２】
　上向き及び下向きの取付板用係止爪２１７ａ，２１７ｂの基部が挿通部４０５ｃからス
リット溝４０５ｄ内に入り込むことで、上下の取付板用係止爪２１７ａ，２１７ｂの先端
がそれぞれケース取付面４０１ａの背面に係止され、基板収納ケース２００のケース取付
面４０１ａからの離脱が規制される。さらに、この状態で垂直姿勢に保持されている回動
レバー４０７を手動により位置決め片２１８側に倒伏（回転）させて水平姿勢とすること
で（図１１４（ｃ）参照）、当接面４０７ｂが位置決め片２１８の側面に当接され、これ
により挿通口４０６内における位置決め片２１８の左右方向の移動が規制される。
【０７９３】
　つまり、回動レバー４０７の突っ張り作用により基板収納ケース２００の左右移動が規
制されることで、スリット溝４０５ｄ内に位置する各取付板用係止爪２１７ａ，２１７ｂ
の挿通部４０５ｃ側への移動が規制され、これにより基板収納ケース２００のケース取付
板４００からの離脱が規制される。つまり、基板収納ケース２００がケース取付板４００
に結合された状態となる。
【０７９４】
　尚、この状態において、ストッパ片４０７ｃが位置決め片２１８の上端縁に当接される
ことで、回動レバー４０７の下方への回転が規制されるため、回動レバー４０７が水平姿
勢から回転して当接面４０７ｂが位置決め片２１８の側面から離脱することが防止される
。尚、このような水平姿勢での回動規制は、例えば本体部４０１の背面から突設したスト
ッパピン（図示略）等により行うようにしてもよい。
【０７９５】
　そして、このように基板収納ケース２００をケース取付板４００に取り付けた（結合し
た）状態で、図１１４（ｂ）に示されるように、ケース取付板４００を、その本体部４０
１の開口を遊技盤６の背面に対向させた状態で取付片４０２を所定の取付位置に配置した
状態で当接させ、各取付孔４０３に取り付けたケース取付ネジ４０４を遊技盤６に螺入し
、遊技盤６に取り付けることで、ケース取付板４００を介して基板収納ケース２００が遊
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技盤６の背面に取り付けられる。
【０７９６】
　このようにケース取付板４００が遊技盤６の背面に取り付けられた状態において、各取
付板用係止爪２１７ａ，２１７ｂや位置決め片２１８及び回動レバー４０７はケース取付
板４００の本体部４０１の内部に収容された状態で隠蔽されるため、外部から触れること
ができない。つまり、ケース取付板４００を遊技盤６から取り外さない限り、回動レバー
４０７を回動して結合状態を解除することができないため、基板収納ケース２００をパチ
ンコ遊技機１から取り出すのに手間と時間がかかることになるので、主基板３１を不正な
制御基板にすり替えられることを抑制できる。
【０７９７】
　また、スリット溝７０１ｄと各取付板用係止爪２１７ａ，２１７ｂとの間及び挿通部７
０１ｃや、位置決め片２１８と挿通口４０６の開口端縁との間に形成される隙間は、取り
付けられた基板収納ケース２００により閉塞されてしまうため、これらの間から不正器具
等を進入させることも困難となる。
【０７９８】
　逆に基板収納ケース２００を遊技盤６から取り外すには、まずケース取付板４００を遊
技盤６から取り外し、本体部４０１の開口を開放して回動レバー４０７を回転させて結合
（取り付け）状態を解除すればよい。
【０７９９】
　尚、ここでは位置決め片２１８のスライド移動を規制して基板収納ケース２００をケー
ス取付板４００に対して結合した状態で維持することが可能な回動レバー４０７が本体部
４０１の内部に設けられ、ケース取付板４００を遊技盤６から取り外さない限り基板収納
ケース２００をパチンコ遊技機１から取り外すことができないようになっていたが、基板
収納ケース２００をケース取付板４００に結合及び解除可能な結合手段は、上記回動レバ
ー４０７のみに限定されるものではなく、基板収納ケース２００をケース取付板４００に
対して取り付け、つまり結合できるものであれば種々に変更可能である。
【０８００】
　また、回動レバー４０７は、遊技盤６への取り付け状態において本体部４０１内に隠蔽
されるようになっていたが、ケース取付板４００を遊技機の一部を構成する遊技盤６から
取り外さない限り結合及び解除操作ができない状態とされるようになっていれば、ケース
取付板４００は上記のように必ずしも一面が開口する箱状に形成されていなくてもよい。
【０８０１】
　以上、本発明の実施の形態を図面により説明してきたが、本発明はこの実施の形態に限
定されるものではなく、本発明の主旨を逸脱しない範囲における変更や追加があっても本
発明に含まれることは言うまでもない。
【０８０２】
　例えば、上記実施の形態６～８では、１つの基板収納ケースに対して１種類の配線側コ
ネクタが基板側コネクタに接続される場合のケースカバーが適用されていたが、１つの基
板収納ケースに対して複数種類の配線側コネクタが基板側コネクタに接続される場合のケ
ースカバーが適用されていてもよい。
【０８０３】
　このような場合、例えば基板側コネクタ２３８ａ～２３８ｃに接続可能な配線側コネク
タとして、配線側コネクタ２９０ａ～２９０ｃ，１２９０ａ～１２９０ｃ，２２９０ａ～
２２９０ｃ，３２９０ａ～３２９０ｃのうちいずれか２種類以上のコネクタが基板側コネ
クタに接続可能とされていてもよい。
【０８０４】
　また、上記実施の形態７においては、実施の形態６に記載のコネクタ規制部材５００が
設けられていないが、上記実施の形態７における基板収納ケース２００’を、コネクタ規
制部材５００を配設可能な構成としてもよい。
【０８０５】
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　また、上記実施の形態６～８におけるケース本体２０１には、予備用ワンウェイネジ２
８１を収納するネジ収納部２０９が設けられていたが、必ずしもケース本体２０１に設け
られていなくてもよい。
【０８０６】
　また、上記実施の形態６～８の基板収納ケース２００，２００’，２００’’は、必ず
しもケース取付板７００を介して遊技盤６に取り付けられていなくてもよく、遊技盤６や
他の場所に直接取り付けるようにしてもよい。
【０８０７】
　また、前記実施の形態６～８では、主基板３１の実装面３１ａに対して基板側コネクタ
２３８ａ～２３８ｃが垂直に、つまり、接続口２３８ｃを上向きに開口した状態で実装さ
れ、コネクタ用開口２３６ａ～２３６ｃがケースカバー２０２の上板２２０に形成されて
いたが、接続口２３８ｃが側方に向けた状態で実装され、コネクタ用開口２３６ａ～２３
６ｃがケースカバー２０２の側面に形成されていてもよい。
【０８０８】
　また、前記実施の形態６では、ケースカバー２０２に形成された凹部２３４にコネクタ
用開口２３６ａ～２３６ｃが形成されていたが、必ずしも凹部２３４にコネクタ用開口２
３６ａ～２３６ｃを形成しなくてもよい。
【０８０９】
　また、前記実施の形態６のコネクタ規制部材５００は、複数の配線側コネクタ２９０ａ
～２９０ｃを当接規制及び被覆可能に構成されているが、各コネクタを個別に当接規制可
能に装着できるようにしてもよい。
【０８１０】
　また、前記実施の形態６のコネクタ規制部材５００は、配線側コネクタ２９０ａ～２９
０ｃの本体上面に当接して抜脱を規制するようになっていたが、当接する部位は本体上面
に限定されるものではなく、例えばコネクタの本体であれば、該本体の側面等であっても
よい。
【０８１１】
　また、前記実施の形態６のコネクタ規制部材５００は、ケース本体２０１及びケースカ
バー２０２の封止状態においてケース内部に配置される下板５００ｃ及び間隙部５０５に
配置される垂直板５００ｂにより基板収納ケース２００に保持されるようになっていたが
、例えばコネクタ規制部材の所定箇所をネジ等によりケースカバー２０２に直接取り付け
ることで保持されるようにしてもよい。
【０８１２】
　この場合、ケースカバー２０２にコネクタ規制部材を取り付けるネジが、ケース本体２
０１及びケースカバー２０２の封止状態において、ケース本体２０１またはケースカバー
２０２により被覆されるようにすることで、コネクタ規制部材を取り外せないようにする
（取り外す場合にはその痕跡が残るようにする）ことが好ましい。また、前記ネジとして
前述したワンウェイネジ等を適用することでコネクタ規制部材を取り外せないようにして
もよい。
【０８１３】
　また、前記実施の形態６の基板収納ケース２００では、封止状態において、ケース本体
２０１の側壁２０５の内面とケースカバー２０２の長辺２２０ｄとの間に、該側壁２０５
に沿うように間隙部５０５が直線状に延設されていたが、側壁２０５の一部または複数の
間隙部５０５が所定間隔おきに形成されるようにしてもよい。さらに、これら間隙部５０
５に変えて、コネクタ規制部材５００の一部である差込片部をケース内部に配置可能とす
る差込孔等を、ケースカバー２０２に形成してもよい。
【０８１４】
　また、前記実施の形態６のコネクタ規制部材５００は、下板５００ｃが主基板３１の裏
面３１ｂに当接することにより上方への移動が規制されるようになっていたが、封止状態
においてケース内部に配置される下板５００ｃや垂直板５００ｂの一部を、ケース内部に
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おける主基板３１以外の所定箇所、例えばケース本体２０１の側壁２０５内面やケースカ
バー２０２の裏面等に当接されることにより上方への移動が規制されるようにしてもよい
。
【０８１５】
　また、前記実施の形態６～８では、ネジ収納部２０９からの予備用ワンウェイネジ２８
１の逸脱を当接規制する規制部としてのネジ規制用リブ２５３は、封止状態においてケー
スカバー２０２におけるネジ収納部２０９の直上位置、すなわち収納口との対向面から下
方に向けて延設されていたが、封止状態においてネジ収納部２０９からの予備用ワンウェ
イネジ２８１の逸脱を当接規制可能であれば、ネジ規制用リブ２５３の端部とケースカバ
ー２０２の内面との連接位置は収納口との対向面に限定されるものではなく、対向面以外
の箇所、例えば膨出部カバー２５０ａの内面側方から水平方向に延設されていてもよい。
【０８１６】
　また、前記実施の形態６～８では、ネジ規制用リブ２５３が、膨出部カバー２５０ａの
内面における長手方向にわたって延びる板状に構成されていたが、各予備用ワンウェイネ
ジ２８１をそれぞれ個別に当接規制可能な柱状部材にて構成されていてもよい。
【０８１７】
　また、前記実施の形態６～８では、ネジ収納部２０９が予備用ワンウェイネジ２８１の
ネジ部２８３を挿入可能な挿入孔２０９ｃにて形成され、収納時において頭部２８４が外
部に突出するようになっていたが、予備用ワンウェイネジ２８１全体が収納されるように
構成されていてもよい。
【０８１８】
　また、前記実施の形態６～８では、膨出部２０８ａは、平面視略長方形状に形成されて
いたが、形状は種々に変形可能であり、例えば半円形状等に形成されていてもよい。
【０８１９】
　また、前記実施の形態６～８では、膨出部カバー２５０ａは膨出部２０８ａの周壁内側
に嵌まり込むように構成されていたが、周壁の外側に嵌まり込むようにしてもよい。
【０８２０】
　また、前記実施の形態６～８の基板収納ケースは、遊技機の一例であるパチンコ遊技機
１に設けられるものであったが、スロットマシン等の他の遊技機にも適用可能である。
【０８２１】
　また、前記実施の形態６～８では、基板収納ケースは主基板３１を内部に収納可能なケ
ースとして説明してきたが、内部に収納する制御基板は上記遊技制御基板に限定されるも
のではなく、例えば賞球制御基板３７や演出制御基板８０等を収納するケースであっても
よく、これらにもコネクタ規制部材を適用可能である。
【０８２２】
　また、前記実施の形態６～８では、主に基板収納ケースが開放されて主基板３１が不正
な制御基板に交換されること等を防止するための構造を記載してきたが、例えば制御基板
を含む基板収納ケースごと遊技機から取り外されて制御基板や基板収納ケースが交換され
ることを防止することを目的として、例えばケース本体２０１及びケースカバー２０２，
２０２’、２０２’’のうちの一方または双方の所定箇所に、製造番号や固有の識別番号
（ＩＤ）等が記憶されたＩＣタグ等を設けておき、該ＩＣタグに記憶されている正規な製
造番号や固有の識別番号（ＩＤ）等を所定の読み取り装置により適宜読み出して遊技店側
等で確認できるようにすることで、制御基板を含む基板収納ケースそのものが不正に交換
されることを防止するようにしてもよい。
【０８２３】
　さらにこの場合、このようなＩＣタグを、例えばケース本体２０１とケースカバー２０
２，２０２’、２０２’’とを跨ぐように貼着され、ケースカバーを開放したときには破
断して再封印することができない脆性体からなるいわゆる封印シールに一体的に設けたり
、あるいは該封印シールによりケース本体やケースカバーに貼着することが好ましい。こ
のようにすれば、ＩＣタグ自体が不正なＩＣタグに交換されたり、紛失していることを読
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み取り装置により判定できるため、早期のうちに対処できる。また、製造番号や固有の識
別番号（ＩＤ）等をこのような封印シールに視認可能に印刷してもよい。
【０８２４】
　上記の実施の形態のパチンコ遊技機は、主として、始動入賞にもとづいて可変表示部に
可変表示される特別図柄の停止図柄が所定の図柄になると所定の遊技価値が遊技者に付与
可能になるパチンコ遊技機であったが、始動入賞にもとづいて開放する電動役物の所定領
域への入賞があると所定の遊技価値が遊技者に付与可能になるパチンコ遊技機や、始動入
賞にもとづいて可変表示される図柄の停止図柄が所定の図柄の組み合わせになると開放す
る所定の電動役物への入賞があると所定の権利が発生または継続するパチンコ遊技機であ
っても、本発明を適用できる。さらに、遊技メダルを投入して賭け数を設定し遊技を行う
スロット機や、遊技メダルではなく遊技球を投入して賭け数を設定し遊技を行う遊技機な
どにも本発明を適用できる。
【図面の簡単な説明】
【０８２５】
【図１】パチンコ遊技機を正面からみた正面図である。
【図２】遊技制御基板（主基板）の回路構成例を示すブロック図である。
【図３】中継基板、演出制御基板、ランプドライバ基板および音声出力基板の回路構成例
を示すブロック図である。
【図４】遊技制御用マイクロコンピュータが実行するメイン処理の一例を示すフローチャ
ートである。
【図５】タイマ割込処理を示すフローチャートである。
【図６】特別図柄プロセス処理を示すフローチャートである。
【図７】特別図柄プロセス処理を示すフローチャートである。
【図８】演出制御コマンドの信号線を示す説明図である。
【図９】制御コマンドを構成する８ビットの制御信号とＩＮＴ信号との関係を示すタイミ
ング図である。
【図１０】演出制御コマンドの内容の一例を示す説明図である。
【図１１】演出制御コマンドの内容の一例を示す説明図である。
【図１２】変動パターンの一例を示す説明図である。
【図１３】特別図柄通常処理の一例を示すフローチャートである。
【図１４】特別図柄通常処理の一例を示すフローチャートである。
【図１５】特別図柄通常処理の一例を示すフローチャートである。
【図１６】大当り種別決定テーブルの一例を示す説明図である。
【図１７】変動パターン設定処理の一例を示すフローチャートである。
【図１８】特別図柄変動中処理の一例を示すフローチャートである。
【図１９】特別図柄停止処理の一例を示すフローチャートである。
【図２０】大入賞口開放前処理の一例を示すフローチャートである。
【図２１】大入賞口開放中処理の一例を示すフローチャートである。
【図２２】大入賞口開放後処理の一例を示すフローチャートである。
【図２３】大入賞口開放後処理の一例を示すフローチャートである。
【図２４】大当り終了処理の一例を示すフローチャートである。
【図２５】小当り開放前処理の一例を示すフローチャートである。
【図２６】小当り開放中処理の一例を示すフローチャートである。
【図２７】小当り終了処理の一例を示すフローチャートである。
【図２８】飾り図柄コマンド制御処理の一例を示すフローチャートである。
【図２９】コマンドセット処理の一例を示すフローチャートである。
【図３０】コマンド送信処理の一例を示すフローチャートである。
【図３１】１５ラウンドの大当り遊技が実行されるときの演出制御コマンドの送信タイミ
ングを示すタイミング図である。
【図３２】２ラウンドの大当り遊技および小当り遊技が実行されるときの演出制御コマン
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ドの送信タイミングを示すタイミング図である。
【図３３】普通図柄プロセス処理を示すフローチャートである。
【図３４】普通図柄通常処理の一例を示すフローチャートである。
【図３５】普通図柄変動処理の一例を示すフローチャートである。
【図３６】普通図柄停止処理の一例を示すフローチャートである。
【図３７】普通図柄の変動時間および可変入賞球装置の開放パターンの一例を示す説明図
である。
【図３８】普通電動役物作動処理の一例を示すフローチャートである。
【図３９】遊技制御用マイクロコンピュータにおける入力ポートのビット割り当て例を示
す説明図である。
【図４０】払出制御信号の内容の一例を示す説明図である。
【図４１】払出制御信号の送受信に用いられる信号線等を示すブロック図である。
【図４２】払出制御信号の出力の仕方の一例を示すタイミング図である。
【図４３】スイッチ処理で使用されるバッファを示す説明図である。
【図４４】スイッチ処理を示すフローチャートである。
【図４５】賞球処理を示すフローチャートである。
【図４６】賞球個数テーブルの構成例を示す説明図である。
【図４７】賞球個数加算処理を示すフローチャートである。
【図４８】賞球制御処理を示すフローチャートである。
【図４９】異常入賞報知処理を示すフローチャートである。
【図５０】演出制御用マイクロコンピュータが実行するメイン処理の一例を示すフローチ
ャートである。
【図５１】コマンド受信バッファの構成例を示す説明図である。
【図５２】コマンド解析処理の一例を示すフローチャートである。
【図５３】コマンド解析処理の一例を示すフローチャートである。
【図５４】コマンド解析処理の一例を示すフローチャートである。
【図５５】コマンド解析処理の一例を示すフローチャートである。
【図５６】第１の飾り図柄決定処理の一例を示すフローチャートである。
【図５７】第１の飾り図柄決定処理の一例を示すフローチャートである。
【図５８】第２の飾り図柄決定処理の一例を示すフローチャートである。
【図５９】再抽選後停止図柄決定処理の一例を示すフローチャートである。
【図６０】仮決定図柄決定処理の一例を示すフローチャートである。
【図６１】演出制御プロセス処理の一例を示すフローチャートである。
【図６２】プロセステーブルの構成例を示す説明図である。
【図６３】変動パターンコマンド受信待ち処理の一例を示すフローチャートである。
【図６４】飾り図柄変動開始処理の一例を示すフローチャートである。
【図６５】飾り図柄変動中処理の一例を示すフローチャートである。
【図６６】飾り図柄変動停止処理の一例を示すフローチャートである。
【図６７】大当り表示処理の一例を示すフローチャートである。
【図６８】ラウンド中処理の一例を示すフローチャートである。
【図６９】ラウンド後処理の一例を示すフローチャートである。
【図７０】ラウンド後処理の一例を示すフローチャートである。
【図７１】大当り終了演出処理の一例を示すフローチャートである。
【図７２】小当り演出処理の一例を示すフローチャートである。
【図７３】可変表示装置に表示される報知画面の例を示す説明図である。
【図７４】可変表示装置において実行される大当り図柄の再抽選演出の表示例を示す説明
図である。
【図７５】報知制御処理を示すフローチャートである。
【図７６】可変表示装置における表示演出およびスピーカによる音演出の状況の例を示す
説明図である。
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【図７７】実施の形態２における特別図柄プロセス処理を示すフローチャートである　　
。
【図７８】実施の形態２における演出制御プロセス処理を示すフローチャートである　　
。
【図７９】実施の形態３における普通電動役物作動処理を示すフローチャートである　　
。
【図８０】実施の形態４におけるスイッチ処理を示すフローチャートである。
【図８１】実施の形態５における特別図柄プロセス処理を示すフローチャートである。
【図８２】実施の形態６における基板収納ケースを示す分解斜視図である。
【図８３】（ａ）は図８２の要部拡大斜視図であり、（ｂ）は（ａ）のケース本体の要部
を示す平面図である。
【図８４】基板収納ケース及び遊技制御基板の組み付け状態を示す分解斜視図である。
【図８５】ケースカバーに対する遊技制御基板の取り付け状態を示す斜視図である。
【図８６】（ａ）は配線側コネクタ及び基板側コネクタの接続状況を示す斜視図であり、
（ｂ）は（ａ）の縦断面図である。
【図８７】配線側コネクタの接続状況を示す斜視図である。
【図８８】コネクタ規制部材の取り付け状況を示す斜視図である。
【図８９】ケース本体とケースカバーとを閉鎖した状態を示す縦断面図である。
【図９０】基板収納ケースの封止状態を示す斜視図である。
【図９１】図９０のＡ－Ａ断面図である。
【図９２】基板収納ケースを示す一部破断側面図である。
【図９３】（ａ）は図９２のＢ－Ｂ断面図であり、（ｂ）は図９２のＣ－Ｃ断面図である
。
【図９４】本発明の実施の形態７における基板収納ケースを示す分解斜視図である。
【図９５】（ａ）は図９４の要部拡大斜視図であり、（ｂ）は（ａ）のケース本体の要部
を示す平面図である。
【図９６】基板収納ケース及び遊技制御基板の組み付け状態を示す分解斜視図である。
【図９７】ケースカバーに対する遊技制御基板の取り付け状態を示す斜視図である。
【図９８】（ａ）は配線側コネクタ及び基板側コネクタの接続状況を示す斜視図であり、
（ｂ）は（ａ）の縦断面図であり、（ｃ）は配線側コネクタの接続状況を示す斜視図であ
る。
【図９９】ケース本体とケースカバーとを閉鎖した状態を示す縦断面図遊技制御基板の封
止状態を示す断面図である。
【図１００】遊技制御基板の封止状態を示す断面図である。
【図１０１】基板収納ケースを示す一部破断側面図である。
【図１０２】（ａ）は図１０１のＢ－Ｂ断面図であり、（ｂ）は図１０１のＣ－Ｃ断面図
である。
【図１０３】本発明の実施の形態８における基板収納ケースを示す分解斜視図である。
【図１０４】（ａ）は図１０３の要部拡大斜視図であり、（ｂ）は（ａ）のケース本体の
要部を示す平面図である。
【図１０５】基板収納ケース及び遊技制御基板の組み付け状態を示す分解斜視図である。
【図１０６】ケースカバーに対する遊技制御基板の取り付け状態を示す斜視図である。
【図１０７】配線側コネクタ及び基板側コネクタの接続状況を示す斜視図である。
【図１０８】（ａ）（ｂ）は配線側コネクタの接続状況を示す断面図である。
【図１０９】ケース本体とケースカバーとを閉鎖した状態を示す縦断面図である。
【図１１０】基板収納ケースを示す一部破断側面図である。
【図１１１】（ａ）は図１１０のＢ－Ｂ断面図であり、（ｂ）は図１１０のＣ－Ｃ断面図
である。
【図１１２】実施の形態８における変形例としての配線側コネクタ及び基板側コネクタの
接続状況を示す斜視図である。
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【図１１３】基板収納ケース及び基板収納ケース取付板を示す斜視図である。
【図１１４】（ａ）は基板収納ケース取付板に対する基板収納ケースの取付状況を示す横
断面図であり、（ｂ）は基板収納ケース取付板に基板収納ケースが取り付けられた状態を
示す横断面図であり、（ｃ）は（ｂ）のＤ－Ｄ断面図である。
【符号の説明】
【０８２６】
２００，２００’、２００’’基板収納ケース
２０１　　　　　　　ケース本体
２０２，２０２’、２０２’’ケースカバー
２０８ａ，２０８ｂ　　　膨出部
２０９　　　　　　　　　ネジ収納部
２１２　　　　　　　　　第２被固着部
２３６ａ～２３６ｃ　　　コネクタ用開口
２３８ａ～２３８ｃ　　　基板側コネクタ
２５５ａ～２５５ｄ　　　第１被固着部
２８０　　　　　　　　　ワンウェイネジ
２９０ａ～２９０ｃ　　　配線側コネクタ
１２９０ａ～１２９０ｃ　配線側コネクタ
２２９０ａ～２２９０ｃ　配線側コネクタ
２９１ａ～２９１ｃ　　　配線
５００　　　　　　　　　コネクタ規制部材

【図１】 【図２】
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